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アウゲニンの出現は、ビタミンA治療界に一大進

歩をもたらしました。世界最初の水溶性 V.A剤

アウゲニンほ、現在ますます治療分野を拡大して

います。

①吸牧迅速て、体内における生理効果を高める。

C2)無痛性て、注射後に硬結、臆張等を生じない。

①油剤やコロイド性剤に比し、使用が簡便ておる。

④効力が安定て、長期保存に耐える3

R皮注・筋注・静注・動注何れも可能て副作用がない。

水溶性ビタミン A 剤

［健保採用〕

〔包装J

注
2mg (1 CCX 10) ¥250 
5.ng (1 cc X 10) ¥350 
錠 1mg(30錠） ¥150

（試供品●文献送呈）
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1．勝義孝（京都府立医大生物理化）

陰性漆透について

古くから知られている険性滲透は，其の現象の

方向に関して興味が深く且生体現象との関連も少

くないように想われる．然し其の機構は未だ充分

には判っていない・教室の森永一鄭並に北川孝に

よると，陰性滲透は単純なコロジウム膜では起ら

ないがゲラチン浸潤コロジウム膜叉は塩基性アニ

リン色素浸潤コロジウム膜では，酸類溶液を用い

る場合に限って発現する．酸は強酸であっても弱

酸であってもよいが，それぞれの酸に陰性蓼透の

起る濃度の範囲がある．陰性滲透を捕捉するには

滲透計（これには教室の安丸明正の考案したもの

を用いる）の毛管中で昇降する液性の高さを時間

的に調べる方法と，液柱を静止させるに必要な対

抗圧（これを加えるには今井好直，中村武夫の装

置を用いる）を時間的に調べる方法とを用いた・

液柱一時間—曲線には A,B, C 及びDの4型があ

な陰性諺透による液柱の極大下降度は酸の濃度，

温度，共存物質により影響を受ける．酸の透過量

を時間的に測定すると，酸は比較的速かに透過す

る．液柱の昇降即ち]K分の移動は酸の透過より多

少遅れ，膜の両側の酸の濃度が等しくなっても，

液性はなお零線の高さに戻らないのが普通であ

る．陰l封蓼透の説明には陰性に帯電した水と陰イ

オヽノとの反撥，膜電位に由来する電気滲透などが

挙げられているが，私たちは膜の両側を成す表面

の透過性が条件により異るために，水の透過する

公算が膜の両側面で違って来て此処に陰l版蓼透が

起るものとして一応説明を試みた• これには横村

庄一郎の蓋の肺灌流液と肺腔内との間の水分移動

に関する最近の実険結果に暗示を得た．叉今迄教

室で挙げて来た膜透過性の環境即応変化及び膜徴

孔の分布の構想も加味されている．実際上測定さ

れる醤透計内液性の高さには陰性謬透と陽性蓼透

との総和が反映している•

2．舟＊ 廣・遠藤治郎（京都府立医大生物理化）

血液 CataUase友応の熱解析

解血液及び血球液による H1i02分解反応におい

て，反応系の温度変化を秒位の時間的間隔をもっ

て追跡し，これを解祈して反応速度と諸種の条件

との関係を求めた' • 

解血液の場合にはその濃度，温度，放置時間，

共存溶質との関係を求め，放置時間の平方根と一

次反応の速度恒数の対数とが直線的関係にあるこ

とを見出したなおこの関係を考慮し活性化エネ

ルギーを算出して 13.9kcvlを得た．共存溶質の濃

度と酵素活性度との間には対数函数的な関係が成

立する．

血球液の場合には一次反応の速度恒数は赤血球

の濃度のほぼ1乗に比例する． この巾数は解血液

では2に近いサポニ、ノ濃度 (C)の共存により溶

血を起させると反応速度が最大となるに要する時

間の対数と logCとの間に直線的関係が見出され

た、

3・高橋勝三（山口医大生理）

濾紙電気泳動法の理論

Tiseliusは気密室に於ける濾紙電気泳動法で蛋

白の移勁速度を電気善透及び電気泳動の 2つの因

子によるとしているが， Macheboeufは規則正し

い蒸発を伴う装置で濾紙電気泳動を試み，その移

動速度 (V)は蒸発による液体の移動速度 (VE)と

電気謬透速度 (Ve)及び電気泳動速度 (Ve)の代

数和で表わされるとした． V=VE+Ve+Veでこ

こで紙上に於ける位置如何によつて変化するのは

VEのみで，その値は紙の中央点M （厳密には本

装置で交流を加えた時の移動により決定される）

からの距離Xに正比例する．即ち VE=kx但し

中央点の左右でその符号は反対となる・そこで荷

電を持たないDextrinを資料とする時は V=VE

+Ve=Oなる平衡点が陰極側による伝線）．次に荷

電を持つ資料（例えば血清蛋白）では陽極側に於

いて V=VE+ Ve+ Ve=Oなる平衡点Eが得られ

る．この理論に基くと冗より E迄の距離は夫々

free Tiseliusに於ける電気泳動度に比例する．併

し Macheboeuf自身もある程度認めている様に

実験的には斜線状に塗布した資料は平行線を画い

て移動せず， 冗線近傍程この傾向が著しいのはか

かる装置では紙上に於いて塩類濃度に勾配を生じ

電気泳動易動度に影響を興える為である．

次に定量化に就いては塗布点及び資料の軌跡に

• 尾をひいて起る (trailing)吸曾の為にグロブリソ

値が高く-‘なる歓点がある（東洋濾紙）•この吸着を

顕微鏡的に観察すると各分劃の帯と同様繊維が

染められていて繊維間に於ける添料の染色ではな

い随って濾紙に於ける繊維自身と蛋白との間に
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起る吸着がある為である．之を除く為に行った濾

紙の各種前処濫に就いて報告する．

定量は直接光電比色法 (Grassmann)，直接に紫

外線(280mμ)吸収度を測定する方法，細片に分割

し，之に就いて Folin-ciocaltean試薬により蛋白

量を求める方法に就いて行い，その比較成績を述

べる．

4．入沢宏・入沢彩（広島大生理）

和紙電気泳動法に依る下等動物体液の蛋白分屑

に就いて

先に和紙が霞気泳動の媒質として良好なる結果

を得ることが分ったので，之に依り下等動物体液

の蛋白質に就いて実験を行った・

実験動物としてミミズ，アカテガニ，ガサミ，

フナムジ， タコ，ナメクジ，カタッムリ，バッタ，

ガンキエイ，アカエイ，マポラ，クヽモ， スズキ，

ヰモリ，カエル，ガマ， ウジガエル， トカゲ，ヘ

ビ等を用いた之等の中で，無脊椎動物に就いて

は中国四国部会で報告した通り，体液蛋白質は呼

吸色素，凝固蛋白がその主成分で，脊椎動物に見

られるような多分屑到では無かった・併し，魚類

になると既に高等脊椎動物に見られる分屑が殆ん

ど揃い，各分屑の濃度の差が認められるのみであ

った・但し軟骨魚類のニイでは，血清中多量の尿

素が含まれて居て，この為かエイ血清アルブミ、ノ

は人血清アルブミソに対し，易動度が僅か遅れ，

B,P.Bに依る色素結合も認められなかった．両棲

類ではヰモリの最速分屑がエイと同様に人血清ア

ルブミソより易動度がおくれ且つ色素結合も認め

られない併しこの血清中にはエイに見られる程

大量の尿素は認められなかった・カエル以上にな

ると殆んど哺乳動物のものと同じ分屑を示す．

以上の所見から無脊椎動物と脊椎動物ではその

血漿生成過程が異なるものではないかと思われ

る．、更に下等脊椎動物ではアルミブソ分屑の濃度

がグロブリ・ン分屑の濃度より低いのが特徴である

という成績を確認した・

5曾我美勝・田代裕・廣田猛夫（京大生理）

Paperchromatography (P.C.G)によるイオン

及びアミノ酸に対する溶媒効果について

Liponucleoproteinを構成する高分子と低分子

との相互作用を調べる為低分子に対する溶媒効果

を調べ合わせて Martinの考える分配と云う考え

が，どの程度あてはまるかを検討する為chemical

potentialの計算出来る無機イオソ p32,Cl35, Ca45 

及びisoelectricpointがpH7に近いアミノ酸につい

てionicstrength, dielectric const., pH. temp.の

溶媒効果を調べた． P.C.Gは通常の方法に準じて

行い， isotope は放射線計数器で検出し，瀧紙上

の溶媒の上昇度及び溶質の分布を調べた 実験の

結果現在明なものは次の如くなる．

1．溶媒の上昇度溶媒の上昇する高さ h, と

時間t，の間にはh2=Ctなる関係が成立し，此の

Cと ionicstrength μ,の間にはlnC=Avμ+B 

なる関係が認められAは同一の系統の濾紙におい

ては一定である．これにはより少くとも上昇と云

うことについて濾紙が同等であることを確め得

る•

比O-C2比OHの系で dielectricconst.をかえた

が此の変化よりも粘性の変化が著明に上昇度に影

轡をあたえた． activationenergyを出すと 6Hキ

手 2.3kcal/Mol の程度である・

2. 溶質の分布 ionicstrength μ,の変化では

イオソでは現在の所 acetatebuff.以外ではRfと

vμの間に規則性は認められないが，μを増すと

起始部に残る量は少ぃ．アミノ酸については実験

中である． dielectrecconst-, D をかえた時，

glycin, leucinでは D+l ー一ー イオンでは1/Dと
2D-1' 

1 
In (--1)の問に一定の規則性がある． Temp.
・Rf 
の効果は考察中である．

以上を結論すると広田は和歌山の支部会に於い

て濾祇と溶質の相互作用を考慮する必要をのべた

が今回の如き試料ではcellulcseの結合水と溶媒の

問に一応分配率が成立つとして分配恒数を cche-

mical pot で現わした時期待される函数関係が

実験と合い Ca廿と Cl一のイオ‘ノ半径の比が他の

測定値と合う．又濾紙上の溶媒の上昇時のactivat-

ion energy がイオソ反応の activationenergy 

と comperableorderでありこれが Walterの仮

定と相容れないが実験結果は此の仮定を認めた時

Rf の式に合う．故に Cl35,Ca"5, ps2中性のアミ

ノ酸では分配率で P.C.Gの結果を判断出来，且

つ低分子の溶媒効果による Cchemicalpot.の変

化を考寮し得た．

6．笹川久吾・鍋島泰・辻村加瑞子・金沢隆治
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石川嘉市郎・木村勝巳（京大生理）

生活基本小体論の形態学的検証c祷）
生活基本小体の形態の認識は，生活基本小体の

大きさ (10-30mμ)に制約され，電顕に依って

始めて直視されるもので，過去数年に亙って，筋・

神経・腺組緑を始め支持組職・血球・血小板・上

皮組織等生機発現の比較的著明な組犠や，それの

著明でない組織に就いて検討された・更に生機発

現に必要なる種々の要素は之を有するが，自身に

は生機が成立していないと考えられる血清・リ、ノ

ペ・卵白・卵黄等に就いても，前記諸粗織の対照

として検討され，此等の結果は既に当研究室の先

業として発表された．此等の諸事実は何れも吝し

く生活基本小体論の根拠となるものであるが，諸

外国の電顕学会に現われた認識学派的発表諸記載

も亦同様である．

生活基本小体の生機を失って後の形態認識は，

以上の如く殆んど初期の検索を終り，更に技術的

検討に関する研究と共に，精細な実険検討を重ね

るべき時期に逹した・

よって鍋島は，筋組緞に於ける生活基本小体の

形態が各種の固定法の差でいかに変るものか，超

薄切片法に依っても笹川・細見時代の磨潰法同様

生活基本小体の実体認識は可能であるかを知るた

めに検討実験を行なった処，固定液の種類に依り

生活基本小体の認識は難易はあるが，すべての固

定液に於いて認識は可能である事，及び超薄切片

法に依っても磨潰法同様之を認め得る事を確め得

た．之に依って筋に於ける生活基本小体は，単な

る手技に依る人工産物でない事を知った・

神経組緑に於ける姐求は，細胞（石川）並に線

維（金沢・鍋島）に就いて行われたが，神経組

織に於いても筋超原線維に於けると同様25mμ大

の方向性を存して並ぶ顆粒体の認められる事は，

笹川・細見等の先業成績と一致し，神経細胞も亦

核質，細胞質に於いて其の存在が考えられる•更

に神経線維に就いては，生物の種を異にし，個体

を異にし，神経名を異にする各種の線維に就いて

の津求が企てられ，超微細購造の形態的差異に関

する笹川・細見の方法に依る実験成績の迫試検討

が統行されつつある．

木村は，此の実験と併行して，筋及び神経線維

に於ける原線維と名づけられるものが，所謂人工

産物でなかろうかと考え得る成績を得た・此事は

光学顕微鏡時代の筋神経原線維にも当てはめて考

え得るのではないかを発表したい

辻村は以上の実険の対照として，脳脊髄液は，

血清や 1)、ノバ等に比較して，生活基本小体類似の

顆粒形成が著明であるが，該液中には生活基本小

体は存在しないと考え得る Dataを示して居る・

以上を総括するに，生活基本小体の存在は、少

なくとも筋・神経組織の如き高度の分化発達を遂

げて生活現象の旺盛な組織に関する限り1,:;於いて

所謂人工産物とは考え難く，脳脊髄液や血清リン／

パの如きそれ自身に生活現象を著明に示さぬ組犠

中に認識し1尋るものでない事が漸進する電顕鏡査

術式によっても再確認された．

此の事は我々の Dataのみならず最近発表され

る欧米の電顕業蹟に就いて考按を加えても同様で

ある．

7．笹川久吾・廣田猛夫（京大生理）

腺分泌機転の生物物理化学的研究

本研究に於いては一般的に細胞購成物質群が物

理的に細胞外へ排出される機転につき生活基本小

体論を背漿として論ずる．自発的に分泌の起り得

る生活条件を物理化学的に諭じ得れば，神経支配

叉は特異的化学反応の如き分泌機転の原因に肉迫

する立脚点となる筈である．

細胞が構成高分子物質の Ionic cempeting 

system であるとする事は物質相互作用の第一近

似として許され得る（広田）のでaM2/3(a：表面

荷電密度， M2/3：分子表面積）に従つて先づ選択

的に緊合体を作る．

此の緊合単位 (naa'M2/3Mi2/3)を考えた時物

理的な基本小体を想定する事は差支えない各種

の単位体は豪合発達して coacervateとなる．

Coacervate表層の溶媒分子の束縛程度は単位

体の有効荷電に支配される事は期待してよい

即溶媒が freemedium の時の圧 (P。)を 1気

圧として和溶媒圧(Pj)は，

Pi =P。ef(ur) /RT ur（有効荷電による）

今高分子が相互に rの距離で完全解離している

ものとすると，その potentialenergyを

Uo=aa'M？パM'2/3/r だとする， 実際には

Uo -Ur= Aeuo/RT 丈結合しているとしよう•

今上の項に於いて a=a',M': coust.としMに

よる変化は，
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ur= kM2/3-AekM2/3/R r 

叉 M: M': a': constの時aについての変化は

Ur= k'a -Aek'ro/RT とおける•

従って今体液のP。から細胞内要素の Piは上式

に関連して変化すると考えられるのでその分布は

M及び aにより支配される．

さて腺細胞系が一応 coacervate 論的である

かどうかをテストしておく為に狸々蝿の Prep—

upal sa~ivary gland cellを用い此に4つの溶媒

効果を遮用して見ると，細胞核は確実に coacer_

vate条件を裏書きする事を示してくれる．

そこで上記論述から期待される自然変化中 a及

Mの変化を迫求する事は容易でないが高分子分泌

物蛋白に着目細胞溝成蛋白との aの比較をして見

た結果は明らかに必須アミノ酸比の増大即 aの減

小を示唆出来る．叉人工的に蛋白の自然変化を追

求しても同様の結果を示すことを知った・

此は先に発生過程でも類似の現象が報告されて

いる• 自由体液分子も亦M小なるものか叉しま a小

なるものである事は上の理諭から反省されるであ

ろう• 9 

更に此れは他の分｝必機転の特殊性の考察の一般

的基礎とならねばならぬから更に他の場合も津及

して見る積りである．

細胞が平衡にある場合の a及Mの分布を定めた

のでそれを変化させて考えれば分泌経過は一義的

に定まる．即溶媒効果及 a,Mによって定まる・

但紺織内現境については論及していない

8．井上康夫（大阪医大生理）

Liponucleoprotein sy畢temに関する研究（其

1) ("Lipo-prpotein’'の電気泳動的研究）

蛋白及び脂質よりなる複合体 “lipo-protein’'の

問題は Plasmahauttheorieの復活的研究の観を

呈しつつ近時多数の学者により多方面から注目せ

られて来ているが，之等蛋白・脂質間の結合様式

の詳細は Lipocolloid生命論以来，現今も依然不

明である． F,Hourowitzはかかる結合は明かに一

種以上のものから出来て居り，単に蛋白と脂質を

混合した丈で lipo-protein類似の復合体を調整す

ることは不可能であると述べている．

A. B. Mc Farlaneは種々の lipidを用い人工的

に血清 lipo-proteinを作っているが，之等は天

然のものと著しく異った性質を持って居り，例え

ばその電気泳動的挙動についてみてもわかる如く

M. Macheboeut等が馬血清から酸により沈澱せ

しめて得たlipo-proteinfraction中の蛋白と lipid

が電場内で一緒に動くのに反し， lecithinと或種

の蛋白を用いて作った人工資料では電気泳動的に

別々に行動することを報告している．

かかる点に関して D.G. Derrvichianは資料調

整に於げる lipidと蛋白の割合及びpHが影将を

与えると云う点から，資料調整に際し特に medi-

um condition I'嘩意すべきことを指摘している．

しかし彼は特に蛋白分子表面の ionic•な性質を強

調し，蛋白と他のココイド電解質間の会合につい

てなされた多くの研究成果の検討から之等のinte-

raction はpureionicのものであると推論してい

る•しかし蛋白にはまた多くの罪極性側鎖ががあ

るので，之等と非極性炭化水素鎮の VanderWa-

al's forceも問題となろう・演者は征川の基本小

体の Geriisteを成す Liponucleoproteinsystem 

の構成環の 1つたる蛋白脂質間の結合についての

理解像を得んが為 1飴eggalbuminと 1%puri-

fied lecithin 3 : 1の混合資料を用い，そのintera-

ctionを霞気泳動的に検索し．溶媒条件 O.lMPhc-

sphate buffer pH 7.0では両者間に結合の起きて

いることを確めたが，更にその詳柵を津及発展せ

しめるために，資料の mediumconditionを変化

せしめて実験を行ったので其の詳細を報告する•

9・山根彦＝（三重大生理）

Liponuclecprcteinに関する研究（其の 2)

Nucleic acidと proteinとの interaction に

就いて

N.A.とProteinとの interactionに関する研

究は種々の観点から研究されているが其の電気泳

動的研究は比較的少なく， E.Goldwasserの se-

rum albuminとDNAとの interaction及び L.

G. Longsworth の RNA と Ovalbu~in とのそ
れについての研究報告が其の主なものであろう・

笹川の生活基本小体 elementarybody of Hfe 

は (Liponucleoprotein＋水） と云う モナルをもっ

て説明される処であるが，その検証の為に高分子

間の，或いは高分子と低分子間とのinteractionに

ついて様々な実験がなされて来た．

演者は高分子間の interactionに関する研究の

1つとして nucleoproteinを対象として核酸 (DN
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A及びRNA)と蛋白 (serumalbumin及び Ov-

albumin)を用い電気泳動法を利用して両者のint-

eractionを探究し此系の高分子結合に関する或る

理解像を得んとして次の実験を試みた・

I. N,A.と serumalbuminとの interaction

について

1) DNAと serumalbu、minを混合した場

合の泳動図では下行脚に明らかに iuntermediate

が認められる．之はE.Goldwasserの事実とよく

一致している•

2j RNAと serumalbuminとのcomplex

に於いても前者と．殆んど同様 intermediateが認

められる・

I[. N. A と Ovalbuminとのinteractionにつ

し、て

1)泳動図では intermediateが認められな

いが単ーな RNAと単ーな Ovalbuminの図形と

が重ね合わされた像ではなく明らかに異つた特殊

の図形が認められる． intermediateの出ない事及

び図形の異ったと云う点ではLongsworthの事実

と一致するがそこに多少の相違があるs

2) DNAと Ovalbuminとの場は合前者程

異った図形は認められない

以上 1)2)の場合共両者間の interactionの存

在については猶ほ一考を要する点もある．

fil. DNAと RNAとの interactionについて

両者を混合した場合単ーとは異った泳動図が得

られる．此の両者のcomplexに serumalbumin 

或いは Ovalbuminを加えた場合夫々 1).2)にお

けると同様な結果となった．

此等のモデル実験と其の成績から生体内に於け

る Liponude.oprotein系の coacervateする理を

求める・

10．長井昔次•吉田一雄・ 1尋津太郎・辻本毅（和

歌山医大生理）

.A.nthrone—試薬による糠及び誘導体の定量
Anthroneは含水炭素の特異的試薬として Dre-

ywood (1946)によって記載せられ， Morris(1948) 

によって始めて，数種の含水炭素純溶液の定量に

供せられた．私達も数種の糖及び誘導体について

その反応を研究したので，その成績を報告する・

1) Hexose, Disaccharide, Polysaccharideは

Anthrone-試薬と加熱反応せしめた場合に，何れ

も630mμに極大吸攻を有する．一定時間加熱の後，

冷却するときには安定した吸光度を示すが，加熱

時間の延長は約10分迄は吸光度を増大し，以後減

少する．

2) Pentose の Anthrone—反応は 1) と異り，

600m瓜こ極大吸収を示し，且加熱による吸光度の

変化は急激である•一旦冷却すれば，その後の吸

光度の変化は微小に止め得る．

3) 一定時間加熱後，冷却して発色の安定化を

はかれば，極大吸収点に於ける吸光度と含水炭素

溶液の濃度は直線的関係を示す．再現l‘生・感度共

にすぐれているので，含水炭素の定量に利用し得

る．

4)組織液に於ける糖の定量に利用する為めに

は，除蛋白法に注意を要する．血糖測定の為めに

は Zn(OH)2, Cd(OH)2 等の除蛋白法は不適当で

4劣 trichlor酷酸がよい

5) 核酸—Anthrone 反応は RNA は陽性である

が DNAは陰性で， RNAは 600mμ に於けるそ

の吸光度と RNA-Pとの間に直線的関係を示す・

RNA一定量法としては Orcine—反応に優る·

11．三木国典•松下宏（和歌山医大生理）

Lysogenlcバクテリアの photoreactivation

ついて

紫外線照射細胞に可視および近紫外 (360-490

mμ)の光を再び照射すると紫外線によつて損傷さ

れたいろいろの変化が可成り抑制され，或は全く

辣外線作用をうち消してしまうことが既に古くよ

り知られていたが， Kelner(1949)らの研究以来こ

の方面における研究が数多く発表され，彼により

photoreactivation (P.R)となづけられた．

演者らが用いたK12株は Lederbergにより所

謂 Iysogenicstrainであることが明かにされ，次

いで Delbriick& Weigle (1951)によりその Aフ

アージの産生について詳しくしらべられた． lyso-

genie bacteriaにおけるフアージ形成の誘導

(Lwoff効果）の際に P.R.が著しく影響を与える

ことは既に Jacob(1950), Latarjet (1951)及び

Duldecco & Weigle (1952)によって示された・前

回に於いて尻表したようにK12株には Heatreact-

ivation (H.R.)がみられず P.R.のみ著明であっ

て， P.R,とH.R.の相関関係をしらべる上にK12

株は興味ある対照である．
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叉これまでの再活性化現象はすべてコロニーの

残存率よりみてきたが，他方別の観点よりこれと

平行してプラーグの生産率より眺める必要もあ

り，紫外線照射K12の P.R.について再検討を加

え且つフアージ増殖に関して 2,3の知見を得た

ので，これに基いてフアージ形成の誘導について

考察する．

12• 岡田勝喜•安田浩士（岡山大生理）

高圧の植物細胞に及ぽす 2,3の作用に就いて

高圧の生活組織に及ぼす作用に就いては，今迄

に種々報告したが，今回は植物細胞に対する 2,

3 の作用に就いて述べる•

1) 紫露草の雄蓋に対して：雄森の原形質流動

に対する高圧の作用に就いては，装置の関係で加

圧中の変化が観察出来ず， 500気圧では下圧後可

逆的に正常に復するためか，何等対照と差異を認

めることが出来なかった．併し， 1000気圧以上の

圧では明らかに圧によって原形質流動は遅延乃至

停止する．且つ，遅延せるものは時間の経過と共

に次第に旧に復してくるが，停止したものでは全

く不可逆的のものが見られる•

尚， 1000気圧以上の高圧では原形質の流動停止

の外に，細胞に形態的変化をおこし，就中，原形

質分離が見られる．

2) 紫露草の葉に対して：葉の原形質分離に対

し， 1000気圧以上の高圧は何等作用を及ぼさな

＼ヽ．

葉の電気伝導度に於いては，略々圧に比例して

伝嘩度が良くなると云う結果を得た・

葉の気孔に対しては， 100-500気圧では，その

気孔の開閉に余り影響を及ぼさない 1000-1500

気圧の圧では，気孔の開くことに抑制的に佑く場

合が認められた・更に圧の後作用としては，圧の

高低に拘らず，同様気孔の開くことに対し抑制的

に作用することが見られた．

13．森信胤・絹川洒冥・唐橋剛・遠藤英三耶

（日大生理森研）

吉田肉腫に及ぽす中性子の作用

科研に再建された cyclotronによって， 4Be丘

l庄→sBlO+onlにより，中性子 on1を発生させ，

これを吉田肉腫接種ラッテに照射した． 2～3時間

の照射の結果を見るに，照射後20分以後24時間ま

での成績では，

1・肉腫細胞数の著明な減少

2會細胞の染色性の変化

3. 細胞核分裂像の変化，殊に Metaphaseに

於ける変化

4.核の形態の変化，細胞に於ける空胞の形成

等が認められた．

14• 岡芳包・橘茂雄•宮本博司（徳島大生狸）

有絲核分裂週期（：：於げる好気相と嫌気相

ネギの根端を数時間 KCN溶液に浸した後固定

染色した標本の生長を検鏡すると，対照に比して

有絲核分裂｛象を示す細胞が著しく少いのみならず

核分裂前期及び中期の細胞数比率は対照と有意差

がないのに反して，後期及び終期の細胞数比率は

著しく少い従って KCNの作用によつて有絲核

分裂の発現が抑制されるのみならず，核分裂遥期

の前半にあった細胞はその核分裂過程の進行を

KCNにより阻止されてその核像のままで止まり，

後半期の細胞ば殆んど阻害作用を受けない結呆大

多数が分裂過程を終って休止核となったものと考

えられる．

ムラサキツユクサ雄澁毛細胞の有絲核分裂経過

を認蕪糖寒天薄板湿室法で連続生体観察すると

き， KCN を作用させると対照に比して核分裂の

発現が阻害される外，核分裂過程の前半期の進行

が著しく遅帯するのに反して，後半期の進行に影

薯がないことを認める．

吉田肉腫移植ラッテの腹水を Locke氏液でうす

め標本加温室に入れて位相差顕微鏡で肉腫細胞の

有絲核分裂経過を生体連続観察すると，前記ムラ

サキツユクサ雄姦毛細胞の場合と同様に， KCN

は有絲核分裂前半期の進行を阻害するのに対して

後半期の進行には影署しないことが知られる．

KCN は生体酸化に於ける酸素活性化系を阻害

して好気呼吸を抑制するものであるから，有絲核

分裂の発現と核分裂前半期の分裂過程進行を維持

するには好気呼吸が不可欠であるのに対して，後

半期には必ずしも好気呼吸を必要とせず無酸素呼

吸によってもその進行を維持し得る訳である．換’

言すれば有絲核分裂週期の前半は aerobicphase, 

後半は anaerobicphase であるとも云えるであ

ろう•
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15．岡 芳包・橘茂雄・坂東榮三（徳島大生理）

有絲核分裂の進行を維持する代謝について

有絲核分裂過程の進行を維持するエネルギーを

供出する生化学的過程の解明を目標として，ムラ

サキッュクサ雄森毛細胞と吉田肉腫細胞について

その有絲核分裂経過を生体連続観察法で津跡し

た．先づ解糖の役割を検べるため NaFを作用さ

せると，核分裂の発現が抑制される外，有絲分裂

前半期殊に前期の分裂過程の進行が著しく遅くな

るのに反し，後半期の進行には殆んど影糠がない

叉一沃度酪酸を作用させると，同様に核分裂の発

現が抑制される外，前期の核分裂過程の進行が最

も強く阻害され，終期の進行も梢々遅れるが中期

と後期の進行に対する阻害は軽度である． NaFと

一沃度酷酸とは作用点は多少異なるが何れも解糖

過程を阻害するから，解糖が有絲核分裂を発現し

叉少くとも前期の核分裂過程の進行を維持するた

めには不可欠の代謝過程であることなどが判る•

その他若干の阻害物質を用いて得られた成績を

綜合して，有絲核分裂過程の進行を維持する代謝

機転を考察する．

16．本間慶蔵・中野修・牧野幹男•本間昭吉・

亀山泰久（北大獣医生理）

発熱物質に就いて 、
先年度本学会に於いて，百々は伝貧馬血漿中に

存在するバイレキシン類似の発熱物質に関し， 2, 

3の実験成績を報告したが，今回は更にこの物質

の分離精製と，精製物質の物理化学的諸性状とに

就いて検索したので，之を報告したい

尚，伝貧馬血漿中には他のメンキ、ノ因子の存在

も予想されるので，之等の検索も行ったので，合

せて報告＃んとする．

17・簑島高・中村治雄・橘高毅（北大第 1生

理）

テキストランの物理化学的研究

さきに我々が製造した多糖類高分子デキストラ

ン1)を用いて各種の分布函数曲線を作製し，これ

よりデキストラン分子の重合度分配の状態と不均

一度が分ったので結果を報告する•

試料の平均分子量は 224,000（重合度P=1,240) 

であり，滲透圧および粘度を測定し van'tHoff 

並びに Staudingerの両式から決定したものであ

る．

実験分別は沈澱法に依った・即ち試料 3gを

水 150cc に溶解し 25℃の恒温を保ち乍らエタ

ノールを添加し生ずる沈搬を分劃採取してゆ＜．

最後に 5個のフラクシヨソを得各区分の平均重合

度を測定する．

以上の実験結果を用いて積分分布函数 I(P)，質

量分布函数 H(P)，頻度分布函数h(P)を求め，次

いでPに関して各分布曲線を作製した・

結果 デキストランの如く多分子性を現わす高

分子の性質は分布函数によって規定される． I-HP)

曲線について今平均重合度を P,最も屡々現われ

る重合度をPmaxとすると， Pmax=750, またそ

の時の函数値 Mmax=21 x lQ-4である．即ちP,-

Pmaxの関係は P刃Pmaxであるのが分った・ こ

れについて Kraemer, Lan~ing の指摘した理論

と併せて述べる．

一方 H(P),h(P)両曲線は Ganssの誤差曲線と

近似しているので Staudinger~Schulz の不均一

度(U)の理論をとり算出すると，半値の開きは49

給 U=0.06が得られた・

文献

1)'第29回日本生理学会（昭27年）詰上発表，北

大応電研発表会（昭和27年）

18・簑島 高・奥山文雄・薦田平治耶（北大第1

生理）

老化の生理及びその予防に関する妍究（第1報）

Heparin様物質に就いて

I)血中蛋白，特に Lipoprotein が血管の変

化，老人病と云われる動脈硬化症に関係し，叉，

Hepaninがその Lipoproteinに関係すると思わ

れるので Heparin と血管の変化との関係を究明

しようと考えた，然し Heparinよりも人工的に

安価容易に合成し得，分子量，分子式及び構造式

等が判明し易く，その作用機序も知り易い Hepa-

rin様物質を用いて血中の Lipoprotein 及び

Heparinが血管に及ぼす影響を究明しようと試み

た．

I[) Heparin様物質の合成は Hyaluron酸，

Dextran及び chitosanにPyridinを加え，更に

Chlorsulphon酸を加えて之等3者に SO3基を結

合せしめた．更に冷温下(-10℃)で之等3者に直

接 Chlorsulphon酸を加えても SO3基を結合せ

しめ得た•そして之等の S切基の含量は大体重量
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劣であった．

llI)之等SO3基結合物質がHeparin同様の作用

を有するかは，先ず始めとして血液凝固阻止作用

に就き，試験管内で犬の血漿に就きRecalcification

time festで測定した所，大体 Heparinと同程度

の作用力があった．

IV)生体内での血液凝固阻止作用に就いては目

下猫を用いて実験中である．叉分子量，分子式等

に就いては研究中であり， Lipo proteinに対する

作用等も超遠心機を用いて目下研究中である．

19.望月政司・切替弘雄・津野哲郎（北大応用電

研）

オキシグラフに依る酸素の測定

オキシグラフは陰極に微小白金電極を用いて溶

液中の溶存酸素を測定する装置であるが，筆者等

は本装置を用いて種々の場合の組織の酸素消裁を

測定観測した．更に電極を生体内に応用して大脳

等の酸素濃度の変化を観察した．

本稿に於いては，主として測定に関する制限条

件即ち溶液の温度， pH,イオソ強度，膠質溶液
等が得られる電流にいかに影響するかを検討した

結果について報告する．

1．各種塩濃度溶液の場合各種の NaCl濃度

の溶液に於いて，酸素の電流電圧曲線を求めたる

所 0.2-0.02Molの各塩濃度に於いては 0.4~0.8

Vの間で限界電流を得，然も 0.6-0.7Vの範囲で

最も精度がよく， 5彩の誤差内に凡ての価が入る

結果を得た．

2.膠質溶液 デ｀キストリン， ~inger 液及血

清中の 02の C-V曲線を求めた結果，一般に膠

質浴液では 02の限界電流値はRinger液内のそ

れに比して低い価を得ている．

3. 温度の影響温度に依って電流値は異なり

温度系数は約2鈴である．

4. pHの影響限界電流に対応する電位はpH

に依って異なってくるが， pHS以上のアルカリ溶

液の場合には測定には支岡を来たさない

5.其の他溶液中の CO2が限界電流に及ぼす

影響について検討を加えた．更に 2,3の組犠切

片の酸素消費について実験結果を求べる．

20．鎌倉勝夫・嶋越美夫•森JII 昭（奈良医大生
理）

エチールウレタンの代謝促進作用に就いて

高濃度 urethane(U)の細胞代謝抑制に就いて

は前回報告した通りであるが，それらの成績から

Uの超低効果は勿論のこと，麻酔機序も説明困難

と思われる．それで今回は低圧に用いたと同程度

の少量Uの作用を代謝に就いて検討し，凡そ次の

結果を得た．

1.白鼠の体温並にガス代謝に及ぽす影響
白鼠を可及的正常位に固定しUf(O.Sg/kg)．を腹

腔内に注射して，結腸温等を電気的に測定する一

方，閉塞系を用いて 02消裁量， CO2排出量の消

長を 2時間に亙って観察した． 1) U注射後数分

で体温は一時下降し直ぐ恢復するか叉は更に上昇

して後緩やかに下降し， 2時間後にU注射前の体

温より若干下降する（結腸温で平均ー 1.3℃)経

過をとる (29例中25例）・しかし，同一動物をほぼ

同一気温下で測定した対照の体温低下度はそれよ

り大きい（結腸温で平均ー2.4℃)、から両者の差，即

ち 1.1℃だけU投与により体温の上昇を来す結果

を得た． 2) 02消費量， CO2排出量の変化は体温

の経過と類似性を示し， U投与後両ガス量， R,Q 

とも一時減少するが時間の経過と共に恢復し， 1 

乃至2時間後には 02,CO2量はU投与以前の20

乃至30鈴増加した．

［．細胞呼吸に及びす影響

白鼠脳及び肝均質液を用い Warburg法により

細胞の好気的酸化に対する低濃度U(0.008-0.002 

M) の態度を検討し次の結果を得た． 1) 脳．内

因性呼吸，基質添加呼吸共に認むべき変化を示さ

ないが，予じめ Uを以って15分， 38℃で前処置

(incubation)すれば glutamate(Gl), glucose (G) 

の酸化は夫々平均 14劣， 12彩増加した（全例）．

lactate (L)の場合も同様の傾向を示すが， pyru-

vate (P)では変化がなかった． 2）肝．前者と違

って内因性呼吸に対し軽度のU促進 (10~30飴，

,14例中 7例）を認め， U-前処置によってはG,

P, の酸化を夫々14劣， 20飴増加させた．L,Gl.fこ

就いても同様の傾向を示した．

21．中馬一郎（奈良医大生理）

脳組織の酸化的燐酸化とエチールウレクンの作

用

当教室では従来から ethylurethane (U)の生物

学的作用を研究しているが，一方Bainらはbarbi-
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turate類の麻酔作用をその酸化的燐酸化に対する

抑制から説明しようとしている． ここにUの麻酔

機作の一端を知る目的で脳組織の酸化的燐酸化に

対する作用を検討した．

実験方法：材料は白鼠の全脳homogenateを用

ぃ，反応系は概ね Ochoaのそれに準じた．酸素

消費は Warburgの直接法により，無機燐は側室

の三塩化酢酸を投入し反応を止め除蛋白後Fiske-

Subbarow法で光電比色的に定量した．温度は

38℃，瓦斯腔は空気， pH7.3である．

実験結果：上記反応系で測定すると酸素消費量

無機燐滅少量共15分迄は時間的に直線であるので

以下すべて15分後の無機燐減少量と酸素消聾量の

比を以て P/0とした．

Pyruvateを基質とした場合 P/0ば平均 2.0で

あり， Uは酸素消贅も燐酸化も同程度に阻害し，

o.o4-o.24Mの範囲では濃度と阻害度との間にほ

ぼ直線関係が成立し， PJOは不変である．これに

対し， 2.4-dinitrophenol は 8•10--5Mの濃度で燐

酸化を完全に抑制するが酸素消裁量はかえって増

加せしめる． succ•nate を基質とした場合は P/0

は平均 1.6であるが， Uはこの場合酸素消費より

も／舜酸化の方をより多く阻害し， 0.16MでP/0は

1.4位に減少する． glutamateを基質とするこの

傾向はより著明で対照の P/0平均2.0が0.16MU

によりP/0が 1.5程度にまで減少する．

以上の成績からUの種々基質の酸化的燐酸化に

対する作用及び他の阻害剤の作用との異同等につ

いて論ずる．

22．山野俊雄（阪大第1生理）

アミノ酸酸化酵素に於ける活性中心について

酵素作用の特異性と機構を生物理化学的に姐究

する目的を以て．基質と作用族らの蛋白との結合

基，逆に蛋白側の挙動を表裏両面から観察した．

1．アミノ酸酸化酵素の活性基について

a) COOH—基,NH2—基：安息香酸（負電荷物

質）とフクシ‘ノ（正電荷物質）による阻害．更にこ

れらの物質の pHー結合力曲線の解祈から酵素蛋

白のアミノ基，カルボキシール基が反応に子与す

ると考えられる．

b) SH—基： PCMB或は銀塩を用い純化酵素

蛋白で実測すると阻害は極く微量でよく現れ，こ

れと FADとの平衡式から計算すると蛋白 1分子

当り 1ケ位の SHー基が酵素的に活性であるとし

てよい（濃度—阻害曲線）．

血色素でのSHー基の役割 Rigg(J. gen. Physiol. 

36, 1,52) と思い合わせてSH—基と FAD との結合

の有無を知るため透祈実験によってSH—基を破壊

したとき，すくなくとも不活性酵素系では FAD

と結合しないといえる．

2. Glutathionによる reactivation

この酵素蛋白は glutathionによって酸性側で

reactivationをうけるが時間的経過の模様からSH

予の復活がreactivationを示すものと思われる．

酸性側で安定であるしまずの基がその失活の早い多

くの塩類はこの失活を阻止する．

以上のことから．アミノ酸酸化酵素蛋白ではア

ミノ基カルボキシール基及び基が活性中心の

1つのグループを形成しているものと考えられる．

23．岩坪源洋（阪大第1生理）

グルクミン酸脱水素酵素系（：：於ける活性中心に

ついて

酵素蛋白のもついくつかの活性中心はこれに結

合される基質及び作用族(DPN)は酵素蛋白により

歪をうけ，分子内ニネルギー準位を推移させ反応

を容易（エネルギー中性的）にさせる（久保秀雄：

酵素化学ジソボジュウム 5,1,'53). 

グルタミソ酸脱水素酵素の活性基について

1． この酵素が活性を保つためには活性中心に

子与する SH—基を必要とする PCMB によって強

＜阻害される． この阻害は cystein 或は gluta-

thionによって完全に近く恢復される．

DPN と蛋白とあらかじめ結合させておくと上

の阻害が制えられる．即ち作用族が酵素蛋白を保

謹するといえる．・

2.活性中心の数は銀塩と蛋白との結合量から

蛋白 1分子当り数10個あるものと推察される．

3. 酵素蛋白と DPNとの結合は Lineweaver-

Burk式によって解祈するとKm=8 x lQ--5, 2.3 x 

10-4なる 2つの解離恒数が得られる．即ちDPN

濃度の比較的低い範囲では結合は強く，これが飽

和すると第2の要い結合が始まるものと解される．

これに反してグルタミ、ノ酸が酵素系と結合すると

きは単一の Km値7xrn-4を示す．

基質の蛋白への結合は作用族のそれに較べて弱

いため DPN濃度の増すにつれて影響され基質の
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結合は弱わくなる．このことから作用族と基質と

は酵素蛋白界面に極く接近した部位に結合するも

のと思わせる．

4.基質特異性と基質の立体構造との関係を知

るため構造類似物質による反応阻害度を実測し

た．•これら物質のうちグルタール酸とフマール酸

が最も強く阻害する．フマール酸の 2つのカルボ

キシール基は中間の二重結合によって空間的に固

定されていることから考えグルタミ、ノ酸が酵素と

結合する際その両端の両カルボキジール基が重要

な役をもつといえる．両者の距離が一定値である

ことが重要な一因子と推論される．

24．山辺茂（阪大第1生理）

高分子系と生体作用物質との結合について

生体作用物質のうち主として化学療法剤と高分

子系主として細菌との結合型式を生物理化学的に

追究しつつある私らは次のような成績を得た．

1. 塩基性色素と酸1、生色素が BCGとどの程度

に結合するか．

a)結合量の pHの変化：塩甚性色素はアル

カリ側で，酸l生色素は酸性側で結合する．

b)結合恒数から結合エネルギーの算定：プ

クシン＝BCG結合のニネルギーは約4000ca]/mol.

C) ストレプトマイシソの影響：ストレプト

マイシソは両色素に対して結合を阻害する．

d) ECG とストレプトマイシ‘ノのコロイド

滴定．

2. ストレプトマイジソと高分子との直接結合

量の測定

a) 結合量の pHによる変化：結合量は解離

点pH7.6より酸性側に向って漸増する．

b) pKの測定．

3. ストレプトマイジソは BCGのどの部位に

結合するか．

a) 色素の吸収スペクトルと核酸（メタクロ

マジー）分光分析：核酸が酵素的分解をうけると

メタクロマジーが滅弱する．

b) 可視部分光分析と蛋白：色素は蛋白より

核酸の方に強く結合する．

c) ストレプトマイジソの添加：ストレプト

マイシソは核酸と結合する・

d)表面活性剤 （p-アルキル・ベソゼソ・

トリメチール・ア、ノモニウム・ヨーダイド

〔R-Q-N+(CH心〕J-
による結合阻害：ストレプトマイシソの結合の強

さはその 0.02鈴水溶液が R=C6Hl3の M/25000

に概当する．

e) BCG菌体成分を用いて同じ実験を行っ

た・

25．阿部正和•森田忠治・渡辺慰斗男（慈恵大生

理杉本研）

クエン酸代謝とビタミン己1の関係について

Krebsが ‘‘Citricacid cycle” を提唱して以来

生体内のクエソ酸 (CA)の動きは，特に糖代謝の

面から注目されてきた．叉， CAの生体内合成の

機序についても近時種々の観点から論ぜられてい

る．

われわれは糖代謝の中心的役割を演じている血

中の焦性ブドウ酸 (PA)を，実験的 B1欠乏症を

作為することによつて増量せしめ，その際の血中

CA値の消長をみるとともに，ビタミソ B1(B1)の

投与， クニソ酸輪行中の SodiumSuccinate (SS) 

及び Sodiummalate (SM)の投与が血中 CA値

をいかに変動せしめるかを観察して，生体内クエ

、ノ酸の生成機転を明らかにしようと考えた．

実験には成熟鳩を用い，血中CAの定量には

Natelson-Pincus-Lugovoyの方法を利用した．

旭の正常時血中CA値は 3.0-8.6mgI dl,平均

5.2mg/dlで， Bぷ乏食餌で飼育してゆくと，血

中PAは漸次増加するに拘らず， CAは逆に減少

し，恢復実験として B1を投与することによって

PA, CAともに漸次正常値に復帰してゆく．また

SS, SMを腹腔内に投与した後の血中 CAは Bl

欠乏群では正常群に比し増加の程度が低かった．

以上の実験結果から，生体内ク＝ソ酸生成には

｀氏を必要とすることが理解されるが， PAと

Oxal—酢酸の縮合で CA が生成されるのか，叉は

Acetyl phosphateと Oxalー酢酸との結合で生成

されるのかはなお不明である．

なお SS,SMがCAの Precursorの役割を演

じ，しかもその際の CAの生成にも B1の関与す

る可能性を明らかにした．

26.竹内 潤（阪大吉田内科）

血清アセチールコリン分解酵素に及Iます各種塩

類の影響
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健康成人男子より採取した血清を酵素材料とし

て，ア七チールコリソ分解酵素活性度をCallaway

氏の方法を用いて測定し，これに各種中性塩類を

夫々 0.05Nの割合に添加し，該酵素活性度に及ぼ

す影響を検索し，次の成績を得た．

1. KCl, KBr,及び KIを添加した場合：該

酵素活性度は添加による影響を認めない

2. KF, K2S04, KN03, LiCl及び NaCl を

添加した場合：該酵素活性度は，非添加の場合に

比し，何れも抑制せられ，抑制について次の如き

序列を示す．

F'> 1/2S0/'> NOぷ＞Cl'号Br’号I'

Li・>Na・>K・ 

3) MgClz, CaCI:i, SrClz及び BaClzを添加

した場合：該酵素活性度は，非添加の場合に比し

何れも促進せられ，促進について次の如き序列を

示す．

Mg"<Ca・'号Sr"号Ba"

27．八木舎四（東北大応用生理）

細胞変性に伴う代謝榛式の変化に就いて

病理的変化は勿論のこと分泌，作用の如き生理

的な生体反応でさえも可逆的或は非可逆的に細胞

の変性を伴うから，この変性過程を充分解明でき

るならば，一般的に生体の反応を理解するに役立

っ。

特に白血球は定量的操作が容易で且つ変性過程

を速かに追跡できるので，この意味で，格好の資

料である．

白ねずみの腹腔に食塩水を注射後 2~4時間の

腹水に含まれる白血球を材料とした．

白血球の硝子器内変性に伴う其の代謝様式の変

化は， 29回日本生理学会紙上報告（日本生理誌14

巻 153頁）で抄録せる如く，当初には糖代謝が盛

んであるが時間の経過と共に窒素代謝が昂進し，

或極大値を示して， 2日後には減衰する．

上記の経過に対応して，白血球の食塩水浮溜液

ーを経時的に濾紙電気泳動法で観察した． pH8~9の

電解質液に潤した巾 2-3cm長さ 16-20cmの濾

紙に白血球浮滸液をつけて，直流電源電圧 225V

で電流が 1~2mA流れる様にした．濾紙に展開し

た蛋白質成分は B.P.Bで染色した．例えば；この

方法を新鮮な血清に適用すると，濾紙の上では，

血清をつけた位置（原点）から陽極側にアルブミソ

が最も速かに動き，次で (X•B の順で各グロブリ、ノ

成分が続く．荷電による易動度の最も遅いr—成分

は電気諺透による水分の移動に伴われて逆に原点

の陰極側に動く．腹水を遠心分離して洗漁した直

後の白血球浮蒋液では．血清のr成分に相当する
成分が最初に表われ，陽極に向う成分は殆んどな

ぃ． 4時間後には陽極に向う成分の先進部は血清

アルブミ、ノに相当する．そして，細胞の変性像が

増加し代朔能も減衰し始める． 2日目には陽極に

向う成分の先進部の位置は原点に近づき，やがて

は陽極に向う成分も陰極に向う成分も認め難く

なる．

この所見は，体液蛋白質生成の機構や分泌機構

の解明に役立ち得ると思う．

28．古閑睦好（熊本大生理）

埠養維織の呼吸測定

生長しつつある細胞の呼吸を長時間測定する為

に微量呼吸計を考案酸素消贅を測定した．

呼吸計は呼吸槽（培養槽），補償槽及び変化せる

ガス量を補償する水銀を入れ毛細管（約直径 0.5

mm)，補償槽と呼吸槽を連絡し，標示液を入れる

毛細管， CO豆及収のための苛性カリを入れる部分

よりなるマ Jメーターの三部分よりなる．

鶏胎心より得た結締織母細胞（約1mmりに於い

て，発育せる時は毎10時間～12時間のQo21時間

平均値は，初めの12時間が最も多く以後60時間～

72時間までは， あまり変化なく以後漸次低下に

移行する．発育せざる時は， 24時間以後のQo2vま

より急激に低下す．毎時間のQo2vま大体平均値

(0.3-0.4mm列こ等し¥,‘が， incubate後 2時間目に

やや増加があり，叉 Qo2が極めて少量なる時が

ある．

29．河田真雄・池尻逼夫（熊本大生理）

維織呼吸の研究

A. 組織呼吸に対するv.c．及び赤血球の影響
家兎網朦，腎，副腎，．各組霰の組緑呼吸に対す

るv.c.及び赤血球の影饗を検討し以下の結果を
得た．

1. v.c、桐膜では， 10mg彩，副腎では20mg
彩の濃度の際 Qo2の幾分の昂進を見たが腎では

5, 10, 20mg%の各濃度共判然とした変化を示さ

なかった．
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2.赤血球

a)赤血球単独添加（1/4-全血）では3組織

とも僅かの昂進を示した．青酸添加時も同様であ

ったが特に著明な変化はなかった．

b)赤血球浮滸液に更に混合色素液{Mb+

Thio. + Tolylb, + o-ch計m/10000)を加えると酸

素消費は急激に昂進し，血球自体の消費を除いて

も正常時の50%以上の増加を示した．特に青酸障

碍時には以前使用したどの物によっても正常値に

達しなかった．網膜及び腎組顎に於いても正常値

或は，それ以上に達する程の著明な昂進を示し第

2時間も著明な低下は示さなかった．

B.骨髄の粗織呼吸

燐酸塩加 Ringer液を浮滸液とし Warburg呼

吸測定第1法を用いて，空気中に於ける正常家兎

骨髄の酸素消費量を観測し，併せて浮溜液中の萄

葡糖，焦性葡萄酸及び乳酸量を測定して組織呼吸

及び有気性解糖作用を検索した．

葡萄糖は Hagedorn-}ensen法，焦性葡萄酸は

Lu法，乳酸は Barker-Summerson法を用いた．

1. 150m.g/dl,葡萄糖加 Ringer液を浮滸液

とした場合と無糖 Ringerを浮滸液とした場合と

に於いて酸素消裁量は夫々の 1時間値， 2時間値

共に有意の差は認められなかった．叉各々の酸素

消製の時間的低下は極めて僅少であった．乳酸量

及び焦性葡萄酸量は含糖の場合は可なり多量に証

明され無糖の場合も極少量ながら証明された．

2. 150mg/dl,葡萄糖加 Ringerを浮滸液と

した場合の糖消費と酸発生との関係は，組緑呼吸

1時間観測中に於いて，酸素消贅を全部糖の燃焼

に使われたとすれば，糖は呼吸に12彩，酸発生（乳

酸及び焦性葡萄酸）に60彩消費され．残余の大約

28劣しま其他の物質に転換されたものと考えられ

る． 9

3) 250mg/dl,及び 150m.g/dl及び 50mg/dl

の3種の葡萄糖含有濃度の浮滸液を用いて呼吸及

び解糖作用を比較した． 3者の酸素消費量の間に

は，有意の差は認められなかった．糖消費及び酸

産生量に於いては 250m.g/dl>150mg/dl>SOmg/dl 

の順で葡萄糖濃度が大なる方が解糖作用も大であ

った．

30．古原和美・古賀秀雄（熊本大生理）

体外灌流臓器の呼吸代謝

A.摘出灌流驀心臓呼吸に及ぼす過酸化水素の

影響

前年度に引親き，教室の友田が考案改良した摘

出灌流驀心臓呼吸測定装置を用いて，過酸化水素

の影響を空気中に於いて検討した．今回ば過酸化

水素の濃度を種々加滅して次の如き結果を得た．

1．摘出灌流驀心臓は，灌流液に夫々〇．3%,

1.5彩， 3劣， 7.5給 10彩の比027k溶液〇．03ml

を加えた場合，発生する酸素を利用する傾向が認

められる．

2. その利用度は濃度高き程大なるものの様

である．

3.動脈圧，栂動数も比02の水溶液添加しこ

よって増大し，増大の度は比02の濃度高き程大

である．

4.以上の影響は約20分間継鐙し，以後正常

に復する．

5. H2切濃度10彩を越ゆれば， 0.03mlの添

加によって H凸の毒作用現れ，心臓機能衰弱の

傾向が認められる．なお，無酸素気中に於いては

現在実検を継続中である．

B.摘出家兎灌流肺臓の物質代謝研究

実験装置

1．呼吸系装置 （A)胸廓壕（肺臓を入れる

壕（容積450cc) (B)・・・(A)と連結する三連のポソ

プ (C)•••気管に連絡している Mariotte の壕

(D)・・・(A)に開孔せる水流吸入ボンプ管 以上を入

れる恒温槽．

2.脈管系装置 (E1) (E叶••灌流液壕 （容積

100cc) (a)・・・(E』)（E2)より肺動脈に至る動脈系コ‘‘

ム管 (b)..肺静脈より出る静脈系コ‘‘ム管 (F)・・・

静脈系灌流液を (E1)(E2)に送るボソプ (G)・・・(b 
） 

と(F)との間による緩衝用壕(100cc)以上を入れる

恒温槽．

3.描記装置及びその他

i)キモグラフイオソ ii)動脈圧描記用タ

ンブール iii)静脈圧描記用タンブール iV)肺呼

吸描記用 Mareyのタソブール V)肋膜腔圧計

（水圧計）．

本装置を使って実験を行い葡萄糖の消失，乳酸

の発生を測定して次の様な結果を得た．

糖消聾量（平均値）単位 mg/dl,Hagedorn-Je-

nsenの法に依る．

30分後18.53,1時間後26.82, 2時間後40.94,

• 
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3時間後71.0. 尿の酸塩基緩衝能とその解析（第4報）

第I30分18.53,第［ 30分 8.29. 第I1時．． 著者はさきに滴定用硝子電極を考案し，これに—
間26.82，第I[1時間14.12. よって尿を滴定して緩衝価曲線を求め，これを解

乳酸発生量（平均値）単位 mg/dlBarker-Su— 析する事により尿中の酸塩基緩衝物質を或程度に

mmerson法に依る． 分祈し得る事を報告した．

30分2.95,1時間6.80,2時間12.6 今回は次の如くこの方法を発展せしめて尿の酸

塩基緩衝価を解析し，その生理的変動の有様を或

31．岩崎隼太（京都府立医大生理） 程度観察する事が出来た．

唾液の酸塩基平衡に関する研究（第8蔀） 1.尿中の酸塩基根を緩衝価曲線の解析によっ

さきに著者等は唾液の酸塩基平衡はその重炭酸 て求める方法としては，従来報告した様な排泄せ

，塩濃度により定まり，且つこれは分泌する唾液腺 られたままの尿を滴定する方法では尿酸や燐酸カ

の種類によって異なる事を明かにした．今回はそ ルシウムの沈澱が起り，正確な値が得られない

の理由を明かにせんが為次の実験を行った． そこでこれを避ける為に滴定を約 pH7迄とし，

1.犬について Piiocarpin刺戟時の唾液を耳 ・ 叉フォルマリンを 0,1%の割合に加えて尿酸の沈

下腺，顎下腺，舌下腺の夫々より別々に採集して 澱を防いで滴定すると略正しい緩衝価曲線 (A)が

その分泌速度， pH,CO2彩， Na,Clを遂時的に 得られる．次にこの尿をAnion交換樹脂(IRA-410)

測定した．その結果分泌速度の最も高いのは顎下 に通じて酸根を除去し，これについて緩衝価曲線

腺であり，耳下腺これに次ぎ，舌下腺は最も少ぃ (B) を求め， A とBの差より示差緩衝価曲線を求

（但し単位重量当りの分泌速度でも同様である）．然 める．かくしてこれを解析する事により燐酸，炭

るにその pHゃ CO2劣（従って重炭酸塩濃度）は 酸，尿酸及び其の他の有機酸の濃度が算出し得ら

耳下腺唾液が最も高く，顎下腺唾液はやや劣り， れるのである．叉 B曲線は主としてクレアチニソ

舌下腺唾液は非常に低い併し NaCl,KCl等の とアソモニャによって構成せられているから，こ

中性塩の分泌は舌下腺が最も強く，顎下腺，耳下 れと蒸溜水の緩棚価曲線との差より之等の塩基の

腺はこれよりも冠かに少い併し乍ら兎の耳下腺 濃度を求め得る．以上によって尿中に存在する重

について同様にして求めた唾液に於いては，中性 要な酸塩基根は殆んど網羅せられる事となる．

塩の濃度が高く，霊炭酸塩濃度は極めて少 2. この方法によって或学生の 1日の尿を2時

2. さきに著者は唾液の重炭酸塩の分泌に対し 間毎に分劃採集し，その酸塩基緩衝能を求めた所

ては腺の炭酸脱水酵素(C.A．と託す）の活性が密接 その値は pH3.5-7の範囲に於いて0=0.01-0.03

なる関係をもっている事を報じたが，これを更に であり，且つ最も強力に緩衝能を発揮するものは

確めるために上記の 3種類の唾液腺についてC.A. 燐酸，炭酸アンモニヤであって尿酸， クレアチニ

の活性を測定して見た．その結果単位重量当り乃 ンはこれについでいる．叉其の他の有機酸は極め

至は単位組織窒素量当りの C.A.活性は犬に於て て微かである．而して自然漬潮に際しては，燐酸

は耳下腺＞顎下腺＞舌下腺の順に高く，叉兎の耳 の増す場合と炭酸の増す場合とあって必ずしも一

下腺では低い 定せず，叉 Pcozも一定していない従ってこれ

以上の事より唾液の重炭酸塩の分泌機転には唾 は呼吸中枢興奮に基く呼吸l‘生アルカローヂスの影

液腺細胞の C.A.活性が重要なる役割を果してい 響ではなく，腎臓のアルカリ排泄能に関係するも

る事は明かである．叉犬の耳下腺，顎下腺は条絞 のではないかと考えられる．

部に富み，舌下腺はこれを欠き，叉兎の耳下腺に

も無い事実よりすれば重炭酸塩の分泌は唾液腺の 33．本田冥行（金沢大生理）

条絞部の機能によると判断せられる．組織化学的 赤血球沈降友応と Muco protein 

に C.A.の存在部位を調べた成積も亦この見解に 吾々は尿中のDonaggio反応陽l生物質は Muco-

一致している． prcteinである事を明かにし，これが血漿 Muco-

protein より由来する事を推定するに至った．一

32ふ箋田照夫（京都府立医大生理） 方赤血球沈降速度の促進する疾患に於いて屡々
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Donaggio反応が陽性化するので，赤血球沈降反

応，血漿 Mucoprotein及び Donaggio反応陽性

物質に関し次の実験を試みた．

1. 150人の諸種疾患患者及び健康者について

赤血球沈降速度と血漿Mucoprotein（そのTyrosin

含有量を測定）量の関係を求め，相関係数＋0.66

を得た．

2.尿より著者の方法に依って Donaggio反応

陽性物質を抽出し， Methanolで沈蝦する分割 (F

I)と，更に硫酸安門で飽和して初めて沈澱する
分捌 (F[）に分けた． Flは反応陽l生物質の主要

部分を占める．之等を血液に加え，血漿Mucopro-

tein量を凡そ 2~3倍程度に増加すると， Flの

場合は著明に， F[の場合は軽度に赤血球沈降速

度は促進される．

3.生理的食塩水で洗った赤血球に Fl或は F

［を加えると，前者は赤血球沈降速度阻止作用と

軽微な溶血作用，後者では可成り顕著な溶血作用

を認めた． この溶血は尿に微量に排泄された胆汁

酸塩が抽出操作に依り濃縮され，主として F［に

混入した結果と考えられる．上記の実険所見は胆

汁酸塩が溶血作用，赤血球沈降速度阻止作用を有

し，これらは血漿の存在により抑止される事実と

よく符合する．併し胆汁酸塩は Donaggio反応陰

性であるから，この反応とは関係ない

以上の実験所見より血漿Mucoproteinは赤血球

汎降速度を決定する 1つの要因と考えられ，その

意味で尿 Donaggio反応値と赤血球沈降速度の間

に相関の成立することは十分想像できる．

34.下川末夫・荻野修（金沢大生理）

筋作業時に於けるクレアチニン・クリアランス

並びにこれと Donaggio友応値との関係について

尿中に排泄される Donaggoi反応陽I‘生物質は血

漿中の Mucoproteinの一部に由来すると推定され

ることは既に発表したが，筋作業時に於けこの物

質の尿中排泄の増減は一応腎機能の変動によるも

のと考えられる．そこで先づ自転車作業計による

筋作業時に於ける腎糸球体憫過速度をクレアチニ

ン・クリアランス法で測定し，これと Donaggio

反応陽I生物質排泄速度との関係の有無をしらベ

た．

1.強度及び中等短時間の筋作業

血漿クレアチニンは常に増加~.作業終了20~

30分後最高値に達する．尿クレアチニソ排泄量は

一般に減少する．之等の変化は作業が強い程著し

＜且つ回復に時間を要する． クレアチニソ・クリ

アランスは一般に減少し安静時の 60~80彩にな

る．但し被険者の 1人は作業時に屡々尿クレアチ

二、ノが増量し， クリアラソス値が却つて高まるこ

とがあった． Donaggio反応値は前報の通り作業

終了直後に一過性に激増した．

2. 軽度長時間の筋作業

血漿クレアチニソは作業初期に僅かに増加し，

尿クレアチニソ排泄量は作中業一過性に減少す

る．従ってクリアランスも初期叉は中期に一時軽

度に減少する． Donaggo反応値は作業中一過性

に増大した．

以上の所見より筋作業に伴う Donaggio反応陽

性物質排泄の増加は糸球体の樹過速度の変動によ

るものでないことが明になった．

35．肝付兼頸（鹿児島大生理）

尿中クレアチニン・クロール及び尿素の日中に

於ける変動に就いて

予等は早くより南九州人の尿に就いて種々の角

度より検討を進めている次第であるが，今回は尿

中に排泄されるクレアチニ、ノ・クロール (NaClと

して計算する），及び尿素の日中に於ける変動に就

いて実験を行った．

実験は午前より夕方迄の尿を 1時間毎にとって

毎時間中の排泄畠の変勁を観察した．被検者とし

ては，普通実験室内で研究に従事している者を対

象として行った．

結果としては， クレアチニソは午前中は時間の

経過と共に減少するが，大体午後2時頃を最高と

してその後亦減少する傾向がある．併し乍ら尿量

の増威には必ずしも関係しない様である．

叉クロールと尿素は午前中は時間の経過と共に

増加して矢張大体午後2時頃を最高として，その

後亦減少する傾向が認められるが，之には尿見の

増減が或程度関与しているものと考えられる．

36．井上五耶・舟木誠・小石秀夫•新山喜昭（大

阪市大家政栄養生理）

尿 creatinine排泄量の変動（続報）

前総会で， 長期人体試験の結果，尿 cratinine

(Cnと略記）排泄量が摂取蛋白量に応じて変り得る

守
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事を報告した．その後，昭和28年6月下旬より約

4ヶ月間，熱量 2400k叫／日，蛋白質60g／日を基準

食餌とした被検者3名（前回と同じ）について．

testosterone propionate (T.P．と略記）の投与，或

は（前回と異った食餌）蛋白条件の変動が尿 Cn排

泄量に及ぼす影響を再び検討して次の成績を得

た・

即ち，食蛋白の量は一定で，質のみ変えた第1

例では， Cn排泄量は食質と無関係に漸滅し，初

期平均531mg／日（N量）は約3ヶ月後平均474mg／日

となった．一方，全期同一食餌で養った第2例で

は， T.P.(10-20m.g／日）投与間は著明な N蓄積(27

日間で約57g)及び体重増加，叉基礎代謝の上昇等

を認めると共に， Cn排泄景も低下を免れて平均

520mg／日の levelを保ったが， T.P．投与を中止す

ると平均 490mg／日に低下した．叉第3例では，

約20日間大豆蛋白50g／日を基準食に加えたが影響

なく，第 1例同様，平均 489mg／日の初期 Cn排

泄量は約3ヶ月後平均 449mg／日に漸減した． こ

こで予め T.P.を投与し乍ら，同時に同前蛋白量

を迫加すると，その影響は著明で， Cn低値は約

10日で速かに平均 491mg／日の高値に復した．即

ち，一定食餌を長く続けて Cn排泄に漸減傾向の

認められた場合，蛋白同化 hormoneを投与して

体内蛋白蓄積と同時に代謝機能一般の尤進を促せ

ば，単に Cn排泄の低下を防ぎ得るのみならず，

その上に更に過剰蛋白を供給する事によってその

増加をも認める亭が出来たのである．

以上の事実は， Cn排泄量が摂取蛋白利用に関

連ある生体機能条件に応じて変勁し得るものであ

る事，換言すれVも少くとも Cn代謝が生体機能

の生理変動に無関係ではあり得ぬ事を示す一証左

であろうと考えた．

37．村上長雄（三霞大生理）

尿索疲労判定指標の本態に関する研究

1.急速連動 (150m疾走）安静時，疾走後 5,

10, 15, 25, 35, 45, 55分の 8回採尿を行った．

尿量は 5,叉は10で最低を示し，後上昇し， 25叉

は35で最圏を示し後下降し安静時値にもどる． Cl

量は5叉は10で最低，後急上昇し， 55では安静時

値をしのぐ様になる． P量は疾走により上昇する

が 10よりの上昇が著明:C:',25叉は30で最高，後

下降する．還元物質量は， 5は顕著な下降をしめ

し，後急増して， 15または25で最高後下降して，

55で大約恢復する． Donaggio値は， 15を最高と

し後速やかに安静時値またはそれ以下に下降す

る．

2. 緩慢な持続連動 Cl量は運動中最近，後急

速に上昇経過をたどる． P量はその逆である．

ふ長期間の継続逓動 (10日間ラグビー合宿練

習）毎日午前5時30分よりの30分間尿，午後8時

よりの60分間尿を資料とした（合宿前 2~3日

Warming up程度の練習は行っていた）． 10日間何

れの物質の排泄量も波動傾向を示すが，尿量，Cl量

は大約 6,7日目迄は低 levelで波動し，後急な

増量傾向を示す． P量は例外なく初日著明に増大

し， 2日に顕著な下降を示し， 7日程度迄低level

の波動を示し，後一般に上昇傾向を示す．還元物

質量及び Donaggio値は夫々 6~7日位迄一般に

高 leve]の波動を示し，後下降する傾向を観る．

尿系以外の疲労微候も亦 2~7日に顕著であり，

この時期は笹川の第ぶ欠疲労困應の出現期に当り，

興味深いものである．

結論：以上元来急速運動と緩漫な持続運動では

同じ体運動という stressであっても，その作用様

式は自ら異るものであるが，それに対する反応の

様相にも大なる差異が招来されている．

一回の連動での尿系諸物質の反応出現の状態よ

り，ラグビー合宿練習の如き長期間の継続運動

に於けるこれら諸物質の動きを眺めると，初日は

大きな変動を示しているが末だ調和のとれた反応

と云うべく， 2～7日は反応力は減弱するが，絶え

ず復元しようとする時期をなし，以後は所謂慣れ

を生ずる事によって，，不完全ながら相対的に反応

カの減弱した時期を脱した時期と云いうる様であ

る．

38．山田 巖・有江忠生・築詰禰彦・廣瀬達蔵（北

大第1生理）

p--32各種動物赤血球標識法の吟味

Hevesyの試験管内 p--32の赤血球標識法に基

づき，苫々は標式赤血球を用いて循環血液量の測

定並びに生体内抗原抗体反応の本態追究等の実験

を行って来たが，この赤血球の p-32の摂取を赤 ． ＇ 

血球の物理化学的並びにその代謝より吟味し，従

来の p--32赤血球標識法による生物学的応用への

欠点及び高度の p--32標識赤血球を得る方法を各
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種動物赤血球で比較検討してみた．即ち人，猫，

犬，ニワトリ，家兎の血液を Bevesyの方法一部

修正間歌振盪法により，加等張ブドウ糖血液，全

血液，加等張ブドウ糖血球，加等張食塩水血球の各

試験管のヘマトクリット値を38劣に調整し p-32

を lOμcを加えて 37℃ 2時間置き，各試験管を

3000回転， 10分間遠沈その上澄の一定量及び沈澄

をその上澄に放射能の皆無になるまで0.85劣生理

的食塩水洗漁遠沈により得た赤血球の一定量と燐

マグネジヤア、ノモ、ノの沈澱として放射能を測定し

た．その成績は人，猫，犬，ニワトリ，家兎の加

等張プドウ糖血液，全血液，加等張ブドウ糖血球

加等張食塩水血球の順に赤血球の放射能が高く，

ヘマトクリツト値を種々に変えて見ると38%ヘマ

トクリット値の時が最も高度の p-32を摂取して

し、た．

以上赤血球の p-32摂取は物理化学的条件の他

に加等張ブドウ糖血液が最もよい事より赤血球の

代謝とも密接な関係を有すると考えられる．

之を要するに底度の p-32標識赤血球を得る方

＇法はヘマトクリット値 38%加等張ブドウ糖血液を

Hevesyの方法一部修正間歌振盪法で上澄に放射

能皆無になるまで洗櫛遠枕により得た標識赤血球

が最も妥当と考える．

39．船木三郎・塩見昭三・久田元夫（大阪医大生

理）

ATP-Naの血液性朕に及ぼす影響，就中赤血球

の形態的変化に就いて（続報）

アデニール酸及び其の誘導体が血圧の低下に対

して著しい作用を有つことは，比較的古く”Szent

Gyorgyi. Crury (1929) 鎗によって指摘せられ，

其の後 ATPに関しても，降圧作用のあることが

確認せられている．叉心臓機能の晶進作用と未梢

血管収縮作用のあることも船木が已に報告してい

る処であるから，降圧作用と血液性状との関係が

問題となる．併し血液の性状，殊に其の固形成分

たる赤血球に関しては，殆んど著明な研究が行わ

れていない様である 著者等は1950年以来，生機

の本質と ATPとの関係，を究明する手段として

先づ ATPに関する種々の生物学的実験を行って

来たのであるが，絃に其の一牒としてATP-Naの

血液性状に及ぼす影響について報告し，之に就い

て 2,3の考按を試み度いと思う．

猫及家兎の静脈内に ATP-Naを注射し，血漿

の粘性度を測定すると，何れも60分以上に亙って

軽度の低下が認められ，其の屈折率・比重は共に

軽度の減少を示す．叉赤血球枕降速度は何れも可

成りの促進を見るが， ATP-Naを増量しても，血

沈値は殆んど一定値に止る様である．赤血球に就

いては Hematocrit 値測定法に依り，ウイント

ロープ管を用いて30分間遠沈（毎分3000回転）し，

平均赤血球容積の変化(Ht値／赤血球数X10りを測

定した処，可成り著明な減少を示した．之は即ち

ATP-Naに因る個々の赤血球の容積の減少を意味

するものと考えられる．更に此赤血球容積の変化

を ATP-Naの注射直後より時間的に津求して見

ると， 5分乃至15分後に最も著明で，45分乃至60分

後に略々復元するのが認められる．此の事実は血

沈伯の促進並びに血圧の低下と関係あるものの様

であるが，此等の関係に就いては目下血球比重を

検しつつ追求している．如斯赤血球に対するATP

-Naの作用機転は不明であるが，苔々は以上の事

実から，赤血球を個々の細胞と見傲した場合，其

の樅成成分たる蛋白質と ATP系との間に，一種

の反応系を有するのではなかろうかとの見解を持

つに至った．

40．丹野楯彦・小泉芳夫・高橋正・野村雅宏・

澁谷武夫・苅谷影嘉（横浜大生理）

生物膜の搬念

我々は赤血球及び筋心臓等を材料として其の生

物膜の物理化学的性質を直接間接に観察し次の様

な結果を推測する事が出来た．

1. 赤血球が共の透過性に対して生理的状態を

維持する為には或る Mediumに浸って居る場合

に限るのであってそれを生理的範囲の Medium

と云うならばその範囲を越して異常な組成によっ

て赤血球膜に著しい透過性の増大が現われる．

2.赤血球膜に対して生理的範囲の Medium

を筋心臓等に作用させる場合はその興奮性を維持

する事が出来るが異常な Mediumによってそれ

等は興奮性を低下するか又は消失する．

3.赤血球膜に対して生理的範囲の Medium

中の溶質は一般に赤血球の膜に作用するものであ

って内部に透過する事はない

4.生物膜は膜膠質系とそれに吸着された溶質

とによって一定の生物膜的な性質を備えるもので
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あって，例えばNa‘ を多く吸着した場合には Sol

化の傾向が現われ透過性は増加する．それに或る

程度 Ca"が共に吸着された場合は生理的範囲に於

いて透過性の減少が見られ更に Ca”の吸着の割合

が多くなると Gel化が起り膠質粒子の配列が異な

って来て著しく透過性を増さしめる．．其れ等の

Ionの吸贈は可逆的でありその 2者の吸藩の割合

を一定に保つためにはそれ等は一定の混合比を持

って Mediumに浸らしめる必要がある．

以上を基にして我々は赤血球膜に対する各種の

Ion及び糖類等の有機溶質の吸着性がそれぞれに

よって程度を異にする事及び其れ等の溶質が吸着

される事によって膜膠質系の受ける影響の程度を

観察して膜膠質系の生理学的状態は Mediumの

化学的紀嘩に依存するという事を主題として考察

を試みる．

41. 山田幸司•平安罠正•水谷悛雄・斎藤源太郎

（横浜大生理）

赤血球膜透過性の測定法並びにその透過性

赤血球膜の透過性を， 1)Hematocrit, 2)溶血，

3)電導度， 4）分光分祈によって個々に測定した．

1.微量の霊金属塩を含むアルカリ金属及びア

ルカリ土類金属塩の等張液中に人赤血球を浮滸せ

しめて起る赤血球容積の変化から，媒質中の塩類

及び赤血球内の Kの透過を推察した．

2. 透過性溶質NH4Clによる溶血が，低張NaCl

溶液中にCa,Pb或は Hg等の 2価イオソの添加

によって遅延される事から，膜の透過性に及ぼす

それ等イオソの意義について考察を行った．

3. 特殊な場合として，媒質が糖類の如き非電

解質である場合には，媒質の電導度を測定する事

により，血球内からの Kの透過を定量することが

可能である．

各種の等張糖類溶液中に赤血球を浮滸せしめて

媒質単独の比電導度を測定した結果，一般的に分

子量の少さいもの程＇比電導度の増加が著明であ

る．即単糖類では Xyloseによる Kの脱出が最大

で Galactose,Glucose, Fructoseが之に次ぎ，ニ

糖類の Sucrose,Lactose, Maltoseでは殆んど差

異がなく，三糖類の Raffinoseは最小である．然

るに電子顕微鏡には，之等唐類を作用せしめた赤

血球膜の間での微細溝造の変化は認め難い．

赤血球内部からの電解質の脱出が， K＋及びCl一

による単なる拡散であると仮定し， Fickの法則を

適用して考察を行った．

42．下田武司・小河博（日医大生理）

溶血に関する研究

1.家兎の溶血性貧血に於ける血球抵抗曲線は

貧血増強，網状球増加に伴い，増強移動し，殊に

その最大抵抗部が著るしいその為，通常の S字

状曲線は引き伸ばされた形をとる．曲線の旧態に

復帰する場合は，その逆の行動をとる．

2.家兎潟血性貧血，塩酸 phenylhydrazine 

貧血に於いて，種々の度合に網状球を発生せしめ

その成熟を促進させると云われる各種臓器工千ス

薬物を添加して，成熟時間を観察した．高度に発

生せる場合には成熟時間が遅延し，添加物の効果

が少く，網状球そのもののもつ成熟能を推察し得

た．

43．馬場悛夫（九大生理）

動物の溶血液におけるメトヘモグロビン生成と

これに対するストローマ並びに 2,3物質の影響

動物血液のメトヘモグロビン（以下メトと略記

する）量の測定及び赤血球内にてメト生成を抑制

する物質について実験を行い 2,3の知見を得た

ので報告する．

各種動物血液について， Nuttingphotometerを

用い， Evelyn,K. A, & Malloy, M. T.の方法に

よってメトを測定した． これを総ヘモグロビン景

に対する百分比で表わすと，

悶 測定 メトを メトを メト鼠

証ぬ明もせの 証し明もせの類 総数 （彩）

家兎 ， 4 5 0.3 -4.1 
犬 5 2 3 0.08~0.15 

猫 5 0.06~2. 1 

牛 12 2 10 o.os-2.6 

人 ， 3 6 0 03-0.28 
溶血液では時間の経過と共にメトは自然に生成さ

れるが，その速度は極めて緩かである．時間の経

過に従ってメト生成が如何に変化して行くかを，

一定の時間間隔で測定したが，その際，溶血液を

4~6枚のi胄紙で憫過したものと，しないものとを

比較すると， メト生成が測過したものでは恕過せ

ぬものに比して著しいことが了解される．次表は

溶血後6時間のメト量の単位時間当りの測定値で
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ある．

動物の種類 i隠過（液劣メ） ト量 未処置（液劣）メト量

牛 0 7 ~1.4 0.06 -0.17 

犬 0.4 ~0.48 0.09 -0.1 

猪i 0.36,..._,0.4 3 0.015-0.08 

人 0.32-0.45 0.01.-...,0.036 

家兎 0.28---0 3 0.014-0.02 

かようにストローマにメト生成を抑制する作用を

有する因子のあることが分る． ~egler は還元Glu­

tathjon がその 1つであるという．著者は赤血球

内酸化遠元物質がその有力な因子と考えて， メ

ト生成に関係ありと思われる物質について検討し

ているが，その 2,3について得た所見は次の如

くである． Cysteinは還元Glutathionと同様にメ

ト生成を抑制し，その酸化物たる Cystinには全

然抑制作用を認めず，物質代謝産物たる Succinic

acidも亦メト生成を抑制する．尚その他の物質に

ついても検討中である．

44．佐藤熙・王老全・大庭健吾・和知光雄（弘

前大生理）

異種血液による血圧下降の機縛

兎の血液を犬或は猫に静脈注射して起る動脈血

圧下降は，猫では注射直後に先づ一過性に下がり

（第 1下降），これが終ってi主射後50秒頃に再び下が

る（第2下降）．犬では第2下降だけである．第 1

下降は主として血漿，第2下降は血球によるもの

である．血圧下降物質を考えるとすれば，血漿の

と血球のとは別のものであるとしなければならな

し、．

注射を繰返せば，第2下降は噸次小になる．遂に

は全く不反応状態となる．猫は不応状態になり易

い最初から刷牌してある犬は不応状態にならな

いとの Abramson等の報告があるが，犬は不！ぷ状

態になり難い例が多く，犬も猜も易IJ牌はこれに関

係がない血圧調節作用は関係がある．然し大動

脈神経と頸動脈洞神経とを切った糀も，頸髄切断

猫，内臓神経切除猶も不応状態にはなる．末梢血

管の自佑的調節であろう．

血球の血圧下降力は，溶血しない限り不変であ

る．溶血血球は血圧を下げない

血球量が多ければ血圧は強く下がるが，同一動

物にかなりの時間間隔をおいて血球量を等比的に

潮増注射しても，血圧下降度は等差的程にも増さ

ない等比的漸減注射では略等差的に下降度が減

る．然し血圧下降度から注射量を推定することは

困難である．

兎の血液と被注射犬の血液とを予め混合したも

のでは，兎の血液だけを使った場合と全く同様で

注射後血圧下降開始までの潜伏期間の短縮は見ら

れなし、．

他の猫に有妓な量を使っても第2下降が現われ

ない猫もある．即ち，最初から不応の猫も稀には

ある．異種血液による血圧下降に就いては，血漿

及び血球中の血圧下降物質にも興味はあるが，こ

れは血圧下降なる反応を起す刺戟の 1つと考え，

むしろ被注射後動物の生体内に於ける変化の機転

を知る方に一層興味がある．

45．空閑秀邦・小坂肇（山口大生理）

犬及び家兎の頸動脈，股動脈の血流変化に関す

る研究

Kolin (1936)は血流測定用として電磁流昂計を

発表し，その後それによる動物の動脈血流波形並

びに計測値を発表した (1938).Shipley et al (1943) 

は従来から血流の測定に用いられていた Orifce-

meterを改良して犬に於ける種々の末梢動脈の血

流波形を籾査して正常時にも血行に逆流の瞬間が

あることを指摘し，前記電磁流量計が血流の測定

に使う場合或る種の欠陥を持つものと仮想した．

処が Richards& Williams (1953) J. Physiol. 120, 

257-266は霞磁流量計を用いて上記Shipleyの意

見に反対し犬の動脈では正常時に股動脈に於いて

も逆流は無く Adrenalinの投与時に逆流を見る旨

を述べて血流の電磁的測定法に欠陥は無いことを

発表している．

演者は数年来電磁流量計の試作を続け略々完成

の域に達した．本器を用いて家兎並びに犬の頸動

脈，股動脈で血流を実測したところ，流量（流速）

は心拇，血圧，管壁弾性，末梢抵抗等の影特で時

々刻々変化することが認められた．即ち血流の波

形は systoleに一致して高い山と diastolに一致

して低い変勁する山を示したし，血圧の呼吸性動

揺に一致して前述の心栂に応ずる変化を伴いなが

ら明瞭な変動をなした．叉薬物 (adrenalin, ace_ 

tylcholin, methobromin)の投与で変動し，或は測

定部位の中心或は末梢に Windkesselを接続する

と波形は明碗に変動した．更に亦測定中の動脈の
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血行を数秒～数分間遮断した後血行を再開すると

その直後より約1分間は所謂reactivehyperamie 

を起して異常に増大した血流を示すこと等が観察

されたのである．

醗って逆流の存否云々は吾々の経験では犬の股

勤脈でに勿論，家兎の頸動脈に於いても数例は正

常時に systolicwaveと diastolicwaveの間で

瞬間的な逆流を示すものが見られた．叉adrenalin

injektionの場合は Kolin,Richards等の成績と

同様に逆流を示すようになる．更に被検動物体重

の1/10,...,1/5の血液を奪取すると正常時に逆流の

無かったもので逆流を示すようになることが実証

（この場合血液を還すと逆流は消失する）された．

このような事実からみると逆流の存否は動物の種

類，個体差，血管の部位，実験準備の条件等で決

るもののようで俄に断定することは尚早計と思わ

れる．然し吾々の実険から Richards等の意見に

一矢を報いるならば彼等の云う犬の股動脈に於け

る逆流の否定は既記の reactivehyperamieの時

期に相当する血流の波形を取り上げた為にその結

果として生じたものではなかろうか．従って少＜

とも犬の股動脈に於ける逆流の存在はShipleyの

dataの真疑如何とは別に肯定されるべきものと思

われる．

46．八田博英•岡田乾ー（広島大生理）

膝窓リンパ節・下腿りンバ管及び乳粟管の牧縮

性に就いて

リ、ノバ流動機転中， リ、ノパ管系自身の有する収

縮性造究の目的から，犬を用いて．膝嵩リソバ

節・下腿リソバ管及び乳葉管の収縮性に就いて実

験し，次の結果を得た．

1. 膝寓リ、ノパ節・下腿リソバ管に就いては，

それらを Ringer氏液を以て灌流 (50-lOOmm

Ringer氏液圧）し，同側の腰部交惑神経幹を， L1

~L2の高さで，感応電流を以て刺激するに，灌流

量の減少を来す． この刺激効果は，坐骨神経切断

によっては妨げられず，大腿神経切断により梢々

減少し，大腿動・静脈周囲神経叢剥離及びコガイ

ソ麻酔により，刺戟効果は消失する．このことか

ら，膝嵩リソパ節及び下腿リ、ノバ管への運動神経

（収縮神経）は，その大部分が大腿動・静脈周囲神

経叢を経過し，尚一部は大腿神経を経過するもの

と考えられる．

叉両者は，アドレナリソ・ヒスタミ、ノ・塩化ペ

リウム及びビ゜ツイトリ、ノにより収縮し，カフ＝ィ

ソ及び塩酸ヒ゜ロカルヒツにより拡張する．

2. 腸間膜に於ける乳葉管を顕微鏡下に観察し

つつ，観察部の近心の腸間膜神経の板を感応電流

を以て刺激するに， 口径の減少が認められる．即

ち，同部乳粟管に至る収縮神経ば腸間膜神経を経

過すると考えられる．

叉，乳粟管上にアドレナリ、ノ・塩化ベリウム液

を滴下するに収縮を認め，カフエイソ・塩酸ヒ゜ロ

カルピソにより拡張を認める．

47．藤井浩・小川義雄（横浜大体育医学）

大脳に於ける微細血管に就いて（第2報）

猫の脳微細血管分布構造中主として終脳各部及

大脳核に於ける血行上の特異上所見，及び大脳各

部の血管表面積の計測値は次の様である．

1. 皮質に於ける微細血管は直接脳実質に接す

ることなく，発逹せる血管周囲腔を介して存在し，

殊に頭頂葉及び前頭葉に於ては深部の毛細管網に

至る迄認められる．

2. 皮，髄相互の血行調節の一部は皮髄間及び

髄質にかけて存在する毛細動・静脈間の短絡路に

依り行われるものと思われるが，直接吻合技は少

く，不完全な血管毬伏の連絡技を介するものが多

い様である．

3. 大脳核に於ては諭出入血管との間に， 口径

の太い広汎な血管毬を形成するものが多く，血管

構築的に他の部と判然とした差異が認められる．

4.大脳各部の lmm3 中に於ける微細血管表

面積を計測した所，皮質各部及核部に於ては10~

15mm3に達し，髄質に於ても 8mm3であった・

48．小川義雄•藤井浩・山田泰夫（横浜大体育

医学）

微細血管分布より見た末棺血行調節装置に就い

て

全身諸臓器の微細血竹分布を追求した結果，臓

器粗薇に於ける末梢血行は次記の様な装置に宍り

調節されるものと思われる．

1.動・静脈間の直接吻合技（小動・静脈及毛

細動静脈間の短絡路）

2.動・静脈間の毛細管l‘生連絡枝

3. 動・動脈間の連絡枝（動脈性のもの及毛細

I, 
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管性のもの．

4.動・静脈網或は叢（所謂脈絡膜叉は板）間

の毛細管性連絡枝．

5.輸入出血管（小動脈，毛細動脈及毛細静脈，

小静脈）

以上はいづれも括約的な装置で能動的な調節を

なすものと思われる．尚其の他に発達せる血管周

囲腔を伴う毛細血管網があり，受動的な調節をな

すものと考えられるものも認められる．

49．呆井精吾（北大応用電研）

周波数変調(F.M.）方式の Plethysmography（こ

関する研究

Plethysmography は生体組織の容積変化を測

定する為に作られたものであり，現在では主とし

て末梢の循環の研究に用いられている． この方法

によつて記録された脈波から血管の状態，血圧の

変化等が解るが，その他外科の治療程度の認知，

又種々の医学治療の判定に応用されている．私は

電気的Capacityの変化を周波数変化にするF.M．式

P~ethysrnography を試作した．両者共被測定者

の指腕にガラスの上に金属帯をまいたものをつけ

る事：／こより測定を行った．生体がEarth側．に成っ

ている為に別にEarthとして電極をつける必要も

ないが身体の動揺による影響を防ぐ為には誘導部

位の附近に電極をつけた方が良い叉電極として

同じガラス上に 2つの電極を接近させてつけても

よし、．

このガラス管の太さは測定する場所の生体に強

く接触しない限り波形には影響がないし厚さは薄

い程感度が良い叉金属の中は1cm程度の場合が

感度及び波形から見て一番適当である．

F.M.式の固定発振周波数は20.ilfc, 中間周波数

は2Mcを用い中間周波の帯域巾を 150kc前後取ら

ないと血圧の大きな変化に対して忠実に動作しな

ぃ． Discrirninaterとして FosterSeeley Discri-

minaterを用いた，その出力を一段電力増巾して

横河の電磁オッシログラフに記録した．

井上回路を応用した Plethysmographyは，水

晶発振周波数として 2Mcを使用した．この回路で

は F.M．式に比して使用真空管が非常に少くてす

む点に於て優つているが，•その測定動作点が陽極
回路の Capacityを変化させて水晶発振点の前後

を利用する関係上調整上不便はあるが脈波のみを

測定するのであれば充分使用出来る．安定性は電

源の安定性に依存するが実用範囲内に於いては一

段程度の定電圧回路によって充分である．

50．山本理平（公衆衛生院生理衛生）

指頭血流量の定量法及び温冷刺戟に対する友応

について

人体の体温維持に四肢の1眉環は重要な役割を担

っており，殊にその末端に至る程流血量の変化に

よる温度調節は微妙であるといわれているので，

演者は指叉は趾の血流量の定量を行い，温熱環境

に対する体温調節の秩序の解明に資した．

定量法の原理は静脈閉塞法 (venou~ occlusion 

method)に拠り， Plethysmogramm より流血量

を算出するものである．測定の対象は健康成人の

指叉は趾で，安静椅坐位に於て行った．

使用した Plethysmographは密閉水伝達塑であ

るが，特に演者の改良を加えた点は，密封する際

に被検指（趾）に圧を加えて血流に変化を与えるこ

とを避げるために接贈剤の選択に尚意したこと，

体の動揺による変化を避けるために脈波採取部分

を小型軽量にして机等に支持する必要をなくした

こと，水伝達の不便を補い一方惑度を向上させる

ために電気的伝達及増幅を介して記録器に伝えた

こと等である．此の方法により毎拇動 0.003cc即

ち組織容積100cc:当り 1分間に直して約3ccのilhl

定感度を得た．

本装置を用い， 1)局所温(Plethysmograph内の

液温） 2）体の各所に外部より加える温冷刺戟の有

無， 3）室温，等の種々の組合せについて測定を行

？た．

51．畠山一平・加藤夏二（東大生理）

血管運動性に関する研究（第2報）肺血管の血

管運勤性について

われわれは先に驀の後肢血管灌流標本に及ばす

acetylcholine (ACh)の作用が灌流圧，灌流経過時

間， ACh濃度によって拡張的にも収縮的にもあら

われ，その大きさも変ることを発表したが，これ

と同じ検討を墓の肺血管灌流標本で行った．然る

に肺血管標本では色々検討したにも係らず ACh

によっては一度として拡張的な効果はみられず，

濃度が或る程度以上濃いと著しい灌流量の減少を

示した．そこで adrenalineの作用を調べたとこ
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ろ灌流圧の影響は必らずしもはっきりしなかった

が，あたかも後肢血管における AChの作用のよ

うに濃度が適当であり，灌流時間が或る程度経っ

ている時には灌流量の増加を見るが，濃度が濃か

ったり灌流時間が十分でない時には灌流量減少

効果（しかしそれはAChの場合に比べ，ものになら

ぬ程小さい）を示すことを知った 即ち肺血管に

おいては AChとadrenalineの仇らきは後肢血

管標本における佑らきと全く逆な性質をもってい

るわけである．

叉分離した迷走神経，交惑神経及び迷走交感神

経幹(Vagosympathicus)を電気的に刺激して灌流

量に及ぼす影孵を調べた結果， 1）迷走神経刺激に

際しては多くは著明な灌流墨の減少が 2)交感神

経刺激に際しては相当著明な増加か，短い期間の

減少効果を示した後の増加か，或は著しくない減

少が 3)迷走交惑神経幹刺激に際しては比較的著

明な減少か，減少後の増加がみられた．これは薬

物実験の結果と矛盾しない事実であって，その他

肺実質平滑筋の収縮弛緩が灌流に及ぼす影響の検

討や，流入屈流出量同時測定による検討を加えた

結果，われわれは少くとも慕については大局的に

みて肺の血管収縮神経としては迷走神経を，拡張

神経としては交感神経を想定するのが妥当である

と考える．

52．佐川喜一•宮川清（東大生理）

頭蓋腔内圧尤進の呼吸水準及び血圧に及ぽす影

響

カイウサギを背臥位固定し頭蓋及び硬脳膜に穴

を開け，そこから Ringer氏液を蜘蛛膜下腔に圧

入する事により脳及び脊髄を圧迫した場合（以下

この圧を脳圧と略称す），呼吸運動の水準及び股動

脈での血圧がどう変化するかを観察した．

A) 呼吸運動の水準に対する影響脳圧の段階

的な漸増によりそれまで平静もしくは不規則に変

動していた呼吸水準が規則的な波状動揺を示し

（周期10~20秒）．更に圧を加えると呼吸頻度の周期

的変動，緩徐大呼吸，喘ぎ呼吸，呼息性停止等が

水準変動と種々に組合さった形で現われ，圧を減

ずるとこの経過が逆な順序で再現し始めの状態ま

で復するのが見られた．

B) 血圧への影響脳圧の値が血圧の約80彩に

達する頃から，脳圧の上昇に毎常呼応してこれと

ほぼ同程度の血圧上昇が起り始め，更に脳圧を高

めて加圧前の血圧値或はそれ以上にすると，全13

例に於て，急激な血圧上昇と下降とが交互に反復

して現れる極めて規則的な第3級動揺が見られ

た．その周期は5~25秒，振幅は 20~80mmHg

に及び．概して第1回加圧の際の反応は第2回以

後の場合と少し異り，血圧はいつまでも脳圧から

或る開きを保つ値まで上昇するという態度に止っ

て波状動揺を現し難く，尚も脳圧を高めると徐脈，

呼吸停止，全身骨骰筋痙攣，排尿排便，渚涙等が

見られるが， 2回目以後は加圧前の血圧程度の脳

圧で顕著な波状動揺を示し，一度かくして出た波

は脳圧が加圧前血圧値以下になるまで出続ける．

C) 呼吸水準動揺と血圧第3級動揺との相互関

係 両者が同一周期を以て相対志して起る場合が

多いが，一方のみが単独且つ著明に見られたこと

もあるから，何れか一方が一次的であり他が二次

的であるというものではない

53.宮川 清•佐川喜一（東大生理）

血圧並びに呼吸水準に周期的変動を起させる一

方法について

さきに頭蓋内圧を高めることにより，血圧並び

に呼吸泳準に周翔的変動が起るのを観察した．次

いで脳への血行をわれわれの行った方法の範囲内止

で阻止した場合に，血圧上昇，呼吸停止等を観察

した． これらの知見にもとずいて，操作の上で無

理のない而もこれらの現象の発生機構の解明に役

立つような表題の方法を考案していたが，その方

法が20数例の全実験例に於て目的を達するのに成

功したのでここに報告する．

方法：実験動物には成熟カイウサギを使用し

た．側頸部より第3頸惟の横突起に到達し，蛍科

用穿孔器を用いて前方より横突起fLを露出し，そ

こからガーゼを横突起孔内に強力に充填した．そ

れにより同孔内にある動脈（主として椎骨動脈で

あるが）の血流を両側に於て阻止した．ついで一

側の総頸動脈を動脈クレソメで挟み，他側のもの

に対して注射器を利用した特殊の方法：こよってヵ

イウサギの平均血圧以上の適当な圧を以て動脈を

挟む．すると血圧並びに呼吸水準に周購的変勁が

出現する． ． 

結果：頭蓋内圧を高めた時に得られたと同様な

顕著にして，綺麗な正弦波状の血圧の周期的変動
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がみられた．少数例に於て血流阻止に打ち克つか

つかつの線で平均血圧を維持し，周期的変動を以

て反応する傾向の乏しいものをみた．

以上の方法で出現した周期性変動に対して洞神

経，薇圧神経，迷走神経の切断の及ぼす影響を観

察したが，岐型その他に多少の影響のみられた場

合があったほかは変動を起す根本の機構には竜も

影響を与えない現在脳を種々の高さで切断する

ことによって，この現象の発生に必要な部位を追

求中である．

54．栖原六耶・天野恵・天野聖造・渡辺昭・

禾井甲子四耶（日大指学生理）呆井一夫・小島吉

治・鈴木義彦（日大指理工研）

脳脊髄液の生理学に対する疑羞

脳脊髄液に関してはWeedの循還説が生理学的

に最も認められていた所である．しかるに痙察物

質を脳脊髄に入れ痙攣の起る迄の時間（潜時）を側

定して見ると，其の物質の拡散速度は其の他の条

件を考慮しても脳脊髄液の移動に関して従来の考

え方が甚だ疑わしい根拠がある．実験的に高等動

物（犬，猫，兎）の脳脊髄液量と其の移動の問題に

関しては痙禁物質注入と痙壁発現との関係から新

らしく研究すべき問題として，今迄に上げ得た数

個の疑問についてのべる．

55．吾妻悛夫・秋田泰正（昭和医大臨豚生理）

電気的血圧測定法並びに之に依つて得た波形に

ついて

従来の水銀血圧計に依る血圧測定方法，その他

各種の血圧測定法及び脈波と我々の製作したエレ

クトロ・マノメーターに依る血圧測定値との関係

を同時記録する事に依り比較検討した．また動脈

波の外に静脈カテーテル法に依って得た心房波，

心室波，肺動脈波についても心音図，心電図と同

時に記録し，之を検討した．

尚，我々の製作せるニレクトロ・マノメーター

は Hamilton・マノメーターを端子とし，容量変

化測定式に設計製作したものである．従来のエ

レクトロ・マノメーターに対し端子の金麗膜の張

り方に特殊の方法を以て伸展し，実用的に歪のな

＼方法にて張り附ける事に依り，今迄のエレクト

ロ・マノメーターの特性を改善した．此のエレク

トロ・マノメーターを当研究室にて製作した可変

連続正弦波圧発生装置に依り，之の波形忠実度，

周波数特性等について検定し，実用的に使用し得

る成績を得たので此処に発表します．

56．加藤政孝（東北大応用生理）

心拇リズムの条件友射学的研究

条件食餌反射に伴う心拇リズムの夜化を松田の

カルヂオタコグラフに宍り詳細に津跡検討した．

条件刺戟としてメトロノーム (100／分），無条件刺

戟には食餌（ビスケット 10g,魚粉lg, 8回／1日）

を与えた・

犬にかかる無条件刺戟を与えた場合の心拇は急

激に著明に増加し，呼吸性不整脈も極めて小さく

なるか，或は殆んど消失する．食餌終了後は自然

に元の心拇リズムに戻る．同時に呼吸を描記した

が，この場合食餌運動の為呼吸は極めて乱れる．

同時条件反射の形成に要する強化日数は10-15

日で，条件反射が完全に成立した時の心拇リズム

像は無条件刺戟のみの場合と同様な心拇数の増加

を示す．この際食餌運動が伴わない為無条件反射

の時より寧ろ整正となり，呼吸も頻著に規月!JIEし

くなる．

次に汎化現象を観察した．心博数の増加度は該

条件刺戟 (100／分）を与えた時が最大であり，そ

れより増減何れに偏するも偏度の大なる程少くな

る．尚分化現象も塑通りに形成し得ることを観寮

した．

継時条件反射特に延帯条件反射(30秒延滞）の形

成に際しては，条件刺戟の開始と同時に心拇数は

急激に増加し約20秒間続く （仮に初期反応と名づ

く）が， 30秒後には元のレベルより幾分増加して

いるに過ぎない条件刺戟が止むと心拇数は直ち

に元の値に戻る．却って制止状態に於て心拇数が

増加していることがわかる．呼吸は前者同様整正

となる．同時条件反射形成後延滞条件反射が形成

されるまでの強化日数は50,-..,60日位である．

一度形成された延滞条件反射を条件刺戟のみ約

20回／日繰返し与えて消去すると，約30日で条件

刺戟に全々反応が無くなる．消去の経過中30秒以

後の反応が先に消去され，初期反応が長く残る．

この場合犬は大抵睡眠に陥る．一段消去された犬

を強化すれば約15日で再び条件反射が形成され

る．
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57．青木一耶 C大阪市立医大生理）

灌流心臓気密実験函の試作並びに実験

灌流心臓を気密室中で拇動せしめて，その組織

呼吸と拇出量を測定することはわが国に於いても

熊大生理，東大薬理等の教室で研究されている．

然し，心臓の等張（叉は等尺）収縮と，組織呼吸

とを関連せしめて簡便に測定する装置はないよう

である．演者はこの点に着目して， 1つの気密実

験函を工夫してみた．函の内容は約 250ccであっ

て，この装置によると気密函中の心臓の拇動をそ

のまま外部でKymograph上に描記しつつ，組織

呼吸の観察ができる．例えば，墓灌流諷蔵をKOH

溶液の存在する気密函内の所定部に固定し，外部

でmechanogramを書かせながら，実験函附属の

ブローデイ液の入った毛細管のコックを開くと毛

細管内の長さ約 1cmのブローデイ液住は灌流心

臓の酸素吸収に応じて，可成りの速度で内側へ移

動する．また所定のコック及び附属管を介して薬

品の注入，灌流液の交換， EKG の描写，減圧等

種々の操作を行うことも可能である．詳細な実験

結果及び装置の説明は実験供覧及び口演によって

行う．

58．朝比奈一男・山中みよ子（東邦大生理）

心臓霞流の副腎に対する影響に就いて

心臓電流の各内分泌腺に対する影響についての

実験の内，甲状腺については，その機能的及び組

織的変化を昨年報告した．

今回は，副腎について，同様の実験を行った結

果を報告する．甲状腺の場合と同様に，心臓と副

腎とを導線を以て電気的に結合したので，心臓電

流が周囲組織を通って流れるのに較べて，導線を

通って副腎に流れる量は格段に大きい筈である．

処置後経過を津って，副腎の機能（成長，代謝，

血液像殊に好酸球の変動）及び組囃像の変動を検

べた．

結果を一括すれば，両側副腎をそのまま残し，

ー側に処置を施した例では（鼠白）機能的にも組

織的にも殆んど変化は見られない一側を刷出し

残りの一側に処置を施したものでは，無処置のも

のに較べて，明らかに機能的及び組犠的の変化を

見るのである．

併し甲状腺の場合と異り，処置後副腎が刺戟さ

れて機能尤進を起す時期が明らかそ、なく，徐々に

萎館，機能低下に向う傾向を示す．叉甲状腺にお

ける程の死亡率を示さない

以上の関係について報告したい

59．朝比奈一男・北原藤子（東邦大生理）

心臓電流による迷走稗経刺戟効果に就いて

心臓の活動電流が．内分泌腺に対して，或程度

の影響を及ぼす事に就いて実験を行ったが，一方

神経に対して影響の有無を検べた．

家兎の心尖部及び心基底部から導線を出し；こ

の先端を刺戟電極として，その動物の迷走神経に

当て，呼吸及び血圧曲線の変動を記録して見た．

被検家兎の内過半例 (10例中 6例）に於ては，

何等の影響も見られないが， 4例に於ては，多少

共確実に変化を示し，殊に呼吸曲線の変動が良く

見られた．

血圧曲線は一般に無影響であるけれども， Pilo-

carpinで前処置を施した例では，可成り明らかな

下降を示して居る．刺戟中，呼吸曲線では，呼吸

数は不変乍ら，振巾の低下が起り，或例では，刺

戟除去後に振巾の増大が見られた．是は一種の

Rebound 現象と見られる．

是等の現象は，必ずしも一定の傾向を示すもの

ではなく，或場合には，刺戟中止後逆に振巾が小

さくなるものもあった．併し，此様な変動は，

Inductoriumによる極微弱な電気刺戟に対する反

応に類似している．

何れにしても，心臓電流が，迷走神経に対し，

或条件では，多少共影響を与える可能性が考えら

れる．

60．中村勉（東邦大生理）

蛙の心臓迷走神経の不応季節（第3報）

1. 既報の様に，蛙の心臓迷走神経に最大強縮

刺戟を与えても大体冬眠期に於てはその抑制作用

（心拇停止．）が認められないので，かかる季節を不

応季節と呼んだ． 1952年Anandはアメリカ産蛙で

冬季に心臓迷走神経の閾値の高まる事を報告して

いる．彼によれば，静脈洞の加熟によって迷走神

経の閾値が低まると云うので，迫試してみた．現

在までの結果では，拇動数の増加を認めるのみで

迷走神経の閾値の低下は見られなかった．

2. 第2報で迷べた様に，不応季節の迷走神経

から刺戟により遊離される Acetylcholin(Ach)が
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全くないか，あっても閾値以下の少量と考えられ

るので，之は Achの絶対量が少いのか， Cholin-

esterase (ChE)によりこわされて少いのかを確め

るため Achや ChEの鼠の測定を始めたので，

この結果をも報告する．

61．村田計ー（名大第2生理）

洞房標品に於ける直流通電中の電気曲線の変化

第 2報収縮による交流イソビーダ、ノスの変化

前総会で直流適電により心臓電気曲線の心収縮

に一致して変勁する事を報告し，これが心筋の収

縮に伴なう機械的変化による電気抵抗の変勁に由

来するものと推論したが，さらに交流インピーダ

ンスブリツヂにより，イソピーダソスの変動を測

定記録し，此れと電気曲線との相関を見て此の推

論を砲めた．

62．内山孝ー・石川玄知・足立甲子雄・田代公徳

田辺濶ー（日大内山生理）＇

心筋の活動電位の研究

私どもは前回に杉の隔絶法により心筋活動電位

が陰性単柑波（不等辺三角形）なること，それに

対する心筋条片の幅及長さ並に温度効果につき，

また心筋の同側性ヒ゜ソ七ツト型条片の活勁霞位の

分離と合成につぎ報告した．

今回は， 1）杉の隔絶法により，（a）心筋活動電位

に対する kイオン作用により電位の低下と共に

活動電位持続時の延長を惹超することから Hodg-

kinの sodiumtheoryに言及する．（b）活勁電位

に対する oilaction及麻階作用について述べる．

(c)心筋の両側性ヒ゜ソセット型条片の活動電位が a,

b2波に分離すること，分離波a,bが完全な合成

波 Cとなるとき a-b=cの関係が成立し，合成波

C は分離波 a,bの代数和であることを証明する

と共にそれが内山の洞結節説の根拠の 1つである

ことを述べる．

2)私どもの 1人石川が考えた Ringer液 pool

法により洞房条片をa,b2ケの poolのうちapool 

に入れ房先端を bpoolまで出さないときには隔

絶法で得たと同様の陰性単相波を得る．条片 a,b 

両 poolにまたがらせた場合には双極誘導となっ

て2相性波となるが，このとき bpool側を麻酔

すれば単相波となることなどを明らかにした．

3) 杉が骨格筋に用いた短距離誘導法により無

関電極を条片断端の近くの正常面におき有関電極

との距離が 1~2mmのとき陰性単相疲が得られ，

極間距離が大きくなるに従って 2相性波となり，

普通の双極誘溝の場合の波形と同様になることな

どを明らかにした．

これを要するに心筋の 1つの誘導部の活動電位

は陰性単相波であることは隔絶法・ pool法・短拒

離誘導のいずれによっても証明せられ， Lewis• 

Adrianなどの用いた焼灼法詢こ Woodburyの微

小電極法の結果と一致すると共に，心筋活動霞位

の分離波の代数和により合成波が成立することを

実証することができた．

63.内山孝ー・阿久沢節男・北川 明・小平装夫

和田次郎（日大内山生理）

心筋の『eciprocalconductionと房の自勤性

ヒキガニル心から洞房条片を易IJ出し，洞及洞房

淵汁を切り去るかKClで麻痺またはウレタソで麻

酔すれば心筋条片の周期性興茜は失われる． しか

し間もなく前とはちがったリズムで興奮するよう

になる．これは房室濶汁の自動性によるもので，

ここに reciprocalconductionが発現する． しか

しこのとき房室漏汁を切り去るか， KClで麻痺ま

たはウレタンで麻酔すれば， reciprocal conduc-

tionは失われ，房筋は長時間の観察によっても周

期性を発現せず， 1回の電気的刺激により 1回の

収縮を示すに止まる．

洞及洞房漏汁が麻屑がまたは麻痺から恢復すれば

はじめと同様のリズムで房筋は収縮する．

洞及洞房漏汁の麻酔または麻痺前に房から双極

誘導によりそのelectrogramをelectrocardiograph

に0.2-0.3mm畿塩化銀電極により匝導したとき

の波形 (a)と，それらを麻酔または麻痺してから

房室漏汁の周期性興奮が発現したときの波形 (b)

とは全く反対向きとなることはreciprocalcondu-

ction すなわち興奮伝導が反対方向になっている

ことを証明するものである．

これを要するに上記の実験事実から固有の房筋

は洞房漏汁または房室漏汁の如き刺激伝溝系と生

理的に連絡のあるとき，その周期的収縮を発現す

るが，伝導系との連絡が絶たれればその運動を失

うから，房筋それ自身には自動性はないと考えら

れる．心室筋についてはまだ手を染めていないが

恐らく顎筋と同様に振る舞うものと考えられる．
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64．戸塚武彦‘（日医大生理）

梗塞に際しての心電図の説明

心筋梗塞に際して現れる心電国は，その起った

場所，その程度及び時期によって種々複雑な変形

をする．それを説明する為めに従来，人に依り叉

説により種々の考え方がなされている．

演者は彼の嘗て発表した「2重差異説Jを用い

ると，他の説明よりも悉に簡単に，一義的に梗塞

心電図を理解する事が出来ると信ずる故，それを

報告する．

元来梗塞と云うものは心筋の一部に起きた血行

障害に原因して，その部の活動が消失したのであ

り，正常の心電図と比較して，その差異を抽出す

ると，それは今問題になっている部分が正常なら

ば起らない事なのであるから，今仮りにその部分

だけが活動したとした時に現われる可き心電図を

Aとし，正常心電図をNとすれば，差異説を採る

限り I=N-A(Hま梗塞心電図）と云う関係になら

なければならない叉はAの符号を逆にしたもの

を正常心電図に加えても良い

所で演者は心室の筋は多数の，互に絶縁伝導の

法則に従う筋束が複雑に織り成しているものと考

えて居るから，梗塞に際して活動しなくなる心筋

は，今血管梗塞により佑きを失った筋の部だけで

なく，その部を通る筋束の末梢までの一連である

と考える． この考え方から当然結論される事は，

今上述のAなる心電図は，梗塞の生じた場所によ

って異った形にならねばならない演者の考えて

居る心筋束の構造に｛衣れば，特に心室の尖端に近

い部に生じた場合と，心基部に生じた場合には夫

々特微の序る形になる筈である（図省略）．

その様に考えたAなる心電図の符号を反対にし

たものに，正常の各額導の心電図，叉は空間ベク

トル心電図に附加する事によって，梗塞が心室の

如何なる部分に生じたとしても簡単に説明する事

が出来る．

尚，心筋障害に於て STが降下する事，狭心症

の発作に於て現われる心電図も，同じ考え方から

容易に説明し得る．

65．加蕨漸•（日医大生理）

胸廓誘導に於ける QRSの地図に就いて

胸廓の全面を升目の区劃に分けて，其の各々に

就いて Wilsonの単極誘導を行い， QRSの最大振

巾 (I)，及び基線より振巾の中点に至る高さ (I)

に就いて等高線を引いたら，地図が出来た．此れ

を眺めるに各人に就いて多少の差違はあるけれど

も，（I¥Vこ於て，正中線より苗々左側で胸廓上部
と・左腋下線の胸廊下部とに円い丘があり，各々

の位相は逆である．

叉左前腋寓より正中線の胸廓下端に向って S字

状に谷があり，谷の無くなる所より左腋寓線まで

横に細い盆地をなして，その内に凹みがある．叉

左肩附近に低地がある．

此等の事は左右に細長い Vectorloopを想定し

て考えると loopの両端が円い丘となり loopの

長軸が体表面を貫く部分が左肩附近の低地と右前

腋寓線の胸廓下部の盆地中の凹みとなっている．

其の他の部は概して低く，特殊の所に高部が出来

ているのは胸廓内が一様の容積導体でない事の証

である．

([)に於て左前腋寓下部より正中線に向って斜

下方にS字状に零線があり，これより右方は低く

左方は高い而して正中線より梢々左方胸廊上部

にある椀状の凹みと左腋寓線の胸廊下部にある球

状の凸りとがある．此等も前の場合と同様の Ve-

ctorloopを考えると容易に理解出来る事である．

66．星 猛（東北大応用生理）

心電図古典的四技誘導の新しい解繹（双桓誘導

の軍極誘導的意議） （其の2)

心霞図を生理学的に解釈する為には，双極誘導

よりも単極誘導の方が有利である．然し松田・星

は最に Einthovenの仮説に従って慣用されたI,

l[ I 皿誘溝は所謂双極誘導であるが，本質上単極

誘導として解釈出来る事を報告した＊．此の考え方

は更に一般化してEinthovenの正三角形の仮説の

当否に不拘成立することを証明出来る．即ち心電

図誘導に現われる電位は Burgerの指摘した様に

導体たる人体の形状及び電気的均一性，心ベクト

ルの非中心性，誘導点の位置如何に不拘，心ベク

トルを 1つの点ベクトルを以て代表させ得る限

り，全てこの心ベクトルとその誘導に対する誘導

ペクトルとのスカラー乗積を以て示し得る．此の'

様な誘導ペクトルを以て考えると，あらゆる誘導

（所謂単極，双極を問わず）の性格，相互の量的関

係が正確に理解出来る．その結果VR,VL, VF叉

は aVRetc等の所謂単極誘導と I,l['皿誘導の
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如き所謂双極誘導とは相互に簡単な同格関係にあ

ること即ち両者は本質上共に単極誘導と見倣せる

ことが判る．而もこれには正三角形其の他の決っ

た幾何学的仮定を何等必要としない

所でI, ][，皿誘溝が如何なる部位の単極誘導

であるかを知る為に次の実験を行った．まず個々

の人体に就いて X線透視で心室の中心点を求め

る．或双極誘導，例えばI誘導に就いて云えば其

の誘導点（左右の腕のつけ根）と心室の中心との幾

何学的関係から下の仮定に依り誘導ベクトルの方

向を作国する．その仮定は身体が充分大きな略均

ーな組成の電導体であると云う事である．此の誘

導ベクト9レの方向と平行で心臓中心；を通る直線が

体表と交わる 2点からの双極誘導Iを誘導と比較

すると波形は驚く可き一致を示した．同様の事が

I['IlI誘導及び体表任意の 2点（但し前胸部の如

き心臓に近い点をはぶく）からの双極誘導に就い

て確認された．

此の様にI,][，皿の如き双極誘導は心臓中心

より夫々の誘導ベクトルの方向に当る体表上の点

の単極誘導として解釈出来る．然もこれは正三角

形その他の幾何学的模塑に何等拘わらないもので

心電図波形の解明に大いに資する事実であると信

ずる．

＊松田・星：心竃圏古典四肢誘導の新しい解釈

（四肢双極誘導の単極誘増的意義），日本生理詰，

14巻， 4号， 247頁，（昭27).

67．草地冥作・山川宗像（北大獣医生理）

RR間隔の時系列論的考察

相続く RR間隔を順次に測定して得られる値を

時系列と見倣すことが出来る．此の時系列を定常

なものと仮定して，系列相関係数を求めると，呼

吸性変動の他にこれより大な周期性変動が認めら

れた．その変動はいきこらえの時に著明であるが，

これが中枢性のものか心臓自体に由来すのものか

について津求した．

研究した．その結果を綜括すれば次の如くである．

1. 脊髄に存在するリ、ノバ心臓中枢は適期的自

佑衝撃群を発生し，この術撃群によってリソ9バ，

心臓は週期的収縮を営んでいる．

2. この中枢は四個あり，一対の前リ、ノパ心臓

中枢及び一対の後リソパ心臓中枢よりなる．各々

の中枢はIV~V及び区～X～団脊髄に入る高さで

脊髄前角の背外側部に存在する大細胞群によって

構成され，左右対照的に存在する．

3. 前リソバ心臓中枢の単一•ノイロソよりの一

衝撃群における衝撃数は多くの場合 5~7個であ

り，衝盤頻度は毎秒20~60回の間を変動する．後リ

ソバ心臓中枢においては，この中枢が同側の前中

枢より発する衝撃群によって支配されているとき

は，後中枢の衝撃数及び頻度は前中枢のそれらと

殆んど同様である．しかし，後中枢がこの支配か

ら除かれた場合には，その衝撃数及び頻度は前者

の場合のそれらよりも少なくなる．

4.後リソパ心臓中枢の単ーノイロソの興奮性

は最後の衝撃を放出した後，約0.25秒の間正常以

下になる．そのうち絶対不応期は約0.09秒と推測

される．

5.後リンパ心臓中枢の相対不応期に，前中枢

よりこの中枢に一連の衝撃が到来すれば，後中枢

は期外衝撃を発生するが，その数及び頻度は相対

不応期の初期において最も少なく，それから次第

に末期に近づけば近づくほど増加する． この事実

は後リ、ノバ心臓の機械曲線において期外収縮が弛

緩斯の初胡において最も小さく，末期に近づくほ

ど大となる事実に照応する．

68．岡田博匡（鳥取大第 1生理）

脊髄リンバ心臓中枢の活動電位について

． 微小電極を用いて，ガ‘マの脊髄の特定部位に存
在する単ーノイロ、ノよりリソバ心臓律動に一致し

て現われる活動電位を描記することによって，脊

髄リンバ心臓中枢の局在部位及びその活動様式を

69．祠原武・中山沃•岡田博匡（鳥取大第 1

生理）

正常呼呼中枢及びその延髄・脊髄内遠I切専導路

の活動電位

正常呼吸中枢部位及び延髄・脊髄内呼吸遠心路

に微小電極を挿入することによって呼吸リズムに

一致する衝撃放電を匝導描記し，衝撃放出の状況

によって中枢の活動状態を研究した．その結果は

次のように綜括することができる．

1．呼吸中枢及び呼吸遠心路（福原及びその協

同研究者）から誘導されるスバイク放電は相互の

間に本質的な差異が認められない中枢にはスパ

イク放電を吸息相に亙って発生する吸息性ノイロ
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ソと，呼息相及び休止期に亙って発生する呼息性

ノイロンが存在し，これらは局在せず互に入り混

って存在する．

2. 吸息性ノイロソの衝撃放出の基本型は，そ

の適期が急速に短縮して恒常となり，終末期にお

いて再び延長するものである．

3. 呼息性ノイロ、ノの衝撃放出の基本型はそ

の発生消失が突然であり，放出期間の週期が恒常

なものである．

70．中西政周・船木三耶•井上康夫（大阪医大生

理）

呼吸運動の神経性調節に於いて自律紳経の演ず

る役割 (2)「血圧制御神経］ （大動脈神経，頸動脈

洞神経）による呼吸友射と呼吸筋の交感神経司配

（予哉）

前に吾々は呼吸の迷走神経反射が交感神経を除

去したり，叉交感神経遮断剤 priscolで交感神経

を遮断すると起らなくなることを示して，呼吸筋

も交感神経司配のある事を言正明した．それで此の

研究では今まで血圧制御神経の刺激によって呼吸

反射が起る事が報告されていることに鑑み，此種

の呼吸反射もまた交感神経を介して現れる自律神

経性呼吸反射ではないかと想像して，此等の神経

を刺激して現れる呼吸の変化が交感神経を去った

後にも起るかどうかを研究せんとする．蓋し血圧

制御神経は心臓の抑制神経や血管拡張神経の如き

自律神経と結合して純粋の自律神経反射を起すも

のである．従って血管制御神経の刺激で呼吸筋の

律動的収縮に起される反射性変化は呼吸中枢を介

するのではなくて，交感神経中枢を介する自律性

反射ではないかと考えられるのである． 目下実験

進行中．

71．高木健太郎・磯野弘（新潟大生理）

皮膚刺激と迷路機能

1. 正常家兎に触圧刺激を加えても，眼球運動

が生ずることは少く，生ずるとしても規則性を見

出し得ない事が多いところが視覚を奪って，片

側の耳介根部及び体側部に圧刺激を加えると，圧

側眼筋（圧側眼の外直筋の非圧側の内直筋）の緊

張は増加し，拮抗筋のそれは減少して，両眼は圧

側へ偏椅して来る．多くの場合圧側眼筋は突然弛

緩し，拮抗筋は同時に収縮するという動的遮動が

自然的に起り，眼球は急速に旧位置へ戻る．これ

は周期的に繰返される触刺激は陳時この動的運動

と同様の反応を発現させる．

2.頭と躯幹を別々に縛着しておき，頭を固定

したまま，雅幹をたとえば時針方向へ廻転してゆ

くと，眼球は廻転を始めても，しばらくはじめの

位置を保っておるが，急に時針方向へ偏椅し，ぁ

る廻転度まではその位置に固定されるという様に

階段状に動くことが多いある程度の廻転に固定

すると，眼球は一定位置に偏椅したまま止まって

いるが，稀には廻転中の急速な動的運動と同じ方

向に急速相をもつ眼振が自然的に生ずる．触刺激

は随時この動的運動と同様な反応を発現させる．

自然的眼振が生じていない場合に頸部屈曲側の耳

介根部及び体側部に圧刺激を加えると，同様な反

応が自然的に出現することが多い．伸展側に圧刺

激を加えるとこの眼振は出難いばかりでなく，反

対方向への眼振が生ずることがある．

3. 眼振，頭振，四肢振盪を含めて，いわゆる

全身性振盪に対して，圧刺激は眼振，頭振の緩徐

'相を増強し，これらの急速相及びこれと同期する

四肢振盪を減弱乃至消失させる．触刺激はこれと

反対の作用を有する．

片側圧刺激が圧側の伸筋の緊張を増強し，屈筋

のそれを減弱し，頸を圧側に傾けることはすでに

報告しているが，今回述べた圧刺激が眼筋の緊張

に及ぼす効果から，圧側眼筋は圧側の伸筋と，拮

抗眼筋は圧側の屈筋と同じ様にはたらくというこ

とが出来る．

72．小口周男・山崎恒雄•岡井一雄（新潟大生理）

肺容積及び皮膚圧迫の骨酪筋緊張に及ぼす影響

（筋電図学的研究）

皮膚圧迫が人の四肢筋緊張に及ぼす影響につい

ては既に報告したが，今回は兎，猫，犬を用いて

正常時，除皮質時，除小脳時，及び迷路摘出時に

ついて皮膚圧迫の効果を筋電図学的に調べてみ

た．

正常時に於いては人と全く同様の結果を得たが

圧迫の効果は兎に最も著明であり，次いで猫，犬'

の順に弱くなる．

半側除皮買猫，及び兎については，圧迫の効果

は除去側四肢筋よりも対側の四肢筋に著明にみら

れた．
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また半側迷路摘出兎に於いては，摘出対側の皮

膚を圧迫すると，圧側伸筋は正常時より更に著明

な緊張の増加を示し，屈筋は正常時よりも緊張の

滅少が少い非圧側伸筋は正常時よりも緊張減少

は多い，屈筋は更に著明な緊張の増加を示すよう

である．また摘出側の皮膚圧迫の効果は，両側の

伸筋屈筋共に正常時より弱い

次に両側小脳除去犬では，第1期の筋緊張充進

期では，側臥位に於いて下側の前後肢が伸展し，

上側のそれが屈曲するが，筋電図では上側の体側

部圧迫により同側伸筋の緊張は減少し，屈筋のそ

れは増加する．

皮膚の圧受容器は，肺，胃，膀脱などの伸展受

容器と類似のものであるとの観点から，肺を他動

的に膨張させて，骨骸筋の緊張をしらべてみると

肺に空気を送入したとき，伸筋屈筋共に一過性の

緊張増加が現われ，次いで緊張は減少する．また

肺を縮小させたときには伸屈筋共に緊張は増加す

るが，伸筋に於て著明である．

また，吸息筋，呼息筋の筋電図をとりつつ肺を

膨縮させてその影響をしらべた．肺の膨脹は従来

呼息性呼吸停止を起すといわれてきたが，吸息筋

だけでなく呼息筋に対しても抑制的に｛力き，肺を

縮小させると，吸息性呼吸停止を起すといわれて

いるが，呼息筋の活動も強まっている．

以上から迷走神経肺枝の機能は四肢筋に対して

も呼吸筋に対しても同様な作用を有すると推論す

る．

73．佐藤謙助（長崎大第2生理）

蛙の呼吸と心臓機能への皮膚友射

皮膚の受容器だけからの圧反射を蛙と墓の呼吸

と心臓の運動の変化を指標にして追求した．

蛙の皮膚をclipで挟む際には時間的空間的に強

さの変る刺激となる． この際求心性樹撃も多数重

りあって現われ，時間的変化も激しいこれに対

応して側腹の運動と口腔底の大きな運動（換気呼

吸，吐き出し呼吸，つめ込み呼吸等）が一過性に

いくつか起る．心拇も一時短縮する．次にclipを

挟み終えると時空的に強さ一定の刺激が持続す

る．そして求心性衝撃の数は時間の経過と共に，

初めは急に後徐々に減り，時間的変化の少いもの

が持続する．これに対応してすべての呼吸停止や

大きな運動だけの停止等が起る一方，徐脈，不整

脈心電図形の変化等が起る．圧迫を続けるとこれ

らの効果が次第に消えてゆく． clipをとり圧迫を

除くと， clipで挟む時及びその後と同様な効果が

起るが，それよりは弱く，持続時間も短い•

皮膚をブラシや羽毛等でくり返し撫でると時間

的に強さの変る触刺激がくり返され，その都度

clipで挟む際の様な求心性衝撃が中枢に送られ

る．そして呼吸は大きくなったり．速くなったり

すると共に心拇も速くなる．なお圧，触何れでも

呼吸への効果の方が心臓へのそれよりも造かに鋭

敏である．

以上から皮膚の受容器だけからも高木教授達の

広汎な実験結果と同様，圧と触の刺激は大体互に

拮抗的な反射効果を生むといえる．

次に羽毛で皮膚の極く小部分を軽く圧すと皮膚

に羽毛が触れた瞬間には個々の求心性衝撃は大き

く，放電間隔の短いものが一過性に起るが，その

後の一定の圧の持続では個々の衡撃は小さく，放

電間隔の長いものが持続的に起る．従って現在の

所，触の際には活動する求心性神経は太く，なれ

早で，圧の際のそれは細く：なれおそであると想

像している．

74．佐藤謙助（長崎大第2生理）

蛙の皮膚友射における高位中枢の役割

Verworn によると動物催眠は大脳の自発運動

中枢の抑制と視葉の筋緊張中枢の促進による緊張

反射に他ならないという・

蛙の皮膚圧迫で自発運動は消失し，任意の姿勢

をとらせ得る動物催眠状態となる． この際嗅脳や

大脳の皮質脳波はすべての波が咸弱する．皮質麻

一酔剤のエーテル吸入で発揚期を過ぎると全く同様

な大脳皮質の脳波所見となる．従って動物催眠の

際の自発運動中枢の抑制は直接的に証明されたと

いえよう．しかし皮膚圧迫により視葉皮質脳波は

一部の波 (o,a波等）は圧迫初期に増捩するが， 8↓

波は明らかに減弱する．しかも初め増強した波も

やがては減弱してゆく．他方皮膚圧迫で動物催眠

状態がよく現われた蛙了けは他勁的な力に対して全

く抵抗が消失する． これは四肢や身厘幹の筋群の緊

張増加というより，むしろ減弱を思わせる．従っ

て緊張中枢の活動の昂進は圧迫の初期には現われ

ても，やがては活動抑制の方が優勢になるといえ

よう． この点 Verwornの見解は改められなけれ
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ばなるまし、．

正常位で正常状態の蛙の皮膚に返当な強さの触

刺激を与えると自発運勁が現われる．動物催眠状

態の蛙はこの刺激で正常状態に戻る．正常の蛙で

自発運動が現われぬ程度の適当な触刺激でも嗅脳

や大脳の皮質等の脳波では a,()，a,{1波等が増強

するがこれは自発運動中枢の活動の昂進の一面も

示すといえよう・

以上から高木の皮膚圧反射は下位の中枢だけで

も起り得るとしても，一般には最高位の中枢迄関

与し，時間的空間的に強さの変る刺激（触刺激）と

変らぬもの（圧刺激）とでは嗅脳や大脳等の上位中

枢でも大体に於て拮抗的な関与をすると思われ

る．皮膚以外の圧反射でも原則的には同様であろ

ぅ．

「いきこらえJの途中及びその後，血液は動静脈吻

合を通って皮膚深層を流れていると考えざるを得

ない血流速度の増加も副次的には与っているで

あろう．

75．長島長節・廣田公一（東大教養学部）石河利

寛（東大生理）

いきこらえの研究 (2)

人体に於て，「いぎこらえ」の家験の結果次の所

見を得た．

1. 指の容積はその当初より漸次減少する．破

綻の直前，一時容積の増大が起るが，破綻と共に

急激に容積は減少し，多少の動揺を来し乍ら，も

との値にかえる．

2. 前腕の容積は減少するが，破綻直前に急激

に著明となり，破綻後もつづく． この所見は Mc

Dowall (1950) と一致する．以後，もとの値を超

えて増加し，漸次減少する．

3. 肘静脈血の 02量 •CO2量は，「いきこらえ］

の間，｀〇遣は増しCO2量は減少して，著しく動脈

血化してくる．破綻後もこの傾向を維持し，漸次

もとの値にかえる．

4.血圧は最高最低共に上昇し（脈圧は小とな

る）．破綻直後更に著しく上昇して最高値に達し，

次いで漸次減少して旧値にかえる．

5.皮膚毛細血管は収縮し，血流は時には停止

する．破綻直後もこの状態をつづけるが，やがて

漸次回復する．

さて，上述の血液ガスの変化から，主として血

流速度の増加・動静脈吻合の開放が考えられる．

が，一方皮膚表層血管の収縮・筋肉血管の収縮・

その他の所見を綜合するに，循環末梢に於ては，

76．承野幸雄（三井産研）

RC並列T型回路！こついて

交流妨害を軽減する目的で提案されている濾波

回路の中，簡単に試みることの出来るものに RC

並列T型回路がある．市販の部品でこの回路を作

る場合多数の R及びCの中から選択組合せを行わ

なければ充分な特性を期待出来ない訳であるが，

部品に要求すべき精度には制約があるのみならず

電力需給の現状から周波数変動の問題もある．そ

れで計算通りの定数を持ったTwin-T回路を RC

結合電圧増幅段に入れた場合の抑圧特性並びに回

路定数の変化が特性に与える影響を調べた．

測定法：測音1号CR発振器一減衰器ー6SJ7-

RC並列T型回路ー76-VTVM濃波回路を入れな

い場合の綜合周波数特性は10~2500c/Sフラツト，

5000c/sで一ldb,7000c/sでー2dbである．

実験： 1)R1畔80.4kQR2 = 680. 7kQ R3 = 340.3 

kQ C1 =C2=0.0047μF C3=0,0094μFに選ぶと次

式から計算される共振周波数

foは50c/sになるが実測では49

c/sで抑圧最大となる．

fo= 
1 
2rcRC 

lOOc/sを基準(Odb)とする共振

特性は右表の通りである．

2) 上記回路の挿入損失は

lOOc/sで一8.1dbである．

3) 共通帰線に対する R19

応の入出力端子を短絡した場

合と並列T型回路を完全に除い

た時とを比較すると lOOOc/s-

8db 2000c/s—7db 60c/s-5db 

の損失が前者にある．

4) C1, Cg, R1, Rsを変えた

場合の特性

前記定数の何れか 1つを変え

た場合の特性に就き foの変動の

みを次頁の表に示す．
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fo (c/s) 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 

0.0044 0.0048 
C1 (μF) 0.0038 0.0040 0.0042 0.0045 0.0046 0.0049 0.0052 

Q.0047 0.0050 

0.0086 

Cs (μF) 
0.0069 0.0079 0.0091 0.0098 0.0124 

0.0084 0.0094 0.0103 
0.0096 

670.1 
675.2 723.8 

RバK9) 625.3 660.1 704.4 751.3 
680. 
690.0 

329 350 3 

R3(K9) 
273 ・ 303.8 313.8 334.1 359.8 427.5 

340 

77．竹中繁雄（岐阜大生理）

交流の干渉隙値と周波数との関係について

緒論 ここに交流の千渉閾値と仮りに称する閾

値に就て説明を必要とする．先ず神経筋標本につ

いて，神経の一部分に交流を通竃しておいて，中

枢側を単一刺激する場合に，交流の電圧が適当て

あれば，筋に強直（攣縮の合成を含む）を惹起す

る事実を一般化して交流の千渉効果 (acoupling 

effect)と称し，この時に有効な小交流電圧を交流

の干渉閾値 (thecoupling threshold)という． こ

れに就て表題の通りに周波数との関係を研究し

た．

方法 1．実験材料にはヒキガエル (Bufovul_ 

gads) の坐骨神経・排腹標本を使用した．多くの

場合にこの標本は Ringer液に浸漬してある．一

定時間後にはこの神経を3個所又は4個所にて隔

壁を以て外囲を電気的に遮断する．かかる浸漬標

本にて実険するのであるが，必要に応じては神経

の一部分または大部分を空気中に出して刺激した

り，或は交流を通霞したりする．

2. 刺激回路については写真の図によって説明

する．負荷2,000!2として交流電源を発振させた．

この負荷抵抗の両端にて電圧を測定し，神経に加

える部分電圧を計算にて求めた．

成績 1．低周波領域にては，干渉閾値は初強

直閾値よりも更らに低い凡そ 45cycles/sec附近

に極小値がある．

2. 周波数を増大すれば漸次に初強直閾値に接

近し 1,200cycles/sec以上にては遂に干渉閾値が

初強直閾値よりも高くなり， 7,200cycles/sec附近

では可成高い

345.4 385.3 

これ等の成績について吟味考案する．

78．竹中繁雄•岡田恒則（岐阜大生理）

交流の干渉効果について（特に筋側を刺激せし

場合）

緒論交流の干渉閾値と周波数との関係につい

ては今般報告した通りなるが，電圧が適当であれ

ば，交流隔と端板との間にて神経を単一刺激して

も，強直を惹起する．この詳細な事項については

研究中であるが，中枢側を刺激しても，筋側を刺

激しても，干渉閾値は殆んど等しく，時としては

筋側の刺激による干渉閾値が小であって，中枢側

から通過衝撃がいまだ強直化していないのに．筋

側からの反射衝撃が強直化している．本研究にて

は筋側における刺激による交流の千渉効果が反射

性のものなりやの問題を中心として，実験研究し

た・

方法実験材料及び実験回路などは［竹中：交

流の干渉閾値と周波数との関係について」なる報

告に述べた所に略々同じい

成績 1．筋側刺激の場合と中枢刺激の場合と

の干渉閾値の異同については緒諭に既に述べた通

りである．

2. 切断試験によれば，筋側を刺激せし場合の

交流の干渉効果は反射性のものと考え得る．

3. 薬物によるこの種強直とこの度の成績との'

比較，そのほかの成績をも報告する．

79．松本政雄・後藤鹿島・石田絢子・真中はるゑ

富沢隆・武藤和雄・木暮敬・小林直哉・秋山

動・善如寺秀（群大生理）
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種々の刺激生理学的模型の実験供覧

我々は鉄を硝酸の中に浸して出来る所謂山極ー

Lillie の神経模型から出発して種々の生理学的模

型を作り，既に昨年の総会に於ても10数種のもの

に就いてその実験を供覧したのであるが，その後

新たに作り得たものも多数あるので之等の中の主

なるものを選び大体次に示す如きものを供覧す

る．

A.新型興奮伝導模型

1. 松本の興奮伝導模型

2.秋山の興奮伝導模型

3.後藤の興奮伝導模剖

B.絶縁伝導と非絶縁伝導を示す模塑

1. 一方向き非絶縁性興奮伝達模型

2. 両方向き非絶縁l生興奮伝達模塑

3. 平滑筋の興奮伝導模型

4．種々の細胞間の非絶緑性興奮伝達模塑

C. 神経線維と反応器官の間の興奮伝達を示す

模型

1. 神経筋接続部位の模型

2. 神経線維と細胞との間の特殊の部位を通

しての興奮伝達模型！

3. 神経線維と平滑筋（仮定）との間の興奮伝

達模塑

D. 中枢に於けるNeuronとNeuronの間の組

合せに関する模塑

1. 神経線維と神経細胞間の synapseの模型

2. 神経線維と Neuronとの間の Synapseの

模型

3. 促進現象を示す模型

4.抑制の現象を示す模塑

5. 一方向き循環伝導模型

6. Simple Model of Human Life 

E. 分泌及び吸収の模型

鉄線の周囲に適当の太さの銀線をより合せたもの

を硝酸の容器の中に横たえて用たい先づ鉄線の

一方の端を直径約1cm位の円形に丸めて Impulse

を受けるNeuron(N3)とし，之に対し 2つのSyna-

pseを構成する NeuronN1, Niも N'{と同様な

ものを用いるのであるが，之等のすべてのNeuron

N1, N2, Nsの間には金属的連絡は全く設けないの

であるが， N1,N2 の神経線維に相当する部の先

端が応に対する関係即ちSynapseの構造が促進

及抑制現象を示す場合に於て相異っている．

促進を示す模迎：上述の NdこImpulseを与え

る． N19応の先端は銀線と鉄線を分枝し銀線は

外側へ向け両方の鉄線は互に約 5mmの距離を保

って団の神経細胞に相当する部に相接触するこ

となく比較的近く置かれる．今 N1 と ~2,· N2と

応の間の間隔を適当にすれば N1及応からの

Impu1seはN3をDischargeせしめないがN1,N2 

からの Impulseが同時に叉は或る時間間隔程内

に於て与えられれば応を Dischargeさせること

が出来る様になり，促進の現象を示す Modelが

得られる．

抑制を示す模型：抑制を示す模理の核の配置は

促進を示す模型に於けると大体同様であるが N19

応が N叶こ対して Synapseを構成する部の構造

が異なり N19 芯の核の鉄線と銀線の先端が夫々

同方向に向って出ているものである．

斯くして応からの ImpulseはN3に伝達され

るが応からのものは N3に伝達されない様にし

てお＜場合に応からの Impulseに先立って或る

時間間程内に N2からの Impulseが与えられれ

ば瓦からの Impulse でも応がDischargeをし

ない様になり抑制の現象が示される．

81．松本政雄（群大生理）

刺激作用と興藷

80．後藤鹿島•松本政雄（群大生理） 私逹は鉄と硝酸に浸した場合に鉄の表面に出来

促進及抑制の現象を示すSynapseの模型 (2) る酸化鉄の膜之を興奮性膜と称し，之の膜が消失

さきに松本・石田は鉄と硝酸を用いた興奮伝導 した場合には再び鉄と硝酸の反応が起る様になる

模型を用いて促進及抑制の現像を示す Synapseの が之の現象を仮に興奮，外部からの作用によって

模型を作り，其等の現象の機序に就いて考察した 斯様な興奮を引き起す作用を刺激作用と呼び，刺

のであるがその模郡に於ける Synapseの構造に於 激作用と躾奮の関係について研究をしているので
ヽ

ては興奮の授受に関与する Synapseの両側部分は あるが，今回は刺激作用並に興奮が起るに至る機

金属的連結を必要としたのであるが，今回の模甜 ，序について報告する．

は両者間に全く金麗的連結が無いもので，すべて 興奮性膜に刺激作用が加えられれば興奮性膜を

貸
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欅成する膜物質は次第に鉄の表面から消失して行

くと共に鉄と硝酸とが直接相接触する部位が次第

に増加し，鉄イオヽノの折出が次第に多くなるに従

って硝酸と鉄の間の界面電位はそれだけ上昇す

る．斯様な過程を被刺激過程と名づけているが，

刺激作用の持続によって被刺激過程が或る点まで

上昇すれば此処から興奮過程に移り急激に興奮I‘生

膜全体が消失するに至り興奮が起る．被刺激過程

が或る点まで進行すればその後は刺激作用が止ん

でも興奮が起る点これを臨界点と称し，その点の

界面電位を臨界電位と云う．云いかえれば刺激作

用に依って被刺激過程が臨界点まで上昇させられ

ればその後は特に外部から之を阻止する作用が佑

かなければ自動的に興奮状態に移行するものであ

るが，若し被刺激過程がこれ以下のときに刺激作

用が中断すれば，被刺激過程は逆行し静止の状態

にもどる．刺激閾とは興奮性膜の状態を丁度臨界

点の状態にするために必要にして充分なる刺激作

用の強さである．さて被刺激過程が臨界点に達す

ればその後は自動的に興奮過程に移行出来るのは

いつに其の部位の局所電流によるものであって，

興奮性膜が分離して電位が高くなった部位と未だ

膜が存在して電位が低い部位との間の局所電流に

より残存する興奮性膜が速かに消失し，之が進め

ば一層急激に膜の消失が行われ遂に膜全体が消失

して興奮状態に移行するためである．

82．幸塚嘉ー•石川繁子（大阪女子医大生理）

一方向きの興奮偉導に関する研究心房心室接

続部に於ける興奮簿導について（其の8, a) 

I.房室間興藉伝溝 (Septumatriosumを経た
る）

［；房室間興奮伝導 ("Lateralpart’'を経たる）

目的心房心室接続部に於ける興奮伝導 (A.V 

conduction)が Septumatriosum を経るものと

[Septum標本（仮称）］， “Lateralpart’'を経るもの

と (Lat.part標本（仮称）〕の比較が主なる目的で

あ＇る．併せて Waller氏変性実験と併行して A.V

conductionが myogenictheoryに従うか否かに

決定せんとするのが第2の目的である．

実験方法蛙，食用蛙或は墓の摘出心臓のsinus

切除後 Skramlik氏方法に則って，夫々 Septum

atriosum,''Lateral part’'を唯一の bridgeとして

房室標本を作る．既述の方法に依りてconduction

time a-v, v-a,• a-a', a'-a, v-v'及び v'-vを求

めた・

実験成績と考察 1) conduction time は手術の

前後に於ける比は Septum標本に依る A.V con-

ductionのconductiontimeは凡そ 1: 1.5, Lat. 

, part標本に依る A.V conductionは凡そ 1: 1で

あった．

2) Septum標本も Lat.part標本も共に，は

じめ‘‘正型的両方向き興奮伝導系’'（第1系）或は

それに近いが，時間の経過と共に“否正型的両方

向き興奮伝導系’'（第2系），“一方向きの興奮伝導

系’'（第3系）を経て‘‘外観的非伝導の興奮｛芸尊系'’

（第4系） となった．そこへ例えば adrenalineを

加えると第4系が第3系，第2系を経て第 1系に

回復した．即各系は互に可逆である．

3)かって，心臓神経の Waller氏変性実験（手

術後30~92 日経過）に於て，•A. V conductionは

myogenic theoryに従う事を支持する実験成績を

得た．若し myogenictheoryが正しいとすれば

上記実験成績は．新研究用仮説の wavetheoryに

て説明されるのではないかと思われる．

結論 l)Septum 標本及び Lat~ part標本に於

ける興酋伝導は，単に量的差あるのみにて質的差

なしと思われる．

2) conduction time curve a-v, v-a, a-a', a'— 
a, v-v', v'-vから，第1系～第4系の変化の主な

る location印は両標本共房室接続部に在ると思わ

れる．

3) A. V conductionに於て myogenictheory 

が正しいか否かの確証に関しては Waller氏の変

性実験に依りて目下実験続行中である．

83．幸塚嘉ー・石川繁子・山田美知子・内藤博江・

井家美智子・民野和子（大阪女子医大生理）

一方向きの興奮偉導に関する釈究

1.運動神経骨格筋接続部に於ける興齋伝漠に
ついて（其の10, a) 

[. H. H. Dale氏化学伝達説批判． Neuromu-

scular junction-neuro effector junctionに於ける

躾奮伝導に関する新研究用仮説の立場より （其の

10, a) 

1.、運動神経骨格筋接続部に於ける興奮伝導に

ついて（其の10,a) 

1)運動神経骨格筋接続部に於ける興奮伝導(N.
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M oonduction)は normalに於て両方向き興奮伝

導なる事は．陰極線オッシログラフに依りても既

証 (1953，九州総会）．かつ 1ケ年の統計に於ても

示した事なり．唯 2~3月の間は normalに於て

“一方向きの興奮伝導系’'（第3系）或は“外観的

非伝導の興奮伝導系’'（第4系）を示すもの約30彩

なり．その際例えば adrenalineを加えると第3系

を経て第1系になるは既証の如し．然るに京阪地

方以外の教室に依ては， normal に於て一方向き

の興奮伝導の実験成績を示しているのは，‘‘両方向

き興奮伝導条件’'（仮称）に新鮮活撥（非科学的な

表現であるが）な動物に依らぬと，一方向きの興

奮伝導の実験成績になり得る事はいくらも可能で

あり，事実私達は実証した事である．のみならず先

人の夢想だにも為し得なかった‘・外観的非伝導の

興奮伝導系”を推論しかつ之を検証した．

2. 蛙及び食用蛙に於て ‘‘Both Root Ramus 

Stiatic Gracilis Experiment’'（仮称， 1953,幸塚）

（血流有り，ニーテル麻酔下）をなす． contraction

waveに依りて Kiihne'sgracilis experimentの原

理に則った．両側の A.iliaca communisを結紫

し一側の A.iliaca communisに curareを注射す

ると N.M conductionははじめ両方向き興奮伝

導系t第 1系）を示すが第3系を経て第4系になっ

た．そこへ例えば adrenalineを注射すると第3系

を経て第 1系となった．他側は依然として，第 1

系を示していた・

2'. Adrenalineの代りにephedrineを用いても

adranalineを用いたと同一成績を得た．

3. i) "Both Root Ramus Stiatic Gracilis ex-

periment’'に於て“Glyc.:spot.method’'に依りて

交通枝珊， Kの刺戟下にては，翠縮高は増加し，

conduction timeは短縮した（他側に比・して）． こ

の事実は従来の私達の得た実験成績に反せず．

ii)後根V~＼間の “Glyc.spot. method"に依

る刺戟下にては，

（イ）醗縮高は低下した．

（口） Conductiontimeは延長した．

（ハ）はじめ第1系であったものが第3系を

経て第4系となった．他側は依然として第1系で

あった． （別論文交惑神経の生理学原論的研究参

照）．

[. H. H. Dale氏化学伝達説批判 Neuro-mu-

sclar junction-neuro-effector junctionに於ける

興奮伝導に関する新研究用仮説の立場より （其の

10, a). 

上記 I,1, 2, 2', 3の実験成績は， H,H. Dale 

氏化学伝達説に依っては説明困難なり．反して，

n, m conductionに関する新研究用仮説 (1951，幸

塚）の wavetheory に依れば，一義的iこ説明さ

れ得ると思われる． wavetheoryの propertyに

ついては，既述の通りである（興奮伝導の基本的

研究研究班第 1回陥議会に於て， 1953).

84．幸塚嘉ー・石川繁子・松田富美・磯井幸子・
向揺師子（大阪女子医大生理）

交感神経の生理学原論的研究

I. Neuro-effector junctionに於ける興奮伝導

について．［連動神経骨格筋接続部に於ける興奮伝

導及び骨格筋に為す交感神経 (efferent)作用につ

いて］ （其の 5)

I[. 0. Laewi氏化学伝達説批判 Neuro-mu_ 

scular junction-neuro-effector junctionに於ける

興奮伝導に関する新研究用仮説の立場より（其の ｀ 
2) 

I. Neuro-effector junctionに於ける興奮伝導

について l運動神経骨格筋接続部に於ける興奮伝，

導及び骨格筋に為す交感神経 (efferent)作用につ

いて） （其の 5)

実験方法食用蛙［こて ‘‘BothRoot Ramus・ Sti-

atic gracilis Experiment''.（血流有り）をなす．，既

述の方法にて撃縮高， co~duction timeを求めた．
1. 交通枝珊，瓦を “Glycerinespot method" 

にて刺戟すると gracilisの neuralportionに佑作

電流を検出したが， aneuralportionには佑作霞流

を検出しなかった．唯その際筋肉線維の興奮性が

高まっている事を実証した．対照側に比して．叉

その際聾縮高の増加， conductiontimeの短網は

既述の成績に反しなかった．

2. 1.に反して後根v~＼皿を ‘•glyc. spot. me-

thod’'で刺戟すると，（イ）攣縮高は低下し，（口）

conduction timeは延長した．対照側に比してそ

の際交通技珊， Kを切断すると，，対照側と同成績

になった．故に 2.の（イ），＜口）の actをなす神，9

経線維は交通枝珊，区を経由するものと思われ

る．果して，骨格筋の抑制神経線維 (efferent)が

後根を経由するものとすれば，かの19世紀の初頭

に建設された Bell-Magendieの法則の明らかに例



260 No. 84—-87 

外をなすものである．而して， ‘‘nicotinemethod" 

と ‘‘glyc.spot. method'’ にて， 2.（イ），（口）のact

をなす神経線維の cellstationは脊髄神経節に在

りと思われた．組縁学的に Osmicacid（中西）を

用いて脊髄神経節に，脊髄神経節細胞 (somatic) 

と交感神経節細胞性 (autonomic)の小形の細胞と

の比約50:1を実証した．果して然りとするなら

ば， Nikolaides-Dontas等以来求められていた骨

格筋の抑制神経線維 (peripheral)は確証された訳

である．

3. 交感神経 (efferent)刺戟に1衣って“交感神

経 (efferent)による excitatorystate'',‘‘交感神経

(efferent)による inhibitorystate"（幸塚， 1953)を

なすのみなるは上記 1.'2.の如し．

I[. O. Loewi氏化学伝達説批判 Neuro-musc-

ular junction-neuro-effector junctionに於ける興

奮伝導に関する新研究用仮説の立場より（其の2)

上記 I.1, 2, 3の実験成績は，若し心朦，心

臓神経接続部に於ける興奮伝導に妥当するものと

すれば， 0.Loewi氏化学伝達説は，上記 I.1, 
2, 3の実験成績の説明困難なり．

85．高橋日出彦・寺師博・飯野貢（東京医大

，生理）

箪ー有髄神経線維の機能と燐酸代謝との関係に

就いて・（第 1報）

細胞機能と憐酸代謝の関係に就いては，近年多

くの研究がなされているが，苫々は神経線維の興

奮機序と燐酸代謝との関係を知る第1の手がかり

として，以下述べる如き研究を行っているので，

報告する．

実験は墓の単一有髄‘運動神経線維を使用して行

った．田崎の髄鞘乾燥法により，｛力作流を読導記

録し，それを標示として，基電圧，佑作流の大さ

及び持続時間，不応期等の測定を行った．

予ノ沃度酷酸， NaF, NaCN~ アジナトリウム，

2 • 4-Dinitrophenol, 六炭糖—燐酸，グリ七口燐酸

ATP, クレアチ、ノ燐酸，焦性ブドウ酸等をもって

単一有髄神経線維を incubateした時， これら形

質膜の生理学的性状として知られているものが，．

如何なる変化を示すかが，百々の今回の報告の主

題である．

86．高橋日出彦・引場昭男・越智 動（東京医大

生理）・

箪ー有髄稗経線維に対するアセチールコリン，

エステレーズ阻害物質群及び D-Tubocurar5ne, 

P•P'D.D.T の作用に就いて

神経線維に対するア七チールコリソ及びア七チ

ールコリンエステレーズ阻害物質の作用に就いて

は，諸研究者の意見が分れており，神経興奮過程

に対するア七チールコリンサイクルの関係に就い

て不明の点が多いので，百々は単一有髄神経線維

に対するこれ等の物質の作用を検討した．

実験は慕の単一有髄運動神経緋維に就いて行っ

た．田崎の髄鞘乾燥法により｛力作流を誘導し，そ

のオッシログラムを標示として， 1)ア七チールコ

,Jソ， 2)エゼリソ， 3)TEPP, 4) DFP, 5)アトロ

ピソ， 6) メチレソ青， 7)D-Tubocurarine, 8) P-

P'-DDT等の作用を検討した．作用の目標として

は，基電圧，｛力作流の大さ及び持続時間，不応期

等を選んだ．

実験は大別すると二群に分れ．低濃度より高澳

度に各15分間液を交換してゆく方法と，ある適当

な濃度の被験液に長時間 ivcubateする方法であ

る．

当然の事ながら，ラ氏絞輪の露出度によって，

同一濃度の被験液でも作用の程度には著しい量的

差異が認められた．叉特にア七チールコリ、ノに対

しては［なれ」の現象が著明であった．

種々の実験結果の中でも特に苔々の注意を引い

たのは，

1. ア七チーフレコリソ及びア七チールコリンエ

ステレーズ阻害物質は．基電圧を軽度に上昇せし

め．急速な上昇を示した時は伝導中断をもって終

る事

2. ・七チールコリ、／しま適当な濃度で佑作流の

大さを大にし，高濃度ではそれを小とする点

3.';fubocurarine, D.D.Tについては他の物質

と多少特異な点が認められる事等であった・

以上の実験結果と，これらの物質を組み合した

際の実験結果及び不応期に対する作用等の実験成

績より，神経興奮とア七チールコリンサイクルと

の関係について，多少の議論を提出したい

87．大野喜市・島種邦・山田守・丸橋寿耶

（東京蛍大生理）・高橋日出彦（東京蛍大生理）

Ca除去による神経線維の自発性興奮について
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神経に対する Caの作用については古くより知

られている．そこで苫々は Caを除去した場合の

神経線維の閾値，佑作流等を知るためにこの研究

を行った．

先づ墓の神経線椎を田綺の髄鞘乾燥法に従って

2つの Ringer氏液 Poolfこ楼渡しして，之の一

方の Poolを Caを含まない Rmger氏液で Ca

を洗い出す． この洗い出す回数が数回を越えると

基電圧は数乃至10数彩下降し，｛力作流は20~30劣

大となる．洗い出す回数を増すと基電圧の下降は

-i斬次大となり，佑作流も大となり，遂には基電圧は

3~4mV,｛力作流ば始めの 180彩位となる．この時

期を過ぎると神経線維は略々大小数群にわかれ

る．イカ作流の自発性放電を開始する自発性放電が

定常化した場合に於けるイカ作流の大さは正常の｛力

作流の大さの約60-70彩，約20~30劣及び数劣で

大なる佑作流の頻度は毎秒100-50であった．以

上の脱 Caによる自発性放電は弗化ナトリウム，

クエヽ ノ酸ナトリウム， 1篠酸ナトリウム等の薬物に

よっても生ずる．但しこれ等薬物による場合には

自発l‘生放霞による佑作流の大さは，それぞれ常に

一群の略々同大の大さをもっている．生じた自発

性放電は平流通電によって制止し得る．

88:和田周志・篠原健一・山田守・丸襦寿郎（東

京指大生理）

稗経線維の友復興奮とクエン酸回路について

神経線維の｛力作流の持続及び不応期は温度に依

存しているので，之等は一応物質代魏すと密接な関

係を持つであろうことが考えられる．叉条件を変

えた場合に於ける平流通電による反復興奮の閾値

の変化は不応期叉は恢復過程及び最小傾きの変化

を推知させ得ると思えるので，之等の理由からク

工、ノ酸回路の各基質を神経線維に作用させて先づ

反復訊奮を生ぜしめる平流の閾値の変化を津求し

た．

クニ、ノ酸回路の各基質を神経線維に作用させる

と先づ閾筐の下降の傾向をとることは略々大村・

橋村の報告と同様である．叉反復興奮の閾値は各

基質によってその場合の閾値の大略2倍位となり

正常時のそれよりも下降することが認められる．

叉コハク酸の場合に於て平流通電による反復興奮

はクエソ酸の場合を除外して最も著明であった．

マロン酸を作用させた場合に於ても上と略々同様

な傾向をもった．猶，コハク酸を作用させて数十

乃至百数十分後10~20秒間基電圧の 1~2倍の陽

極通電を行った後の基電圧は 2~5分間40-60劣

程度一過性の下降を示した．

89．中久喜喬・斎藤秀夫・山田 守・丸橋寿耶（東

京歯大生理）

歯の感覚について

さきに，三宅 {1951,1952)は口腔内粘膜の諸感

覚点の分布を石膏印象J:::に略々正確に再現して，

その具体的表現の結果を発表した．また蛍牙なら

びにその周囲組織の知覚に関しては， C.Pfaffma-

nn {1939)が電気生理学的に迫究し，従来の形態

学的研究法に対して機能的方面から開拓を行っ

．た．その後，菅谷(1952)は琺象境界部等を刺戟し

た場合における歯髄内神経線維のみの興奮を佑作

流の形で初め文観察した．

そこで，演者らは菅谷と同じ方法を用い，歯牙

および周囲組霰の神経興奮を歯槽神経幹より誘導

して観察記録した． さらに，これらの粗織を支配．

する神経の求心的経過を形態学的に迫求精査した

ところ，が来成書に見られるような神経走向経路

を示すとは限らないことが分った．すなわち，歯

根膜に分布する神経は蛍根端よりやや離れた所な

いし全くその分岐点を鳳にして直接神経幹から岐

れているように思われた．従って，これらの結果

から Pfaffmannの業績に対して一部訂正すべき

点を見出した．

最近さらに，演者らはこれらの知見より歯牙あ

るいは周囲組織に対する局所麻酔の発現機序につ

いて検索の結果，従来の説を断定することが出来

たと思う．

90．本間三郎・山中 和・渡部士耶c千葉大第 1
生理）

人体紳経及び筋の電気剌激饒値について， V-t 

曲線並びに強まり方要素

人体神経及び筋の電気刺激閾値の測定に当っ

て，皮膚の電気的特性の中その岡得となる部分を

balanceする BalancingNetwork（平衡回路法）法

を考案した． この内容は昨年の当学会で口演し，

実験供覧した． balanceされたときには与えた電

圧波形と同様な直角波が神経及び筋に与えられる

ことになり，閾値としての電圧強度が算定される
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に至る筋の最小攣縮を示標としてその強度を求め

て閾値とした．

今回はその BalancingNetwork法を応用した

びであるが，神経及び筋に或る利用時を有する直

角波を与える，皮膚によって指数函数的威少電流

が皮下を流れることになるので， balanceして直

角となし，閾値を求めた．得られた V-t曲線は大

約Weiss式を満足するので，それから各恒数即ち

時値及び基電圧を求めた．人体において最も測定

し易い神経，筋 (ulnaris,medianus; tibialis ant., 

opponens) を選んで V-t曲線を描いた．

強まり方要素の測定は，皮膚が正常状態であり

その等価回路が抵抗及び容量の並列結合である限

り，皮下に漸増電流を及ぼすことは殆んど不可能

であるから，測定は困難である．そこで1000サイ

クル附近の直角脈波を指数函数的に漸増せしめる

刺激を行ってみた．直角の個々の脈波は皮膚によ

り影響されるが，初期の尖りは漸増する．漸増の

時定数によって閾値としての最終電圧強度が変っ

てく・る． これを VOOとすると時定数との間に一定

の直線関係があることが分った．以上のような漸

増刺激でも V""と時定数関係があるか｀，それか

ら一応 Aを算出した．上述の神経並びに筋につい

て求めたので，時値，基電圧， Aの3つの要素を

各々比較検討した．

91．鈴木正夫・上山 巖・酉村文夫（千葉大第 1

生理）

通流電極第3作用の研究

1. 陽極開放閾に対する閉鎖時間の影響

2. i-t 曲線に対する通流第3作用の影響

1. 開放刺激は陽極に起るを以て，刺激電流自

体が閉鎖時間に従い陽極第3作用を及ぼし，開放

閾は低下すべきを察してそれを実証した． 1, 3, 

5秒； 10,20, 30秒の変異にて著しく， 1,2, 3分

の変異にて僅かながら閾値は下降する． この効果

はKとCa,高温と低温にて，前者により滅弱，

後者により増強され，．鈴木の対を分類に従う変化

を示す．開放閾に対する別個通流の作用を見るに

陰極は上昇，陽極は下降せしめ，時定数10~20分

の指数函数に近き経過を示す． これにても高温は

陰極作用増強，陽極作用減弱を，低温は陰極作用

減弱，陽極作用増強を来し，鈴木の分類に合致す

る．刺激電流の第3作用とこれとの経過の差異の

有無を見るため，同一例にて 1,3秒， 1,5, 10 

分と閉鎖時間を変異するに，最後まで下降を示し

温度の影響も同様で，別個通流の作用と同ーなる

•・ことを見た．

2.時間要素並びに i-t曲線に対し直接第3作

用を検した実験は末だないので試みた． i-t 曲線

を描くには30分以上要するので，一定の時刻の曲

線は求められないよって先ず正常曲線を描き，

次いで通流しつつ一定の順序で3個の曲線を描き

その移行の経過を追って変化を求めた．

陰極作用では基電圧上り，曲線は正常に比し上

方に移り， it-t曲線は傾角漸増して時値ば漸減す

る．陽極作用では基電圧下り，曲線は下方に移動

し， it-t曲線は傾角漸滅して時値は漸増する．通

流電圧大なるほど変化は大きい通流後大体一定

の時刻数度における基電圧，時値の変化を計測し

て表示する．また低温下にて同様の実験を行い，

低温のため陽極作用増強，陰極作用減弱され，鈴

木の対立分類と合致する成績を得た．

92．仁木偉磋夫・曾根武廣・今里 勉・木下繁太

朗・小沢韻治・工藤真裕（昭和医大生理）

ミミズの巨大線維に関する研究

Pheretimaの腹髄中の巨大線維を刺激し環状筋

の収縮を目標として V-t関係， v-CR関係を求め

た．叉指数函数的上昇電流で刺激し利用時—CR関

係及び Aを求めた． Aは約 1.7秒の値を得た．交

流の optimumfreq.は約 20cpsであった．

巨大線維を切出し活動電流を観察した．中央巨

大線維 (med)のactionpotentialは側巨大線維

(lat)より大ぎい伝導速度は medで約15m/sec,

latで約 llm/secである． medは latに比し値

が高く時値が短い叉 latvまmedに比し反復興

奮を起しやすく，入も大きい絶対不応期はmed

3.3-SOmsec, lat 6.1-8.lmsecであった． latで

は不応期のあと過常期のみられる例があり，この

時伝導速度は正常より速い巨大線維と筋技の間

で約 lmsecのsynapticdelayが見られた．筋は

多数の nerveimpulseによりはじめて収縮を起，

す．

93．武重千冬・菊池 明・成川忠明•岡本麟太耶

山本邦清・中野一義（昭和医大生理）

無藷稗経の霞気生理学的研究
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ザリガニの鋏神経を長節よりとり出し，鋏の閉

筋の収縮による鋏の閉鎖を目標として，これに直

角流，放電電流，充電電流，交流等を通じ電気生

理学的諸性質を測定した・

Chronaxie は約 1.Smsec, 入しま約 300msec,

optimum frequeneyは 20.c.p.s以下であったが，

これらは抑制，興奮両神経が存在する時と，興奮神

経のみの刺激の時とでは諸定数が多少異り，直角

流の場合抑制神経を切断すると閾値は下り， Ch-

ronaxieも短くなる． これらの事柄が起きている

時の興奮神経，抑制神経の状態を知るため活動電

流を誘溝した．各神経は開筋，閉筋に入る直前で

比較的太い線維として分離出来るので興奮神経，

抑制神経の活動電流を知り得る．叉長節の神経か

ら活動電流を誘溝して，鋏を閉鎖する時の活動電

流を調べた．鋏が閉鎖したかしないかは同神経中

の知覚線維が現われる活動電流にて知り得る．以

上より抑制神経，興奮神経の関係について調べ

た．

94．加藤元ー・丸福寿郎・大谷達雄（慶大生理）

山田守・秋山欣勇（東京茜大生理）

有髄稗経線維に対するStrychnineの作用につ

いて

先に田喩は Strychnineを有髄神経線維に作用

させると塩酸Sinomenineを作用させた場合と同

様に，佑作流の形を特異的に変えることを報告し

ている．そこで我々は Strychnineの神経線維の

基電圧その他に対する効果を津求して次の結果を

得た．

A) Strychnine を有聴線維の髄鞘部に作用さ

せた場合には殆んどその効果は認められない然

し絞綸部に作用させると，田綺の報告に於けると

同様室温20℃位で，佑作流の持綬は約 15~2倍

に延長する．

B) 10-S~10-6M近傍の濃度の Strychnineを

絞綸部に与えると，その絞綸部の基電圧は数分乃

至十数分の間に徐々に 5~15飴下降を示す． この

場合，この絞輪部に隣接する正常絞綸部の基電圧

は約5劣程度上昇する．

C) Strych~ine 濃度を上よりも僅に大 (10-7~

10-5M位）とすれば作用部位の基電圧は徐々に上

昇し20~30分後に正常時の約 130妬程度に達す

る． これに反して隣接正常絞輪部の基電圧は数分

乃至十数分の間に徐々に上昇し（約130劣），後徐々

に下降し20~30分後には一定値（正常値の約 110

彩程度）をとるに至る．以上の経過中に興奮伝導

による神経衝撃を Strychnine作用部位に送込む

と，甚だ興味ある現象が得られる．即ち，多くの

場合，その絞輪部に数 msecの間隔をもち， 2乃

至数回の反復興奮が生ずる． この反復興奮が生ず

るこの反復興奮は温度の高い場合の方がより生じ

易し、．

D)以上の濃度より大なる濃度の Strychnine 

を作用させた場合に於ても隣接正常絞綸部の基電

圧は一過性に上昇し，後徐々に下降し或一定値を

とるに至る．獅， Strychnineと麻習卒薬とを共存さ

せた場合にも，隣接正常絞輪部に対する Strych-

nineの作用は略同様に認められる．

95．大畑進（慶大生理）

直流電圧の抑制作用に依る冷血動物の求心性神

経衝繋A波の純梓分離に就いて

Erlanger & Gasser以来波形分離の利用に依る

各種神経線維の機能的分類は実験生理学に於て豊

かな結実を得たが，併し各種神経線維は末だ純粋

な状態で得られて居ない演者は墓及牛蛙の第9,

10後根，脊髄神経節，坐骨神経，腟骨神経標本を

使用し，末梢の腟骨神経に与えた単一蓄電器放電

々撃に依って生じた求心性神経価撃(A波）の後進

に於て増巾機及Braun管に依って観察しつつ，適

当な強さの直流電圧を不分極電極を介して脊髄神

経節叉は坐骨神経に印加しA波の各種構成々分を

大略各個に分離し得た．此の際使用した実験動物

蛋及牛蛙標本の実験成績の異同に関して述べる．

96．市岡正道・上原陽子（東京医担大生理）

Stretch afferent impulsesが遠心性稗経の博

導速度に及ぽす影響

山極は Lillie氏神経模別で 1本の coreの活性

波は，その方向の如何を問わず，隣接の coreに

対し＼て accelerntingactionをもつことを観察し

たが (Jap,J. Physiol. 1 (1950) 40-47)，我々は，こ

の事実に基づいて，実際の神経について次のよう

な実呵食を行った．即ち，筋を伸展して一連の St-

ret:h afferent impulsesを神経に送り込んでいる

状態で，遠心性神経の伝導速度がいかに変化する

かを見たのである．材料は墓の坐骨神経—排複筋
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標本，及び坐骨神経ー縫工筋標本で，筋に荷霊を

かけて之を伸展し．その直後神経の中枢端に電気

刺激を加え，生起した神経の活動電位を，神経が

筋に入る直前で誘嘩， Braun管で撮影記録して伝

導時間を計測し，加重をかけない場合と比較した．

その結果，筋に荷重をかけた時の方が，かけない

時に比べて，遠心性神経の伝導速度が大きくなる

ことを知った．例えば荷重のない場合には 18.9

m/secであったものが， 100g の荷重をかけて 2

~3秒後では 20.0m/secになった．そしてこの影

響は荷重の大きくなるにつれて (20-200g) 大と

なった．叉荷重をかけてから測定迄の時間々隔を

大きくするにつれて，伝導速度は反対に小さくな

った．たとえば荷重をかけてから 5秒後に中枢端

を刺激して測定した場合には， 18.2m/secのもの

が，同様にして20秒後には 14.0m/secとなる．

以上の結果を考察するに， Sherringtonによる

とmuscle,nerve中の求心性神経線維の数は総数

の30~50劣（猫）を占めると云うから，筋を伸展す

ると各求心性線維に最大200-250/sec(Adrian)の

afferent impulsesが送り込まれ，その為遠心性

神経線維の周囲の transveseの抵抗が減少し，そ

の結果遠心性神経の伝導速度が大きくなるのでは

ないかと考えられる．叉上記の事実は，実測され

た固有反射時間が既知の数値を代入して計算され

た時間に比べて相当短いと云う事実の 1つの理由

をなすかとも考えられる． ｀ 

97．後藤徹（京大第1生理）

前根電位と前根線維の興奮性

前根電位が脊髄内運動ノイロソの一部に起った

脱分極が前根線維へ電気緊張性に拡がった結果と

して生起するものとすれば，陰性の前根電位に対

しては前根の脊髄に近い部位では陰極電気緊張の

結果どして興奮性の上昇を来さねばならないこ・

の問題を墓の脊髄について実験的に検討した・

実簑方法：末梢側の切断した後根に単一刺戟を

与え，その際に生ずる前根電位を同位同側の前根

より誘導する傍ら，近心側の誘導電極を刺戟陰極

とし，後根の刺戟後種々の時間々隔に於て前根に

一定強度の極大下刺戟（開放感応電撃）を与え，

坐骨神経，胚骨神経，排骨神経等の活動電位，或

は排腹筋，前腟骨筋の活動電位叉は収縮高を指標

とし，前根電位の生起に伴う前根線維の興奮性の

変化を検した・

結果：本実験の条件下では前根電位の全経過は

1-3secに及ぶが，この時間的経過とよく一致す

る前根線維の興奮性の上昇を認めた．興奮性上昇

の最大は，一定強度の極大下刺戟に対し神経の活

動電位の 50~100鈴の増大となり，閾値の約10彩

の低下に相当する．また排腹筋と前腟骨筋との如

き拮抗筋の活動を指標として前根線維の興奮性を

検する場合には，それぞれの筋に対する曲線は必

ずしも一致しない

考察： 1. 反射放電を行った前根線惟について

は本実険方法は神経の恢復曲線を検する方法と同

ーなるが，上述の実験結呆が恢復過程中の前根線

維の過常期を示すものではないことは．前根の末

梢部では興奮性上昇が認められないことから証明

される．

2. 本実険条件下では前根電位は主として緩徐

成分（岩田及び大谷）より成っている．緩徐成分

生成の機構については末だ判明しない点があった

が，上述の結果よりすれば，やはり迎動ノイロソ

の脱分極 (2次的）の電気緊張性の拡がりと考えら

れねばならない

98．荒木辰之助（京大第 1生理）

脊髄箪ー前角細胞の直接刺戟並びに平流通電の

影響

微小電極を前角細胞内に挿入し，、他の 1極を脊

髄表面におき，両者の間を通電する方法で前角細

胞に直接刺戟を与え，同時にその微小電極から活

動電位を読導して，刺戟の効果を見た．

1．平流通電の場合微小電極が陽極のときに

は電流閉鎖時に，陰極のときには電流開放時に悉

無法則に従ったスバイク電位が蜆われる．

2. 平流による閉鎖時刺戟の場合墓では通電

後数 msec以内にスバイクが起り，霞流の強さが

増すに従い潜伏時が短くなる．基電流は10--9A程

度である．

3. 大多数の例に於て，閾値直下の電流強度で

軽度の脱分極（閾下の応答）が一定の潜伏時の後'

に現われる．電流の増典と共に階伏時が短くなり

スバイクを伴って下る．‘‘閾下の応答”しま恐らく

Subsynapticの部分など細胞膜のうち最も興奮性

の高い場所で起っている localresponseと考え

られる．
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4. スパイク電位の下向脚は軽度の陽性の準位

にまで達するものが多い時には，比較的強い平

流通電で，スパイク電位の下向脚が振動性となる

結果として 2個のスバイクが出現することが認め

られた・

以上は主として冬墓について行った実験結果で

あるが，夏驀［こついて，叉猫の前角細胞について

は目下研究続行中である．

99．高木貞敬（東大第2生理）

脊髄電位と後根霞位との関連について

Gasser及び Grahamの脊髄電位は猜の脊髄上

に電極を置き後根を刺激する時，約 lOmsecの陰

性電位の後に約 80,.._.1OOmsecの陽性電位を認めた

ものであるが， Hughes及び Gasserは一層復雑

な脊髄反射機能と関係して陽性変動の小なるもの

では反射の促進，陽性変動の大きいものでは反射

の抑制が起るという．他方Barron及びMatthews

が猫の後根上に 2極を置いて同一根叉は隣接根刺

激時に認めた後根電位は中枢に近い極が常に陰性

となって lOOmsec以上持続し陽性変動は認めてい

なし‘・
同じく脊髄に起因する電位変動がかく実験方法

により電位の正負及び持続期を異にすることにつ

いて次の実験を行った．

演者は易！出した Ringert爵紙上に置いたヒキガ

エル脊髄に上と同様な刺激及び導出方法を用いて

脊髄電位及び後根電位を記録した・

1)脊髄電位は 20~30msecの陰性電位につづく

lOOmsec以上の陽性電位からなること， 2)之に対

して後根電似ま300msec以上の陰性電位のみで陽

性電位のないことを認めた． 3）次に後根電位導出

電極の脊髄に近側の極は固定し，遠側の極には先

に脊髄電位を導出した中枢側電極を用いれば， 1)

と同様に約20msecの陰性電位につづいてlOOmsec

以上の長い陽性電位を認めた． これから脊髄電位

の陽性電位は脊髄電竹の陽l‘生電位は脊髄に陰l‘生と

陽l‘生の電位が引碗いて発生するのではなく，発生

する大きな陰性遅電位が脊髄を伝播する結果見か

け上の二相性電位を生ずるものと解釈される．後

根電位は勿論遅電位が電気緊張的に伝わった結果

であろう．

Gasser 等は末梢神経において陽性電位が興奮

性の低下と関連する事実に基ずき陽性脊髄電位を

脊髄反射の抑制と関係づけて説明している．演者

の実験よりすれば陽性脊髄電位は導出条件によっ

て記録されたものと考えられ， Gasser 等の見解

に疑問を抱き目下猫につきその津試を準備中であ

る．

100．米満歪・待山昭＝（東京女子医大生理）

負容量回路を附した細胞内微小篭極用の一増幅

器に就いて

lμ 以下の毛細管電極を用いて細胞内の静止及

び佑作電位を誘導増幅する為には，

1．初段真空管の入力 grid電流を充分小にし

入力抵抗を少く共毛細管電極の内部抵抗の10倍以

上にすることと，

2.1入力容量を充分小さくして入力impedance

を出来る丈高く保つことが要求される．

1の条件を滴す為に初段として普通のラジオ受

信器に用いられる 7極管 6BE6を通常よりも低い

陽極電圧及び繊条電圧で使用し， grid電流 10-12

Amp, 入力抵抗 10139を得た．

その後に 5AK5及び 12AT7の直結合回路を接

続し適当な負容量回路及び負餓還回路を施すこと

によって， 2の条件を満足し得た．即ち内部抵抗

20MS2程度の主細管電極を接続して， duration

1/1000秒の矩形波を略々歪なしに増幅することが

出来た．

この回路を用いて実験供覧を行う予定である．

101．山本信三耶•宮島 季・杉原外於夫（金沢大

久出外科）

微小電桓法に依る猫脊髄後索並に側索脊髄小脳

路に於ける各種知覚の博導に関する研究

ガラスで絶縁し，更に其の周囲をエナメル焼付

に依り補強した先端直径 5,.._,10μ の銀電極を去脳

した猫の上部頸髄後索及側索に刺入し，皮膚，筋，

腱，関節等に加えた適合刺戟及膀脱に対し， スバ

イク波として硯われる反応をoscillographを用い

て検索し，直流通電により電極先端に小壊死籠を

．つくり，後に連続切片標本を作製して電極先端の f

位置を確認した．実験成績を要約すると，

1．或刺戟の強さは夫に対応するスバイク波の

出現頻度にのみ関係し，電圧の大いさは関係しな

し、．

2.得られた電圧の最大値は，側索に於て 1.7
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mV,後索に於て1.05mV，排骨神経よりは1.29mV

であり，之は動作流の発現部位を泉点を考え，電

極の大いさ及脊髄比抵抗を考慮に入れて計算する

と， 2X 10--8A以上となる．

3.後索に於て皮膚触覚（主として毛）に対する

反応は最も容易に得られ，其の順応は著しく短く

其の投影する皮膚支配頷城は四肢末端；＇こ於て特に

著しく限局する．膀脱拡張に対する反応はGoll束

中央の極めて浅い部位より得られ，順応は比較的

に遅く，電圧ほ触覚の夫に比して著しく小さい

関節嚢或は腱よりは順応の比較的遅い反応が得ら

れるが， Burdach束に於いては特に上肢の他に胸

廓の運動に関係するものが著しく広い分布を示

す．尚皮膚を圧し，或しまつまむ事に依り極めて順

＇応の遅い反応が得られる．叉筋の牽引に対しては

少数例に於てのみ反応が認められた．

4.側索背部表麗恐らく脊髄小脳路と思われ

る部位よりは，順応の遅い筋，腱及皮膚を圧迫， ． 

或は牽引する事に応ずるものの他に，後索程には

著明でないが，順応の著しく速な触刺戟に応ずる

ものが認められ，後索の場合と同様反対側の刺戟

に対して反応した事がない

5.尚上記の側索脊髄小脳路と思われる部位は

、 上肢に属するものは極めて表在性に，下肢の夫は

其の内側に層をなして配列するが，得られる反応

の頻度は下肢の場合が上肢の夫に比して著しく多

し‘・

102．岩間吉也・及川俊彦・相沢．匡（東北大第2

生理）

微，Jヽ 篭桓法による外側膝欣体の研究

視覚の皮質下中枢の 1つである外側膝状体は，

神経細胞が層状をなして排列するという特異な構

造のために多くの神経学者の注目をひいている．

我々は微小電極法によって，この皮質下中枢の機

能を，殊に色覚との関聯に於て研究しようと試み

てし、る．

除脳猫，又はウレタン麻酔猫に於て，外側膝状

体を露出し，背面から微小電極を挿入して，活動

電流を誘導する．電極は 3MKCIを充たした硝子

毛細管であり，その直径は5乃至10μにわたって

いる．この電極をHorsley-Clark装置につけて．露

出された外側膝状体の背面から挿入してスパイク

放電を誘導する．

誘導されたスバイク放電は，多くは自発性であ

って，誘導される範囲は，従来解剖学的に外側膝

状体背側核として知られている範囲に大凡一致す

る．しかしながら自発性放電の証明される範囲内

で，眼の光刺戟に応答する領域は極めて限られて

いる． これは腹背方向に於て表面から0.5mm程度

の深さに始まり，約 3mm以内に限局される．解

剖学的な膝状体の層的構造に対応して，光刺戟に

応答する領域も帯状に分れるのが見られた．但し

最も深部に位する層は，動物の一般状態の悪化と

共｝こ，光刺戟に応答する事をやめるために，この

層を検出するのは困難な事が多かった．

更に色覚との関聯を見るために，種々な波長の

スペクトル光を用いて眼を刺戟し，膝状体放電を

目標にしてスペクトル感度をしらべた．多くの場

合スペクトル感度曲線は 510mμ に極大をもつも

のであったので，膝状体放電の大部分は，網膜の

梓体刺戟によって誘発されるものと想像される．

時としてスペクトル感度曲線は，510mμ 以外の波

長に極大をもつ事がある． この所見は，網膜の色

受容体と膝状体神経細胞との間に機能的連結のあ

る事を示すものであるが， この点に関しては更に

検討を要する．

I 103．後籐昌義・和佐野忠（九大第1生理）

神経細胞体から紳経突起への電位勾配

神経細胞体とその突起とは生化学的に必ずしも

同じ物質からできていないし，その物質代謝にぉ

いても質的に明らかな差異が認められている．ま

た生理学的にも両者の興奮性や伝噂速度が異るな

どいろんな事実が知られている． このように両者

の間に明かな差異がみられる以上は，静電位につ

いても神経細胞体とその突起とで何らかの開きが

あると想像される．我々はこの点に着目し過去数

回の学会に報告したように猫の中枢神経各部にお

ける表面電位，断面電位および脳室内面の電位な

どを調べ，神経細胞体の表面の電位はその突起よ

り低く，断面の電位はその逆に高くなることを明

かにした．

しかしこのような温血動物における結果がその

まま冷血動物にもあてはまるか否かはまだ明らか

でないので，これを確かめる手はじめの実験とし

て，我々しま典型的に孤立した，しかもシナプスを

含まない脊髄神経節について，これを中心とする
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坐骨神経から脊髄の前根および後根にわたる電位

配布の有様をガマについて調べてみた・その結果

前根の電位勾配と後根のそれとは手術後の時間と

共に次第に変化するけれども決して平行せず，前

根，後根および坐骨神経の電位は脊髄神経節附近

で互いにY字交叉をすることが分った．電位が安

定した後には前根の電位は脊髄から末梢に行くほ

ど高くなり，ついには前根との差が lOmV前後に

も達するのに，後根の電位は逆に脊髄神経節から

脊髄に近づくほど高くなっている．すなわち前根

でも後根でもその神経細胞体から遠ざかるほど電

位が高い勿論脊髄シナプスの電位の影響も考え

られるので脊髄と後根とを切りはなすとか脊髄を

全く切りとったりしてみたが，前根と後根の電位

の開きは更に一段と大きくなることが多いこれ

らの結果は感覚神経は運動神経より表面の電位が

高いのだとも考えられるが，神経細胞体はその突

起よりも「一Jの電位をもっているという温血動物

でみられた一般原則で充分説明できると思う．

104．岩瀬善彦・築詰勝彦・呆井精吾•石谷邦介・

田崎斐 C北大応用電研）

饂気睡眠に関する研究（第2報）

前頭部と眼球電極間に低電圧交流50"'<>の断続通

電によって可逆性の非常に長い電気睡眠を得た．

其の際大脳のQuasi.steady potentialと脳波とよ

り電気睡眠の性格を追求したが．特に入眠と覚醐

過程とが脳波学的に対称性なるのを知った・

今回は我々の通電法の刺戟生理学的意義と特徴

並びに電気睡眠機構に璽点を置いて実験を行っ

た．

1．大脳内電位傾度について 我々の通電法に

よる大脳内の霞位分布を真空管電位計により皮質

下特に視床に注目して測定を行った．、それによる

と視床下の前部に電位傾度が急峻なのが解った．

従って挿入電極を用いなくとも外部的に視床下の

睡眠中枢を刺戟し得るのである．

2.刺戟電流の波形について 5炉辺芝流以外に

バルスと直角電流を検討した．通電方法は何れも

連続的に行ったが，バルスの波形が5~8Vで一番

好都合であった． この事はバルス波で瞬間的に可

成り高い電流を通じても currentspreadが少な

いことによるものであろう・

3.前頭部及視床下の刺戟とelectricalactivity 

について 我々の通電法の刺戟機構を分析せんが

為に前頭部のみの刺戟と視床下のみの刺戟実験を

行った．即ち前頭部の通電により Spindlebursts 

が見られるがこれは大脳皮質を破装せる際に見ら

れる positiveburstsに似ている．即ち前頭葉よ

りの繊維を介して皮質下の機能尤進が起る為では

ないかと想像される．従って皮質下繊維の切断，

薬物塗布をしておくと burstsが不規則となり或は

消失する．次に視床下前部の通電による自律系の

変化並に挿入電極による視床下の活動を薬物麻酔

時と比較検討を行った所皮質下の挙動が大脳皮質

に強い影響を与える事を知った．

以上の実験から我々の通電方法の刺戟生理学的

意義について述べると共に，皮質下睡眠中枢説の

立場から我々の電気睡眠の機構を報告する．

105．西田 勇・馬場三郎・小池淳之（鳥取大生

理）

猫の瞳孔友射の求心性経路について

猫の瞳孔反射に関する研究中求心性経路につい

て異論多く，最近Magoun等により一応確定され

たかの観あるも，我々は次の如き新しい求心性経

路の Schemaを提案して批判をあおぎたい

対光反射求心路は始め視束中を走り，視束交叉

で両側に岐れて視索中に入る．ー側の視索中の職

孔線維は同側の上丘腕，視蓋前域を経て後同側の

動眼神経核に少しも入らず，すべて反対側の動眼

神経核に入る．そして左右の動眼神経核の間に連

絡がある．此の考えは次の如き実験的根拠によ

る．例えば，

1．左側の動眼神経核のみ破壊しておいて同側

の視索を切断すると，両眼の直接，間接両反応は

すべて消失する．

Magoun等の説によれば，右眼の瞳孔反応は直

接，間接共に残存する筈である．

2. 左側の動眼神経核のみ破壊しておいて，他

側の視索を切断すると，右眼の瞳孔反応は直接，

間接共に残存する．

Magoun等の説も此の場合は矛盾しない

3.左眼の動眼神経核のみ破誤しておいて視束

交叉部を正中線に於て矢状切断すると，右眼の瞳

孔反応は間接反応のみ残存し直接反応は消失す

る．

Magoun等の説によれば，右眼の瞳孔反応は直
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接間接共に残存しなければならぬ筈である．

以上の如き実験的事実は最近最も信ぜられて居

るMagoun等の説では説明出来なくて，我々の説

によってのみ説明可能である．

106．島本多喜雄（東京医蛍大臨床生理）

錐体外路系に関する病態生理学的研究尾状核

を中心とする電気生理学的連結について

錐体外路の、運動支配に関し大脳皮質の本系に起

った興奮は脳幹神経節を経て下降し下位中枢に至

るとする考えと，一旦脳幹神経節に至った後再び

上向して大脳皮質運動領の興奮を修正する 2つの

仮説がある．今回は本問題に関係する実験成績の

一部につき述べる．

筆者は猫を用いネソブタール麻醒の下にホース

レイクラーク装置を以て組霰的に脳幹神経節の電

気生理学的連結を検討した・

本実験に於て筆者は，尾状核の頭方部に，所謂

diffusely projecting thalarriic nuclei,との相互

間に電気生理学的連結する部位あることを見出し

た・

該部の単撃は視丘の上述諸核を興奮せしめる他

特にネヽノブタール麻醒下には SpindleBurstを生

起せしめる． SpindleBurstは特にこの部の他大脳

連合領にも著明に発現せられる．叉本部位の 1秒

10回の刺撃では同期的 100-200回の刺撃では非

同期的影響をこれ等の部位の脳波的活動に与えう

ること．又この作用は diffuselyprojecting tha-

a lamic nucleiを介して行われることをみた．叉逆

に大脳連合頷の刺戟は尾状核の該部及視丘の上述

部に同様の事実を起しうることをみた．

なおその他脳幹神経節諸核との間の電気生理学

的連結についても 1,2新知見を得たのでここに

報告する．

107．子安義彦•井藤清（阪大第 2 生理）

小脳の受容領

吾々は小脳の電気的現象に関し脳波用増巾器

（時定数0.2秒）を用いてその自発性放電の性質及び

薬剤の影響について報告した．（脳神経領域6,162, 

1953年）．今回は時定数の短い (0.001秒）増巾器を

併用した場合の成績に就いて報告する．

動物は成描を用いた．ペヽノトサール麻酔の下に

開頭し，小脳を露出した．電極は 20μ以下の銀線

を用い，小脳半球及び虫部の数ケ所を撰んで，表

面及び皮質内に挿入した．頭部その他附近の筋は

可及的完全に剥離して筋活動電流の混入を防い

だ．不関電極は頭骨に固定した．

1. /]ヽ 脳の自発性脳波として 150-250/secのも

のが常に見られた．その捩幅は電極の挿入後の時

間及び深さとに依って異る (30-120μV).

2. 他動的に後肢を屈伸して，その時現れる筋

電図と同時観察すると，後肢の筋電国の放電に一

致して小脳の自発性電気活動は振幅，周波数共に

増加するのが認められた・ ' 

3. アキレス腱反射を行い，小脳の電気活動を

排腹筋筋電図と同時観察すると，叩打刺戟に応じ

て現われる 2相性の波と振幅が 300-4001.tV,持

続 20-30msecの誘発電位が認められた． この誘

発電位も電極の位置を少し移勁するだけで著明と

なったり，叉は消失した。それでこの誘発電位の

出現する部位に就いて詳細な検察を行った．

4.疼痛刺戟を与えた時の小脳の電気現象の変

化についても実験を行った．用いた刺戟は機械的

刺戟（刺針），電気刺戟等である．｀この刺戟に依り

自発性電位の増強が見られる場合と振幅の大きな

誘発電位の見られる場合とがあった．しかも電極

の位置や慄さに依って小脳々波に相違があった．

108．松本淳治・市橿莞（阪大第2生理）

クレゾール痙攣 CI[)

白鼠の皮下にクレゾールを注射して生ずる痙攣

は，その強度が異I生体によって異なり，叉thioyrea

によって抑制されることを認めたが，今回は更に

クレゾールの侵襲部位，作用機序に就ての成績を

報告する．

1． クレゾールの侵襲部位

a) 8element記録装置により痙攣性収縮は上

下肢の拮抗筋，協同筋共に殆んど同時に起ること

が見られた．

b) 中枢神経系切断実験を行い，脊髄切断

(Th11-Th12) にては上肢に痙攣は認めらるるも，

下肢には認めず，叉除脳したる後も痙攣様相には

異変がなかった．

C) 大脳皮質脳波では速波になる傾向はある

も，棘波群は認められなかった．

以上のことよりクレソ｀ールの侵襲部位は中脳よ

り延髄に亙る部と考えられる．
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2. クレゾールの作用機序 ルスが現れる． 2）四基本味素刺戟：波高は蒸溜水

a) Ethyl urtthane, KCNによって著明に痙 の場合と全く同様， 50μV, 程度，頻数と持続時

攣は抑制され， thiourea,tubocurarineによって 間は，食塩，醒酸の如き鍼酸味素では共に大きく

も抑制されるが前2者の如く著明でない 蕪糖，キニーネなどの甘苦味素では共に小なる結

b) Thunberg管を用いて，大脳皮質，中脳 果を得た．味素の涙度が大になればイソバルスの

部，脊髄の homo~enate によるメチレソ青の褪色 頻数，持続時間は増す．昆録直翅目の附節には化

時間に及ぼすクレソロ←ル異性体の影響に就て検べ、 学的受容器が存在することが認められる．附節に

たが，何れも脱色反応を抑制（特に Pークレゾール 化学的刺戟を加えて生ずるイソパルスの波高は小

著明）し，他の痙攣剤の如く促進の傾向は認めら さく，其の持続時間は数秒より数十秒に及ぶ・

れなかった．

c) Pークレゾールに NaOHを加えたものを 110. 陳内博之助•吉田奥運・惣路照通・小坂二度

皮注せる際は痙登は生ぜさることより， クレノ、一 見（岡山大陣内外科）

ルによる痙攣機作にはフエノール基のHがその役 瘍躙痙攣の体節波及に関する実験的研究

を演ずる様に思われる． • 顧棚痙攣に体節波及が認められることは， 1863

年Jacksonの報告以来一般に知られていなしかし

109．野代平治・緒方大象（九州蛍大生理） 体節波及の機序に関しては末だ確実なる証明がな

昆晶（直翅目）の朋節刺戟による活動躍位の変

化

昆歳類直翅目に属するキリギリス， コオロギ，

ゴキブリ等の腿節を切開して知覚神経を露出し，

近心部を結紫摘出して銀線 (50μ)叉は毛細硝子電

極 (10μ)を使用して活動電位を誘導した．

実験結果

1．自発性電位変化に就て 一般に直翅目の知

覚神経中には，其の附節に何等の刺戟をも与えな

い場合にも波高の異なる約6種位の自発性の電位

変化が各々異なる頻度で引続いて発現されてい

る．此の自発性電位変化の連続して現れている標

本の附節に，触・化学的刺戟等を加えると其の刺

戟効果は常に自発性電位変化に添加して現れる．

2. 鮒付節の触刺戟により現れるイソパルス 毛

細硝子電極等を使用して自発性放電を伴わない標

本の鮒節に触刺戟を加えると波高の異なる約4種

位のイソバルスを産出する． このことは直翅目の

鮒節には触刺戟に応ずる数種の受容器が存在する

ことを想像させられる．触刺戟によって生ずるイ

ソバルスの特徴は， 1）刺戟の除去と共に直ちに消

失する． 2）此の刺戟によって生ずるイソバルスの

波高の最大なるものは自発性電位変化中の最高の

波高を示すものの約 2倍に達する．

3. 鮒祖節の化学的刺戟により現れるイソバルス

1)蒸溜水刺甑：鮒節に蒸溜水刺戟を与えると波高

約SOμV,最初の 1秒間に40，次の 1秒間に4~5，次

第に頻度を漸滅して 3秒間後には消失するインパ

されていないので我々は顧棚痙攣が有する体節波

及の機序を解明する目的で本実験を行った．実験

材料虹に実験方法として犬を用い，皮質運動領，

視床， レンズ核，尾状核，黒核にそれぞれ10彩ぺ

ソタ、Jシール注入を行い顧棚痙睾を誘発させた． こ

の場合の顧掘痙攣に体節波及を認め得るので，上

記皮質逓動領及び皮質下核の 1つを易l除し他の部
位を刺戟し痙攣を誘発した場合の体節波及の変化

を色々の組合せに於いてくわしく観察した．次の

如き結論を得たので御報告します．

1．皮質運動領，視床， レンズ核，尾状核，黒

核の刺戟によって，あらわれた痙攣に体節波及を

認める．

2. 体節波及を伴った痙攣が起るためには必ず

皮質運動領の存在が必要である．

3. 両側レソズ核を易0除すると，これより上位

の諸核刺戟で痙攣は起らない

4. レソズ核と黒核との間の連絡は主として交

叉性であるが，僅かながら弱い同側性の線維があ

る． この同側性線維は黒核でノイロ、ノを代えた後

橋脳で交叉する．

5.痙攣の体節波及ぱ錐体路と錐体外路との密

接な協同作用により起ってくる．即ち，痙睾の興，1

奮こしま錐体外路が，体節波及の発動には錐体路が

主導性を有する．

また著者は小脳性顔掘痙攣の体節波及に関して

は現在研究中であるが，その体節波及の伝導路は

主として小脳皮質より対側視床，尾状核， レ‘ノズ
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核にいたる．小脳性耀棚痙攣の体節波及と大脳皮

質運動領，赤核，黒核との関係については目下実

験中であるが，この結果も合せて御報告する予定

である．

111．寿原健吉・今井秀雄・伊藤弘多加（東京教育

大教育学部）

構誉機構に関する実験的研究（其の3)昔声直

視装置 Phonoscopeによる母昔，子昔について

の釈究 (2)

音声直視装置 Phonoscopeについては，すでに

報告した如く，聴覚的な音声を視覚的に表示する

装置である．

Phonoscopeは，音声波形の高低両音域に於け

る基線交叉周波数 zero-crossingfrequencyを2

つの variableとして，二次元的に音声を視覚的図

形叉は部位として表示するもので，普通に行われ

る周波数分祈よりはるかに簡単な分析方法である

が，音声を視覚的に職別する目的にはより適切な

方法である．

日本語母音については，略々確実にその視覚的

表示を行い得ることを知り，すでにその応用も行

っているが，時間的変化の要素が大きなfactorと

なる子音については，その視覚的表示に種々困難

を伴う．この点について，輝度高調その他の方法

を用いより充分な子音の視覚的表示を行うこと

について，種々検討している． 日本語子音につい

て，今日までに得られた結果について報告する．

192．伊藤員次・山田尚次（名大第1生理）

高温曝露による抗利尿性ホルモンの分泌

ネスドを高温に曝露すると血清の抗利尿作用が

強くなり，寒冷に曝露すれぼこれが弱くなる．後

葉の ADH量は冬季高温に曝露するといちじるし

く減少するが，温暖季高温に曝露してもほとんど

変化がないまた温暖季反復して寒冷に曝露する

と，後葉ADH量が増加する．おそらく高温刺戟

が ADHの分泌を促進し，寒冷刺戟がこれを抑制

するのであろう．そして温暖季には後葉のホルモ

ン産生能が尤進しており，分泌量の増加を補うか

ら，高温に曝露しても後葉自身のホルモ、ノ含量に

変化をおこさないものと考えられる．

なお高温環境において ADHの分泌が増加する

という考えを支持するいくつかの事実をあげると

共に，肝による ADH破壊に対して環境温度条件

がいかに影響するかについて述べる．

113．伊藤直次・有村章・木村光博（名大第1生

理）

ACTHの分泌に対する後葉ホルモンの影響につ

いて

epinephrineの投与あるいは疼痛，寒冷等各種

の stressによって副腎 ascorbin酸含量が著明に

滅少するが，予め pituitrinを与えてからこれら

stressを作用せしめた場合には副腎 ascorbin酸

の減少が軽度である．すなわち後葉ホルモンは副

腎皮質に対して抑制的に作用すると考えられる．

後葉ホルモンのこの作用は， oxytocinにはなく

vasopressinにある．

ACTHの投与によっても著明にascorbin酸量が

へるが，この変化は後葉ホルモソによって何等影

響されないこれよりみて，後葉ホルモソは副腎

皮質に直接抑制的に佑くものではなく，前葉に作

用して ACTHの分泌を抑えるものと考えられる．

114．安藤蜻華・荒木義為（名古屋市立大生理）

家兎耳下腺より抽出せる血清Ca低下物質
先に人の耳下腺唾液中には他の唾液腺唾液に含

まれない特殊な非蛋白性窒素部分が多量に存在

し，叉人の耳下腺唾液を家兎に注射すると血中Ca

濃度が低下することを報告した．今回は家兎の耳

下腺自体にも同様な物質が多量に存在することを

見出したので．それについて報告する．家兎耳下

腺のトリクロール酷酸溶解性窒素は 1200--:2000

mg/lOOgで，顎下腺の 200-400mgI 100gに比べ

て遥かに多量である．之を pH4-5に修正してア

ルコールを加えると多量の沈澱が起り，窒素量と

して 1000-1600mg/lOOgを得られたが，顎下腺

では殆ど沈澱は起らないこの物質の物理化学的

な性質については不明であるが，恐らく分子量の

小さい蛋白様の物質 (polypeptide)であると考え

られる．叉緒方ー派による耳下腺ホルモン（バロ

チン）は高分子のものであり，之とは別固の物質，

であろう．次にこの物質を抽出して家兎に注射し

血清中の Ca,クニン酸，蛋白窒素，血糖及び血圧

呼吸に及ぼす影響について調査した． このアルコ

ールに沈澱した物質は水に溶け難いので， トリク

ロール酷酸溶解性窒素部分を水流中で pH2~3]迄
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透析して滅圧濃縮した．注射量は窒素量として 2

-3mg/kgとし，同時に 0.9NaCI注射の対照実験

も行い，注射直前，注射後5時間及び24時間を夫

々比較検討したまづ血清 Caのみの実験では対

照例に比べて 5時間後で既に12劣滅少， 24時間後

では10劣の減少を認めた．次に Ca, クニ、ノ酸，

蛋白窒素及び血糖を同時に測定した．注射例では

注射後5時間， 24時間を注射直前と比較すると，

平均 Caでは10給 16劣， クニ、ノ酸では29%,41 

鈴，蛋白窒素11%,10％減少し，対照例でも多少

減少するが，注射例の方が蓬かに著しい血糖に

ついては個体差もあり多少減少するが有意義な差

は認められない叉血圧，呼吸に対しても変化は

認められない次に家兎血清 Caは遊離型（イオ

ソ）と非遊離型（蛋白質及びクニソ酸と結合）と

に分かれて居るが，以上の実験値から計算して見

るにイオヽノ量には殆ど変動が見られず減少するの

は結合型の Caであることが分った．

115．伊藤秀三耶・鈴木敬、（東京医大生理）

歯牙発育に及ぽす生理的諸因子追求に関する研

究llI'
演者は，先に自律神経緊張状態に於ける家兎切

歯出銀速度に就いて述べたが，此等自律神経中枢

の存在部位とされる間脳部位を Roentgen線にて

刺戟すると，捏賑速度は促進された．

次いで，椎骨動脈，頸動脈，下歯槽動脈の結紫 ＇ 

は出銀速度を抑制し，下蛍槽神経の切断では其影

響が認められなかった．

脳下垂体，甲状腺，耳下腺及び顎下腺の各々の

摘出では抑制的に，下垂体前葉ホルモソ，甲状腺

ホルモン及び耳下腺＊）レモン等の投与では促進的

に，下垂体後葉ホルモヽノの場合は，抑制的に佑き

副腎皮質ホルモ辺の場合には，認むべき変化がな

かった．

斯くて，此等ホルモソ物質が指牙出銀速度に対

し，血行を介し作用するものか，或は神経的な影

響が主なるものであるかに就いては目下実験を進

めてし、る．

116．三尾修一（東邦大生理）

睾丸の電気的変動に就いて

Mainini妍娠反応の機序を電気生理学的立場か

ら研究する目的で，この反応に関連のあると思わ

れる諸器管の常存電位の妍娠尿中の有効成分と見

倣されている絨毛性コ‘‘ナドトロヒツによる変化を

時間的に津跡する事を始めた．脳下垂体や腎上体

の電気的変動に就ては，目的が異なるが従来報告

されている．所が睾丸に就ては末だ報告されたも

のがないようなので，主として睾丸の常存電位の

変化を検べた．実験動物は雄幕及び雄蛙を用い

睾丸は生体のまま腹腔を開いて露出したもの及び

摘出したものに不分極導子 (Zn-ZnS04)を装置し

電位差計に噂いた．露出叉は摘出睾丸の電位を 5

分毎に約30分間測定した後に．物質を作用させ，

3分毎に電位を測定した．次に結果の大要を報す

る．

1. 絨毛性コ‘‘ナドトロヒ゜ンを作用させると，約

5~10分位で電位上昇する．平均電位上昇率は作

用前に比べ約30鬼露出睾丸の作用前の電位は平

均20mV前後，摘出睾丸で数mVである．但し冬

眠期の蛙の摘出睾丸の電位上昇率はやや異なる．

妍娠尿に就ては未だ試みてないが，この睾丸の電

位上昇を標識として Mainini反応と同じように用

い得るものと考えている．

2. アドレナリンを用させると約5分にて電位

上昇を見る．上昇率は約30%程度である．

3.卵胞ホルモン（オバホルモ‘./）を作用させ

た場合電位の下降を見る．

4.其の他のホルモン作用に就ては現在行って

し、る．

1 t 7．井川幸雄・森田忠治・中野昭一（慈大生理杉

本研）

動欝脈血糖差の研究

• （その 1)Insulin投与時及び Alloxan糖尿に

於ける動醇脈血糖差について

動脈血糖と静脈血糖との差（以下 A-V差と記

す）は，末梢組緑（主として筋肉）によって動脈

血中のブドウ糖が処理される割合を表現するもの

と考えられる．

我々 は，

1. Insulin投与によってひき起された低血糖．鼻

と，それに続く回復過程に於けるA-V差を検討す

るに，血糖値が急激に下降し，しかも静脈血糖低

下の勾配が，動脈血糖低下のそれよりも大で， A-

V差の漸次大きくなってゆく第 1期と，低血糖は

依然として持続するが A-V差は小さくなってゆ
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く第2期と， A-V 差は小さいままで漸次血糖値

の上昇してゆく第3期とを区別できた． 第 1期

の A-V差の増大は，Insulinが末梢に於ける糖の

酸化を促すことの端的な証明であり，第2期に見

られる A-V差の減少は，第1期の低血糖が所謂

I usulin antagonistic hormoneの分泌を促した結

果であり，第3期はこれら拮抗hormoneがInsulin

に優越してゆく過程であると考えられる．次に

2. Alloxan糖尿犬について，その初期高血糖

期，低血糖期，後期高血糖期のすべてを通じて

A-V 差の少いことを見た．初期高血糖の成因に

ついては， Alloxanが肝を直接刺戟するか，叉しま

glycogenolytic hormone を分泌せしめるとの解

釈が従来なされているが，我々の結果は．その

Alloxanが末梢の物質代謝を抑制することを推定

せしめ，この点Alloxanが組織 02消費量を減ず

るという報告と一致する．尚 A-V差の減少は低

血糖期に於て特に著明であった．叉後期高血糖期

にブトウ糖負荷試験を行うと，正常犬とは反対に

A-V 差の少い持続性高血糖曲線をえた．更に

3. 以上の諸実験に伴う血清無機燐 (P)の消長

は， A-V差の大なるとき Pの減少， A-V差の小

なるとき Pの増大する傾向を見た． これは糖の酸

化に当り，先づ燐酸化の起るためであって， A-V

差の消長に関する上述の見解をうら書きするもの

と考えた．

118．長田泰公・堀内敏耶・田多井吉之介（国立公

衆術生院生理衛生）

向副腎皮質ホfレモンの投与量と生理的友応示標

との関係

下垂体前葉から分泌される向副腎皮質ホルモン

(ACTH)は，副腎皮質機能検査法として臨床的応

用の機会が多いが，その生理反応をしめす示標の

＼ t 適否および各種の変動要因はその判定に深い影響

を与える．

ここに報告する研究は， ACTH投与量の変化に

応じて健康男子の体内に生ずる生理的変化を血中

好酸球数，尿中ウロペプシンおよび尿中 17,21-

hydroxycorticosteroidsレベルを示標として検討

したもので，その目的は，一定量のACTH投与で

生ずる個々人の生理的反応の差異を検出していわ

ゆる体質医学的分祈の資にすると同時に，大量の

ACTH投与が禁忌である疾病へのACTHテスト

の可能性を見出すにあった・

1.好酸球数の変動は，既報 (Jap. J. Physiol. 

1 : 328, 1951)の日内変動を考慮にいれるならば有

益な示標である．20I. U.ACTH検査時の変化を対

数にとり遂時的にみると，同一個人に検査を反復

しても傾向に変化がないから 1回のみで十分であ

り，健康者の傾向線の傾斜に大差がないため，本示

標の意義が再確認できた． ACTH量を10と5I.U. 

に減らすと好酸球威少傾向の傾斜が緩くなるがな

おその傾向が一定であるため． Thorn定法の代替

たりうると示唆される．

2. ACTH投与後の時間尿からウロペプシソ星

を測ると， ACTHにより相当増すことは認められ

るが，同一個人に反復した値とACTH投与の変化

に応じた値とからみて，意義は好酸球値に劣るこ

とが知られた．

3.尿中 17,21-hydroxycorticosteroid排泄量

にも，， ACTH 投与後にビークが認められ，これ

は ACTH注射後 2~4時間中の尿に最多であろ

が，数量的取扱に対してはやはり好酸球に劣る．

119．松岡脩吉•西川潰八・脇阪一郎（東大公衆術

生）藤井富哉・浅海昭男（日大術生）

工オジン好性白血球の減少機序

生体に Stressが加わるとニオジソ好姓白血球

（エ球）が減少する．これが減少するのは脳下垂体

副腎系ホルモンに因るばかりでないことは一般に

認められつつあるが，演者等は二球減少が如何な

る臓器で行われるかを遮求してその機序を究明し

ようとした．

モルヒネ及びウレタソで麻酔を施した犬に

・ ACTH 5-lOmgを生理的食塩水100ccに溶解し，

股静脈を露出して点滴注入した． これに要した時

間は30~60分である．股動静脈より採血しエ球数

を測定し， ACTH 注入前と，注入開始後4時間

目の値を観るに，明かに減少を示しているが，動

脈血の方が減少率が高い． ACTH 注入開始より

3時間目より開胸並に開腹手術を始めた．開胸術
を施す際は気管切開を行い経気管人工呼吸を行っ

た． ACTH 注入より 4時間後に，股動静脈，肺

動静脈，肝静脈，牌静脈，腎静脈より採血し，ニ

球数をしらべた結果，特に著しく減少を示してい

るのは肺静脈と股動脈においてである．即ち

ACTH 静注時のエ球減少は肺臓にて行われるこ
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とが分った・
ヽ

次に，前記同様に麻酔を施しておき，生理的食

塩水を同量股静脈より点滴注入し乍ら，開胸並び

に開腹手術を施した．手術前と手術開始より 4時

間目の股動静脈血を採り二球数を測定するに明ら

かな滅少が見られた．その減少率は動脈血の方が

甚しいことは ACTHの場合と同様である． この

工球減少期に股動静脈，肺勁静脈，肝静脈，牌静

脈，腎静脈の二球数を見るに，肺静脈，股動脈の

二球数は他の血中エ球数より有意に少い．即ち，

手術的侵襲の際のエ球数減少も肺臓にて行われる

こと、は ACTH注入時と同様である．尚，この際

他の末梢血液中に二球崩壊像は認められなかっ

た・

要するにエ球減少は肺臓に於ける抑尚によって

起るものと考える．

120．蘊田篤郎・横関珠治・向島迪（千葉大第2

生理）

副腎と交感神経機能

著者等は家兎及び犬に於て副腎易iJ出後，チフス

ワクチンによる発熱，寒冷による直腸温下降，或

は痛覚にもとづく循獨障碍の様相を検討し，次の

．如き結論に到達した．

副腎刷出後の生体防衛機能の瓦解は， stressに

際する循環・温熱中枢の機能不全に由来する．即

ち交惑神経系の機能は副腎の補佐の下に於て始め

て完全に営まれ，副腎敏損に際してはその独立性

がおかされる．副腎の第一義的意義はその髄質機

能にあり， sympatho-adreno-medullary-system

は1つの機能系を構成する．

121．蘊田篤郎・釜子博（千葉大第2生理）

ビダミン Cの糖尿作用）

著者等はビタミ、ノ Cがアロキサン家兎殊に副腎

易lj出アロキサン家兎に於て著明な糖尿作用を呈

し，その際尿中窒素，尿酸の排泄増加を来すこと

恰も Cortisone投与時の如くであることを見出

した．併しながらビタミン Cがインシユリン拮抗

性を示さないこと及びアロキサ、ノ家兎の血清アル

ブミソグロブリ、ノ比に一定の変動を与えないこと

はCortisone作用とは異るものである．之等はビ

タミソ c・蛋白質代謝の関連に於て極めて重要なこ
とと思われる．

122．酒匂規夫•佐藤宏・中神義男（千葉大第 2

生理）

寒冷血管友応に就いて

手指の寒冷血管反応出現は反射性機序によると

解されている．

演者らは局所手指の前条件を変えることにより

次の如き結果を得た．

1. ー指の反撥上昇の起る時期に浸氷水せざる

他指には反撥上昇は起らず，この時に浸すも反撥

上昇は始めと同様な経過をとる．

2. 加温せし手指と然らざる手指についての反

撥上昇の出現時間は明かに異なり，手指の予めの

加温は反撥上昇の出現を著しく促進する．

之らの事実より局在的な現象なることと考えよ

ってこの機序について造求する．

123．山本清（群大内分泌研生理）

組織電極霞位に対するコハク酸，マロン酸添加

の影響

組織の homogenateに浸した白金電極の示すい

わゆる電極電位の生理学的意義の検討のためこの

実験を行った．使った動物は主としてイヌ．組織

は主として新鮮な副腎である．実験結果は次のよ

うであった．

1．種々の濃度の副腎homogenateに，一定歓

のコハク酸を加えると，組織濃度の高いものほど

電位低下が著しい

2. 一定濃度の hemogenateに，種々の濃度の

コハク酸を加えると， コハク酸濃度の高いものほ

ど電位低下が著しい

3. Homogenateを者沸すると， コハク酸を加

えても電位低下が起らない

4. 一定濃度の homogenateに，一定濃度のコ

，，ヽク酸を加え，それに種々の濃度のマロン酸を添

加すると，マロ、ノ酸濃度の高いほどコハク酸によ

る電位低下が抑制される．

5.種々の濃度の homogenatevこ，一定量のコ

，，ヽク酸と，比較的少量で一定のマロン酸を添加す

ると，組織濃度の高いものほど電位低下が著し ，＇ 

し、．

6. Ca-, Al-ionを添加すると，コハク酸によ

る霞位低下が大となる．

以上の実験から電極電位を決定する要因として

脱水素酵素の activityが大きな意義をもつものと
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推定するというのは，以上の実験結果が， 1．副腎

のコハク酸脱水素酵素のactivityは比較的高いと

いうこと， 2.酵素は熱により容易に破かいざれる

こと， 3.マロン酸コハク酸脱水素酵素に対し co-

mpetitive inhibitionを示すこと， 4.Ca-, Al-ion 

はコハク酸脱水素酵素の activityを高めること等

の既知の酵素学的知見とよく一致しているからで

ある．

124．桂博澄（群大内分泌研生理）

イヌ諸組織のコハク酸脱水素酵素（：：対するThy-

roxinの影響、

大脳皮質，心，肝，副腎皮質等の homogenate

で，その中のコハク酸脱水素酵素に対する thyro-

xin•の影響をみた．実験は Potter等のに法より，

Warburg 検圧計を用いて行った．

1. 心のコハク酸脱水素酵素の activityvま甚だ

高いのであるが， thyroxin（終末濃度） 5rlccでは

わづかに抑制，叉は変化なく， 3r/ccで変化なく，

lr/ccで促進の結果を得た・

2. 脳については thyroxinの終末濃度4及び

10r/CCの濃度で実験した所， 4r/ccで促進， 1Or/cc

でわづかに抑制を見た．

3. 肝では4及び 6r/ccで促進， 20r/ccで抑制

を見た．

4.副腎皮質では4r/ccで明らかに促進， !Or/cc

でそれより程度の弱い促進がみられた．

KCI, NaCl等を系に加えて，コハク酸脱水素酵

素のactiyityを低下させたものにthyroxinを佑か

せると，促進叉は抑制の効果が明瞭に現われた場

合（脳，副腎皮質）があった．

125．田中育耶・中村照夫（長崎大第1生理）

副腎 Adrenaline分泌に対する Tetra ethyl-

ammoniumの麻痺作用

自律神経節遮断剤であるところの Tetraethyl-

ammonium (TEA)が，副腎髄質の Adrenaline分

泌機能に対して，麻痺作用を有するか否かを定量

的に検べるために，次の実験を行った．

即ち，実験動物としては Evipan'-sodium麻酔

の犬を用い，腰部切開法で開腹することなく，副

腎静脈血を集めて，その中の Adrenaline含有量

をBloor-Bullen法で化学的に定量し，体重1kgに

ついての其側の副腎に於ける毎分の Adrenaline 

分泌量を算出した．

Adrenalineの分泌を促進させる目的で AcetyJ-

cholineを2mg/kg静脈内に注射したが，極めて著

明な分泌の増加が見られた．次に体重 1kgにつき

10mg-20mgの TEA (Etamon chloride, Park 

Davis)を静脈内に注射して後，前と同量の A~ 

tylcholineを注射したが，此の場合分泌は全然増

さぬか或は云うに足りない程度の分泌増加を見る

に過ぎなかった．．

此の結果から， TEA~ま自律神経節の神経細胞

に対すると同様に，副腎髄質の細胞をも麻痺する

もの文凌あることが判明した．

126．尾崎悛行（長綺大第1生理）

仔犬の副腎の Noradrenaline含有量に就いて

幼弱動物の副腎抽出液中のNoradrenalineに就

いてはShepherd& westの研究によると，猫，家

兎，モルモット副腎に於いて幼要動物の方がより

多くのNoradrenalineを含んで居るが，犬，鶏で

はかような事実は見出されなかったという．私は

仔犬の副腎に関して Shepherd等の成績を確める

ため次の実験を行った．

仔犬の副腎を4劣の三塩化酷酸で抽出し，その

抽出液中のNoradrenalineと Adrenalineの分離ヽ

測定を私共が既に発表した過マンガン酸加里法を

用いて行った．

実験成績は下記の表に示してあるが，仔犬の副

賢はShepherd等の報告と異なり，成熟犬の値に

比しかなり多量の Noradrenalineを含んで居る事

及び，生後2~7日の仔犬の場合が20~30日の場合｀

よりもNoradrenalineの(Noradrenaline+ Adrena-

・line)に対する percentが大であることが認めら

れた．

mg/g副腎
仔犬の
生後日数 Adrenaline Noradre-

naline 

2~7 0.15-0.33 0.25--0.93 
(0.25) (0.49) 

20~30 0.26-0.63 0.14-0.66 
(0.47) (0.35) 

成熟犬＊ 0．47~1.60 0.11-0.27 
(0.87) (0.18) 

＊第29回日本生理学会総会発表

Per cent 
Noradre~ 
naline 

52-74 
(63) 

26~52 
(42) 

7~29 
(18.5) 

127．鈴木達ニ・田中育郎・鎧川親正（長諭大第1

生理）
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無麻辟犬に於ける副腎皮質ホルモン分泌速度の

測定

副腎皮質ホルモンの分泌速度に関しては， Vogt

がChloralose-Ether麻酔犬で測定したところによ

ると，副腎静脈中の皮質ホルモンの量は血漿 lee

につき2-12gの副腎組織に含まれるものに相当し

約 (10;._60μgのCortisoneに当る）， 1日に10kgの

犬の両側副腎より分泌される皮質ホルモンの量は

平均値で計算すると，副腎17,300gに含まれるも

のに相当すると云う．然しかような値については

Vogt 自身も述べて居るように，実験が麻酔，開

腹の如き特殊な条件下で行われて居るので，其の

影響が及んで居ることを考慮せねばならない

私共は正常に近い状態に於ける皮質ホルモンの

分泌速度を測定することを試みて見た．即ち佐武・

菅原・渡辺の方法に従い，予め脊髄後根 (Du-Ls)

を切断しておいた犬で無麻酔，無固縛，無開腹，

無痛で副腎静脈血を採った．此れにより副腎の血

流量を知ると共に，其の血漿中の皮質ホルモンの

量を二十日鼠肝糖原沈倍法 (Venning,Kazmin & 

Bellの方法）を用いて生物学的に測定した．比較

基準には， Cortisoneacetateを用いた．尚副腎髄

質からの Adrenalineの影響を避ける為に犬の内

臓神経は切断しておいた．

私共の実験成績では，副腎静脈中の皮質ホルモ

ン量は少<,Venning等の方法で測定し得る最小

限である lμg以下であった．

次に寒冷刺戟が皮質ホルモ、／分泌に及ぼす影響

を明らかにするため，犬を冷水中に浸し体温を著

しく低下せしめた後，副腎静脈血を採り皮質ホル

モソを定量し，分泌速度を算出して見た．此の場

合著明な分泌増加が認められ，中には血漿 leeが

13μgのCortisonacetateに相当し．体霊毎kg毎分

の分泌速度は一側副督で 2μgのCortisoneacetate 

に当る例もあった．

128．吉村寿人・千早卓耶・古志谷淳三•井上太耶

豊木 実•松田太耶・小森敏男（京都府立医大生

理）

高温馴化時の細胞外液相

著者等はさきに発汗時の皮膚Cl濃度の消長につ

いて研究し，これが発汗に伴って上昇すること，

この上昇の程度は冬期よりも夏期に於て反って減

ずる事を見た．そしてかかる季節変化は，高温馴

化機転によって発汗時に組織細胞内より細胞外へ

水分の放出せられる為であると報告した (1952).

今回はこの考えを確める為に約6名の被検者につ

いて冬期に於て約 1~2週間に渉って毎日30℃の

高温室に宿泊せしめ，且約1時間づつ45℃温水に

足をつけて発汗せしめて高温に馴化せしめ，この

場合の皮膚Cl濃度や SCN間隙全血清量等を検

してその細胞外液相の動きを検討した．その結果

発汗実験時の総汗量は漸次に増大し，汗Cl量は減

少，脈数の充進も少くなり，高温馴化態勢の成立

が認せられた．

この頃になると発汗時に見られる皮胸組織Cl濃

度の上昇も漸次に不顕著となり，叉発汗時の血清

CI濃度の上昇や血清蛋白濃度の上昇も減退の傾向

を示した．其他細胞外液相や全血清量等も亦高温

馴化に際しては増加しており，高温馴化時に体内

水分保有の傾向の増した事が明かである．伊藤に

よれば発汗時にはADHの分泌が増加すると云い

叉小森はDCAゃPituitrin注射によってCI間隙が

著明に増加する事を証明している．之等の事より

考えれば，高温馴化に際する水分保有傾向の増大

や発汗時のCI濃度上昇の抑制等に対しては此等の

ホルモソが霊要なる役割を果しているものと考え

られる．

129.緒方維弘・群延夫・渡辺敏（熊本大体研）

温覚並びに熱縞覚麟値を変動させる因子につい

て

勝木保次氏考案の照射痛覚計を用いて温覚及び

痛覚を生ずるまでの時間及び投射熱量を測ること

によって温覚並びに熱痛覚閾値を測定し，これに

影薔を及ぼす諸因子について検討した．

｀ 1． 自然成行の室内で時服下で測定すると両者

とも寒い時ほど閾値が高いが，人工恒温室内で皮

膚温を一定に保った状態で測ると季節的差異は認

められない

2. 10--14才， 24--40オ及び65オ以上の 3群の

被検者について同一条件に測定すると両閾値とも

少年群が最も低く，老年群が最も高い

3. アドレナリ、ノ及びピロカルピソを注射し全

身にその反応を現わしておるような場合でも叉ー

側胸部に強い圧力を加えても両閾値には認むべき

変動はない

4.身体が鬱熱に傾いた時ほど両閾値とも低く
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なる．

5. 結核患者でも平熱時では両閾値とも健常者

と認むべき差異はないが，躙患者ではその感覚が

末だおかされていない皮膚面においては大きく低

下するのが普通であって，殊に痛覚閾の低下が著

しし‘・

6.悪寒を伴う昇熱期と温感を伴う下熱期では

当該時の体温は同高であっても後者において痛覚

閾が低下することが認められ，このことは訊痛覚

と冷痛覚との間に何らかの性格的差異が存在する

ことを想像せしめる．

130．緒方維弘・上田健一郎•佐々木隆（熊本大

体研）

酒精婿取の発汗を中心とする身体諸機能に及ぽ

、す影響

酒精を摂取すると，摂後20~30分を極とする一

過性の発汗性尤進が現れる．この期には末だ血中

酒精濃度は必ずしも著しくは上昇しておらず，呼

吸商も低下していないが，瓦斯代謝や脈拇数は増

進するのであるから，これは酒精自体に因るより

も神経反射性の発汗尤進であると解する．ついで

酔が頂点となる頃に発汗の著しい抑制が現れるが

この時斯は呼吸商の最低下期と一致し．血中酒精

涙度の最高期はこれよりも先行しておるのが普通

である．血中酒精濃度が順次低下し，呼吸商も再

び上昇する頃から発汗性は最も著しい尤進を呈す

るが，これは酒精により抑制された発汗中枢の恢

復期に於ける反撥I生機能充進か，或はかかる時期

には発汗中枢の抑制は解除されても，尚上位に存

する発汗抑制中枢の恢復遅延の何れかに因るもの

と推察する． このような反応は摂取酒精量及び被

検者の耐淵量により軽璽の差を生ずるが，概して

薄い酒精を摂った時の方が血中酒精濃度の上昇が

早く，短時間中に反応が経過するのが常である．

尚全経過を通じて瓦斯代謝と発汗性の消長は必

ずしも並行しないが，酒精摂取時には多量の排を

伴うのが普通であるので身体よりの水分逸出と瓦

斯代謝の消長をも検した．

131．緒方維弘・中山要（熊本大体研）

身体の一部血行停止が発汗機能に及（ます影響

身体の一部の血行を停止させると，その部の発

汗は漸次滅少し，血行停止部以外の全身の発汗しま

いちじるしく増進する．血行恢復後に於いては，

血行を停止せる部位の発汗は発汗高度たる時は血

行の復旧とともに迅速に増進して旧位に復するを

常とし，発汗中等度なる時はかえって一時いちじ

るしく減少ししかる後旧に復する．他の皮胸面の

発汗は，血行開通後にすみやかに減少する．この

ような現象に関連してはかって私等の一人緒方及

び市橋 (1935),Randall. Deering & Dougherty (1 

948)等も記載しておるが，何れも発汗に及ぼす物

質の産生を推定している．私等は更にかかる物質

の存否を質し，つづいてその性状についての検討

を行った．

132．滝田、満・船渡坦•金沢三郎（東北大第 1

生理）

軸索友射性癸赤並びに軸索友射性発汗と抗ヒス

ダミン剤

実験は，前膊にバソド法を用いて行った． His-

tamine 10丑の皮内注射による発赤は，注射後 4

~6分で最大に達し，後次第に減退し， 60~90分

で消失した．之に対し，Neoantergan10-3vま完全

に， 10-4は中等度に抑制効果を示し， 10-5は無

効であった． Benedryl も上記の濃度で夫々，略

同程度の効果であった・

MK-02 (Merck)は， 5x_l0-4, ・ 2 x l0-4で夫々

中等度並に軽度の抑制を示し， 10--4 に無効であ

った． Neoanterganの抑制効果は，同一濃度の

Benadrylに梢々まさり， MK-02の効果は両者よ

り弓恥ヽ． この軸索反射の通路並びに効果部に於て

は，上記の薬物は無効であった・

Nicotine 10-5及び4彩 NaClの皮内注射による

軸索反射性発汗は， 10-4Neoanterganで， 10-4

Nicotine及び 10-4Acetylcholineは， 10-3 Neo-

anterganで完全に抑制された． Neoanterganの抑

制効呆は，同一濃度の Benadrylに比べて梢々劣

る．然るに， MK-02は5X 10-5で10-5Nicotine 

の発汗を完全に抑制した・

以上の結果より見れば，此等の薬物は，軸索感

受部を麻痺し，その抑制効果の順位は，軸索反射

性発赤の場合と逆である．

133．及川昌耶・和田正男・栗林一郎・呆沢小四耶

（東北大第1生理）

軸索性発汗と Na-ionとの関係

ざ；了定洩t
/̀ 9 
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軸索反射性発汗を起す濃度の NaCl及びnicoti-

neを混じて夫々 4劣及び10-5!こなる様にし，之

を前膊皮内に 0.2cc注射するときは，軸索反射の

時間的経過並に程度は nicotine10-5 (0.9妬NaCl

溶液とす）を単独に注射・した場合に近く，時間的

経過は NaCl4妬よりも明らかに短縮した・

Nicotineの代りにacetylcholine(2 x 10-4)に就

いて同様の実険を行ったが，この場合もその効果

は acetylchoiine単独の場合に近い

Nicotineを葡萄糖或は庶糖の等張液に 10--5tこ

溶かした場合には nicotineの軸索反射性発汗は起

らない． 0.9彩 NaClと上記糖液を 1:4に混ぜた

場合は効果がないか或は極軽度の発汗を起すが，

1: 3ではかなり著明な発汗が起る．

軸索感受部にimpulseが生ずるためにNaが重

要なイオソであることを知った・

尚猫足臨でも nicotineの 0.9妬NaCl溶液で軸

索反射性発汗が起るが汗腺に直接作用して発汗を

起す nicotineの濃度は 10--8~10-10で10-6atro 

pineで完全に抑制されるが 10--shexamethonium 

や10-4dihydroergotamineでは抑制することが

出来なかった・

腺と同じく，有効な成分を分祗する塑から，大量

の水を分泌する型へ進化したものであって，現在

では他に比類なき大量の分泌を行いうる人類の一

般e腺の型にまで達したものと推される．斯の如

き進化の形式は無顆のものであろう•

汗腺の分泌神経は総て交感神経であるが，その

性質が，上述の進化に適するように進化した．即

ち原始的の汗腺ではadrenergicであって，恐らく

血管収縮が併発するものであったが，進化した汗

腺では cholinergicとなり， adrenalineには反応

しなくなった．叉汗腺細胞は最初 ,adrenalineに

のみ反応するものであったが，後には acetylcho-

lineに反応する性が出来た・最進化したe腺細胞

にも前者の性がなお遺存しているので， adrena-

lineは直接汗腺に作用すれば，局所発汗をおこす

のであある．

134．久野寧（名大生理）

発汗器管の進化に関する考案

汗腺はa腺と e腺とに分類されているが，伊東

俊夫等の研究により，この両種には分泌機構上根

本的の差なきことが明かとなり，一方a腺のうち

には腋臭腺と非腋臭腺との別があり，叉福木晟の

研究により e腺のうち掌眠の腺と一般皮面の腺と

は胎生学的に全く異ることが認められた・

分i必力からみれば，腋嵩の a腺は分泌速度が低

いが，馬の如き動物の汗腺はa腺ではあるが速度

が大である．叉掌眠のc腺は速度が小であり，一
般皮面の e腺はそれが大であって，後者の分泌速

度は他の汗腺並に他のいづれの腺のそれに比し数

十倍である．

分泌物の性状から云えば， a腺の分泌物は濃厚

であるが， e腺のそれは極めて稀薄であって，後

者は全分泌液中最稀薄である．

以上の所見を概観すると，汗腺には根本的の種

別はなくて，腋寓a腺と一般e腺とを両極端とし

て，その間に種々の移行型がある．そして後者は

最も進化した汗腺と思われるので，汗腺は一般の

135．田中正已（三重大術生）

発汗機能の性的差異

先に著者は成人の発汗機能の性的差異に就き発

汗開始時間は女子が大であり，最高発汗時の単一

汗腺分泌能力は女子が小さい事を報告したが，そ

の後の研究によれば小児と老人においては上記発

汗機能の性的差異はみられなかった．そこで成人

にみられる発汗機能の性的差異が性ホルモ、ノに原

因するや否やを検するため， 70-80オの老年男女

につき，男子にはテストステロンプロピオネート，

女子にはオバホルモソベ‘ノツアートを毎日1mg連

続20日間投与し，その間の発汗開始時間，汗量を

測定した・それによると男子では発汗開始時間の

短縮，汗景の増加をみとめ，女子では注射の影響

は現われなかった．これにより男性ホルモソには

•発汗を促進する作用のあること，従って成人の発

汗機能の性的差異の原因には男性ホルモソも関与

していることが考えられる．

136．大原孝吉（信州大生理）

体温調節中枢を刺激する動機に就いて

体温調節中枢の刺激が皮膚温度感覚に基く反射

性のものか或は中枢を循環する血温の変化であか

を知る為に家兎を用い，その脳血行を種々に変化

し，或は皮膚に種々の温度刺激を与えその際視床

下部温 (H.T.)，直腸温(R.T.)，耳の皮膚温 (S.T.)を

熱電対に依り測定し且呼吸頻度(R.F.）を記録し之

，
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等血管反射及び呼吸反射と視床下部温変化との関

係を探索した・

1．頸動脈を diathermy装置で加温し，最高

3.5℃ H.T．を高めるに， S.T.,R.F.の上昇増加が

見られるが， この反応は H.T.の上昇と同時に現

れ，且一度ぴ両反応が現れた後では H.T.の変動

に応ずる両反応の変化は可成り敏感である．

2.頸動脈加湿冷却装置を用い0.25-0.70℃の

範囲に H.T・変化を起すと，之に平行して S.T.

は0.10~1.80℃,R.F.は12~36炭の変動を示し

た．

3.室温を高め動物に全身的に皮膚に温感を与

えた． R.T.vま室温上昇時急激に下降し室温降下時

上昇する． H.T．は軽微乍ら大体 R.T.と一致して

変動する． S.T.,R.F.は H.T．変化と殆んど無関

係に室温変化に平行して変動する場合もあるが，

叉 H.T・変化と一致して，例えば室温下降時H.T.

が急激に上昇する場合之に伴って増加上昇する場

合もある．

4.温，冷水を入れた氷嚢を皮膚に当て局所的

に温度刺激を与えると H.T.vま21例中14例では予

想の如く冷却実験では下降（最大0.5℃)，加橿実験

では上昇（最大0.35℃)し， S.T.,R.F.は之に伴い

下降乃至上昇した．然るに残り 7例では刺激の種

類と H.T.昇降との関係が全く上と逆になる．こ

の場合でも S.T.,R.F.は H.T.と平行して上昇

或いは降下する．尚冷却を永く続けると約15分に＇
I 

1回の割で H.T.vこ波動的変化が現れ，之に伴い

S.T., R.F.も変化する．

5.温調節中枢にたいし皮膚の温度感覚はその

刺激となり得るが，また中枢の灌流血温の変化も

刺激となり得0.10-0.30℃の中枢、温の変化で皮膚

血管反射及び呼吸反射が起され得る．

6.温中枢に対する血温変化の影響は血湿の絶'

対的高低よりその変化の速度に依ることが多い・

7.視床下部温が皮膚温度感覚が刺激となって

反射的に（恐らく）変化せしめられ，この中枢温

変化が温中枢を刺激し種々の温調節及反応を現す

場合が考えられる．

137・新田初雄・猪飼公耶（名古屋市立大生理）

体臭に関する研究イオン交換樹脂による発臭

物質の吸着について

前回は体臭の要素と推定される発臭物質の中，

主として腋汗，恥垢，耳垢及び頭脂の低級脂肪酸

について，その炭素数の相違と不飽和度の相違が

腋臭者と非腋臭者とに於ける臭の相違に関連ある

ことを報告した．然し腋臭成分にはこの他にアム

モニア，揮発性塩基等があげられており，叉糞便

の臭は脂肪酸，インドール，スカトール， メチル

メルカプタン，硫化水素等に由来することが知ら

れているので，今回はこれら発臭物質のイオソ交

換樹脂による吸着並にその作用機序について，試

験管内及び生体実険を行ったので，それについて

報告する．

試験管内実験に於ては低級脂肪酸はアニオソ交

換樹脂により，アムモニアはカチオソ交換樹脂に

より，インドールはアニオン及びカチオソ交換樹

脂の熟れによってもよく吸着される．中性塩（例

えばNaCl)を含む腋汗，糞尿はアニオヽノ及びカチ

オン交換樹脂の混合併用によって，アルカリ (Na

OH)臭叉は酸 (HCl)臭を生ずることなく吸瘤除去

された．次v之腋臭者を対称として，アニオン及び

カチオン交換樹脂の混合粉末をその腋寓に適用し

た・散布後直ちに殆ど完全な脱臭効果が認めら

れ，粉末が腋腐に附藩してある限り，効果の永続

性が認められたので，粉末の附着を増強する目的

で非イオヽノ性界面活性剤（ボリエチレングライコ

ール， メチル七ルローズ， ツイーン，スバン等）

を基剤として，イオン交換樹脂のクリーム及びロ

ーシヨンを作り，一層良好な脱臭成果が得られ，

然もこれらの基剤は主剤の有するイオソ交換作用

を低下せしめることなく，且その蕃透，分散力に

よって主剤の量を節約することが出来た・

この実験からイオン交換樹脂の脱臭に関する作

用機序は汗の分泌を止めるのではなく，その臭み

．を吸着除去し，併せて汗の pHを正常に保ち，細

菌の発育を妨げて汗の分解，腐敗を防ぐにあるも

のと考えられる．尚臨床的に腋臭症，足蹄臭汗症

其他悪臭を伴う諸疾息，病室に於ける便器の悪臭

等の吸薔除去に効果あるものと思考される．

138・藤森聞ー•本間伊佐子（国立東京第 2 病院生

理）江部充（同婦人科）

皮膚電気友射の測定法の比較

皮膚電気反射 (galvanicskin reflex)の測定法

には通電法と電位法とがあるが，その何れが如何

なる特長をもち，その量的計測はどうするか等の
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問題を追求し，その応用面を開拓するのがこの研

究の目的である．

1・通電法について夫々左右の手掌と前膊に電

極をつけ，これら 2個の Vibrator-Fに接続して

左右の反射曲線を同時記録しながら，ー側の回路

の電流値を 50μAから 300μAまで階段的に変え，

他側の電流値を一定に保って左右の相対応する反

射曲線を比較した結果， 1）左右手掌からは1対1

の対応をもって反射が現われる． 2）電流値を増す

と僅かながら潜伏時は短縮し頂点時は延長し，電

流変化分としてみた振幅は増す．等電流自体が反

射曲線に影響を及ぼすことを明かにし，結局通電

法における定量的検脊は困難であることが判明し

た・

2.電位法の場合はどうであるか．これを追求

するために，時定数0.2秒及び 1.5秒で電位法によ

る反射曲線が記録できるのみならず．時定数0.2

秒， 1.5秒， 3.0秒及び Wheatstone-bridgeに接続

して直結増幅記録のできるイソク書き 2-Channel

装置を試作し•この方式をまた氾8-Channel脳波装

置に組込み，主として20オ前後の女子20余名を対

象として手掌，手背，前膊の数ケ所から通電法，

電位法の種々の方式による反射曲線を同時記録し

て，比較検討した結果， 1）反射曲線の記録には通

電法，電位法を問わず増幅器の時定数は 1.5秒以

上が望ましい 2)電位法によってみると冬季手背

等からも案外反射がよく現われる． 3）その結果電

位法においては反射曲線が屡々 2相性， 3相性と

なり定量的計測はこの場合も仲々容易ではない等

の点を明かにすることができた・

3. この8-Channel装置を用い，左右手掌，手

背につき高木教授の一側圧迫の皮膚電気反射に及

ぼす影響を検討した・

139．大坪孝彦（国立相模原病院生理）

皮膚電気友射に及ぽす薬物の影響

皮膚電気反射は局所汗腺により著るしく影響さ

れ，温度並びに電流の影響も見出されている．こ

こには反射に及ぼす薬物の影響を見るため，夏期

及び冬期の 2期において，健康青年男女44名を対

象として121回の実験を行った・電極はZn-ZnS04,

Kaolin電極を用い，その 1つを手掌乃至手背に他

を前腕部又は口腟粘膜に装置し，•これを左右別に

夫々ほぼ同じ感度の2個の Vibrator-Fに誘導し

て2つの所謂単純回路を形成し，ー側（左側）の反

射を検側とし他側（右側）を対照側として左右同時

記録し，検側にはビロカルヒ゜ソ，アドレナリン，

アトロビソの如き薬物を皮内注射，電流輸送して

左右の反射を栢互に比較検討した・

夏期ー側手背のヒ゜ロカルヒ゜ソ注射部位から反射

が現われ， ヒ゜ロカルヒ゜ン電流翰送後の手掌反射は

大きくアトロビン輸送後の反射は小さく芯るか或

いは全く消失するが＇冬期は手掌，手背とも薬物

の影響は見出されなかった・

以上の差違は夏期，冬期における局所汗腺の興

奮様式の相違によるとみられる．

翰送に用いたピ ロカルピ ン， アトロヒツの濃度

が高い方がその影響の大なる傾向が見られ，輯送

に用いた局所電流の影響を分離実証し得た・

140．犬塚貞光 C九大第2外科）

生体代鰤I：：於ける胃の生理的意漉

胃の個々の機能については，分祈的な研究業績

は枚挙に遣がない然し生体諸代謝に於ける胃全

体としての意義を究明する為には，胃全摘術後の

脱落現象の研究が是非必要となる・教室では過去

10年以上に亙り無胃患者 (160例以上）の多数長期

生存例（最長10年以上）に就いて約30名の共同研究

者が夫々系統的な研究を行い，他方胃全摘犬に就

いても実験をすすめ，従来胃機能の分析的な研究

と表裏をなす興味ある事実を多数明かにした・

即払胃全摘の結果腸内細菌相に変化を来し

（楠），大腸菌が小腸上部に迄上昇繁殖して腸内腐敗

硯象の増加を招来する結果，有毒性の蛋白質異常

分解産物が吸収されて肝機能障碍が起る（岡田）．

胃内因子の消失により術後一定期間を経て悪l‘生貧

血の現われる事を明かにした（有吉）．券唐質の憩速

な吸収の結果高血糖が出現する（鶴丸•清水）．蛋

白質の消化吸収面にも梢々障碍があり更に血中ア

ミノ窒素濃度の変動にも異常が認められる（鶴丸．． 

油屋・犬塚）．叉脂肪の消化吸収にも相当の障碍が

起る（田中・油屋）．即ち三大栄接素の代謝面には

何れも異常が現われる．

更に胃全摘患者では一定の生活環境下で蛋白質

代朔障碍の結果，浮腫が現われ（鶴丸），叉食事時

間が遅延すると低血糖様症候群を呈し易くなる

（清水）・其他或程度の脂肪摂取により下痢をし易い

（田中）事や肝機能障碍（岡田），食後肝グリコーゲ
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、ンの時間的消長（権蕨）等に徴し，胃を失えば生体

の予備力が低下し，異常環境に直面すれば生活に

破綻を来し易い状態にある事を証明した・

多年の綜合的研究の結果収め得た臨床的並に動

物実験的な研究結果に立脚し，胃は生体の諸代謝

生理に於て極めて大きな意義を有する事を報告す

る．

141．国井悦子（神戸医大産業医学）

基礎代謝及び安醇時代謝用の新しいガス代謝測

定法

基磯代謝及び安静時ガス代謝測定に際して，患

者新生児小児の如き不馴れな被験者におこる欠陥

は， 1）開放式循環法使用の際の一種のマウスピー

スの使用， 2）全身が循環の内部に閉ぢこめられた

時に起る閉鎖式循褒法使用の際の温度調節等であ

る（この方法は大人以外の被験者を扱う場合に必

要である）．

現在の研究では，全頭部若しくは上半身を覆う

為の頭布様の道具が（吏用されな頭布は各辺が100

cmなるナイロンシートである．それに蛇管が任

意の位置に連結され，使用に際してはその連結管

は被験者の口の恰度前方にある様にする．そのナ

イロンシートは大人の場合には全頭部を覆ぃ，小

児新生児の場合には上半身を覆い，前者の場合に

は紐で頸の廻りに軽くくくり，後者の場合には腹

部をかる＜張る．連結管の遊離端はブロワーの吸

引口にうなく｀．ブロワーの吸引口につなぐブロワ

ーの流出口にはよくバランスのとれた大きなスピ

ロメーター（現在は 150lの容量）が連結される．

ブロワーが活動を開始すると，ゆる＜結ばれたナ

イロンジートの間隙をとおり，新鮮な空気が流入

する．その時には呼吸は完全に障碍されない．ブ

ロワーの呼出量はスピロメーターにより測定され

労研式ガス分析器で分析される．たとえ呼気が新

鮮な空気によって十倍に稀釈されても満足な結果

が得られる．

142．川端五耶・重松保彦（山口医大生理）

過剰炭酪ガスの吸入が人体に及ぽす影響C続報）

1. 6~10劣の炭酸ガスを含む空気を10乃至90

分，安静椅坐で吸入せしめると， 8彩以下では60

分以上吸入を継続し得て，肺胞空気炭酸ガス分圧

分時呼吸量は定常水準を示すが， 9～10劣では苦

痛の為11分以上吸入し得ない

2.精神作業能（連続加算法を主として用い，

時に応じ閃光閾値の測定，オーデイオメーターを

使用）の低下の限界は 7~8鈴で， 9彩以上は著

明に低下して，意識喪失の 1歩手前の状態に陥

る．

3.苦痛としては，吸入中の頭痛，頭重，吸入

後の寒気等で，皮膚温の測定より見て，血管の拡

張，収縮に関係があるので無いかと推測せられる．

143．坪井実•石母田稔•佐々木脩・鈴木将

夫・浅JII裕公（慈大生理杉本研）

純酸素吸入の運動代謝に及ぼす影響について

前会には純酸素吸入が安静時の呼吸ガス代謝を

完進せしめることを報告した．これの原因として

還元 Haemoglobinの滅量が，組犠の代謝過程を

刺戟するためと考えたが，結果的には血液並びに

組織の酸素分圧の上昇が考えられる．

今回は純酸素吸入によって運動時の代謝が如何

に変動するかを検討しようと企てた．連動前に酸

素を吸入させる実験は，既に L.Hill, P. V. Ka-

rpovich, A. V. Hill, E. Asmussen, A. T. Miller 

等によって行われ，かかる処置によって，測動能

率が向上し，運動による呼吸困難や心臓障碍をあ

る程度回避し，乳酸の生成を抑制し，叉その除去

が促進せられることなどが知られている．私共は

運動前のみでなく，運動中並びに連動後にも純酸

素を吸入させて，夫々の連動ガス代謝の変化を比

較検討すると共に，筋活動に伴う血中k並に乳酸

の変動をも追求したので，その結果を報告する．

144．山岡誠一•吉岡利治（京都学芸大保健体育）

宇佐美駿ー・大柴進（京都府立医大生理）

青少年期の榮養と発育に関する研究（第 1蔀），

発育期の青少年に栄養を充分に補給した場合に

身体の発育に如何様な影響を及ぼすかを考寮しよ

うとした・

先ず発育末期にある京都学芸大学寮生 (18, 19 

オ）を被検者（運動部に属し毎日強度の身体運動を

行っている学生5名と，平素特別に運動をしてい

ない普通学生5名） とし，寮食（平均1850kcal，蛋

白70g摂取）の他に，毎日の熱量出納を補って尚

10~20劣過剰になるような熱量 (600-1300kcal,

蛋白30-40g)の補食を行わしめた・一方寮食を主
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とし，自由補食の可及的に少い学生10名を対照と

してこの 2群の青年について2ヶ月に渉って発育

の推移を観察比較して，過剰食によって何程の発

育促進を来すやを検討した・その結果1日の余剰

（叉は不足）熱量lOOkcalの補食によって体璽13gの

増加（減少）を来すことを確めた．而して窒素出納

を検した結果によればこの体重の増加は主として

蛋白の蓄積に基くことが明かとなり，叉吸収され

た訊量の蓄積率は約22劣（体重増加分率の固形成

分を30%とした場合）乃至29鈴（同じく固形成分

紐0彩と見た場合）であることを知った・

次に形態的測定においては，給食学生では幅育

において増加の傾向を示し，ローラー指数では栄

養状態の良くなっているのを認めたが，対照とし

た寮食組では増加を認められなかった．筋力や肺

活量の機能的面では，対照組では実験末期(7月上

旬）では初期 (5月中旬）より低下の傾向（気候

の影響と思われる）を示したが，給食紺では大差

はなかった・

145．渡辺俊男・山崎美智枝（お茶の水女子大体育

生理）

女子運動競技のエネルギー代謝に就いて

従来男子に就いてはあらゆる‘運動競技のエネル

ギー代謝の研究が行われていたが，女子の述動競

技の現状を知るために， 1952年体育学会に於て女

子の行う種々な学校ダソスの.::e.ネルギー代謝に就

て発表した．このたびは更に範囲を広めて 1~12

の様な運動競技についてのエネルギー代謝を測定

した・

番
号
一
ー

2

3

4

9

0

1

2

 

1

1

1

 

各種連動競技のニネルギー代謝

運動競技種目 R.M.R 1時間に換算
した熱量

ラヂオ体操（第1) 3.13-3.32 100.52-130.60 
徒手体操 6.37-8.81 216.60-299.68 
国体団体々操 9.13-9.63 302.10-335.25 
なわとび 8.24-lC.O 290.31-422.87 
スケーターワルツ 9.10 280.12 
ダ青葉の笛 8.07― 
5ン｛荒城の月変奏曲 6.73 222.52 

266.87 

ス星の花 5.46 169.70 
荒城の月によせて 5.38 167.20 
ビンポソ 6.26-6.3 7 194.60---206;88 
ノ＜ドミン／トソ 7.50^ヽ 8.57254.90^--291.48 
バレーポール ＼ 

(2人バス）／
5.16-6.31 175.42-217.60 

バスケットボール
（授業試合）｝ 11.37 386.80 

ローラースケート 6.62-8.34233.16-275.88 
氷上スケート 6.30-7.81 161.40-250.84 
スキー（滑行登行） 9.98-10.45318.68-345.58 

6

7

8

 

被測定者は全部女子であって次の (1,4, 7, 8, 

10) は高校生で他は全部女子大学生である・測定

時の条件は(1,2)のラヂオ体操及び徒手体操は体

育実技の授業始めに行う準備運動，（3）は28年形式

の国体団体徒手体操で体操部選手に就てであり，

{4)は片足なわとび，（5）は運動量の多いものから軽

い運勁の各種，（6.7)は打ち合いの練習，（8）はバ

レーポールの 2人バス，（9）しま体育授業中に行った

試合，（10)は普通よりやや低い程度のすべり方，

(11)氷上スケートは普通に滑べるもの130mを4周

2'20'', (12)は 50m,上部の角度15゚ ，下方 10゚の傾

斜，滑降，登行 2 往復 2'30” である•この研究は

一般女子体育に用いられる連動競技の熱量を知る

ために，特に熟練した選手を択ぶことはしなかっ

た．

146．小川新吉・阿久津邦男（東京教育大生理）

Warming upの生理学的研究 CIV)

Warm.upによる血圧友射機能の変動に就いて

本研究は Warmingupの本態に関する生理学

的研究の一環をなすものである． Warm.upの如

き軽運動を負荷した前後に於ける，体位の変換に

対する血管運動反射機能を調べるとともに，体位

変動による脈拇，呼吸の変動をも分析し，自律神

経中枢の興奮性の変化を調べたものである．

被検者には，数年の蓮動経歴を有する鍛練選手

と運動歴をもたない芽鍛練者を選び，両者間に於

ける体位血圧反射並びに呼吸脈拇の変動様式の相

違を検討した．

両者間の特記すべき相違としては，鍛練者に於

て血圧変動の調節機能が非常に円滑に行われるの

に対し，非鍛練者では全く不規則な変動を示すこ

とが判った．即ち軽連動に対する自律中枢機能の

反応性の異るためと考えられる．なおこの変動は

Warm. up終了後可なり長く持続する．

147・室川正彦・金子秀彬（邦政医事研）

諸種条件下の積雪路歩行の労作強度に就いての

実験的研究

昭和27,28年の厳冬を期して槙雪期の郵便集配

員の生物学的労苦を種々調べたが，そのうちで雪

路歩行のR.M.Rと実際消贅熱量に就て報告する・

雪路歩行の労苦は積雪地方では切実な問題であ

るが，あまり詳しい研究が乏しい雪路条件は芸
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だ多種多様であるから既往の普通路歩行の資料は

実際あてはまらない

実験条件：被験者22名（全実験を通じての被験

者は 2名，いずれも略々標準体格），荷重被服共約

15kg, コ‘‘ム長靴叉はかんじき使用，雪路は平坦，

凹突路，坂路（平均 3°12'を軽， 6゜07'を中等， 9•201

を急坂とす）の 3種だが，それも新雪，凍結，融

雪によって異るし．吹雪，風向，風速などの気象

条件も亦著しく R.M.Rに影響する．

実験結果： 1）雪路歩行の R.M.Rは平坦路5.97

（平均毎分歩数 124歩，歩巾 71cm)．凹突路7.48(1 

21歩， 70cm)．軽坂上り 8.24(1・21歩，67cm)．同下り

5.67 (122歩，72cm)．中等坂上り 9.52(118歩，65cm)

同下り 7.22(122歩， 71cm)．急坂上り 11.78(110歩，

63cm)．同下り 6.95(112歩，68cm)であり，更にこ

れが新雪路となるとR.M.Rは増大し，特にかんじ

きを使用する場合は平坦でさえ 11.35(36歩，50cm),

中等坂上りでは時に 15.48に達する．叉向かい風

の吹雪では勿論 R,M.Rは高くなる（平坦路で

R.M.R 10.822). 2)集配最が雪路歩行だけに実際

消貴する熟量は平均2065.7kcal（歩行距離約16km,

時間約309分）であり，これを春秋期に於て同一条

件で普通路を歩かしてみると 1180.6kca1であるか

ら，冬季は春秋季より約885kcal,即ち約 75.0鈴増

し，叉集配に自転車も使用する場合の走・歩行消

襲熱量は 1170.2kcalで矢張り冬季は約 895kcal，即

ち76.5飴増である． 3）雪路歩行の R.M.Rが予想

以上に大なることは，道路巾が制限され．且つ凹

突はげしく，又スリップすることなどで歩行が不

自由な悪条件下に不拘，歩行速度をゆるめないた

めであろう．

なお，寒地での現行の基礎代謝量，安静代謝量

及び作業後酸素負債量などの測定について疑問を

解明したい

148．板倉一民（衆議院歯科）

生体内神経麻酔に就いて（其の 1)

臨床時に麻酔薬を利用する場合には生体に注射

し神経麻酔の効果を観察するものである．故に演

者は神経の一部とその支配筋を露出し準生体的立

場で神経麻酔の性質を吟味した．斯くて生体内露

出神経の方が摘出神経より麻酔時間及び恢復時間

共に早くなったが，其の理由として前者は拡散因

子の作用，後者は血流に依る排泄作用によるもの

と解釈した・

149・吉村重夫・小林弘光・畑山多紀（衆議院歯科）

歯科治療時に於ける筋牧縮発現に就いて

蛍牙を処置する事によって生ずる痛覚が筋運動

に影響を与えるかを吟味する為下肢筋の収縮を指

標として実験を行った・

演者は其の影響の存在を認め此処に報告する次

第である．

150．大久保信ー・椋倉一民•吉村重夫（衆泰院蛍

科）

聾唖者の歯科治療時に於ける精神電流現象に就

いて

品川聾唖学佼学童に就いて蛍科治療時の神経電

流現象を調べた・患蛍はC1~C2のアマルガム充

填適応症のもののみである．

実験に当っては先づ安静時電流，次に治療時，

最後に治療後の電流変化を測定し，次の如き結果

を得た・

1．聴力の悪いものの方が電流変化が少い•

2.智能程度や性別と電流変化の桓度とには関

係がなし‘・

3.下顎に比し上顎の患者が少いため上下顎に

就いての電流変化の比較は出来ない•

151．河村洋＝耶・岸 欣ー・船越正也（阪大蛍学

生理）

顔面及び耳翼剌戟により生ずる友射について

猫を使用し，麻酔又は脳切断を行い，次の反射

を認めた・

1．耳翼刺戟により同側の眼瞼閉鎖と，同側ひ

げの立毛，同側前肢の伸展を来たす連鎖反射を認

めた・

2. 眼嵩下部の叩打により急速な頸の後退反射

を認めた・

3.頬部皮際刺戟により同側ひげの内転する反

射を認めた・

以上の反射に就いて切除実験による中枢の確定

と反射時間及び関係諸筋を，筋霞図により追求し

た•

152．河村洋＝耶•藤本順三・三木敬ー（阪大歯学

生理）
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咬合維持又は開口持続（こより生：ずる身体変化に

ついて

臼歯咬合，切歯咬合の長時間維持或いは開口状

態の長時間持続によって生じる顎諸筋の機能の時

間的変化を筋電図法により分析した．同時にかか

る状態に於ける咬合圧，脳波，血圧，脈拇，体温

及び呼吸等の変化を測定し，口顎に於ける上記運

動の持つ全身との関連性について考察を加えた・

時間経過と共に頸諸筋よりの電気的放電の振巾は

いづれも著明に減少した・但しその経過は筋によ

り，叉開口維持，臼歯咬合維持，切歯咬合維持の

各場合に於いて著明に異った・尚四肢筋疲労時に

認められる groupingVoltageは顎筋からは認め

られなかった．脳波には著変はないが体温の上

昇血圧の変動が認められ脈栂数の変化は少なかっ

た・

153．本間慶蔵・山内圧太耶・渡辺 享 C北大獣医

生理）

歯牙（こ於ける Phosphataseの研究に就いて

余等は鯖蛍成因の究明並に嗣歯予防の基礎条件

を極めんとして， 先づ蛍牙に於けるPhosphatase

の研究を行った・即ち，正常馬歯の琺瑯買，象牙

質，歯髄，並に白亜質のPhosphataseの定量並に

諸条件に依るPhosphatase活性度の変化を顎べ且

っF,Mg,が Phosphat1seの活性度に及ぼす影

響に就て検索した•

154．関根道夫・覚道幸男（大阪蛍大生理）

唾液の生理学的研究 （］）唾液の分泌と咀咽運動

との関係について (2)唾液蛋白質の消化，吸牧（ニ

ついて

バソまたはチューイソガムを噛ませて，梅本・

覚道の方法で耳下腺唾液をとり，その分泌量と咀

喉運動との関係についてしらべだ．

1.両側咀咽では左右の分泌量に差はない・

2. 片側咀咽では咀咽側の分泌量は反対側の

1.48-3.36倍である．

3. 片側咀咽では咀咽側の分泌量は咀咽時間が

長くなると減少してくるが，反対側は変化がない

4.このことは咀咽側の咀喉筋が疲労してきて
その筋力が滅弱してくるためであると思われる・

5.両側咀嘔では，この現象がみられない両

側で噛んでいると，疲れないためであろう•

6. 両側（左）または両側（右）咀咽の左右差は両

側咀咽の左右差よりも大きく，片側咀咽のときょ

りも小さし、．

7.以上のことから，咀哨による唾液分泌量の

増加は，味覚刺戟と咀喉連動とが重要な意義をも

ち，この 2因子を別々にわけて考える必要がある•

8.咀咽回数（速度）と分泌量との間には相関々

係はみとめら・れない

9.咀咽圧と分泌量との間には一定の関係があ

る．

絶えず礫下されている唾液蛋白質が，消化管内

で消化，吸収されて，回収されるのか，あるいは

利用されないのであるかを明らかにするため，唾

液を人工胃液および膵液で加水分解させてみて，

それをフエノールとルチヂ、ノを溶媒としてペーバ

ークロマトグラフによって生成アミノ酸を定性し

たところ，胃液では分解されず，唾液では消化さ

れて 1Jヂヽノ，アルギニン，グリシ‘ノその他数種の

アミノ酸が検出できた・だから唾液蛋白質は唾液

で消化されて吸収されると考えられる．

155．関根道夫・覚道幸男・鍬形勝・木村二郎・

厚味庄平・覚道鉄之助•吉田 洋（大阪蛍大生理）

歯髄の生理学的研究

歯髄の亜砒酸失活の機転を明らかにする一手段

として，人，犬，牛の健全な歯髄および亜砒酸失

活した人の歯髄の構成アミノ酸をしらべ比較検討

した・蛍髄を塩酸で加水分解して，ペーバークロ

マトグラフを用いてルチヂソとフエノールとを溶

媒として展開したところ，どの場合もアラニン，

チスチン，アルギニン， リヂンなどをみとめた・

しかし亜砒稜失活のものではアルギニン， リヂ、ノ

のspotは他のものなど著明にあらわれなかった・

また，亜砒酸の歯髄失活作用は亜砒酸が歯髄の

組織呼吸を抑えるためではないかと考え， War-

burg の装置を用いて，牛の歯髄および亜砒酸を

作用させたときのものとの酸素消費量を測定し

た．予備実験として行ったマウスの肝臓について

の同じ実験では亜砒酸は肝臓の組織呼吸を抑える

ことをみとめたが，歯髄では成績一様でなく，亜

砒酸の濃度及び作用時間と呼吸との関係を検討中

である．

156．関根道夫・覚道幸男・鍬形勝・木村二耶・
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厚味庄平（大阪蛍大生理）

歯肉の生理学的研究（第2報）歯肉のガス代謝

について

私たちは前回紫斑計を用いて，健康人と所謂茜

槽膿漏症の息者との皮膚及び歯肉の点状溢血斑に

ついて報告した．今回はその後の津試した成績お

よび Warburgの装置を用いて犬の歯肉の条且薇呼

吸を測定した．

実験成績の 1例をあげると，燐酸緩衝液，食塩，

ブドウ糖とを組成として洋滸液中での 1時間の酸

素消贅量は 5.5,4.3ccであった・

また，健康人及び歯槽膜漏患者の蛍肉について

は研究中である、

157・高橿清孝•青木健（東北大第 1 生理）

墓の胃の持続性塩酸分泌

胃塩酸分泌の微量検出法（高橋・青木・和田）を

用し、た・

冬眠中の墓の胃を小湾に沿って切開き，生理的

食塩でよく洗った後これをコルク板上に展げて試

薬を塗布，室湿10~15℃に放置しておくときは，

噴門部及び幽門部を除き殆ど胃粘腔全体に塩酸の

分泌が絶えず起るのを認めた•この現象は体外に

切離した胃に於ても同様に起り，切除後2昼夜氷

室に放置した胃に於ても見ることが出来た．従っ

てこの分‘必は全く末梢性機転によるものである・

然し，これは単なる機械的刺戟によって起るもの

でない事を知った．同様の現象は冬眠中のくさが

めの胃に於ても見られた．これに反し，犬，猫，兎

締の切除胃に於ては，これを体温程度に温めても

上記の様な持続性塩酸分泌を見る事が出来なかっ

た・

158．尾形隆明（久尚米大生理・内科）

胃運動の電気生理学的研究

胃の生体内における‘運動と，其の電気曲線との

関係を明賄に決定せんがため，次の如き諸点に注

意して実験を行い次の如き結果を得た．標品とし

て蛙，墓の摘出胃の条片を用いた．此れは電気生

理学的解釈によって，如何程単純なものになるか．

其の収縮と活動流との関係，法の違いによる波形

の変化，或は等価回路の考察等行い， 1）胃壁筋条

片の佑作流は筋収縮に先行して現れ，収縮恢復前

に終了する．此の関係は筋の興奮周期により変化

するが，凡相似形をなす． 2）強直的収縮を行う場

合でも，規則正しい佑作流を得る 3)｛力作流と筋

の収縮の大さとは数量的平行関係はない．肉眼的

に収縮脱洛の際にも叉持続的に収縮停止の場合に

も佑作流を証明出来た． 4）徐電流の波形は誘導法

により，単相性， 2相性の 2つの場合があった・

5)北の 2相性波形より，筋収縮に際し条片内に，

Pace-makerの存在を考えることが出来た． 6）佑

作流中に，緩徐電流の外に，多相性の電気的変化

を示すトガリ電流を確認するを得た・これは従来

報告せられているスバイクとは可成り違うもので

ある．

159．市河三太（横浜大生理）

胃の働作電流

犬を Nembutalで麻繁し胃の表面より｛力作電流

を誘導する．直径 1mmの毛細電匝を用い，電極間

距離を0.3mm程にして双極誘導すると，持続時間

1.2秒前後の spikeとそれに続く slowな電位，即

ちR波と T波が現れる．胃壁の一部（約 100mm2

を結槃して血行を止め，此の部を不関電極として

単極誘導を行うと， spikeに続く slowな電位が現

れる、時にはspikeが2つ3つに割れ， slow電位

の上に小さな波が数ケのる事がある．此等の電位

は臨門部に於て著明で，噴門部では只 slowな電

位変動しか見られないが，此は収縮が欺門部に於

て深く大きくなる為であろう・

輪走筋と縦走筋とを分けて各々の佑作電流をと

った所，その形には大した変化がなかった・そし

て輪走筋に於ては筋の走行と直角方向に興奮波が

伝導する事が分った．此は電極を筋走行と直角に

置いた時の方が平行に置いた時より，現われる電

位が大きい事によって分る•

薬物の影響としては Adrenalineが特有である・

高濃度の Adrenalineを頸静脈に注射すると，胃

の収縮間隔は一旦延びるが今度は短くなり次で平

常に復する．｛力作電流は spike成分が多くなり，

slow電位 (T波）が消失する事がある・此等の複雑

な電位の現われる源を知るため，胃壁の 2ケ所か

ら（約 10mm間隔）それぞれ誘導して見た所，

Adrenaline 作用により此の 2ケ所が各々別，々に

活動している事が分る．即ち誘導した佑作電流の

spikeの間隔を各ぶ比較して見ると何等の相関も

認められず一方では正常の興奮伝導，一方では逆

゜
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向きの伝導すら認められた．此れは心朦のfibrilla-

tionと同じ機構によるのであろうと推察される．

此の実験から， Adrenalineには 1つには興奮伝導

性を悪くし， 1つには興奮性を高める作用がある

様に見える．

Atropin, Pilocarpin等は佑作電流の形には殆ど

変化を起さしめなかった・

160．田北周平・亀井諭・西島早見・林羞彦（九

大第1外科）

消化管活動電流に関する研究（第2報）

消化管運動を機械曲線及び活動電流の同時描画

に改つて，観察した・正常モルモツトの摘出小腸

では機械曲線上の単一収縮（周期3~9秒）に一致

して一群(4-60ケ）の shikeが現われ， shikeの

最大捩幅は1~1.5mVである．濃度の低い acetyl-

cholin, pilocarpin, bariumは各群反復の頻度を高

め， spikeの数や振幅を増大し，之に相当して機

械曲線も活撥なる伸縮波形を描く・・高濃度の場合

は， spikeの数，振幅は急激に減じ，次いで消失

するが．之と同時に機械曲線は強大な持続収縮を

描く． Atropin,adrenalin, nicotin, dimethyltu-

bocrarinの場合は概して運動減退的に作用する、．

正常兎の腹壁に接して装箭せる湿性保湿観察装置

中に小腸係蹄を生体と連結のまま脱出せしめ，機

械油線と同時に活動電流を描写したる所，既報摘

出実験 (Jap.J. Physiol. 3,176, (1953)）の場合と

略々同様の所見を呈した・即ち捩子，分節及び嬬

動運動が同期 3~5秒で機械曲線を描く時，その

頻度に一致して spike集団の各群が反復発現す

る． Spikeの振福は， 0.1-1.0mV,数は 1群中18

~112ケ，機械曲線上並びに肉眼的に連動強盛と

思われる場合， spikeの振幅，頻度及び数を増す．

今急性単純性腸閉塞を作ると，最初は活撥なる強

鱈動の頻発と共に活動電流では興奮強化を認める

が，閉塞48時間に及び拡張と血行異常が増すと収

縮は持続的傾向を帯び機械曲線上強大なる波形が

描かれるにも拘らず，その収縮の瞬間spikeは反

つて捩幅，頻度共に減少或いは更に殆んど消失す

るに至る．その他絞饂性閉塞についても観察した・

実険的に慢性腸閉塞を作成し，順顎なる脳血行を

保ちつつ長期間生存せしめ，その肥大せる腸管に

ついて摘出超生実験を行うに，腸連動は肉眼的に

強大となり spikeの振幅も増大し正常の約2倍に

及ぶ．以上を要するに肉眼的並びに機械曲線的に

腸壁の強い短縮を起させる因子には， spike発現

に直接関係するものと，せざるものとの 2因子が

考えられる•

161・蘊原武・高木鉄男・山上松義（鳥取大第1

生理）

消化管運動の神経支配

除脳，無麻酔イヌを 38℃の Tyrode液を満し

た浴槽中に沈め，腹腔を開き，胃，小腸，大腸の

運動をコ‘‘ム球法によつて描記しつつ，人工呼吸の

もとに胸腔内迷走神経或いは背部から露出した大

内臓神経の切断末苗端を感応電撃で刺激し，その

腸管運動に及ぼす影欝を研究した．さらにこれま

での研究における欠陥及びこれによつて起る影響

を詳細に検討し，これまでの成績不一致の原因を

明かにしようと努めた．これらの研究結果を綜括

すれば次の如くである．

A.迷走神経刺激の腸管運動に及ぼす影響

1．除脳：無麻酔イヌでは迷走神経は常に腸

管運動に対して純充進作用を及ぼす．即ち胸部迷

走神経の弱及び中強度刺激によって胃，小腸，盲

腸及び結腸の起始部に亙って常に逓動の尤進がひ

き起される．即ち緊張は上昇し，これに重畳する

律動収縮の振幅は増大する．極めて強い刺激では

緊張は著しくたかまり，律動収縮の振幅は小さく

なる．

2. これまでの研究において迷走神経刺激の際

にみられた抑制現象は， a）麻酔によって腸筋が不

良且つ異常な状態に陥るために起る場合， b）麻酔

動物の頸部迷走神経刺激によって起る貧血が原因

となる場合， C）麻酔，無麻酔に関せず，伝播収縮

が描記部位に波及するために起る場合のあること

を見出した・

B• 大内臓神経刺激の腸管逓勁に及ぼす影響
1．大内臓神経の切断末梢端の弱及び中強度

刺激によっては胃．小腸，盲腸，近側結腸及び遠

側結腸の骨盤腔移行部までの運動は常に抑制され

る．即ち緊張の低下を伴う律動収縮の滅弱乃至消

失を起す．

2.強刺激においては，一過性の抑制についで

尤進，ついでさらに抑制をみなまれに一過性抑

制なしにまず尤進，ついで抑制が起る．

3. この尤進現象は急激なる血管収縮による
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無血状態に因ることを証明した・

162.丹生治夫（京大第2生理・京大分校）

動作流よりみた海漠,Jヽ 腸に対する諸種薬物作用

（続）

前々回の本総会に於て，海漠小腸の自佑運動に

伴う佑作流の種々相を発表したが，本回は之を元

とし，諸種の薬物作用をみた

先ず興奮抑制の場合の佑作流曲線の一般的変

化を決め，之れが肉眼的に観察した小腸片の変形

状態との対応性を求めた・

実験結果：薬物作用は被検体の状況，薬物濃度，

その他色々の条件に支配されるので判定困難の場

合も少くないが，左に其の概略を述ぶ・

I・正常活澄なる嬬動に対しては抑制剤はその
作用を現し難い•

l[. 各種抑制剤の性質

（イ） Hexamethonium 高濃度は刺戟的，低

濃度は抑制的，然もnicotineに対する態度より見

て節細胞I‘生である・

（口） Cocaine 作用直後は濃度により興奮さ

せる事もあるが（イ）と同じ抑制機構である．

（ハ） Atropine 種々 の理由により（イ），（口）と

は異る性質のものらしい

（二）高濃度のnicotine 之は（イ），（口）と同じ

機溝•

llI.各種興奮剤の性質

Hexamethonium, cocaine, atropin 等に対す

る態度より次の如き群に別けた方がよいように思

ぅ．

（イ）低濃度のnicotine 之は節細胞1、生．

（口） Ba,K, Acetylcholine, pilocar?ine 之等

の作用も大部分は節細胞性と思われるが，後2者

は前2者と Hexamethoniumの作用からみて節

細胞との関連性が異るのではないか．

（ハ） Histamin 之はHexamethonium,coca-

ineの作用よりみて神経とは殆んど関係ない．

（二）後葉ホルモン 之等は（イ），（口），（ハ）と

は文異る機構に元づく．

IV・薬物刺戟による所謂Contractureの性質

変形と殆んど同時に振幅の大きい，連続，非伝

導性の尖電圧が現れ，伝導性尖電圧をかくす．

Contractureの緩解と共に，次第に上記の尖電圧

が消え，伝導性類電圧群が現れる．

163・銭場武彦（広島大生理）

腸友射に関する実験

1.腸，腸抑制反射 ウレタヽ麻酔犬にて，小

腸の任意の 2部の運動をコ‘・ム嚢法にて描記し，一

方の小腸片に高張食塩水を注ぐ時．この小腸片は

著しく連動及緊張が高まるが，同時に他の小腸片

の運動及緊張は反対に低下する•この反射は迷走

神経，大小内臓神経の切断，腰部交惑神経節状索

の摘出によってはなくならない腹腔神経節及上

腸間膜神経節を摘出するか，叉は之等に 1劣ニコ

チンを塗布すると反射は消失するから，之等の神

経節を反射中枢とする反射であると考えられる・

2.腸，胃抑制反射 1)と同様方法にて小腸及

胃の運動を描記し，小腸片に高張食塩水を注ぎた

めに小腸片の緊張及運動尤進する時は，胃の運動

及緊張は低下する•この反射も実験 1．と同様に迷
走神経，大小内臓神経，腰部交感神経節状索の摘

出によって消失しないが，腹腔神経節，上腸間膜

神経節の摘出叉は之等神経節に 1%ニコチンを塗

布した後には消失するから，之等の神経節を反射

中枢とするものと考えられる．

3. 腸，腸促進反射腹部の神経節にニコチソ

塗布後，腸間膜神経，叉は迷走神経の中枢端の電

気刺激により小腸連動の増大，緊張の冗進が見ら

れる．叉腹部の神経節にニコチン塗布後，他の小

腸片を食塩水にて刺激すると被検小腸片の運動，

緊張の尤進が生ずる．之等は腸，腸促進反射の存

在を示すものもその経路は迷走神経と考えられ

る• 9 

4. 胃，大腸促進反射 胃の活動が反射的に大

腸運動を促進する事は Holzknecht(1909)以来周

知であるが，その反射経路は全く追及されていな

ぃ．コ‘‘ム嚢法により胃及大腸‘運動を描記し，高張

食塩水を胃に滴下して胃の活動を増すと大腸の連

動充進を惹起するが，これは迷走神経叉は骨盤神

経の切断により消失叉は生起しない下腸間膜神

経節の摘出或は腰部内臓神経，下腹神経，腰部大

腸神経等交感神経系の切断には影響されない．従

つてこの反射の求心路は迷走神経で遠心路は骨盤

神経である．尚この反射の成立には大腸壁の se-

nsibilityが関係し，大腸内圧 6cm山0 以下では

通常反射は生じなかった・

164．干棄康則（京大第1生理）
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墓膀脱の神経支配に就いて

主として活動電位を指標として墓膀脱の神経支

配をしらべた・

材料：脊髄根或いは脊髄神経から膀脱神経まで

津跡して，それを体外へ易l出して用いる．活動電
位の誘導は膀脱神経部位より行う・

結果： 1．膀脱神経自体の近心部を刺戟して遠

心部より誘導すると伝播速度の違う少くとも 3つ

以上の活動電位の群が見られる．その中，伝播速

度10-15m/sec,5-6m/sec, 5-6cm/secの3つ

の山が多くの場合著明に現れる (25℃)．

2. TIII, K, X, )[の各前根を刺戟すると膀

脱神経より活動電位が得られる． それ以外の前

根は膀脱神経に線維を送つていない x，団の刺
戟で得られるものは 4.5-6.5m/secの伝播速度を

持つもの， l皿では 70cm/sec のものが現われる•K

はわずかではあるがその両方が得られる (25℃)．

3．珊，K,X,)[の後根を刺戟すると膀脱神経
より 9.-llm/secの活動電位が得られる．尚，そ

の中の或る後根の強い刺戟によって一段と遅い伝

播速度を持つ群が現れるのを観察している．

4、副交感神経の運動性線維と思われる約

5m/secの活動電位を目標に latentadditionを追

究したが 5-lOmsecまでが有効である．

5.時値は現在検討中であるが， x，団前根線
維については約 4msecで，膀脱収縮を指標に測

定したものと殆んど一致している．

165• 中根公正・入沢優氏（福島医大生理）

膀脱よりの圧友射 (1)膀脱小腸友射

兎の小腸の運動を Trendelenburgの変法によ

り塗媒紙上に描記しながら実験した・

膀脱を膨大すると，小腸の緊張の低下と同時に

運動の抑制が起る．この抑制は約 1分間続く，動

物によつては10分以上も抑制の起つている場合が

ある・膀脱を膨大していても運動の起つて来るの

が普通である・膀脱を膨大して小腸運動の抑制の

起っている間に急に膨大を止めると，運動が再び

起って来るが，一時正常運動よりも強い運動が起

つて来る．我々はこの現象を仮に後促進と呼ぶこ

とにナる．後促進は膀脱を膨大している時間と関

係があり，膨大している時間が短かい程起り易

"‘• 
迷走神経を頸部で両側とも切断して置いても，

膀脱膨大により抑制が起る．又内臓神経のみを切

断して置いても抑制が起る．迷走，内臓両神経を

切断すれば，もはや膀脱を膨大しても抑制は起っ

て来ない即ち小腸の運動の抑制に関しては，迷

走，内臓両神経が関係している． Bayliss-Starling

によれば，迷走神経中には小腸の運動に対して．

促進神経と，抑制神経との 2線維の存在を主張し

ている．叉福原によれば，迷走神経は小腸の運動

に対して純促進神経であると云う・我々の行った

膀脱小腸反射に於ては，内臓神経を除外してあつ

ても反射的に抑制が起るから,Bayliss-Starlingの

云う如くであれば，迷走神経中の抑制神経の興奮

とも考えられるし，叉福原に従えば，迷走神経の緊

張の低下によるものと解す可きであるが，Bayliss_

Starlingの実験も，福原の実験も迷走神経の電気

的刺激による結論であるから，何れが正しいか決

定するのが尚早であると思われる・この点に関し

ては更に検討する必要がある．

膀脱小腸反射弓しお除脳実験，脊髄切断実験よ

り，膀脱→下腹神経→延髄→迷走神経及び内臓神

経→小腸である．膀脱小腸反射に於ては，延髄よ

り下を廻る反射弓の存在は否定的である．

166・中根公正•新田貴ー（福島医大生理）

膀腕よリの圧友射 (2)膀腕ー腎友射

犬を使用し，腎よりの尿排出を一側の翰尿管及

びー側の腎孟内に挟入したカニーレにより体外に

導き，滴数計を用いて塗媒紙上に描記しながら実

験した・

膀）洸を膨大すると，左右の腎よりの尿排出は抑

制を受ける．この抑制は数分間続くが，膀脱を膨

大していても再び尿排出は始まって来る．下腹神

経，骨盤神経を切断すると，膀脱を膨大しても尿

排出の抑制は起つて来ない．即ち犬の膀脱に分布

する圧受容器からの求心性神経は，下腹，骨盤両
疇

神経中を上行する．迷走神経を頸部で両側とも切

断すると，切断と同時に尿の排出は悪くなる．こ

の状態で膀脱を膨大すると，切断前と同じく抑制

が起る．迷走神経切断前，抑制の起り難い場合に

迷走神経を切断すると抑制が容易に起る様にな

る•又内臓神経を切断して置いて膀脱を膨大する

と促進が起る．即ち迷走神経は腎に対して促進作

用を有しており，内臓神経は腎に対して抑制的に

佑し、てし、る．
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迷走神経，内臓神経の両方を切断して置いて膀

脱を膨大すると促進が起る．この原因は膀脱膨大

に際して起る血圧上昇が原因であると思われる・

一般に膀脱膨大により血圧は上昇するが，光電

的容積描記装置により腎容積を測定するにこの際

腎容積は増大する．即ち腎の血流量は増加してい

ると見る可きである．しかるにこの場合尿の排出

は抑制を受けるから，膀脱腎反射による尿排出の

抑制は，排尿機構に関係する細胞膜が神経を介し

て反射的に変化していると考えられる．このこと

は， Bowmann氏嚢に在存する神経線維の生理的

意義を或程度意味づけ得る様に考えられる．

167．勝田 穣・戸谷真澄（三重大生理）

逍造交感神経活働篭圧に関する釈究

温度による影響の差異は現在の所検討末終了で

あるが，温度的因子をも含めて季節的に観て昨春

の報告で分類した第I波から第IV波迄のうち，第

I波は単ー開放感応電戟に対し冬季は弱勢な興薔

電圧を，夏季は強勢な興奮電圧を現わす傾きがあ

る・第I[波はその逆の関係を示す・各種化学物質

を神経に適用するときは一般に冬季は伝導の遅い

波が，夏季は伝導の遅速中間に位する波が感受性

高い感がある（藤の迷走交感神経にても家兎の頸

普：迷走神経にてもその傾向は同じ様である）．刷出

標本が陳旧になったり，これに化学物質を作用さ

せたりするときは，冬季 10℃以下に於て特に第

IV波が周期興奮を起し易い傾きが観られる．刺戟
条件即ち刺戟強度や頻度，通電時間その他によっ

て自ら異るが反復刺戟を加えるときは佑作電圧波

が消失する場合があることは勿論であるが，単一

刺戟を加えた場合に較べて興奮伝導の速化と佑作

電圧波形の急峻化を招来することも出来なこの

様な速進的影響は第IV波よりも第I[波以後の伝導

の遅い波に容易な傾がある．・ 
168．黒津敏行・伴忠康・正井秀夫•平原龍雄・

三崎要ー・中村忠雄（阪大解剖）

自律中枢に関する実験的研究（その 6)

1．腎容積，尿滴数及び腎組織の変化： b交感

帯刺戟によって，容積の減少と共に尿滴数が減少

するが，やがて容積は漸次回復して元の容積より

も増大すると共に尿滴数も正常値よりも多くな

る•この場合前以って内臓神経切除，下垂体摘出

副腎摘出等を施しておくと，容積は減少後元の容

積までは回復するがそれ以上にはならない c副

交感帯刺戟では容積は一時増大し，尿滴数もふえ

るが，まもなく容積の減少が起ると共に尿涵数も

少くなる．この場合実験前に内臓神経切除，下垂

体摘出，副腎摘出などを行っておくと，容積の増

加が現われて，後に続く減少がみられない．なお

副腎摘出の際は交感帯および副交感帯刺戟共に尿

の分泌が認められなかった． b交感帯刺戟中は腎

小体の萎縮，尿細管主部曲部の細胞に吸収隊が認

められるが， 5分後には C副交感帯刺戟に似た像

を呈する． c副交感帯刺戟中は腎小体の膨大，尿細

管主部曲部の細胞は脊が低くなって機能低下の像

を示すが， 5分後には前の交惑帯刺戟中と同様の

像を示す．すなわち交感帯刺戟によって腎小体で

は尿成分の濾過が抑制され，尿細管では尿の吸収

が行われるので，尿の分泌が減少し，副交感帯刺

戟によって腎小体では尿成分の濾過が促進され，

尿細管でも吸収が行われないので尿分泌が増加す

る・

2.睾丸の変化：交感帯刺戟では精管に於て笠

腔の拡張，精子排出像，脂肪顆粒の減少を，間質

細胞に於ては細胞体の縮少，空胞の消失，脂肪顆

粒の減少をみた．副交感帯刺戟では精細管の管腔

の縮少，精子形成像，脂肪顆粒の増加を，間質細

胞では細胞体の膨大，空胞の増大，脂肪顆粒の増

加をみた・

3. 胃表上皮の変化：微細構造の変化は大体に

おいて胃底腺細胞でみたものに似て，しかも核下

部に著明である．すなわち交感帯刺戟で盛に空胞

を形成し，副交感帯刺戟で固有層の方へ放出（内

分泌，饗‘江）する．

169．水野光子・鳥濱慶寿•田中一耶（東京女子医

大生理）

嗅刺戟時における猫嗅球の篭位変勤に就いて

我々は先きに，猫の Bulbusolfactoriusから低

抵抗毛細管電極により，殆んど単―•な Elementの

活動と思われる電位変動を誘導し，之を糖示とし

て嗅覚受容器の研究を発表したが．更に同様の実

験方法に依り，種々の嗅物質による刺戟を与えて

衝撃の変化を津求し，大略次の如き結果を得た・

1．或る嗅物質の刺戟により増加した衝棺頻度

は，他の嗅物質の刺戟により減少する例がある•
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2.衝撃頻度の変化は，大略特定の嗅物質群に

対応する．叉或る物質に対して特に強い反応を示

すものがある•

3. 自発性衝撃の頻度が atrandomである場

合でも，嗅刺戟により周期性が現われる事があ

る・

170．勝木保次・内山平ー・戸塚元吉（東京医蛍大

医生理）

魚類内耳軍一有毛細胞の活動に就いて

知覚神経に関する我々の智識は今日可成りの程

度に達しているが，その末梢器管に関しては尚無

知に等しい状態である．この末梢機樅を解明する

為に各種受容器中其の全貌を観察し得る魚内耳有

毛細胞を選び，直接顕微鏡下に毛の運動を観察し

つつ 0.5μ 以下（抵抗20~5OM9)の硝子毛細管電

極を細胞内に刺入して，細胞内電位の変化を記録

した．材料は主として鯉の内耳で，頭藍を切半し

て脳を除去すると容易に内耳の全貌が見られ，且

つ膜様迷路は薄膜透明なる為crista及びmaculaの

・総てが鏡下に透視される．切り出した材料では

cupula 及びそれに包埋される毛の運動を観察し

つつ誘導が行えろ・

細胞内部の静止電位は既に知られて居る神経筋

の其と著しく異り，多くは lOmV内外であって既

に報告されている方法では充分な観察が不可能で

あるので，安定度の良好な高感度直結増巾器（用

いたものは lmVl.Scmである）を要し，且電極の

分極を小ならしめる為 Zn-.ZnS04電極を用いた→

この種細胞は機械的振動に著しく敏惑であるので

建物自身の振動の除去にも注意を要する． 3beam 

0:;cilloscopeの使用に依り観察が著しく便利とな

った・神経繊維によく見る自発性放電の原因もこ

んな所にあるものと思われる．別に RCAmpを

Cathode fo1Iwer前置増巾器に並列に連結して現

今の技術的限度に達する増巾を行ったが細胞自身

の自発性変動は見られなかった．時に神経末端部

の放電と思われるものが観察された． Cristaを用

いて回転及び振動刺激を行った結果特に水平半規

管に著明に見られたが，廻転方向によって一方は

静止電位の緩かな陽性 (depolarisation)一方は陰

性 (hyperpolarisation)変動を生じ古く Ewaldが

唱えた仮説が正しく且その機溝をここに初めて明

かにする事が出来た・振動刺激では大体200cps迄

の変動が見られ，刺激の強さに依りbepolarisation

の大さも変るが大なる刺激に依っても overshoot

が決して見られず零レベルで平になる点は筋神経

の伝遁性の尤奮と本質的な差と考えられる．尚内

外淋巴液の間に数 mVの電位差が見出されたが，

これが細胞活動源として重要な役割を演ずるもの

と思われる．

171・田村節治（岡山大生理）

聴覚による方向知覚機縛に関する研究

方向定位に立佑く重要因子たる時差，強差に関

して純音による次の実験を行った・

防音室に於て正常人について，特殊Audiometer

より両耳に 2音を導き，異耳性融合音像を作り．両

耳に入る音の強差，時差を種々に変化し，音像の偏

椅角度は唸周波発振器より導いた Loud-speaker

より発する基準音源と比較対照する事により判定

し，次の結果を得た．

両耳に時差を作らず，強差のみを変化すると偏

椅角度は強さの比の Logarithmusに比例して音

像は移動するが，比例常数Kの値は個人差により

異るも，周波数により変動せず・

両耳に強差を作らず時差のみを変化すると音源

から左右耳に至る音伝達路の差に比例して移動す

る．

而して両耳に入る 2音の強差，時差を同時に作

る事により，更に既報の結果を合せて，音源の偏

椅角度 0と強差 (I)，時差(T)の間には

0 = f1(l) + MT) 

なる関係があり，強差は強力なる因子ではあるが，

余程大きくないと音像は偏椅せず，我々の日常に

於てはかかる値には達し得ず，従って正常者は日

常遭退する音源に対しては略々時差により定位が

行われているものと考えられ，左右聴力差の大な

る者，聴覚疲労者に於ては強差の影響は意義ある

ものであるとした・

172．塚原進（東北大第2生理）

闘値の連続記録方法

閥値を測定するには閾上と閾下の刺戟をくりか

えして，次第にその差を小さくして求めるのが普

通である．時には充分閾上より小刻みに刺戟を弱

くして閾下に移行する時の強さで決めることもあ

る．何れにしても少くも数回の試みが必要で，閾
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＇ 値を自佑的に記録しようとすると，この試みをと‘

の様に処置すればよいかという困難につきあた

る．人間の血圧は今迄の方法では聴覚の閾値を利

用しているので簡単には成功しなかった．

しかし精確な値を要求しないならば，閾上と閾

下の刺戟をくりかえす方法でこの差を出来るだけ

少くしながら時間と共に閾値を追跡出来るわけで

ある．但し閾値は閾上と閾下の値の間にあること

しかわからないから，割合大きな変化しかつかめ

ず，叉大き過ぎる変化は津跡が難しいということ

になる．この方法で演者は皮膚惑覚の電気刺戟に

対する興奮性が強い適当刺戟の後で数秒～数十秒

の経過で大ぎく波状に変化することを知った．実

際の方法は刺戟の強さを変える抵抗器の可動部に

ペヽノをつけ，その動きを煤紙上に記録したのであ

る．普通の方法では強い適当刺戟をくりかえさね

ば時間経過が津跡できないので，適当刺戟が機械

的なものであると，皮膚に著しい変形をつくり，

後の測定が不可能になってしまう．他の方法は次

第に強くなる様な頻数刺戟を用いて 0の強さより

、次第に強くしていき興奮が始まった所を記録でき

る様にすればよい．この目的のために直接的な往

復連動をする装謹をつくり，この、運動部にペソと

抵抗器の摺動部をつけてペソの位置が刺戟の強さ

と一致する様にした・興奮が始まるとペヽノがそれ

まで書いた線を書かなくなる様にすると，ペソの

書いた長さが閾値を示す・しかし電流増加の勾配

のためにこの値は多少大きくなっているから充分

閾上より同じ勾配で電流を弱くし興奮がなくなっ

た時に再び線を書かせ，前の線との平均をとれば

真の閾値となる．この経過をくりかえせば連続記

録は可能となる．

173・木村勝羮 C九州大生理）

刺戟面が相接する場合の同時面

同時面とは同時知覚の起る確率曲線と時間を示

す横軸とで囲まれる面のことである．視知覚に於

て2つの分癖した刺戟に対応して起る 2つの視覚

が互に等しい惑覚時をもつ場合，刺戟面がある巨

離によって互に離れている場合と是等が相接する

場合とを同時面について比較研究してみた・

刺戟に用いた光源は 2ケのタングステ、ノ電球を

点灯したもので，白色光＇と lange干渉 filterを通

した緑及び赤の光を用いる． 緑光の中心波長は

552mμ,赤光の中心波長は619mμである．刺戟光

面は Pulfrichsphotometerによってつくり，同

時にホトメトリーも行った．被験者は健康な 3人

の青年で，研究結果を要約すると次のようになる．

1.刺戟面が相接する場合は，是等が互に離れ

ている場合に比較して同時面の大さと形に変化が

認められる．即ち，同時知覚の確率曲線は刺戟間

隔 3msec附近で両者が交叉するのが認められ，

この交叉点より刺戟間隔が小くなると刺戟面を接

する場合の方が同時知覚はより大なる碗率で起

り，交叉点より刺戟間隔が大くなると同時知覚は

刺戟面が離れている場合よりも起りにくいことを

示している．・是等の関係は刺戟が白色光でも単色

光でも大体同様な結果として現われる．

2.刺戟間隔を零とすると，刺戟面が互に離れ

た場合の同時知覚の起る確率は 0.6附近であるが

刺戟面が接する場合は 0.7附近に之が増加するけ

れども確率は 1.0にはならなし、．

174・問田直幹・後藤昌義・木村武（九州大第1

生理）

種々の化学物質の網膜静止電位に及ぽす作用

冬眠ヒキガエルの網膜に種々の化学物質を作用

させ，これがアカルミ及びクラヤミ順応時におけ

る網膜静止電位をどのように変化させるかをしら

べたところ，次のような結果を得た・

（以下中等農度を中，薄い澳度を稀，濃い濃度を

濃としてあらわす）

1．無作用型（アカルミ電位も， クラヤミ電位

も変えないもの）中 NaC~.

2.上昇塑（アカルミ電位を大きくし， クラヤ

ミ電位を小さくするもの）中 CaCb,稀アドレナ

リ、ノ，中ニコチヽノ，稀ベラトリソ，中プニノール

中エチルアルコール，中メチルアル・コール，焦性'

ブドウ酸塩稀アザイド，蕪糖•

3.下降型（アカルミ電位を小さくし， クラヤ

ミ電位を大きくするもの）濃 NaCl,稀 KCl,濃

MgCl2，中アザイド．

4.興奮塑（アカルミ電位もクラヤミ電位も共

に大きくするもの）稀ストリキニーネ，稀アトロ

ピン，稀ニコチソ，稀ア七チールコリ、ノ．稀ニゼ

リ、ノ，稀ベラトリ、ノ，稀フェノール，稀アノイリ

ソ，稀コカイソ，ブドウ糖•

5.抑制型（アカルミ電位もクラヤミ電位も共
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に小さくするもの） 濃 KCI,濃 CaCh,濃ストリ

キニーネ，濃アトロビン，濃ア七チルコリン，濃

工ゼリン，濃アドレナリソ，濃ニコチン，濃ベラ

トリン，濃フエノール，濃アノイリン，コカイン，

濃アザイド，ーヨウド酷酸・

6)特異型（アカルミ，クラヤミ両方の電位に

以上とは異る作用を及ぼすもの）クロロフォルム，

エーテル，ウレタ 1/'.

以上の結果に基いて網膜静止電位の意義を考察

しようと思う•

175．問田直幹・大木幸介・栗山 煕（九大第1生

理 ），

綱膜活動霞位 (ERG) におよぽす中間代謝物質

及び代謝毒の作用について

網膜の機能を維持する為に解糖及び呼吸作用が

旺盛に行なわれている事は Warburg氏検圧法に

よって測定せられており，又 Warburg-Dickens

呼吸型が行なわれている事を既に知られている•

しかしこのように網膜で行なわれる特殊な代謝と

電気的現象との関係は， 2,3の代謝毒以外の物質

については知られていないそこで我々は解糖及

び呼吸代謝の過程に存在する物質及びその代謝の

促進並びに抑制物質の ERGにおよぼす影響を観

察し， ERG発生膜序考察の一助とした・

実験方法：カニルの摘出眼盃において前増巾

(CR8) 2段直結増巾 2段を用い暗やみ順応の状態

で実験を行った・室温 10℃前後において 5分毎

に経過を観察した・

実験結果： 1. E.M.P．系物質であるブドウ党唐，

果糖 Harden-Young'sEster, d•Flisher's Eeter 

乳酸及び焦性ブドウ酸を用いたが，ブドウ糖及び

焦性ブド酸以外のものは ERGを著明に増大せし

めなかつた・

2. T.C.A．系物質であるリ、ノコ‘‘酸，フマール酸，

クニン酸及びaーケトグルタル酸を用いたが， aーケ

トグルタル酸以外の物質は著明な ERGの増大を

示さなかった・

3.網膜の代謝促進物質であるATP,Vitamin 

恥， VitaminB2,Vitamin C及び VitaminA を

用いたが VitaminC以外は ERG全体を増大せ

しめた． VitaminCにこの作用を見ないのは酸性

液のまま使用したためと思われる．

4.網膜の代謝抑制物質として KCN,赤血塩

黄血塩， NaNs,一沃度酷酸， NaF,a-, {3-, r—, 8-
ヂニトロフエノール，マロン酸， ヒドラジ‘ノハイ

ドレイトを用いた．これらの物質中マロ‘ノ酸以外

の物質はいわゆる Pllを減少叉は消失せしめ Pm

型とするが．その経過の速さはそれぞれ異なって

いた・即ちシヤヽノ化合物及びNaNavま稀溶液では

はじめ全体を興奮せしめるが次第に Pm型となる•

濃度の高い場合は直ちに Pm型となる．ヂニトロ

・フエノール． NaFは上のものにくらべ時間的経過

がやや長くなる．ーヨード酷酸， ヒドラジソハイ

ドレイトの経過は非常にゆるやかであった．ヂニ

トロフエノールのうちa—以外のものはそれ程効果

を示さなかった・これらの結果は検圧法による抑

制物質の作用測定結果と一致した・

5) 色素剤としてトリバフラビン， リボフラビ

ン，ニオヂン及びメチレンブルーを用いたが前の

2つはストリキニーネ類似の作用を示し後の 2つ

は前者程著明ではなかった・

176．飯田浩子・原正（東京女子医大生理）橋本

豊島（東京医大眼科）

亀の網膜に於ける霞気生理学的研究

これ迄吾々は低抵抗毛細管電極を用いて数種の

動物に於ける網膜活佑電圧 (ERG)及び網膜内活

動電極 (EIRG)．の研究を行って来た．今回は網膜

視細胞として錐体のみを有する所の亀について実

験を行ったので，その成績を報告する•

亀の ERGは一般に a,b波及びd波を示し（増

巾器として苫々は抵抗容量結合式のものを使用し

たので， c波は研究の対象となり得なかった）．蛙

のそれに似ているが，一般に a波と b波が顕著で

あるのに反して b波は小さくて隧々不明瞭であり

その為に ERGが単峯性の陰性波として認められ

る場合がある．然しアルコールを滴下して a液を

抑制すると，明かに陽性の b波を認める事が出来

る．電極を網膜内に挿入して得られる EIRGは，

電極の挿入と共に波形の反転を来す事は蛙と同様

であるが，亀の EIRGは電極が最大の電圧を示す

層におかれた時はERGに較べて 3倍以上の振巾

を示し， onoff共に速い陽性刺棘に次いで著明な

oscillationを示しつつ大きく降る陰性波を生ずる．

ERG, EIRG共に暗順応による反応の増大を認

め難いそのスペクトル感度を検するに ERG及

びEIRG共に順応に関りなく 617mμ附近に最大の
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ピークをもつ曲線が得られた・その他 ERGに於

ては短波長の480mμにもう 1つの小峯を示した・

網膜表面からの spikeの検出は困難であったが．

更に実験を続行中である•

177・木村英ー・塙 功（大阪市立医大生理）

視細胞の呼吸について

網膜全組織の呼吸に関しては多数の報告がある

が，視細胞のみを対象とした研究は現在迄見あた

らない演者等は墓の暗網膜及び明網膜より木村

法で棒体の外節及び内節を分離採集し， Ringer氏

液に浮遊せしめ， Warburg 氏検圧計を用い水

温 25℃で夫々の酸素消費量を暗室に於て 3時間

明及び暗状態にて測定した・

1．外節：暗網膜より採集したものを暗状態で

測定すると著明な酸素吸収を示すが，光照射 (10

W, 100V, 150cmの距離より）によって著明な変

化は認められない明網膜より採集したものは暗

状態及び光照射(100W,lOOV, 150cmの距離より）

何れの状態で測定しても，暗網膜の場合と異った

酸素吸収を示し．光照射によって酸素吸収量は梢

低々下する．

2. 内節：明暗何れの網膜より採集したものも

実験例により相当の差異があり，光照射による影

響は認められない•

代謝阻害物質の影響については現在研究中であ

る．

178・花岡利昌（奈良女子大保健）

メラノホーレンホルモンと網膜の色素上皮物質

との関係に就いて

Kiihneの昔より視紅の再生は網膜色素上皮より

分泌されるRhodophylinなる物質によって促進さ

れることが知られているが，それが如何なる物質

かは未だ不明で近年Blissによってその生化学的様

熊が梢々明かにされた程度である．脳下垂体中葉

ホルモソであるメラノホーレソホルモ‘ノ (MH)が

視紅の再生を促進させる機能を有することは演者

によって既に報告されたが， Joresによれば MH

が眼球内に多いことも報ぜられているので所謂色

素を皮物質が MHではないかと考え，この物質の

メラニ、ノ細胞拡張能を検してみた．食用蛙及びと

のさま蛙の網膜を剥離し，眼底に残った色素上皮

をChoroidとともにかきだし， MHと同じくDietel

の方法で抽出し，中性に於て蛙皮及びドジョウの

尾鰭のメラニン細胞にてそのメラニソ細胞拡張能

を検した結果，何れも対照に比して著しく拡張す

ることを観察した．他方脳下垂体中後葉より抽出

したMHは， Blissによって明かにされた色素上皮

物質の生化学的様態とよく似た性質を示すので，

従来Rhodophylinと称せられた物質はMHであり，

これがChoroid及び色素上皮を通して網膜感光細

胞層に与えられるものではないかと思われる・尚

Waldはかかる上皮物質の視紅再生に対する機作

はVitaminA,従って叉 Retineneの Isomerizer 

として佑くのであろうと謂っているが，演者は今

の所，むしろ Opsin形成に何らかの佑きをもって

いるものと考えている．

179．大島正光（労研労佑生理）

瞳孔痙に関する研究

前学会において網膜における機能の異方性につ

いて論じた・即ち網膜は局所的に特性をもったひ

ろがりと考えることが出来る．今種々の網膜の部

位に，種々の大さ及び明るさの光を投射した場合

の瞳孔径の変化と網膜における機能の異方性とが

如何なる関係にあるかということを検討する目的

で実験を行った・

瞳孔径の計測には望遠鏡を用い，眼部に投射さ

れる光の強さの吟味のためには，眼部において，

光源に直角の面の照度を以てした・

瞳孔径の変化については

1.瞳孔径は視標の大さ（視角で表す）の対数に

逆比例する．

2. 瞳孔径は視標の条件が一定でも，その視標

が網膜の周辺部を照らす程大きくなる．即ち周辺

に行く程瞳孔効果は弱くなる．

3.瞳孔径は眼部照度の対数と逆比例する．

以上の瞳孔径の変化と網膜の局所的感度との関

係を種々の点から検討し，両者の対応を量的に考

えて見ると，瞳孔径は網膜における刺激の結果で

ある興奮の大さと密接な関連を以て動いているこ

とが分る．

180．松本保久・辮翼禰（鹿児島大生理）

対数試視力表について

視力を検査する時，現在最も広く使用されてい

る試視力表は，万国試視力表であるが，この表は
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両端の部分即ち視力の 0.1,0.2, 0.3の附近と視力

0.8, 0.9, 1.0の附近とを比べると，前者の部分で視

標の差が餘りに飛び過ぎており，叉，後者の部分

では視標の差が餘りに小さ過ぎている謙いがあ

る．そこで，予等は中川氏によって提唱された事

のある対数視力表を実際に作製して視力検査に使

用してみた・即ち
1 

V=Alog—+B 
(} 

V••…対数視力

(}•…•視角

A=50, B=lOO 

として試視力表を作製した・

に於て

次に，この対数試力表と万国試視力表との視標

の関係を示せば次の通りである．

万国式 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 

文寸娑女式 50 55 60 65 70 75 80 85 90 

万国式 o.7 0.8 0.9 1.0 1.3 1.6 2.0 

対数式 95 100 105 110 115 

この対数試視力表を用いて視力を測定した所，

次の様な結果を得た．即ち，万国試視力表による

視力 0.1のものも．対数試視力表による検査では

50, 55, 60の3つの場合があることがわかった・

叉万国式によって種々の視力を示す者は，大体に

於てそれに相当する対数試視力表の値を示す事を

確めることができた•

以上の結果によって，視力検査の場合，特に視

カの低い者の検査には万国試視力表よりも対数試

視力表による方が，より合理的ではないかと信ず

るものである．

181．真島英信•田中宜子（順天堂大生理）

攣縮の力学

憤性槙杵を用いて等張性攣縮の経過中における

張力変化の模様を追求した•張力は容量変化法に

より，叉筋乃至槙粁の動きは光電管に slitを介し

て光を当てておき，この光を槙粁によつて遮断す

る方法により，摩擦を極小にして oscillographで

同時描記した・

荷重(m)を変化させずに憤性能率 (I)のみを変

化させると，張力発生の時間的経過は全く違って

しまう・しかしその立上りの部分はIの如何に関

係なく同一の経過をとる．即ち初期長のみに関係

している．この時張力 (F)と短縮量 (S)との間の

関係をグラフにしてみると F=mgになるところ

の短縮量 (Sm)，及び F=Oになるところの短縮量

(So)は何れも Iがかなり広い範囲にわたつて変

化してもそれに関係なく一定の値をとる． 即ち

Sm, S。しま荷重のみの函数である．

以上の関係からこの systemにおける仕事量は

I及mの2つの変数の函数として書き表わされる．

次に Iを一定とし m を変化させて攣縮を行わ

せてみると，張力発生曲線の立上りはそれぞれ傾

斜を異にして重ならない•しかし afterloadingを

行つて初期長を常に一定に保つ様にするとこの立

上りは皆よく重なる．即ち初期長は攣縮の前半を

決定する最も重要な要因である．何れにしても攣

縮の前半には荷重を引上げ速度を与えるべき著る

しく強大な張力発生があり，後半には短縮遂行後

の荷重維持の為の，即ち殆ど荷重に等しい張力発

生がある・前者を短縮張力，後者を維持張力とす

る．この両者は攣縮において既に分離し得るので，

2つの刺激による加重現象の分析に手がかりとな

る．

叉 S。を示標としてこの加重と刺激間隔との間

の関係を量的に求めた・

182・藤原 忠（大阪市立医大電顕研究室）

横紋筋原線維の置子頸微鏡的研究（第2蔀）
1・電子顕微鏡像から粒子量の概算値を算出す

る方法を検討し一応の実験式を得た．これを原線

維の filamentに存在する巨大分子に適用し，こ

の巨大分子が約 1.2X 106の粒子量を持つことを

知った．この数値と Actin及び Myosinの粒子量

の関係を考究した•

2. A. Szent-Gyorgyiの方法を基礎としてKCl

濃度及び pHを変数にとつて，これと filamentの

形体変化との関係を考究した•その結果， Myosin
及びActinを充分に抽出した場合には， filament

は完全に消失する．但し Actinの抽出が充分でな

い時にはfilamentが残存する．其他filamentが残

存する場合について検討を進めた．

3.更に生筋における原線維，横紋，ならびに

filamentの存否の問題についても 2,3の知見を

得た・

183・田中直衛（京大前川内科）

墓骨格筋及び心房筋の発置と牧縮との関係につ

いて（第2報）
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層対電説に於て，前川教授の提出せられたる方

程式

Q=Jt(K) 

但し Q＝発電， K=＝収縮の強さ

4＝比例常数

の検証実験を，日本産墓の縫工筋より分離易lJ出せ

る筋線維束及心房筋条に関して行い

1.佑作電位曲線と強力曲線との間には同時性

が存在し

2・疲労実験及ウレタ辺吏用実験例に於ては，

全経過を通じて 4の値は一定であり

3.ア七チルコ 1Jンは 4の値を増大せしめ，

ATP 及アドレナ 1Jンは4の値を減少せしめる事

を昨年度本学会に於て報告した・

本回の実験は同様に，墓縫工筋より分離易lJ出せ

る筋線維束を Ringerプー Jし中に浮べ，杉氏隔絶

法によりイヵ作電位曲線を描画し Decade型精密ブ

1Jツヂを用い交流 1kcの電源により，容鼠 Cx

及抵抗分Rxを測定した・

1.隔絶板両側の Ringerプール量を一定に保

って行った疲労実験例に於ては， Cxは不変にし

て， Rxvま漸次増大の傾向を取る．

2. Ringer プール量を漸次減少せしめた実験

、例に於ても同様の傾向を示す・

3. Ringerプール量を減少せしめて，一定度

に達すると・棘電位は不変叉は梢増大し，それに

反して後電位は著明に低下する．この変化はRin・

ger液の注加によつて復原する．

184．長尾暁ー（岡山大生理）

筋肉短縮の博播l生と圧効果に就いて

筋肉の短縮には筋肉の線維に沿うて伝導される

ものと伝導されないものとある． その伝導され

ない特異なものとして特異性筋短縮がある．

Ebbeckeに依れば圧迫短縮は特異I生筋短縮によく

似たものであると述べて居る．然らば圧迫短縮も

亦非伝播性の短縮を来すものであるか．

演者は先に筋肉を 10-15KCl-:Ringer液に浸

して置くと圧に対し反応し易く電気刺激に反応し

難くなる事を報告した•叉 6 疹 Alkohol-Ringer

液， 6%蕪糖液に浸しても同様圧に対し反応し易

く電気刺激に対し反応し難くなる．然らば圧に対

し反応し易くなる筋肉は電気刺激に対し非伝播性

の収縮を以て反応するであろうか．

叉高圧を作用させて筋肉に圧迫短陥を起させた

筋肉は非伝播性の短縮を来すものであろうか・演

者は鈴木，中島両氏の用いた隔絶法によつて此等

の点に就いて検索した・

その結果，圧に対して反応し易くなる溶液に浸

した筋肉では，隔絶電極に依る刺激で陰極側より

陽極側に伝播されない収縮即ち鋸歯状持続収縮が

消失して平滑持続収縮を来し，罪伝播1、生の収縮を

示す．

叉高圧を作用させて持続性短縮を強度に起させ

た筋肉 (500-400気圧）では復圧直後，陰極側に

のみ収縮を来し之は全く陽極側に伝播されない非

伝播性の短縮を為す・高圧によりて軽度の持続I生

短縮を起させた筋肉 (400気圧前後）では陰極側，

陽極側共に収縮を為すがその型は非伝播性の短縮

を示す・

185．杉 睛三員阪東京教育大生理）・深山幹夫・薦

田紀盛（東大生理）

所謂‘‘筋の変形霞流’'について

急激なる伸展を筋にあたえた時におこる，所謂

筋の変形竃流については， DeMeyer以来多くの

報告があるが，その結果（越電力の正負，大きさ

等）は一定していない．．例えばその大きさは10μV

から数 lOmV迄，実験者によりかなりの開きがあ

な演者等は従来のものを比較検討した結果，実

験の方法に改良すべき点を認めた（筋の空気中に

於ける懸垂，両端伸展，中間の結紫等不安定且つ

変形流以外のものの入る可能性あり）ので安定は

杉の隔絶箱を用いて実験し次の如き結果を得た・｀

1．蛙の縫工筋の Pelvicendを‘'しきり'’で

おさえ，その両側に Ringer液を入れ，筋の尖端

を木綿糸で滑車により，箱の外に導き，これに錘

りをかけたり，しまずしたりして，その瞬間に於け

る電位の変化を不分極溝子により Braun管に導

き記録した•この際伸展の長さは錘50g 迄は霊さ

に比例して増大する．

2.伸展の際の起電力の方向はーで，その大き

さは伸展の長さに比例し（張力ではない），大体100

μVから数mV位である．従来数lOmVにおよぶ大

きいものを報告しているが(K.E. Rothshuh. 1951) 

これは負傷流による影薯が加わつている．

3.筋のある側の Ringer液をKCl液に置換し

た場合その濃度が0.12/9Mになると極めて小さく
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なり0.12/3Mになると全く出ない．叉NaClの場

合は逆に0.12/27Mで方向が＋側に逆転する．

'4.筋を伸展したままでその時の活動電流をと

ると伸展に比例して小さくなる．

要するに伸展による筋の起電力の方向が一であ

るということは筋の表面が陰性化するためであ

る．すなわち伸展により，Ringer液と筋表面の接

触面が拡大され，筋表面の電気的二霊層が増大す

るためである（杉の筋負傷面における塩類および

濃度効果）．

この際，筋の原形質と外液との接触が容易にな

る傾向が増大するとみなされる．これは電気緊張

およびKClの影響をみてもこれらが負傷面に対す

るものと一致していることからも推察出来る（な

お伸展による起電力は，変形流というより，伸展

流と呼ぶ方至当と考える）．

186．本間三郎・奥田八雄・大浜博利（千葉大第 1

生理）

筋電図よりみたる通流電極第3：作用及び低周波

直角脈波の治療的応用

人体神経および筋に対して低周直角脈波の通流

は，その陽極及び陰極下の閾値を低下及び上昇せ

しめる，この所見は通流竃極第3作用と同一であ

る（第3作用の詳細は鈴木の論文を参照された

い）．この研究は一部発表したが，通流電極第3作

用によつて人体筋の活動電位就中筋電図上からみ

て如何なる知見を得るか，それと閾値との関係を

研究した・成績からして各種疾患、に対する治療的

応用の可能性を認めたので，神経麻痺及び頻の運

動閏害を来たしている筋に利用した・

筋活動電位は微要であるが，低周直角脈波通流

によつて著しく増強すな閾値も正常人の該当筋

に比べ極めて高いのが相当程度低下する・通流後

の活動電位の増強は数10分にして旧に復る．閾値

との間にかなりの相関がある．連日上述の疾患に

低周直角脈波を適流しておると当初高かった閾値

は漸次低下し，或る一定の値にまで回復（正常人値

に近付くから）する．筋活動電位も出現してくる•

一方障碍を起している筋も他覚的にも自覚的にも

回復し，曲つたものは伸び，運動できるように，程

度の差こそあれ治癒の方向に向うものである．閾

値の比較的低い筋，即ち正常人の値に近い筋では

閾値は連日の観察でかなりの動揺を示す・そのよ

うな場合に筋電図の上述の所見が低周直角脈波の

通流によつてよく記録される．それらの治療経過

を筋電図及び閾値の面から迫求したのである．

187．萩原生長・渡辺昭（東京医蛍大生理）

Na-Ringer並びにTetra-Ethyl-Ammonium-

Ringe『中に於ける筋活動電位に就いて

墓縫工筋の同一繊維上50μ 以内の 2点に2本の

細胞内電極を挿入し，一方より通電他方で其の時

の細胞内外の電位の変化を記録し次の結果を得

た・

Na-Ringer中で：

1・通電に依る depolarization が・一定の大さ

（約30m-Volt) になると活動電位（約130mV)

が起る．之は静止電位に比べて常に約 40m-Volt

の reversalをもつている．

2.此の critical"depolarizationの値は分極が

その値に達する迄の時間叉はそれに至る経過には

関係しないまた分極がこの値になる時しばしば

local potentialが起り時には之が 0.1秒以上も続

く事がある．

Ringer液中の Na-ionの一部叉は全部を当量

の` T.E. A. ionで置換せるT.E. A.-Ringer中で：

1．活動電位の高さは減少はするが Ringer液

中の Naの7/8迄T.E.A．で置換しても尚reversal

がみられ非活性と考えられるCholinechlorideで

置換せる場合と全く異なる．

2.活動電位の下降斯が著しく延長し大約正常

時の10倍になる．この変化は T.E.A.の濃度が或

程度以上ならば濃度に依る差はない•

3)屡活動電位の下降期が criticaldepolariza-

tionの値に達すると次の活動電位が起り反復興奮

がみられる．この事は T.E.A.の澳度の稀い方で

著明であな濃度の濃い所では，この値でしばし

ば localpotentialがおこり活動電位は心筋のそれ

に似た形になる．

4) 細胞内電極によつて膜に内向の電流を流し

て測定した静止時の膜の内外の effective resis-

tanceはT.E.A．置換に依つて変らないが活動電位

の下降期に於ける抵抗の減少が T.E.A.中にては

非常に少ない事がわかった•この事は活動電位の

延長が浄止電位を生じている processに関係して

いる事を示している．

←べ^



296 No. 188――191 

188．三浦不二夫（東京医歯大矯正）

同時多桓誘導による咀咽筋の筋雷図学的研究

既に，各咀喉筋については，その運動と活動電

流の同時記録から，咬筋，内翼突筋は上，前，内

方；側頭筋，外翼突筋は上，後，外方の 3方向，

顎二腹筋（前腹）は上方を除いた5方向に佑くこ

とを知つたが，これら各筋の相互の関係を知るた

めには，同時に 2つ以上の筋の活動電流およびそ

れら筋の状態を定義づけ何んらかの記録が要求さ

れる．顎運動の記録は，その連動を 3点9方向に

分析し，その各を高周波利用による Condenser-

methodを応用することにより可能となったが，

同一人について筋の活動電流を，特に近接した箇

所で同時に数ケ所から誘導記録することは，実際

上かなりの困難が伴い，我国では未だ行われてい

ない様である・

同時多極誘導の際，特に注意すべき点は，各筋

から誘導された活動電流の各波形の位相を変ずる

ことなく，忠実に記録することで，そのためにわ

れわれは入力側に Cathode-followerを利用した

differential amp．を考案製作した．この増巾器は

transmision factorが略々 1/10000で，イソピー

ダンスが著しく高く，従って生体に対する負荷効

果は殆んど無視出来る (SOM以上）．

かかる特殊に考案した前置増巾器を利用する事

により，筋活動電流相互間の干渉を除去する事に

成功したので， ここに同時に｛力く多くの筋の時間

的相互関係を初めて明かにする事が出来た．その

結果の詳細を報告する．

189．新海一蓋・成田友徳（名大第2生理）

墓呼吸筋の筋電図による分祈

慕の呼吸運動時の種々の筋の筋電図，口腔内圧，

及び肺内圧曲線を同時に記録して其等筋の肺呼吸

及咽喉呼吸連動への機能を検索した．肺呼吸時に

は鼻筋，願下筋，舌下筋，願舌筋，舌骨舌筋，後

胸舌骨筋から多くの佑作電流が現われる．此の場

合胸部諸筋は肺呼吸についれて連動して居るのが

見えるが，佑作電流は見られない．咽喉呼吸時に

は願下筋は前者と大差なく放電しているが，他の

ロ腔周囲諸筋の佑作流は著しく少い・鼻筋は肺呼

吸時ツメ込運動にのみ収縮して鼻孔を閉じる作用

が有ることがうなづかれる．

190• 井上清恒・細井榮三耶・小浜次男・稲葉

原•徳之・日向野政敏（昭和医大生理）

平滑筋の竃気生理学的研究

ネコの尿管，膀脱，ダイコクネズミの子宮， ヵ

タツムリの咽頭索引筋などを材料として電流刺激

閾値を測定し，またこれに関連する電気生理学的

諸定数を測定した．なお子宮ならびに咽頭索引筋

については活動電流を描記して興奮伝導の機構を

津求した．次に得られた諸数値を表記し，併せて

ミミズの環状筋ならびにヒキガニル縫工筋のそれ

らの数値を掲げ比較しておいた．
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191．増田 允 C慈恵医大生理名取研）

友応時の筋電医学的研究

反応時系を構成する運動系の興奮様相と反応時

の関係について，筋電圏及び連動速度分析による

結果を 2,3報告してきたが，その継続実験とし

て反応時と筋電図の関係を更に追求してみた．即
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ち，

1．連続反応時に関与する拮抗筋より誘導した筋

，電図の基本型とその推移， 2．電鍵叩打指に負荷を

かけたときと然らざるときの反応時の変動と叩打

速度，・筋電図のそれと関係， 3．反復して反応時を

計測する場合，刺激間隔時にみられる律動l‘生放電

の特徴， 4．反応時と筋電国のスバイク放電の統計

的検討による相互関係，などを検索して反応時運

動系について， 2, 3考察を加えると共に， この

分析の1端として， 5．脊髄慕を用い，特定緊張筋

非緊張筋の支配神経を刺激し，その版力を測定す

るとともに，筋活動電流の出現様相を各種条件下

に検討して，筋竃図のスバイク放電の性質につい

て調べてみた．

192．酒井敏夫（慈恵医大名取研）

水痙縮筋による筋収縮羅韓に関する研究

昨年度報告した水痙縮の機転を迫求すると共に

St. Gyorgyi, E. Bozler等多くの筋研究者が Acto-

myosin-ATP systemに使用してる所謂 Glycerin

筋を水痙縮筋の性質を基礎に生筋のそれと比較す

る事を試みた・

a.水痙縮の機転について：水痙陥の強さを左

右する要因に就いては，これまで 2,3の条件を

報じたが， Aq.destのpHを変化させると生筋の

pHに対する収縮高とは，相反し等電点附近で小

さく， pH号5.5,pH号85で最大佃を示し，それ以

下でも叉それ以上でも小なる値をとった．概して

Alkali側で痙縮は著しい水痙縮を促進するもの

として，塩類があるが特に Ca..,Mg"の Antago-

nistは明かで，以縮性のみならず張力尻生に於て

も平行関係を示し， Mg.. は急激な張力減少作用

があつた．水痙縮も，所謂非緊張筋，緊張筋で異

なり，水痙縮時に於ける尻生張力から見ると緊張

筋は張力孔生の持続時間が長い．又，予めモノー

ヨード酷酸で中毒させて置いた筋では，水痙縮を

抑制し，さらに此の処理筋を電気刺激で活動させ

て置くと一層収縮高が減少した・水痙縮は，水温が

低いと小さく，或は全く収縮を示さない•この原因

を塩類の拡散速度に帰して置いたが，室温で筋を

水中に入れる浸演速度を極度に緩慢にさせると低

温の時と同様の結果が傷られた．以上の水痙縮筋

は電気的興奮性を低下せしめ，これは筋細胞膜の

Ruhe Potentialの変化であろうと考えられるが，

各種水痙縮時間経過後，再び Ringer液に戻すと

興奮性は reversibleでなく低下したままの高さで

止まった． Acetylcholinに対しても同様の事が認

められた．

b.水痙縮筋から見たGlycerin筋：水痙縮筋は，

生筋を異常繹境に置いたもので生筋の性質から遠

いしかし，水浸漬の時間に依って性質が変り．

24時間のものでは， Glycerin筋よりも少しばかり

生筋に近い生筋と水痙縮筋， Glycerin筋，等張

蕪糖筋等を，その粘弾l‘牛，温痙縮， 及び比02,

KCNS, Urea等に依る処理後の Ca'",Mg"作用

から比較して見た．

193．杉靖三郎（東京教育大生理）・深山幹夫・

藤田紀盛（東大生理）

筋収縮のメカニズムを解明するために，グリセ

1)ソ処理筋に及ぼす ATPの作用について多くの

仕事がなされているが，もっとも重要な，生筋に

対する ATPの作用については，まだよく見られ

ていないようである・演者らは，これまでふつう

にもちいられているK塩によらず， ATPのNa塩

（札幌医大，永井教室のサンプルによる）をもちい

て実験して次のような結果をえた．

1．蛙の縫エ筋に対しては， 0.05-0.25彩のNa

塩では，そのままでは何ら収縮を示さないが，刺

激を加えると，通常の禁縮に比して，収縮高も大

きく，且つ収縮残出を示す特異な収縮を示す．こ

の特異収縮は，液に没した直後からはじまり，次

第に強くなり，数分以内で最大に達し，数10分に

わたり，この状態を持続する．

2. 1容液を Ringer液にもどすと，この収縮曲

線の大いさは，直ちに低く且つ短かくなりはじめ，

数分(5~6分）以内に正常の状態にかえる．

3.濃厚な ATPの Na塩では，浸すと同時に

自発性の収縮をおこすが，やがて止む．このとき

電流刺激を加えれば，単一刺激に対して，持続性

収縮（ベラトリン曲線に似ている）をおこす．一

度，持続性収縮のおこった後は，数分間以上の間

程をおかぬと，その収縮持続曲線は，短かく且つ

小：こなる．そして頻回刺激を加えると，収縮曲線

は次第i／こ単一の攣縮曲線に近づいてくる．

4. ATPは，生筋の負偽部には作用するともい

われているが，隔絶した傷面には作用しないまた

Achによる増強作用も，端板におけるAchの刺激
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作用にもとずくものであなさらに，電気緊張をか

けると，ATPによる筋の収縮曲線が著明に影議を

うける．これらのことから A:rPは生筋に対して

その外部から作用していることがわかる．

（なおk塩によっては，濃厚なKイオソの作用に

ょって，筋の刺激興奮作用が直ちに抑制されるも

ので，これが ATP, K塩の生筋に及ぼす作用を

誤認せしめたものと考えられる．）

したがつて，条件を顧慮しないでとられた筋電

図のバタンからは，直ちに，筋ないしはそれを支

配す神経系の状態を云々することはむずかしいと

し、うことになる．

1994．宮崎英策・湯田坂八重子・小西和彦・麦倉元・

馬原逸耶・呆井寅男（札幌医大生理）

(1) Actomyosin系筋モテルの短縮とATPase

前回に引続きAM系の酵素学的性質と超沈殿と

の関係を種々条件下に検討し，其の収縮（超沈澱）

には ATP分解を伴うことを認めると共に，斯る

事実を生筋， glycerol筋に於て実証す可く予備実

験をも合せ行った・

1. ATPase活性度と超沈戦に及ぼす温度効果

M及びAMのATPase活性度は40゚Cまで増加

するが，超沈澱も略々之と平行する． 0℃では超

沈澱は見られなかった．

2. ATPaseと超沈澱に及ぼすAs(I[)の影害

As(III)はM,AMの ATPase及び超沈澱を共

に抑制し両者の抑制は常に平行する．即ちKusch-

inskyのAs(fil)はATPaseを抑制せず超沈蝦のみ

を抑え従てATPase以外の機構に依る P分解が収

縮に伴うと云う結論は認め難い・

3) ATPase活性度に及ぼず pHの影響

M及びAMのATPaseのpH活性度曲線を，各

種イオヽノ環境で超沈澱との関連の下に検討し，両

ATPaseに特有の pHoptimaがあることを知っ

た．叉 Ca•• しま AM の ATPase に興味ある作用を

呈した．

4. M-ATPaseに及ぼす Actin(A)の影響

前回にはM,AMのATPaseはK・,Mg"の効

果に於て著しき差異が認められたが，今回は更に

Aの量的関係を研究した．即ちAは高 K・濃度で

M-ATPaseを抑え，低濃度では反って増強される

ことが判った．又Aは M-ATPaseを熱に対して

安定化する．即ち Aは M-ATPa~e を調節する作

用がある．

5. ATP系及びCPの定量

一方，生筋及び glycerol筋の短縮弛緩に伴う

ATP, CPの変化を知る可く，イオヽノ交換樹脂を

用いて ATP系を， Jaffeの法を応用して CPの定

量法を確立したので目下各筋に於ける夫等の含量

を検討しつつある．

195．横山 稔・大原弘通・藤野和宏・丸山俊識・

葛西健治・示井寅男（札幌医大生理）

(2) Actomyosin索筋モテルの弛緩に関する研

究

前回に引鐙き筋肉収縮弛緩機構の解明を意図

し， AM系につき次の研究を行った．

1. Glycerol筋に対する pyrophosphateの脱

hysteresis作用は，低濃度で ATP短縮の塩濃度

範囲を狭めるが，高濃度では塩濃度全域に亙り短

縮を抑制する．

2. ・Histamin,アソナカ， phenobalbital等も

pyrophosphate同様に脱hysteresis作用を有す．

3. pHのhysteresis r~及ぼす影響を調べた·

4. Glycerol筋にATPと各種濃度のpyropho-

sphateを同時に作用させると，収縮或は弛緩のみ

を現す領域の中間で，その二相を示す部分が見ら

れる．

5. KCl濃度を加減してATPを作用させると，

上記の pyrophosphate と同様の結果が得られる•

6.脱hysteresisglycerol筋の性質を検討した・

7. Marsh-'-factorの短縮抑制効果を確め得た．

8. ・ Marsh-factorが前掲の脱 hysteresisagent 

の範疇に属すと考うべき成績を得，更に此の物質

の性質，意義等につき研究を進めている．

9. Glycerol筋に見られる二重収縮の機構に検

討を加えた・

以上の成績に基き，繊維状態並に溶液状態に於

ける AM-ATP反応を比較考察を加え次の如き観

点を得た．即glycerol筋は塩濃度に関し 0.5M附

近を境とし低濃度側で透明度並に弾性の少い状態

と高濃度側で透明度を増し，伸展し易い状態を有

し，之等はAM液の等電沈電域と溶解域に対応す

る．叉 ATP存在下では収縮域は超沈澱域に弛緩

域は粘度猿少城に対応せしめ得る． Glycerol筋で

収縮域が広いのはhystererisに依り，之は pyro-

phsophate等で狭められ，超沈澱域に近づく・
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Pyrophosphateは叉粘度減少を起し，之はAMの

解離と考えられ，従って，超沈澱粘度変化及び

glycerol筋の 3者は大きな共通点を有することに

なる．収縮弛緩両域の中間で，此の二相が時間的

に変化するのは，斯る条件下でその環境条件が時

間的に変化すると共に， AM自身がその変化に対

応し得るに過ぎないと考え，之は叉溶液ではclear

phase, gelation との関連性を示唆すると考えら

れる．またAMの粘度変化の生理的意義を諸家の

見解と比較検討した．

196．呆井寅男・寺山夏雄・伊藤登・牧之瀬望

内田棒喜（札幌医大生理）

筋収縮の物理化学的研究（続）

Actomyosin-ATP系の熱力学的測定と収縮弛

緩機構

前回に引琥きAM-ATP系の諸条件を研究し，

下記の如き諸結果を得た・

1. AM液の粘度及ATPによる粘度の減少度は

負の温度係数を有し，高温程解離の傾向を持つ・ 2

2. ATP短縮したglycerol筋の pyrophosphate

による弛緩伸展は温度と共に S字状曲線をなして

増加する・

3. Glycerol筋のATP短縮の温度変化はVarga

等の成績と大体一致する．

4. AM-ATP-ase活性は温度と共に上昇し，

40℃近くに活性の極大を有し，之以上の高温で再

び活性低下する．

上記の成績特に glycerol筋の短縮伸展について

熱力学的解析を試み， glycerol筋の熱弾性を考え

合せ， Szent-Gyorgyiの Vargaの実験に対する解

釈を批判し， glycerol筋の短縮の温度変化はATP

の分解をともなう短縮反応と温度並に ATP の

plasticizing. actionの2反応の兼ね合いとして理

解出来ることを示した．

上の観点及脱hysteresis反応，弛緩反応，超沈

澱の溶解反応， ATP-ase作用の諸条件を綜合し

て，AM-ATP系の研究から考え得る筋収縮の機溝

について前回発表のものに補足する所があつた・

197・熊谷 洋・江橋節耶•藤田完吉・武田文子

（東大薬理）

骨格筋における［弛緩因子］の存在とその意義

について

Bozlerによつて示されたグリセリソ処理筋の高

濃度ATPによる弛緩は，ある条件下にのみ起り得

る．この条件を検討，追求した結果，我々はグリ

七リン処理筋の弛緩には，既知のアクトミオジソ

系以外に，別個の新因子が関与することを確認し，

之を一応弛緩因子と仮称することとした (1953年

10月，日本薬理学会関東部会）．．この因子は，相前

後して発表された Bendall或は Goodall等の因子

と，略々同一の対象を取り扱ったものと考えられ

る．

噸緩因子」（以下 ‘‘•R’' と略称） の性質・

1．本因子は， O.lMKClにより骨格筋より抽

出し得る． 劫水溶性，非耐熱性， 硫酸アソモン

20g/dlで沈澱する蛋白性物質で， pH6.o~7.0の間

では安定且つ活性であるが， pH7.8以上では，急

速に非可逆的に非活性化される．

2. 8.5 X 10-3MのATPで収縮したグリ七リ、ノ

処理筋に “R"+ATP (8.5 X 10-3M)を作用させる

と，急速な弛緩を起す．この収縮弛緩は短時間内

に反復することができる．

3. "R"により弛緩したグリセリン処理筋は

Ca++0.001-0,0lMを加えることにより，急速な

収縮を起す．この収縮は，極めてはやく，通常の

ATP収縮の10倍以上に達する．このCa+＋による

収縮は， ‘‘R"+ATPに置き換えることにより弛緩

する・即ち可逆的な過程である．

4.燐醗，篠酸，弗素等のCa沈澱剤は，‘＇R” の

作用を増庶する・界酸のこの作用は，その生理的

存在からみて，注目すべきものがある•

5.“R’'はATP存在下に於てのみ作用し， ADP

は之を代行し得ない• “R’'は骨格筋には多量に

存在するが，心筋，腸管筋には少く，他の組織に

は存在しない・

以上［弛緩因子」を反応系に加えることにより，

グリ七リ、ノ処理筋の収縮弛緩を，著しく生理的な

ものとなし得たということができる．

198．林韓・小山生子（慶大生理）

塩縮と塩奮と塩発の研究（其の 1)

199．林鰻•佐藤正一郎・甲田二耶•山田満雄・

根本英男•清水秀忠・高下弘夫・大内廣志（日大

歯学生理）

塩縮と塩奮と塩発の研究（其の2)
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200．林繰・足立干鶴子・思頭京子（財団法人林

研究所）

塩縮と塩奮と塩発の研究（其の3)

等圧 NaCl溶液にガマまたは蛙の易I]出骨格筋を

入れると，一定の潜時の後にリズムある収縮を起

し，長く持続する． この現象を私共は塩縮 (Salt

Contraction)を名づけた．この現象は1880年以来

知られていたが，数時間から10数時間の後，止み，

しかも，筋は収縮性を失わず，収縮中に徐ぶこ塩

縮抑制物質 (Xと称する）が出て，一定の濃度に

なるをいう事実は誰も知らなかった・

私共は新しくこの現象を研究して，筋の中では

塩縮抑制物質と塩縮催起物質 (Rと仮称する）と

が結合しているが，ある条件で之が分かれると R

の作用で収縮が起る．之が塩縮の生起する機制で

あるとの仮説のもとに実験を重ね，ほぼ完了の域

まで到達した•この考え方は筋の収縮が電気的刺

激，その他の刺激で起る機制を可成りよく説明し

得るのみならず， 一般に応刺性組織 {excitable 

tissue) が興奮を起す機制をも説明し得る事が次

の2つの事実からわかって来た・

末梢神経では等圧 NaCl溶液に漬たされても何

等の興奮も起らぬがPerineuriumを剥ぎ取ると，

塩縮と全く同じ興奮が生ずる．私どもは之を塩奮

(Salt discharge of nerve) と名づけた・

中枢神経では如何．之も長く苦しんだが，結局，

動物で脳脊髄液を取り去り，等圧 NaCl溶液で置

換すると同じ現象の起る事を発見するに至った・

これを私共は塩発(Saltdischarge of nerve cells) 

と名づけた・

私共の 3つの演題は之等3現象を一括して理論

づけようとするのである．

201．長谷川 弘•島田久八耶（新潟大生理）

骨酪筋に於ける化学受容器

蛙の骨骸筋にクニン酸‘J．ーダを作用させるとそ

れにつながる神経に衝撃発生がみられる•これは

骨骸筋の中に化学受容器が存在するものと考え

て，この存在をたしかめること及びその性質をし

らべることを目的として実験を行い次の結果を得

た・

1.単一神経線維を分離してしらべると，筋を

伸展すれば衝撃を生ずるが筋にクエヽノ酸‘ノーダを

作用させても衝撃を生じない線維（伸展衝撃及び

伸展線維とする）と．伸展には応じないでクニン/

酸ソーダには応ずる線維を別ぶこ分離することが

できた．このことからクニソ酸ソーダによる衝撃

を伝える特殊な神経線維（化学術撃及び化学線維

とする）従ってそれにつながる特殊な化学受容器

の存在は明かであろう•

2. この受容器はクエヽ ノ酸‘ノーダ， グルタミ‘ノ

酸ソーダ， Acetylcholin，乳酸， リ・ソゴ酸， フマー

ル酸，酢酸に反応する．以上の物質の同一濃度に

対する反応の強さ（単位時間内の衝撃数）は大体

この順序であるがくわしくは検討中である．

3.筋を電気的に 2分乃至5分頻数刺激して強

縮をおこさせると，刺激をやめたあと迄求心性衝

撃が出ている．従ってこの受容器は上記のような

特殊な物質でなくても，筋収縮の際に生ずる生理

的物質によつても刺激されるものと思われる・

4.化学衝撃は伸展衝撃よりも弗化ソーダ，モ

ノヨード酢酸の薄い濃度で抑制され，叉同一濃度

では時間的に先に抑制されなこの点は頸動脈体

に於ける化学受容器と同様である．叉これにより

伸展受容器とは同一のものでないことを知る．叉

化学厠撃は筋の代謝が抑制されるとその発生が減

少する•

5.化学受容器の衝撃発生は温度の高低により

非常に左右されるが詳細については検討中であ

る・

202・吉野重丈（信州大生理）

血行のある墓骨格筋の疲労に就いて

1．血行のある墓の一側の排腹筋を，その筋及

対側の排腹筋を含む下腿筋群を間接に刺激して疲

労を起し V/Vrの変動を追究した・

2. Urethane及Ethyletherで麻酔した墓を使

ぃ，蓄電板放電刺激による 0.500.lμF V /Vr法及

0.3μF V/Vr法1) によって測定した・疲労を起す

為には Porter型 Inductorium(180回／秒）により

筋に最大強縮を起させた・

J. V/Vrの正常値は， Vrの変動にも拘らず恒

に一定で，その個体に固有な値と言い得る．

4.血行が正常で測定側疲労の場合， V/Vrは

直後最大値を取り漸次正常値に戻ったず恢復時間

恒数 Knの平均値2)は 2.13士0.03分であった・

5. 4.の場合， Du Bois-Reymt>nd型 Induc-

torium (20回／秒）を使って疲労させると， V/Vr 
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の変動は起らなかった•

6. 4.の場合，測定側の A.ischiadica及 v.
femoralisの血行を停めると V/Vrの恢復は認め

られなかった・

7.血行が正常で非測定側疲労の場合，V/Vrは

4.と同様な変動を示し， Knの平均値は 4．の場合

と同じく 2.44士0.05分であった・

8. 7.の場合，非測定側の V.femora:Usの血行

を停めると V/Vrの変動は起らないが，血行を許

すと 7.と同じ変動が観られ， Knの平均値は之も

2.49士0.05分であった. • 

9. Achの微量 (7X 1Q-7g/g（体重））を与えて

置くと 4及 7．の V/Vrの変動は起らなかった・

1a.毎秒180回の頻度の間接刺激によって筋に

最大強縮を起させた場合は transmissionfatigue 

であり， Acetylcholineの敏乏に因るものと考えら

れる．此れは和合2)3)の結果に一致する．

11.発生した疲労度と恢復時間との間には，比

例関係が観られ，恢復時間恒数 Kn2) が存在し

た・

12. 骨格筋の疲労は液性経路によって，他の骨

格筋を疲労させる．此の液性作用の本態がAcetyl-

cholineの敏乏に因るものと考えて差支えないよ

うである．

文 献

1)和合卯太郎 (1952)信大紀要第2号， 17

2)和合卯太郎 (1953)信大紀要第3号， 119

3) 和合卯太郎（末発表）

203．清水貞男（信州大生理）

灌流墓骨格筋に於ける疲労について

1.体重200-250gの慕の大腿動静脈坐骨神経

排腹筋標本を Ringer 液で灌流い灌流開始後

30-60分を経て実験を行った・

2. 実験装置及び方法は和合1)が発表した蓄電

板放電刺激装置を用い， 1.0•0.5µFV /Vr法および

O.Su.F V /Vr法によって測定した．叉疲労をおこ

す為には頻度毎秒20回と 180回の2種の Induc-

toriumを使用して各30,60, 120, 180秒間坐骨神

経を刺激した・

3.疲労前では V/Vrは恒に一定であり，その

標本に個有の数値であった・

4.疲労直後では V/Vr値は最大増加値を示し

時間の経過と共に下降し，一定時間の後疲労前の

値に戻った•

5. 1 X 1Q-4mgの Achを混ぜたRlngetj液で

灌流して同様の実験を行った所，上記の V'Vrの

変化が表われなかっつたまた Achを分解する

Cholinesterase の作用を抑制する Prastigmine

(5x10-'T劣）のみを含んだ Ringer液で灌流した

所， V/Vrは変化したがこの際の増加率は小さか

った．

以上からして本実験に於ける程度の疲労は所謂

伝達疲労であり， Achの敏乏によっておこるもの

と考えられる．

6.増加率2)は各刺激頻度及び刺激時間によっ

て異るが恢復時間に比例した・換言すれば和合の

言う恢復時間恒数 Kn2)は刺激時間従って疲労程

度の如何にかかわらず一定であり，かつ叉 2種の

Inductoriumに夫々個有の値を示した・

7.刺激時間と増加率との間の実験式を求め頻

度20回のものでは ir.=O.lSt-0.03,頻度180回の

ものでは i.r.=-0.04t+0.20の各式を得た・

頻度20回の刺激では増加率は刺激時間と平行し

て上昇しているが，頻度 180回の場合では，時間

が長くなるにつれて増加率は減少している．この

点は注目すべき事実であるが，今の所原因は明か

でなし、．

文 献

1)和合卯太郎 (1952)信州大学紀要第2号

2)和合卯太郎 (1953) 同上 第3号

204．塚田裕三・高垣玄吉耶（慶大生理）

脳維織に於けるグルタミン酸の代謝系

神経組緑にはグルタミン酸が高凝度に存在し，

その機能的な意義が強調せられている．

吾々は先づ脳紺織に於けるグルタミヽ／酸の代謝

系の一瑯として，アヽノモニヤ形成系の分析を行っ

た・田代は古く末梢神経の機能とアンモニヤ形成

との•関連を指摘し，近年になっては Richter等が

刺戟に伴って急速に脳内アソモニヤ量が増加し，

麻酔時には減少する事を認め中枢神経系に於いて

も，機能的な意義が認められた・

吾々は摘出後の脳組徽の急激なアンモニヤ形成

を標示としてアンモニヤ形成源の分析を脳Homo-

genateと脳 Sliceに就いて行い，次の如き成績

を得た．即ちアソモニヤ量の増加に伴い．脳内の

グルタミン酸量は低下し，グルタミン量はかえっ

-i 
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て増加する事，叉同時にクレアチヽノ燐酸が減少し

ている事を確めた・

一方アデニール酸系の脱アミノ反応も検索した

処，脳 Sliceでは脱アミノ反応は認められず，

Homogenate vこ於いてのみ徐々に脱アミノ反応が

起る事を知つた•

これ等の事実から，アンモニア形成の主たる源

はグルタミン酸の脱アミノに由来すると理解され

た・・

次に脳Sliceを40mMKClを含むKrebs-Ringer

液に入れる時には酸素消潰と乳酸形成が増大する

事は Dixon等により確められている．そしてこ

の現象がMellwain等の脳Sliceの電気刺戟に伴

．ぅ現象と酷似している事から，このK効果の代謝

系の分析は機能代謝の上から大きな意義を予想さ

せる．吾々は先づ Ringer液中の Na・を低下させ

る事により， K効果が完全に抑制される事を知つ

た．次にはK効果に伴う物質変化として， Slice中

のグルタミン酸，アセチルコリン及びクレアチン

燐酸は低下し，グルタミンは増加する事を認め，

k効果に於ける各種の物質変化とグルタミン酸と

の関連を追究している．

205．岡本歌子・石田悛雄・堀田利夫•岡本彰訪（慶

大生理）

脳におけるグルタミン酸，アセチルコリンの変

動とその運動効果との関係，

ゲルタミヽノ酸による皮質性間代性痙攣に関する

本教室の研究は既に屡々本学会において報告した

ところであるが，その作用機序は未tこに不明であ

る．

一方大脳のアセチルコリン（Ach)が電気的刺戟

又は所謂痙攣剤による痙攣時に変動することは多

くの報告に認められるところであるが，その結果

は必ずしも一致しない

私共は既に大脳皮質のグルタミヽノ酸が，ペンタ

ゾール痙攣時には滅少するが， Ach痙攣では減少

しないことを認めたが，更にすすんで，グルタミ

ン酸及びペヽ ノタ ‘fール等による痙攣時の大脳Ach

を定量し，次記の結果を得たのでここに報告する

（天竺鼠）． ． 

1.大脳前半部のAch量は氷冷エゼ l)ソ Rin-

ger抽出では，平均総量4.orJg,遊離量1.4rJg,液

体酸素法では平均 2.4rI 9を示す（定量は蛙腹直

筋を使用）．

2. ペンダゾール頸動脈注射では， Ach量は15

秒で著明な低下を示し， 60秒で元に復す．

3. グルタミン酸‘ノーダの場合には， 15秒で著

明な上昇を示し，次いで正常以下に下り， 60秒で

元の値に戻る． クエン酸‘ノーダの場合もグルタミ

ン酸‘ノーダの時と同様上昇を示す．

4. これらの一見矛盾した現象の機作は次の実

験によって明かになる．即ちサリチル酸エゼリン／

を予め皮下注謝しておいた動物では，何れの場合

でも著明なAch量の上昇となって現われる．ニゼ

リソ前処置により屡々痙攣が抑制されるとみなさ

れる例があるが，この時にはAchの上昇が著明で

なしヽ•

s.以上の関係は液体酸素法を用いた場合にも
質的には結果は変らない

以上の事実より，著者らはこれらの痙攣時には

Achの速かな合成が起るものであるこ＇と及びとく

にグルタミン酸は invivoにおいて結果的にア七

チルコリン合成を促進する佑きを有することを硫

認した・

206．岡本彰祐・渡辺宏助・林宏平・櫻井榮（慶

大生理）

脳におけるグルクミン酸及び筋におけるアクチ

ンを中心とする実験

脳及び筋の機能調節機構を併せ研究することが

相互の研究の発展を助けうるものと考え，従来こ

の両者について行つて来た実験を一括して報告す

る•

1・脳について：脳の活動は筋と同じく高エネ

ルギー燐酸の減少を伴うことはすでにしられてい

る・私共は犬の大脳にペンタ、／ールを作用せしめ

ると，運動効果の発現に伴い，大脳皮質運動領の

低下のみならず，尾状核，視丘等の各部のグルタ

ミン酸量の低下を観察した・前演者はグルタミソ

酸の投与叉はペソタゾールによるグルタミヽノ酸の

減少時に，アセチルコリ、ノの合成がみられること

を確認した．従って，高燐酸エネルギー系，グル

タミン酸系，並びにア七チルコリン系の 3者が，、

機能と如何に関連して佑くかの問題に関し手掛り

を得た・

2.筋について：生筋内でアクトマイオジン系

が如何なる状態で存在するかという点に関しては
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前学会等に報告した有機イオ巧酸化還元系等の

抑制因子の外に，筋原線維 ATP収縮に対する生

筋抽出液の抑制効果を観察した．この効果をクレ／

アチン燐酸系の作用と比較した・

以上の分析により，アクチンの解離重合機構が

生理的調節機構と直接に関連するという可能性が

大きくなり，私共はアクチンの解離重合機転につ

いて精査した・

アクチンは球状分子となり，叉は重合して長い

鎖状分子となるが， この際， Q］0 しま 3~4に達す

るにもかかわらず，酵素系の関与はアデニン脱ア

ミノ酵素をふくめて否定される•

一方，生理的イオン濃度に於て，アクチン重合

を阻止すべき生筋の要因を津究した・

以上の諸実験事実に基き，生筋収縮機構並びに

弛緩磯梱に関し，モデル的埋解像の提出を用意し

てし、る．

207・牛山順司（林研究所）

微少鼈極により誘導した小脳の動作霞圧

田埼ーニ等の方法により，家兎の小脳の各 elei-

mentsからの動作電圧を記録した．即ち市販の硬

質ガラス（直径1-2mm)をガス焔上にて直接手で

引き， alcoholmethodで 3molKCl溶液をつめ，

微少電極を作成した．電極内の KCl溶液中に細

い銀線を入れ， 6J7文は 194（三極管結合）の

cathode-followerの gridに結合した．除脳した

家兎の頭蓋腔に Ringer液を浸した綿をつめ，そ

れを銀板にて接地した•cathode-follower の out

put vまCR増巾器及びDC増巾器を通し，夫々 2

本のブラウソ管に溝ぎ，スクリーソ上の波形をキ

ヤノンカメラで連続的に記録した．微少電極はマ

イクロ・マニプラトールにより小脳内に静かに挿

入した・

以上の方法により，種々な波形を記録し得たが

小脳皮質表面近くに於ては，著明な波形を得難<,

それより深層から restingpotentials無しに，単

相性の比較的早い経過の波形を最も多く記録し

た•叉，電極尖端を数 mm 移動させたにも拘ら

ず，その間150-300/secもの高い頻度の不規則で

はあるが大体連続した単相性叉は2相性の波形が

得られた・之は恐らく電極尖端がプルキニー層叉

はその樹枝状突起層を皮質表面に平行して進んだ

ものと思われる•

208．須田 勇・高比真英輔（神戸医大第2生理）

微小霞桓による中枢層構造の研究（第1報）小

脳皮質層

中枢神経系の 1つの大きな特徴は，、分化した神

経細胞が層構造をなして存在することであなこ

のような層構造をなす部位は，低次であると高次

であるとを問わず，求心系と遠心系の間の積分作

用を営む部位であることに疑いはないこれから

の一連の研究はこの積分作用の生理学的神経機構

或いは個々の神経細胞とこれらが組合わされて成

立する層構造の活動様式を造求することを目的と

する•

原則として採用する研究方法は，次の如くであ

る．即ち，尖端 1/3-1/2ミクロンのガラス管を

田崎のアルコール法により 3モルKClで満した電

極を，一定の速度で処期の中枢部位（大脳皮質，

小脳皮質，上丘及び脊髄後角）に挿入しながら，

orthodromic亦は antidromicに電気刺戟を与

ぇ，或いは化学物質を作用させて，連続的に活佑

電位を C.R.及び D.C.増巾器を通じてダブル・

ビーム・オツシロスコープにより記録するもので

ある≪

小脳皮質に就て得た成績は D.C．増巾の変動の

＇ 有無により C.R.増巾器を介しての活佑電位を判

定すると，その自発1、生活動には次の如き種類が存

在する．

1.、細胞外性活佑電位と細胞内l生活佑電位とが

区別される•

2.細胞外l‘生活佑電位は数 mVの陰性変動を示

し，スバイクの持続によって明かに 2種が区別さ

れなこの種のスバイクが得られる部位で電極を

停止して観察すると，時間の経過によって消失す

ることはない

3.細胞内性，即ち D.C増巾で数十mVの陰性

変動を示す場合のスバイクは，同様に2種が区別

されるが，高圧で，電極を停止すると容易に消失

する・

4.以上の他に持続の極めて短い陽性のスバイ

クと，低電圧のオスジレーシヨンを思わせるよう

な波が得られる．

5.以上の各種の電気的変動は，皮質の構造と

一定の関係を示す・

209．浅沼宏・須田勇・高比真英輔（神戸医大
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第 2生理）

遠心系の積分作用に関する研究（第 1報）皮質

刺戟による運動＝ューロンの衝繋について

従来，いわゆる皮質運動中枢の刺戟に対する中

枢から末梢効果器への投射様式に関する研究しま，

それの伝導経路の研究と同一範囲におかれ，その

解析も，定性的な標示によるものが比較的多いよ

うに思われる．われわれは，先づ皮質中枢に対し

て任意の持続，頻度，及び電圧の短形波による刺

戟を与えてその発動状態を規定し，その際の末梢

筋神経に生ずる活動電位を測定することにより，

これをやや定量的に分析しようと試みた・

誘導電極は無麻酔犬の大腿二頭筋，半腱様筋，

排腹筋への筋神経におき，夫々に生ずる活佑電位

をC.R.増巾器を介して，ブラウソ管オッシロスコ

ープによって観察し，記録し，次の如き結果をえ

た・

1.大脳皮質運動領，及び小脳皮質知覚運動領

の局在部位を，夫々短形波によって単一刺戟する

とき，いづれの場合にも，筋神経には数ミリ秒か

ら数十ミリ秒までの潜時をもち，その電位の高さ

と持続を夫々異にする種々の衝撃の系列が現われ

る．

2. その発動の為に，大脳皮質は，比較的長い

持続の刺戟を要し，これに対して小脳皮質は短い

持統で反応を現わす．亦，反復刺戟を用いた場合

には，小脳皮質は大脳皮質に比し高い頻度の刺戟

に対して反応する．われわれば刺戟矩形波の電圧

を一定にしてその持続を次第に長くした時，及び

持続を一定にしてその電圧を次第に高めた時の筋

神経活動電位を連続記録して，皮質刺撃と各衝撃

発生との関係を検討した・

3. これら衝撃の系列から，反射の発動による

ものを除外するために，脊髄後根を切断し，亦誘

導電極を脊髄前根枝におくことによって，運動神

経繊維の種類による要因を除いて，中枢遠心系の

活動を観察した・

2|0．出浦滋之・河原武ー・戸山祥三（神戸医大第

2生理）

脊髄友射に対する上位中枢の影響（第4報）同

側屈筋友射隙値に対する前脳及び小脳準位の影響

犬の腔骨神経筋枝及び排骨神経皮枝を夫々刺戟

し，同側の腟骨神経幹より反射活動の示標として

佑作電位を誘導した．自己受容性及び外受容性に

刺戟を与え，前脳各部並びに小脳脚を切除して反

射閾値の変化より上位中枢の積分の割合を求め，

次の結論を得た・

1・前脳準位は全体として同側屈筋反射に対し

疏通作用を持つ．

2.前脳各部位の組合せを異にする場合の複合

疏通作用は夫々単独に現す疏通作用の加算とは異

る効果を示す．例えばレンズ状核と視肱の場合は

15彩増，運動頷とレソズ状核と視豚の場合は15彩

減となる．

3.尾状核は同側屈筋反射に対し抑制作用を持

つが，その作用は皮質運拗頷とレ‘ノズ状核の複合

切除による反射閾値上昇と拮抗する．

4.小脳準位は同側屈筋反射に対し抑制作用を

持つが，その作用は同側視林切除により消失す

る．

シンポジウム網膜の生理

211・富田恒男（東京女子大生理）

カブトガニの眼の電気生理学的研究

カブトガニの眼を視神経と共に切り出して之を

縦に半裁すると，光受容単位であるOmmatidium、

の規則正しい排列と，視神経が眼門で扇状に闊い

て各 ommatidiumに繊維を送っている模様が実

体顕微鏡下によく観察出来る•

1.視神経繊惟が onimatidiumに終る近傍で

その繊維ヒに微小電極をおいて光照射を与える

と，一連の放電が検出される．個々の放電は陰l生

の振れを以つて初まる 2柑性を示し，時として明

瞭な prepotentialが之に先行する．叉それ等の放

電の大きさは照射の持続により略々指数函数的な

滅少を示す．視神経上に微小電極を移して検する

と，放電は3祖l‘生で光刺戟の持続による放電々位

の減弱は認められない．逆向き興奮を視神経から

送る方法，並に神経繊維末端部位の電気刺戟に対

する閾値を検する方法］こよって，該部位の光照射

による放電々位の変化機序を追求した．

2.単一 ommatidiumに光照射を与えた時，

それに連なる神経識惟に現われる放電は，周辺の

ommatidia を同時に照射することにより制止さ

れてその放電頻度を減ずる (Hartline の所謂

lateral effect)．このような制止現象は，周辺照射
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の代りに周辺の ommatidiaに連なる神経繊維群

に逆向き興奮を送り込んだ場合にも同様に見られ

る．この時制止を受ける ommatidiumに発する

神経繊維末端部位から誘導される放電の大きさ

は，放電頻度の変化による影響を除いても尚増大

を示し，叉該部位の電気刺戟に対する閾値を検す

るとその上昇が認められる．

3. Ommatidium 上に微小電極をおいた時に

見られる放電1，ま，神経繊維末端部位から誘導され

る放電の殆んど完全な鏡隊を示す．叉この微小電

極を刺激電極として用いると，神経繊維末端部位

は電極を負とした時に興奮するに対して， omma~

tidium自体は電極を正とした時に興奮を生ずる．

212・問田直幹・大木幸介・栗山 燕（九大第 1生

理）

視神経の電気現象から見た網膜活動電位 (ERG)

の考察

Granitは ERGを P1,Pn, Pmの3つの要素

から成ると考え， Bernhard はこれ等と視神経の

電気緊脹電位との関係を迫究した・

我々も視神経の電気現象について 2,3検討を

行い，更にいろいろの化学物質e視神経電気活動
に及ぼす作用を明らかにして， ERG の要素につ

いて若干の考察を試みようとするものである．

実験方法：ヒキガニルの網膜視神経標本を作

り，視神のふた所から活動電位をとり出し前増幅

(RC8)二段，主増幅直結二段を介して電磁oscillo-

graphのH型振動子に導いた．化学物質の作用は

これの Ringer溶液を網膜盃の中に直接点眼した

後， 5分毎に活動電位を測定した．測定温度は10℃

前後，クラヤミ順応の状態において測定を行った・

実険結果： 1．視神経の電気活動 視神経は光

刺激のonとoffに相当して常に緊張性のゆるやか

な電気発生（電気緊眼霞位）と週期的なスバイク放

電の 2つが重ったものを示す．しかしスバイクは

onにおいては offの時ほど著明ではない 1)刺激

の強さ，持続時間を1secとした場合，緊張性電位

は刺激の強さによって増減する．しかしスバイク

電位は持続時間の増減を示すが頻度はあまり変ら

ない． 2）刺激期間強さを一定にしておいて期間

を 10,20, 100, lOOOmsecと変えると緊張電位は

段々大きくなるが， lOOmsecとlOOOmsecでは著し

い差がないスバイクの方は振幅が増すと共にそ

の持続期間も延長する． 3）再照射光刺激 offの

後，短い時間内に再照射を行うと，スパイク放電

の抑制が起り，新しく緊張電位が発生する．この

時 offにするとスパイク放電が増加する． 4)くり

返し刺激 弱い光でくり返し刺激を30分以上続け

て見た．はじめのうちは on,offの両方とも緊張

電位を示さないし，叉 onの時にはスバイクも見

られない•offにおいてのみ現れる．それが次第に

時間がたつと共に緊脹電位も， onにおけるスバイ

クも現れるようになる• ところが offにおけるス

バイクはかえって減る． 5)くらやみ及びあかるみ

順応順応の経過を 1時間観察したが，電気現象

には著しい変化を見ないようである・

2. 種々の化学物質の作用 1)エチルアルコー

ルとメチルアルコール 両方とも同じような作用

を示す． onにおける緊張電位がはやい要素とのろ

い要素の 2つに分離する．そしてのろい要素が著

しく大きくなる••offにおける緊張電位は次第に消

失するが，スバイクは反対に増えて来る． 2)スト

リキニーネとコカイソ onにおける緊眼電位はや

はり 2つに分れはやい要素が著明になる． offにお

ける緊張電位も大きくなる．しかしスバイクは次

第に消失する． 3)アドレナリ、／ 10→molでは緊

張電位は大きくなる．スバイクの数も増加する・

10-2molでは on及びoffの何れにおいても緊張電

位は減少する・しかしスバイクはやはり僅かなが

ら増加する． 4)KCN,KCL及びNaN3 これ等の

ものはすべての視神経電気活動を抑制する・すな

わち緊張電位， スバイク共に全部消失する． 5)ス

トリキニーネとアルコールの次ぎ次ぎ作用 スト

リキニーネを与えるとのろい要素が抑制されはや

い要素が優勢になる．これにアルコールを与える

と，アルコール型が現れる・すなわち上と反対に

はやい要素が抑制されのろい要素が著明になって

来る・つまりこの結果から，緊張電位には少くと

も 2 つの要素がある事が想像される•

以上の結果から視神経には on及びoffの何れに

おいても電気緊張性電位とスパイク放電を示し，

on の場合には前者が更に高いはやい要素と低く

のろい要素の 2 つから成る事が考えられる•

上のような視神経電気坦象と網膜活動電位を対

照させてみる時， Bernhardが云うように電気緊張

性電位を直ちに P.n：のみに結びつけることが出来

るかどうか疑問である．叉緊張性電位とスバイク
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放電の消長は必ずしも平行しないので，緊張性電

位が直ちにそのまま中枢へ伝達されるとは考え難

い現在いろいろのアルカロイド，アミソならび

に二霞結合アルコール類の視神経電気現象に及ぼ

す作用を追究中であるので，これ等の研究結果を

まってより詳細な考察を試みたいと思う•

213三田悛定•藤巻延吉・八重樫定夫（岩手医大

生珂）

超低周波正弦波交流による眼刺戟の特性

著者等考案の電子竹式レオトームを用いて人眼

に3サイクル位の正弦波交流を通じた時惑ずる光

感覚（電気閃光）と矩形波叉は数サイクル以上の

正弦岐交流によって生ずる霞気閃光の惑覚とを比

較すると種々の点で相違がある、一定の強度の 3

サイクル正弦；皮では完全暗のとき電気閃光が最も

明るい而も比較的阻い電流では視野の中心部が

最も明る＜，周辺部程暗い眼の順応照度を大に

すれば霞気閃光の明るさは急激に減ずる．然るに

矩形波並びに数サイクル以上の正弦波交流の場合

には之箸の事情が全く相違する・斯様な刺戟効果

の相違は 3サイクル正弦波の刺戟霞流の強まり勾

配の小さい事が主な原因であり，刺戟頻数そのも

のに基くものではないその証拠は 3サイグルの

矩形波の刺戟効果と較べるとわかる・電気閃光を

示標として得られる電流閾値を縦軸にとり，視野

の照度を横軸にとっ｀描いた閾値庶度一照度曲線

は陪では最小値を示し，10-5lux位から llux位

まで極めて徐々に閾値が上昇し， llux近傍で急に

屈曲して忽勾配になり 103lux位まで直線的に上

昇する．この曲線の形は頗光融合頻度一照度曲線

と極めてよく一致する従って視覚の二元的性質

が3サイクル正弦岐剌戟でも明確iこ現ゎれる・之

の事実は 3サイクル正弦皮刺戟と顕光融合の機序

との間に密接な関係がある事を物語る．次に一定

の前照射後の 3サイクル正弦渡閾値の暗順応進行

経過についても光刺戟の閾値の変動とよく似てい

ることを確認した・即ち陪順応進行とともに電流

閻値が数十分に渉り低下する•且つその極く初期

（但し入暗数秒後）にKohlrauschの屈曲もある・

之等の性質は 2~4サイクルの正弦渡のみに著明

で6サイクル以上では殆んど認められない特性で

ある•

214・高橋利兵衛•藤巻延吉（岩手医大生理）

眼に対する正弦波交流並に矩形波電流刺較効果

の比較

電子管式レオトームを用い， 2-100サイクルの

矩形波電流及び正弦波交流を眼に通じて感ずる電

流閃光感覚を示標としてその閾値を測定し，波形

に基く刺戟効果の差異を比餃検討した実験条件

は刺戟期間を各周波数共に 3周渡とし，白光照度

0.01及び200lux（全視野照射）並に絶対暗の 3段

階の順応状態に於て刺戟閾強度ー周波数曲線を求

めた・曲線上の極小の有無を精査するため測定周

波数間隔は充分小さくとった・

1．一般に矩形波刺戟に於ては閾強度—周波数

曲線に幾つかの極小が出現し，其の1歴小の位置は

明順応眼で略18-20,36, 54及び72c.p.s．にあり，

三田・阿郎の成績が確認された、

2.正弦衷交流刺戟に於ては明順応眼で曲線上

の極小は 18-20c.p.s.以外には殆んど不判明であ

る．ただO.Ollux明順応眼では 36c.p.s．辺に僅か

に極小値出現の傾向が見られた．しかし照度が高

いと益々平滑な曲線となって 20c.p.s.附近以外に

極小が認められなかった．賠順応眼では略7及び

30-34 c. p.s.の近傍に極小がある．即ち明順応眼

では18-20c.p.p.，暗順応眼では7と30-34c.p.s. 

丈が，矩形波と正弦波の両方の場合に共通に極小

を与えるが．他の極小は正弦笈では確認し難い・

3.正弦波と矩形波について閾値の絶対値を夫

々実効電流値で比較すると，凡そ 7c.p.s．以上では

矩形波の場合の方が閾佃が裔いが， 7c.p.s．以下で

は逆の関係を示した・但し 7c.pふ以上の振動数の

場合でも，矩形波の場合，曲線上の極小を与える

様な振動数では，矩形波の閾値が正弦皮と殆んど

同等か乃至は其れより低くなる・しかし若し正弦

波の尖頑電流値を閾値にとると，此の値は矩形波

の閾値よりもあらゆる周波数に対してつねに高い

値となる．

215・瀬尾愛三郎・城島 保•五十嵐啄磨 C九大生

理）

視感覚の持続時間（第 1哉）

網膜の刺戟時間に比較してこれに対応する視惑

覚は比較的に長く持続し，残像という語で呼ばれ

ている．然し，刺戟の時間や強さと対応感覚の持

続時間との詳しい関係についての知識は乏しい・
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この研究は上記の関係を明かにするため計画され

た•

刺戟として用いたのは oscillo-;ampを光源とす

る白色光で，光刺戟の時間を変える為には写真機

用のシアッターを用い，刺戟の強さはジアッター

附属の絞りによって変える•叉，，絞りの位置に於

ける明さは61.5ルックスである．測定には試験光

によって先行の刺戟による視感覚が消滅する迄の

時間鳴性残像及び陰［生残像の持続時間）を測定

するのであるが，試験光は刺戟光と同一の光源か

ら得た光で，先行の刺戟光と同強とし，刺戟光と

試験光とは網膜の刺戟により夫々同一の感覚時を

有たねばならない被験者は城島及び五十嵐の 2

人である・次に実験結果の主なものを記す．

1．刺戟光と試験光とが同じ種類で，持続が夫

々凡そ等しい場合には，刺戟光の持続を 4~220

msecの間色々に変えても，陽性残像の持続と陰［生

残像の持続とを加えたものは一定であり，これは

刺戟の強さを変えても影響されない． 2人の被験

者間に個体差は認められず，大体 514msecであ

る．然し，刺戟光の持続紙468-484msecにする

と，約 757msecに延長する．

2.刺戟光の持続を4~122mseCの間色々に変

えても，刺戟が極めて親くないかぎり，陽性残像

の持続は一定であり， 2人の被験者に就てこれは

凡そ77msecである．刺戟光が著しく弱くなると，

陽性残像の持続時間はこれより漸次延長する．本

実験では刺戟光の持続が4msecの時，元の光を1/8

以下に弱めた場合，叉刺戟光の持続が6msecの時

は元の光を1/16に弱めた時，陽性残像の延長が認

められた．然し，陽性残像の持続が延長すると，

それだけ陰性残像の持続が短縮し•,両者を加えた

ものは一定である•更に，刺戟光を 209msecにす

ると陽性残隊は 108~110msec に延長する•

以上の測定は暗順応のもとで行われた．

3.上述の数値は試験光の種類，機能等に関係

する影響によって変化し得るものである•

216．本川弘ー（東北大生理）

色識別の機序

2[7．及川俊彦・黒沢敏男・片山新一郎（東北大第

2生理）

人網膜樺体のスペクトル感度曲線

色光照射によって生じた網膜棒体過程を本川法

を用いて錐体過程から分離することができる．即

ち，人眼感電性曲線は，種々の色光照射により，

光照射後 1,1.5, 2, 3秒に極大を持つ赤，黄，緑，

青色過程と光のつけ始めから 4.5秒に極大をもっ

棒体過程に分れる．網膜周辺5°,10゚， 20゚， 30°,40° 

50゚ を40msec,視角 1゚ のスペクトル光による色

視標で刺戟した•この時の棒体過程の大いさのみ
に注目し，光の強さを色々に，変え棒体のスペク

トル感度を調べた・

1.棒体過程のスペクトル分布曲線は，全てそ

の極大が暗視感度曲線と同様約510mμにある．

2. 眼が充分明所視の状態になったと思われる

位スペクトル光を強くしても，スペクトル分布曲

線の極大は510mμから560mμの方へは移らぬ・即

ち，棒体過程はプルキニヱ現象を示さない．叉，

極大が480mμの方へ移ることのないことより，明

所視に於て屏体が青色受容器として｛力くという

Willmerの説は否定される．

3.弱い光照射による曲線，叉網膜最周辺近く

で得られた曲線は滑らかであり，簡単な補正によ

って全く暗視感度曲線と一致ずる．然し，芳中心

嵩に於て強い光照射によって得られた曲線には屈

曲が生ずる．即ち， 670,575, 530mμl'こ凹みが生

じ，この凹みは照射光が強くなる程，叉照射部位

が中心寓に近い程深くなる．以上の波長は夫々赤，

黄，緑色受容群の感度極大の波長と略々一致する．

4.祥体過程の大いさは，照射光が強くなると

共に増すが，ある程度以上の強さの光に対しては

却って減り始める．この事実と，上述の強い光に

より棒体過程のスペクトル分布曲線に凹みが生ず

ることは，錐体による棒体過程への抑制によるも

のと思われる．

218．附田恵（東大第2生理）

色光の残像の時間的経過について

色刺激後の陽性残像，陰性機像の表われ方が色

の種類によってどの様に異るかをしらべた・

方法：回転板に一様な幅（凡そ2mm)で凡そ 31° 

の弧形の孔をあけ，最初の 1゚ に色フイルター（科

研）を，残り 30゚ に灰色フイルターを取つける．こ

れを眼と光源（直流100W白色電球）との間で光の

方向に直角に光散乱板の直前に置き，色刺激に次

いで灰色刺激を与える様に一定の適速度で回転す
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る．各色について二次刺激の強さを変えた場合及

びこれの無い場合を測定した・刺激光の強さは散

乱板の照度 X フイルターの透過率，刺激時間は回

転速度x刺激角度で得られる．眼と散乱板の距離

は一定 (35cm)，装置から漏れた光が眼に入らぬよ

う厳に注意し，被検者は十分な暗順応眼の片眼中

心部を阻用，極力因視するよう修練して実験を行

った・

成績：色光の強さ凡そ lO!ux，回転速度3秒の

時， 1．二次刺激の無い場合には各色とも陽性残像

のみ見られた． 2．かなり弱い二次刺激（凡そO.llux)

を加えると，各色とも比較的長い陽性残像（凡そ

0.18秒） に続いて極く短い陰l‘生残像（凡そ0.05秒）

が表われるが，この場合赤，橙，藍の陰［生残像が黒

ずんでいるのに比べ緑のそれは鮮明であった． 3.

凡そllux内外の二次刺激では，各色とも陽性残像

に次いで陰性残像がほぼ等しい時間（凡そ 0.12秒）

づつ続き，前同様緑の陰l‘生残像は赤，橙，藍のそ

れより濫かに鮮明であった． 4．二次刺激を色刺激

より強く（凡ぞ15-lOOlux)にすると，極く短い陽

性残像(0.05秒）に続いて比較的長い陰性残像(0.18

秒）が見られるが，この場合には赤，橙，藍の陰

性残像が緑のそれより造かに鮮かであった・

色刺激の強さ，時間及び二次刺激の時間を変え

ても，刺激の有効な範囲では大した影響は見られ

なかった・

尚，周辺視では，赤，橙，黄緑は二次刺激の有

無に拘らず陰性残像を認めたが，緑，青，藍では

これを認めることが出来なかった．

219．細谷雄＝・木村英一‘•田辺市之丞（大阪市立

医大生理）

視質に関する研究

1.錐体視質の研究

先年剖めて，網膜より錐体細胞成分のみを分離

することに成功し（第30回本総会及び第19回国際

生理学会発表） クサガメの錐体網膜より錐体視質

を抽出して， 480,560, 650mμ の三極大を有する

感光スペクトルを証明した・また次で，錐体内節

に存在する赤，橙黄及び淡青緑の有色油球が光に

よって褪色する事実を発見した・従って，この有

色油球は従来考えたような単なる色フイルターで

はなく，同時に錐体感光物質でもあるから，今ま

での錐体視質に対する考え方は再検討を要するに

至った・

各有色油球のうち，赤色油球の色素は，Astaxan-

thin に，橙黄色油球の色素はXanthophyllに一

致するが，淡青緑色油球の色素はまだ同定しがた

し‘・

Astaxanthin並びに Xanthophrllは一般に酎

光性のものとみなされてし るヽが． これを視細胞よ

りAcetoneで抽出し，これに 1彩Digitoninkryst.)

を加え， Acetoneを減圧除去すれば，光に鋭敏な

透明液になる•

以上の新しい知見に基づき，従来の錐体視質に

関する報告の一致しない理由を考察してみたいと

思う•

2. 7ナの視質について

魚類の視質に関しては，まだ多くの問題がのこ

されているので，フナの網膜を用い 1:::キガニルの

Rhodopsinと同様な方法で実験し， 537mμに極大

を有する感光スペクトルを証明した．この成績と

コイ（斎藤， 1938年実験）及び七マガリ（細谷， 19

40年実験）の成績との差違について考察したい・

220．花岡利昌（奈良女子大・保健）

ザリガニ網膜に於ける感樺の細胞化学的な構造

と GeneratorPotentialの発生機作の考察

ザリガニ網膜の感棒 Rhabdomeは脊椎動物に

於ける枠体外節に相同する感光部であるが．しまる

かに大形（直径20-30μ, 長さ 200μ)であるため

光エネルギー受容の機作を見る上に良い材料であ

る．

ザリガニ網膜の視物質はこの感棒内に含まれて

居てコール酸ソーダ溶液によって抽出できる．そ

の最大吸収波長は490mμ附近にあって Blissによ・

って Eledone,Callinecles.及び Ilimulusより抽出

されCephalopsinと名づけられたものと同じく視

紅 Rhodopsinの一種である． Blissによれば Ce-

phalopsinは光に対して安定でフォルマリン液等

により denaturation しなければ惑光性がないと

いっているが，ザリガニの場合は露光により褪色

する．

新鮮な感棒は屈折率高く均質にみえるがヘマト

キシリソで染色すると染色性に差があって，長軸

即ち光軸に垂直に明暗の層が観察される．明層も

暗層も共に厚さ 5~6μで規則正しく交替しその数

はそれぞれ18~20である．この構造は既にParker
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Bernhards等によって Astacusに於て観察されたと

ころである網膜を比較的稀薄なコール酸：ノーダ

(1~2%）で氷室中 (3℃)にて長時間かかって視

紅を抽出すると感棒の全体が一様に溶解しないで

明暗2層に抵抗性の差があることが観察された・

即ち視物質は感棒中に均質に含まれているのでは

なく，光軸に対して直角に薄い層をなしている事

が判明した．視物質を分離している中間の層は温・

ピリヂ、ノにてたやすく溶解する•これは Baker,

Lillie等の方法で phospholipidsであることがわ

かった．然し感棒にに於ては棒体外節と異り，こ

の層状物は低張液に入れても膨伸しないし，分離

もしない然し vanVareveld液中にうかせて超

音波をかけると比較的容易に所謂 “Disk"に分

離する．

他方ザリガニ複眼の ERGは既に演者によって

報告されたが，更に直経 5~10μ の可熔金属封入

の毛細管電極で網膜細胞層の両面（感棒の長さは

網膜細胞層の厚みとほぼ同じである）から電圧を

導いて測定すると光の射入する側が負の可成大き

な（数mV)，照射中持続する単相性の平滑な経過

をとる電圧が現われる•これは既に Bernhard が

Dytiscusにて分離し，最近はHartline等が “mulus

の個眼にKCl毛細管電極を捜入して得たものと同

じものである．この電圧は温度係数は小さく，照

射光の波形にほぼ追従し，明順応により滅少する

が階伏期は変らないようである．

この電圧の発生経過をみると各種の有機色素溶

液にみられる photolytic potential (Nichols-

Merritt <::ffect)によく似ている事がわかなこの

現象は照射界面に生ずるもので界面のみが問題で

あな感棒の視物質が phospholipidsによって光

軸に直角な界面をもち且つそれが積層されている

ことは電圧を積加する上に効果的な構造である・

刺激光度と電圧の大きさとの関係は積層のどの層

まで光が侵透して界面現象を起したかという事に

よって解釈出来る．脊椎動物の棒体（叉は錐体）

外節はリボイドと蛋白質の交互の積層よりなって

いる事は古く Schmidtによって報告されており．

近くは Sjostrand の電顕的研究によって非薄な

"Disk’' の積層構造が明かにされた・ザリガニ

感棒の細胞化学的な構造より類推すれば棒体外節

の栂造基体をなす “Disk’' はそれ自身 phos-

pholipids で出来ている扁平な嚢状体で内部に可

成高濃度のコロイド状の視紅を含み（赤血球の構

造の如く），光軸に対して視紅界面を垂直に保持す

る構造物であろうと思われる． Morton等の最近

の報告によれば視紅溶液の褪色に際し， phos-

pholipids の量には殆ど変化がない事が明かにさ

れ， phospholipids. vま視紅成分でなく抽出時の

contaminationであろうと云っているがこの事実

は上の考えを支持するものであると思う•

脊椎動物のERG中， P皿は温度効果が小さいこ

とはザリガニの “GeneratorPoteotial’' に似て

いる．叉P皿がアルコールによって消失すること

は “Disk"のphospholipidsがアルコール類に溶

けやすいものであり；視紅が叉これ等によって変

性されやすいものである事を考えるとP皿は受容

器層で発生するのではないかと思われる．若しそ

うであるとすれば無脊椎動物と脊椎動物とでは受
r 

容器が逆転しているにもかかわらず， ‘‘Generato

Potential” に関する限り常に光の入射する側が負

性となり，この電圧を視物質の界面効果と一元的

に解釈しても矛盾はないと考える．

シンポシウム筋電図

221・杉 靖三耶（東京教育大生理）

筋の活動電流と筋霞図

この頃臨床的に応用をみつつある筋電図が， ど

のような意味をもつかを知るためには，まずそれ

が筋それ自体の活動ー活動電流ーと，どのような

関係にあるかということが明らかにされなければ

ならなし、．

ところが，まだこの筋電図と筋の活動電流との

関係は，よく観られておらず，また，筋の活動電

流についても，幾多解明されていない点がある・

たとえば，筋電図でえられるスバイクが，神経の

イソバルスに必ず一致しておるものであるか，ぁ

るいはまた，筋の活動電流において，その電源の

座がどこにあるのか（界面か，原形質の中か），電

気二重層がどの方向に排列しているのか（線維の

走行と平行か，直角か），そして，それがどのよう

なイオヽノのメカニズムによっておこるのか， とい

った蒙要な問題が，まだ手をつけられずにとりの

こされているのである．

なお活動電流の形状や大いさ（時間経過や誘導

電圧）が，誘導条件（導子の大いさ，位置，間隙，
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電場条件など）によって，甚だしく異るというこ

とについてもほとんど顧慮されていない・

演者は以上のような問題を解明せんとして，こ

の報告をなすのである．その要旨はつぎの如くで

ある，

L 活動電流の電源の座；活動電流は，筋線維

の正常面に沿っての界面に生ずる電気二重層（外

面にマイナス，内面にプラス）にもとずくもので，

1局所における電位の発生と減退との時間的経過

は，従来考えられているよりもはるかに長く，大

体，筋の単一収縮の期間に比せらるべきものであ

る． 9

2.活動電流と負偽電流；活動電流は，筋線維

の正常面に積極的に生起する電気的二重層にもと

ずくものであり，これは，急峻に増強し，一定期

間後に（長くても秒以内）滅弱消滅してゆく．こ

れに対して，負傷電流は，裸出された原形質の界面

に固着して生ずる電気二重層にもとずくもので，

長時間 (20-50時間）かかって次第に減弱するも

のであなしたがって，活動電流と負傷電流（静

止電流）とは，発電の場所およびメカニズムを異

にするものであり，膜説その他の説でいわれるよ

うな，負偽電位と活動電位との間の直接の関係を

云々することは意味がない

3 活動電流の時間的経過；従来活動電流につ

いては， 2相性および 1相性の誘導がなされてい

るが，その時間的経過は，誘導条件（たとえば両

極の間隔，筋全長に対する位謹，遮子の大さなど）

によって大いに異るものである．これは演者のい

う芽対称誘導(asymmetricloed)によって，誘導

される2カ所の電位の重なり合いがズレるためで

ある． この点を十分に顧慮して，隔絶法，または

芽対称誘導によって撮った 1相性の活動電流の時

間経過が，ある 1局所において生起消減する電位

の真の時間経過を示すものとみなされる．したが

って通常考えられる 2相性ないし 1相性の活動電

流なるものは，逆向きのものが重畳したもので，

真の電位の経過を示すものではない

4. いわゆる単極性誘導；組織を電場（容積電

導体）のなかにおき， 1極の組織上に，他極を電

場内において誘導する．いわゆる単極性誘適は，

筋神経の活動電流のような二重層の場合には，決

して‘‘単極”として電位が導かれてはいない・

したがって，この単極誘導において，しばしば見

られるいわゆる’3相性のものと，実は組織におけ

る1相性のものが両導子にひびく電位の千渉によ

っておこったものであなこのことは，電場モデ

ルまたは電場理論から実証できる．． 

5.活動電流の加重；活動電流は，先行するも

のが過ぎ去ってからでなければ此のものはおこり

えないと考えられているようだが，これは従来の

誘導法による錯視であって， 1相性の活動電流を

導けるような方法（たとえば隔絶法）によれば，

前の活動電位が下らないうちに此のものが重なり

合い，頻回刺激を加えると，ある頻度までは，刺

激に応じで活動電流が重畳して，あたかも筋の収

縮曲線の加重のようになる•

6.以上のような筋の活勁電流における基本的

事実と，同国型針管導子をもちいて得られる筋電

図のバタンとを比較検討してみた・その結論とし

て，この針管導子で導かれる筋の活動電流は，多

くの筋線維が同期的に活動するときに，いわゆる

スバイク状となるもので，その電圧および時間経

過は導子の 2極が近接しているために，極めて小

さく且つ速かなものになっていなまた，筋の種

類（線維の走行のちがい），針を指す筋の位置，シ

ナプスとの関係，針による負偏，針の太さ，なら

びに金属国の外套と心棒との金属のちがい）そ

の他によって，筋電図のバタンは，いろいろに変

ってくる可能性がある．

したがって，筋電図のペタンから，一筋ないしは

それを支配する神経系の状態を云々しようとする

には，誘導条件をできるだけ一定にしてかからな

ければならないと考える．

222．坂本嶋嶺（順天堂大生理）

骨格筋線維の刺激過程に関する研究

演者の細孔電極（硝子管先端の円形平面の直径：

約8mm,孔径：約50または80μ)を用いて，蛙縫工

筋の単一骨格筋線維の攣縮を目標として電圧 (V)-

期間(t)関係を定め， まず演者の理論に従って返応

の程度を吟味し，適応の最も軽度な場合を捜した・

蛙骨格筋線維の v-t関係は，定数Pが小さいと

いうことを除いて，神経線維のそれに一致し，主

要利用時 (tH) の附近においては，陰電流開放時

の刺激打消し作用を消去した電圧 (VB) —期間関係

はv-t関係に，また VB-tの関係の理論的基電圧

は v-t関係のそれ (J.v)に一致する、適応の最も軽
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度な場合を見出そうとして，蛙神経線維の場合 いる事を示す・電流が強いと再び脱分極が始まり

(Av=5.66V, Av*=4.85V. 但し Av*vま陰電流開． 第 2のspikeの発生に至るが，この時の閾値は前

放時の瓢敷打消し作用および適応を消去した電 ょりやや高い•

圧 (v*）—期間関の係理論的基電圧）の（実験的基電 2. Na・ を含まない Choline-Ringer液中に於

圧ぶ）＝1.366 に比して骨賂筋線維の実験的基竃 て同様の測定を行ってみた．この場合も陰極側に

圧／Avが最も小さい場合を捜したのである．そし ・， 於て同様の充電曲線が得られるが，充分脱分極が

てその最小値は 1.244であった・この場合には，tH 行われても最早や spikeは現われない．所が遅れ

における，適応による閾の増加が僅かに1.7彩で， ておこる膜抵抗の減少は著明に認められ，涌電電

最短期間から tHの附近に至る範囲においてい＝ 流が強い程著しい．更に注意するとそれより前に
v-v* 

VB• その場合の loglo~- t曲線を画くと
V 

一過性の膜抵抗の減少のある事がわかる．これは

き， tの比較的長い範囲では近似的に直線になり， 充電曲線の途中がやや上に凹になる事によって認

神経線維の場合の関係にほぼ一致する．しかしt められるが，時には明白な陥凹が出来る事もある．

が葬常に短い場合には， tが短くなるに連れて そしてこれら 2回の膜の抵抗減少期の間に比較的
v-v* 

log10 は，直線の値より少しづつ大き 抵抗の多い時期が介在している事がわかる．この
V 

くなり， t=O において 0になる傾向が認められ 最初の一過性の抵抗滅少は膜がNa・ に対して透過

る．即ち筋線維の場合にも神経線維の場合と同様 性になる為であり，遅れてあらわれる第2回のも

に或る強さの監電流の通電によって刺激週程が起 のは所謂delayedrectificationで， K・ に対する

り，それが或る条件においては陰電流開放時に打 透過性の増大によるものと考えられる． Procain 

消されるのであるが，筋線推の場合には時間定数 で麻酔した筋ではspikeの出現しない点は同じで

炉が神経線維のそれに比して小さいから，筋線椎 あるが，上述の様な特異な変化は全く見られない．

に就いて陰電流開放時の刺激打消し作用による閾

の増加に関する， tが0に近づくまでの関係が見 224．萩原生長・渡辺 昭（東京医蛍大生理）

出されたのであななお tが罪常に短い場合には 昆虫軍一線維の静止及び活動電位

V に比して非常に小さい v*によって刺激過程が 先端外径 0.5μ 以下の硝子毛細管電極を細胞内

起ることは注目すべきことである． 、 に刺入し，昆虫．主としてダイミヨウバッタ (Lo-

cusfa migrato1・ia danica)の翼筋の単一筋線維の静

223．古河太郎（大阪市立医大生理） 止及び活動電位を記録した・静止電位は外液に対

細胞内電桓による筋活動電作の研究 しー50mV前後で，外液のカリウムの濃度が増せ

細胞内電極を用いて筋の活動電位を観察する場 ば滅少し，濃度の対数とし直線関係を示した・神

合，適電によって膜電位を静止値から変化させて 経を刺戟して筋の活動電位を誘導すると，その尖

置くと種々興味のある現象がみられる．この為め， 頭値は30~ 50mVを示し，娃筋に於ける様に，こ

慕の刷出縫工筋を隊絶箱に固定し，微小電極を隔 の値が静止電位の値を越えることは少なかった・

絶壁に極く接近した部位に刺入する様にした．こ 注意すべきことは． 1本の筋線維に沿って種々の

の際2個の無関電極を用い適当にバラソスする事 点から謗噂するも尖頭値及び渚伏時の変化が少い

によって微小電極が（刺入直前の位置で）細胞外 ことで，このとこしま筋線唯に沿って多くの神経終

にある時には通霞しても輝点が移動しない様にし 末の存在することを暗示する．誘噂電極以外に更

た・通じた霞流ば今迄の所持続 90mseの矩形電 に第2の電匝を刺入して一定電流を適じ，膜電位

流であって，両液楕にひたした不分極電極から通 を増加せしめると，膜電位と活動霞位の尖頭値と

電した•この方法は第 2 の細胞内霞極から通電す の間には比例関係が成兌した・膜の構造の電気的

るのより簡易に行える利点がある． 等価回路を漏洩ある蓄電諾の並んだケーブルとし

結果： 1．除極側に於て通電の開始と共に瞑電 て考えるならば，この場合の活動電位は，膜の抵

位は所謂充電曲線をえがいて減少するが，膜電位 抗の膜電位に関係なき部分の減少と考えて説明さ

が約 50mV になると spike が発生する•その後 れる．既ち，蛙筋の端板電位の発現の機構と電気

は一時膜電位が高くなり，膜の抵抗が低くなって 的に類似のものと考えられる．活動電位の後半は

，
 



312 No. ·224—-227 

指数曲線的下降を示すが，その時定数は膜自体の

時定数より少ないこのことは，活動電位の後半

でも膜の抵抗が減少していることを示すが，膜電

位の大きい時は負後電位を示し，少さい時は正後

電位を示すことと共に，後半での抵抗減少は，膜

電位の起電力の内部抵抗の減少と考えればよく理

解される．次に，第2の電極により通電刺戟を行

うに，多くの場合，膜の抵抗の減少に由来すると

見られる電流と電位との芽直線性が見られるが，

時には明らかな活動電位を示し，電流の持続が長

びく時には反復興奮が起る．即ち昆虫の筋は直接

電流刺戟が可能ではあるが反応しにくい尚他の

2, 3の昆虫についても類似の観察を行い，叉筋の

活動電位に対する 2,3の薬物の影響を見た・

225・若林動・岩崎静子（東大第2生理）

博導する活動電位の波形について

2相I‘生活動電位の波形を図の上から伝導時間だ

けずれた 2つの単相波に分折する簡単な手段につ

いては27回生理学会で若林が報告したが，実際そ
れが適用せられるような完全な 2相波は特別な導

出位置からだけ得られるので，任意の位置からす

る2極導出で得られる波形は普通時間軸の上下の

面積が等しくなく，同形正負の単相波の代数和と

b みることの出来ない不完全な 2相波ともいうべき

ものである．演者等は刷出して空気中に張ったヒ

キガエルの縫エ筋の骨盤端を刺激し離れた種々の

位置で2極導出した場合の活動霞位を記録し，実

際上その 2相波形が正負2つの単相波の代数和と

見られるか否かを再検討し，更に実際屡々遭遇す

るやや複雑な 2相波形，たとえば2相性波の正負

移行部に異形の見られるような場合の成分単相波

の分離を行った結果を述べ，いろいろの形の活動

電位の意味づけについて考察する．

226．井上文武（東大教育学部体育学科）

接次刺激における筋線維並に神経線維興奮の博

導速度の変化について

本問題の筋線維については前に生理学会で一部

の研究を若林が報告したが，演者は更に之を進め

て研究した・実険は切り出した墓の縫エ筋の骨盤

端叉は被覆を除去した坐骨神経の一部を Prattの

電極を用い衝突接触直流刺激叉vt開放感応電流刺
激をもって刺激し，筋叉は神経中に於て選択的に

単一線維（神経では 2,3本と思われるが，目標

となるその反応はいつも一定である）の興奮を

起させ，刺激部位より離れた位置に於けるその活

動電流を記録して筋線維及び神経線維の伝導速度

を測定し， 2つ又は3つの接次刺激に於て，先行

して伝導する活動電流が後続活動電流の伝導速度

・ に影響する様子を研究した・

刺激の強さと伝導速度との関係は Prattの電極

刺激にゆるされる範囲で刺激を強くしても活動電

流の大さは一定，且つ伝導速度にも変化がないこ

とを確かめた．故に少しく閾上の一定刺激を用い

て実験した・

刺激間隔が短くて不応期に近いあたりでは第2

活動電流は小となり，間隔を拡げてゆくと正常の

大さとなるが正常の大さよりも大きくなることは

なし‘・

この際活動電流の伝導速度を見ると，刺激間隔

が短かければ第2活動霞流は遅い・即ち 2つの活

動電流の間程は刺激間程よりも長くなり市岡が神

経幹で見た結果と同じ．間隔が少し長くなるにつ

れて正常より早くなり，即ち 2つの活動電流の間

程は刺激間程よりも短くなる．更に間隔を増大す

ると正常速度となる．神経幹全体に刺激を加えた

場合も同様の結果が見られた・

閾下刺激の後に有効刺激を加える場合には，罰

者は後者による興奮の伝導速度に影響を及ぼさな

¥,‘・

この結果は刺激間隔が或程度不規則であっても

伝遵の途中に規則化される傾向を示すと考えられ

る•

221．時実利彦・清原迪夫•島津浩（東大第 2 生

理）＇

筋電図における放電間隔とその応用

出来るだけ恒常な収縮状態を保っても，神経筋

単位 (NMU) の放電間隔は決して一定ではなく •9

放電間隔に不規則な変動と緩慢な動揺とがみられ

る．不規則な変動は末梢性連動系の性質と考えら

れ，緩慢な動揺は中枢I生運動系の興奮準位の動揺

によるものとみなされる．これらの放電間総の変

化を目安にすれば次のことが分る•

1.渚在性反射：予め一定の意轍的収縮を行っ

ておいて反射操作を加えると，もしその反射が促

進的の効果をもっている場合にはそれ迄に現われ

ていた放電の間隔が短縮し，反対に抑制的の効果

をもっている場合には放電の間隔が延長する•こ
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の放電間隔の短縮と延長を指標にすれば，潜在性

の反射効果を知ることが出来る．健康成人でみら

れる緊張性頸反射，緊張性腰反射，緊張性迷路反

射，上下，左右，前後連動による迷路性反射等は

その例であなまた病的反射とみられているバビ

ンスキー反射にこの方法を用いると健康成人にも

この反射が暦在することが容易に分る•

なお他の方法では発見が困難な伸張反射も筋電

図学的に証明出来る．咬筋，側頭筋，腹筋，横隔

膜の伸張反射の証明はその例である．

2.そ-S関係：種々の強さで出来るだけ恒常な

収縮を行った時の平均放電間隔（そ）と放電間隔の

不規則な変動の標準偏差 (S)との関係を求めてプ

ロツトすると，大部分の筋では，夫々経過の異る

Kー曲線と Tー曲線に沿う放電に区別出来る．前者

&t. Kinetic NMU,後者はTonicNMUの放電に対

応すると考えられな種々の筋について求めたそーS

曲線を比較すると，相動的な運勁に適した筋ほど

k—及び Tー曲線は共に左方に偏位しており，緊張

的な連動に適した筋程右方に偏位している．この

ことは骨格筋に機能分化が存在することを示して

おり，他方左方に偏した曲線を示す筋ほど運動の

Corticalizationの性質が強く，反対に右方に偏し

たものほど Spinalizationの性質が強いといえる•

また曲線の排列がPenfield等の大脳皮質連動領野

の分布図の広さに対応していることは，運動の

Corticalizationということから当然のこととはい

え興味深いことである•

Spinalizationの性質が純粋に現われるものは，

間代や種々の原因で起る筋硬直であって，その大

さに無関係に Sの値は一定で且つ極めて小さい

これを反対に Spinalizationの性質が敏げたもの

の例は脊髄拐や後根切断時における NMUの活動

様式にみられる•

3.放竃間隔のコレログラム：一連の放電系列

について，自己相関係数を求めてコレログラムを

作ると，多くの場合， mが負の小さい値をとる．

これは前柱細胞が求心性インプルスによって弱い

負のフィードバックを受けている．ことを示して

いる脊髄瘍息者や求心性インプルスを実験的に遮

断した場合には， nが大きな負の値をとったり、

或はr2の方が巧よりも大きな負の値をとるように

なる．このような現象は，衷い収縮時や筋疲努時

（川上）にもまたみられることであって，共に自己

調節的に佑く求心性インプルスの減弱によるもの

と考えられる．

このようにコレログラムからみても，意識的収

縮には求心l‘生インプルスが常に自動制御的に｛力い

ていることが分るが，このことは他方そ—S曲線に

おいて曲線に水平部分があることからも推定され

る．なお Stepdisturbanceを加えた時の放電間

隔からみると，筋の意識的収縮時の自動制御作用

は極めて良好であることが分る．

4. 2個の NMUの活動様式：正常な運動系で

は多くのNMUの放電活動は非同期的であるが，

運動系疾患では放電の同期化，群化の現象がみら

れる•この関係を詳細こみるために， 2 個のNMU

の放電のうちの 1つを規準にして，他の NMUの

放電が規準の放電間隔のいずれの時相に現われる

かを計算して 2単位放電間隔ヒストグラムを作っ

て2つのNMUの放電活動の相互作用をみる．正

常な遅動系ではその条件によって，矩形型分布や

J字型， U字型の傾向を示す分布が得られるが，

異常運動系では著しいJ字型， U字型の分布を示

すものがある•これらの事実は放電の同期化，群

化の発現機序の解明に有力な示唆を提供すると共

に， NMUの放電活動に対する Corticalizationと

Spinalizationの作用機序の考察に対しても種々の

基礎を与えてくれる．

228．吉井直三耶・梧野昇ー・堀内 冷・東田昭＝

竹谷政男・小笠原今男・斎藤一郎・岡本智量（阪

大第2生理）

筋電図に現われる中枢機構

筋電国に現われる groupingは発生機構が中枢

＇神経系にある事から，この機構を明かにすること

によって筋電図を中枢神経系の臨床に利用する上

に有力な手段になり得る．この目的のために吾々

が行っている研究は， 1．臨床的に現われる grou-

pingの分類． 2.脳切断実験による groupingの理

解． 3・呼吸筋活動との比較． 4筋電図に於ける脳

幹網様系の意義に分けられる．

1. Groupingの持続I間隔の比と適期の動揺度
とを示標として irregular groupingと regular

(cerebral, spinal, ・ pyramidal, extra pyramidal) 

groupingに分けられる． ~ 

2. Cerebral groupingは大脳皮質から中脳を含

む構造にその原因がある・そのリズム源は2つあ
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る(8-3/secと2-0．5/sec)（家兎）． spinalgroupii:ig、

も亦いろんなリズムで現われ得るが， 12/sec（犬）

が最も現われやすい

3・呼吸のリズム源としては eupneaとsighing

の2つの中枢があり， pantingは大脳皮質から中

脳を含む領域の尤奮によって前者が刺戟されて生

じる．迷走神経は脳幹網様系を介してこれ等の中

枢に佑き，呼吸リズムを増減する．

4．脳幹網様系は肢筋及び呼吸筋の NMUの興奮

性をたかめて synchronization の傾向を与える•

叉 groupingのリズムにも関係する．更に文肢筋

活動の呼吸性動揺の原因ともなると推測される•

229．河村洋＝耶・岸 欣ー・聴本順三（阪大蛍学

生理）

振頸機構の筋電図学的研究

振顛の中枢機構に就いては種々の報告があり叉

不明の点も多い演者等は昨年の近畿生理学談話

会に於いて中枢麻酔剤，特にイソミタールソーダ

を使用した場合に出現する振顕の中枢機構につい

て報告した．今回は種々薬剤による相違を姐求し

た・

イソミタールソーダ使用時に出現する振顕は

約12/secの比較的規則正しい groupigvoltageで

吸気運動との相関が規則正しくあった・之に対し

チクロバソソーダー使用時のものは不規則であ

り，吸気運動とは必ずしも相関が認められない

エーテル麻酔下に低温．Vこした場合に出現する震

えは麻酔深度或いは体温低下の経過により著明に

異った．更に片側半球切断により生じさ辻た振顕

の筋電図検査ではニーテル麻酔の場合出現したも

のと類似していた・

以上の如く中枢麻酔剤の種類によって出現する

振顛の筋電図倣特に groupingvoltageに相違の

あることに殖眼し，之等の場合夫々の脳幹脳波を

測定して groupingvoltage出現の機構そのもの

への考察と振顛の中枢機構についての分類整理を

試みた・

230．川上正澄（神戸医大第 1生理・産業医学）
骨格筋の機能分化に関する筋霞図的研究

1.筋の機能分化について

静的運動と動的運動とは，その恢復過程上（ガ

ス代謝並に血中 2,3の成分の変動の面よりみて）

差異のあることは先きに報告したが，骨格系を保

持する筋群にも静的，動的連動に適合した性質を

もつ筋が，いかように配されているかを知るため．

同心型針電柩を用い時実の提案した法に従って検

索を試みた．即ち出来るだけ恒常に保ちつつ意職

的収縮を行った場合，骨格筋の NMUの放電は収

縮の強さに対応した平均放電間隔（そ）を中心にほ

ぼ正規型分布に従う不規則な変動を示している．

. 1つの骨格筋から誘導した多くの放電系列につい

て；を横軸に，変動の標準偏差 (S)を縦軸にとり

相互関係を求めると，時実の云う経過の違う 2つ

の曲線 K,Tに沿った点として表現できる．両曲

線とも各筋夫々一定のるの値までは Sは一定であ

り，ある値を越えると Sの値は大きくなり曲線は

上昇する．身体各部位の筋について，これを求め

てみると曲線が著しく左偏し，且つ平坦部分の少

ないものでは後耳介筋，眼綸筋，手筋等があり，

これらの筋では 1個の NMUの放電頻度は10~30

c.p.s．に達し且つ Kinetieunitの放電活動がTonic

unitの放電活勁に比して誘適される機会が多く，

いずれも 1回の NMUの活勁により唯 1回の放電

が認められる・下肢の抗霊力筋，足筋等では曲線

は全体として右偏し且つ平坦部分も長く，放電頻

度は 8-lOc.p.s.であって， Tonicunitの放電が

多く誘導できた．排便時以外不断に収縮的活動を

している外肛門括約筋では，曲線は特に著しく右

偏し，平坦部分は長く Tonicunitの放電に対応

する曲線はそ 260msecまで Sの値は 15msec程度

で経過し，その放電頻度は 3-4c.p.s.であって，

極めて緩徐な放電活動を行っているのを知った

なお種々の点よりして，曲線の左偏しているもの

ほど corticalizationの強いものであり，右偏す

る程 spinalizationの強い傾向を示すものと考え

られるから， 日常迅速，精巧微妙に動く手筋等は

corticalizationの強いものであり，従って動的運

動に適し，抗重力筋足筋等常時立位にある場合活

動するものはspinalizationの強い性格のものであ

って，所謂持続的，静的筋運動に達しているもの

と考えられる．従って手筋等を以て静的運動をす

る場合は合理的でなく， 日常生活に我々はふんば

る仕事等するときは全て下肢を使用してい、るが，

これは合目的なことである．

練習効果

犬，猫を用いて四肢の伸筋，屈筋のつけかえに

よる歩行障碍の程度をみると，手術後約3週間に
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て，ほとんど障碍なく歩行することが出来る．叉

人間にて日常正坐位をとることの稀な者に正＇坐位

をとらしめると下肢の若干の筋が反射的に弱い収

縮をすることが認められるが，これも毎日 1~2

時間の練習により，練習開始後約2週間内外にて

従来活動していた諸筋が佑かなくなることを知っ

たが，これらは運動の熟練と02消贅量の減少，即

ち1つの合目的な活動のあらわれであると考えら

れる，これらの練習効果を確認するために，重筋

的作業に従事する者と，耳介筋を動くように約3

ヶ月間練習させた者について，前述の K.T.曲線

を求めた・その結果 K.T．両曲線ともに通常人に

比べて若千右偏し且つ平坦部分が延長することを

認めた．これは筋の発達と共にそれを支配する中

枢神経系に於ける spinalizationの傾向の強くなっ

ていることを示すものと思ぅ．

2.筋疲労について

一定の運動に際して使用筋群全体としてみる

と，時間の経過と共に運勁に関与する筋群の増加

が認められる．個々の NMUの活動については，

放電の活動交代が著しくなり，且つ放電相互の関

係は全く不規則となって， Groupingの傾向を帯ひゃ

てくる．これら一連の放電系列について，上肢を

肘関節や直角に曲げ，前膊末端に種々の負荷をし

た等尺性収縮をした際の上膊の屈筋群並に長時間

保持することのできぬ中腰姿勢の際の下肢筋につ

いて，筋が皮労するまでの時間的経過を追って，

放電間隔相互間の系列的相関を求めた・そのコレ

ログラムは負荷後，時間の経過とともに様相が変

化し全身的震え発生前後より m或はr2vま大きな負
相関を示し，波動状を呈する・更に加重物の保持

に耐え難い状態に至ると，緩かな動援を呈するよ

うになる．これは動物に於ける後根切断実験の成

績と併せ考えると motorneuronの機能低下と自

己受容器の機能低下による求心性イソパルスの減

少に基<feedback systemの調節の不調による

処が多いと思われる．

なお静的運動と動的運動を比較すると静的運動

の方が速かにその経過に変化を示し疲労の状態に

入ることを知った．

231・猪飼道夫・山川純子（お茶の水女子大体育生

理）

健康人における姿勢友射の襟式

一体肢の交叉性友射の筋電図学的研究一

除脳動物において従来認められているような体

肢の反射的連関， とくに交叉性反射が健康人にお

いて如何なる様式で存在しているかと言う点に関

してしらべた・著者の用いた機械的及び電気的刺

激方法では，いわゆる Philippson反射として知

られているものと同一様式にあらわれることが知

られた．刺激の方法に従って， tonic様式とphasic

様式との両様に現われる•

被検者を坐位にし，両下肢の伸展筋に軽度の陳

意的緊張を保持させ，大腿直筋の motorunitの

放電を記録すると同時に膝関節の運動をも記録し

た． tonic様式の反射をおこすためには，ー側膝関

節を他動的に緩徐に屈曲し， phasic様式の反射を

おこすためには，ー側膝蓋腱の叩打及び大腿直筋

の単一電撃を行った・

ー側下肢の膝関節の緩徐な屈曲は両側大腿直筋

の motorunitの放電間隔を短縮し，他側の膝関

節の緩徐な伸展をおこす・また一側下肢大腿直筋

の電撃及び膝蓋腱叩打は両側大腿直筋の motor 

unitの同期l‘生放電につづく silentperiodを現ゎ

し，両側下肢の急激な伸展をおこす．この二様式

の反射は外見的には異るが，両側伸展筋の同時的

な緊張の増加という点では同種のものとして理解

することができる． phasic様式の反射において，

motor unit の放電の記録から，反射が2種の

Synapse連鎖を介して生起するものであることが

推定される． この場合に見られる silentperiod 

が他の体肢ばかりでなく，体幹の諸筋にも現われ

ること及び，筋短縮を伴わない筋にも現われると

いう事実は，従来 silentperiodに関して論じら

れているものに新しい資料を提供するものである

と考えられる．

以上の如く，健康人においても体肢の交叉性反

射が存在し，刺激方法により様式が異ることが知

られた．

232．名取礼＝（慈恵医大生理）

骨格筋の種類とその活動様式

骨格筋線維の中には明るい太い線維と暗い細い

線維があり・また赤筋と白筋に区別されることは

よく知られたところであり，赤筋及び暗い線維は

肉漿が多いといわれる．ところが，赤筋の中にも

明るい太い線維と暗い細い線維は存在し．線維の
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太細と赤白筋の関係ははっきりしていない次に

佑きの上から赤筋が緩筋，白筋が速筋といわれる

が，これが緊張筋，非緊張筋とどんな関係を持つ

かもはっきりしないさらに特異性筋墜起から筋

の種類を数遥り分類出来るが，これ等と太及び細

線維の分布率の問類も末解決のまま残されてい

る．緊張筋の構造と非緊張筋の構造とが明瞭に区

別されるという報告もあり，他方，筋電図の上で

も罪緊張筋，緊張筋の発電様式の問題が種々推測

されているまた一方では，神経支配の面から

large-nerve twich-fibre systemとsmall-nerve

slow-muscle fibre systemとに分類され．活動電

流その他から 2つの系の佑が全く異り明確に分類

出来るといわれていな緊張筋は主にsmall-nerve

slow-muscle fibre systemと同性質との意見も

あるが，以上の諸研究を通覧すると，筋線維の種

類と神経支配及び活動様式からの分類との間に明

瞭を鋏く問題が相当多く横わっているのに気がつ

く・そこで，筋線維の種類を形態並びに機能的に

細かく検索し，上述の諸報告のつながりを明かに

してみようと考えた・

実験では．緊張筋，非緊張筋，特に特異性筋墜

和発現様式を基準として分類した各筋より筋線維

を分離し，それぞれの筋線維をさらに太い線維と

細い線維に部類分けして，まず電子顕微鏡像の相

違と粘弾性及び熱弾性の異同をしらべた．電子顕

微鏡像は筋線維を生のまま金網上に置き，筋原線

維を分離し，それを薄延する私の方法によった・

かようにして分離した原線維は溶液添加で短縮す

る．肉漿成分と原線維の構造を主目標として観察

したが，線維それぞれで 1,2 の異同を認め得た•

また粘弾I‘生及び熱弾性質の追究は伸展実験及び線

膨脹係数測定によったが，それぞれ特定の性質を

もっ．暗い線維及び緊張筋から分離した太い明る

い線維は他の太い線維にくらべて微顆粒状成分が

租々多く，液成分も多い

次に筋線維の活動電流，張力発生及び筋原線維

の一過性短縮能を中心として，攣陥，強縮及び可

逆持続短縮過程をしらべた・筋線維の中には線維

の一部を刺激すると相当広い範囲の持続短縮を起

すものと，その範囲のせまいものがあり，また，

線維の広い範囲にみられる持続短縮を起す部分が

限定されているものと然らざるものがある．一般

に細い線維は持続短縮の範囲がせまい攣縮能をも

たず，持続短縮のみ起す筋線維を直接刺激でも分

類出来るかどうかは問窟が残っているが，反復興

奮中にみられる原線維内伝播運動はいずれの線惟

でも認められなさらに原線維の短縮率は同一筋

から取り出した筋線維間には太細如何に拘らず殆

んど差がないまた筋原線維はいずれの筋でも一

過性短網を起し得る．この他観測される種々の現

象から，上述の関連性及び神経支配の問題を考察

してみた・

233．伊藤龍・伊藤文雄（名大第2生面）

線維牧縮機構の分析

我々はすでに一見atranolomと思われるBicder-

mann氏液による線維l生収縮 (BFT)にも一定の法

則があり，発生点が筋のどこかに発見出来る事を

卸った・そして電気的陰性にさせられた場所がこ

の発生点になり得る事，及び単一運動単位程度分

離しても常に上記法則が妥当する事を見た•また

mediumの条件について，薬物の作用及び温度に

よる影響季節変化等について顕著な結果を発表し

て来た・ ヽ

Curareにより BFTの発生点は変化を受けない

が，頻度は著明に増加する．叉このBFTの活動単

位を構成している筋線維数を佑作電位から推測し

てみにその結果BFT単位とも称せられるものは

墓の縫工筋では単一連動単位の線維数の約 1/8~

1/10,即ち線維数にして 3~7本である事がわか

った．顕微鎖的所見にも之を支持するものが見出

される・

然らばこれ等の筋線維は生理的攣縮を行う筋線

維と同じものか否か，先ずその伝導速度を以て比

較してみると， BFTの伝導速度は双隙壁誘導を行

ぃ， 20℃に於て平均2.5-3m/secであって普通の

攣縮と同じである事がわかった・

次いで此の収縮単位の活動状態を杉氏隔絶法と

双極誘導を並用して観察すると，冬墓では常時平

均4~6単位が活動しており，各単位は10℃に於て

約2cycle程度で律動的に放電している・温度が

次第に上昇すると一般に頻度が高まるが，初め各

単位の頻度よりは寧ろ興奮単位数が増加する．次

いで単位数の増加は止り，更に温度が高まるとか

えって滅少する．この場合各単位の頻度は著明に

増大し，特にgroupingする傾向がある・そして

我々はこの groupingにもある種の塑式のある事

を認めた・
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52ー 3型プラウン管径120mm単，複掃引装置付

●据置型 52-5型プラウン管径 17吋 単，複掃引装置付

記録装置
パイプレター最大入力 200MA
（二個装蹴）周波数 O-lOOOc/s

振 幅 1000c/s20MAの時 10mm

フロマイド 35mmx25M 

フィルム 回韓速度 2 10 20cro/s • 
刻時 1/50sec 

52-5型

“: 

＊カクログ贈呈

郵要¥30
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筋電計 （マイオグラフ）＇発売元

電気測定器真空管電気部品

東京電気精機株式会祗
東京都千代田区神田仲町2の11番地

電話下谷 {83)65~5 記録装置
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成 分 5. 5イソアミ:i,レ＇：エチ）レバルゼツ,,,...)内酸ナん卜りウム 水に容易に溶解する
應 用 前麻酔、基礎麻酔、誘導麻酔には麻酔量の節約、患者の術前の不安を除去

痛覚域の引卜げ≫反射刺戟性 1減少、麻酔の四滑な導入、術中の興粥夜生の
防止、麻酔齊！の副作用の緩和術後の疼痛の除去に優れた効果を痒現します
＇ 吸入麻酔、腰推麻酔前に投与すれば1~2時間の手術施行上極めて好者駅合です

用法用量患者の容態、症候≫年令、扉輯経系の欣態等の個人的皮応によつて決定されま

す 通常薬効の鋲敏性を必要とする場合は静詠内に、特続効果を望む場合、
或いは不安、興奮、拒絶症状が強く 静詠注射が困難なときは筋肉内注射が
適嘗です
＊基礎，誘導麻酔にはo.3--0..8g静注＊手術前後の不安・苦痛除去にはo.5g 

¥ 0.25g（注射用蒸溜IK
,＇；, 2.5cc添付）各5菅人

0.5g （注射用蒸溜IK
5.(le（添付） 各団晋入

一京邪市中京偲千生下溝町38 日本新薬株式会社ら札幌・東京・大阪・富山
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